
痕顕著。（18・19）はマダコ用の蛸壷で，残りの良い（18）は口綾部に穿孔がある。いずれもやや雑な作

りのものである。（20～24）は須恵器で，（21）は大型の杯，（22）は漏斗。（23）は杯蓋で，調査時には

確認できなかったが混入品の可能性も否定できない。　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SHⅡ19（第187・423図　図版103　SH8627）

第2徴高地中央部よりのG15区で検出した竪穴住居である。周囲に周溝と考えられるSDⅢ51・52等

がめぐる。平面形はやや隅丸の長方形を皇し，長軸約3．2m，短軸約2．6m，残存深約0．08mを，また主

軸の方位はN590Eを測る。面積は8．Odである。内部構造としては東側の短辺に竃状の張り出しがある。

竃状の遺構は焼土化しており，内部には炭化物の集積が確認できた。全周に壁溝がめぐる。主柱穴は明

確には確認できなかったが，2穴の可能性が高い。また，周溝は南部で広がっており，この住居は南に

空間を意識した構造のものであろう。当遺跡で検出した第Ⅲ期の竪穴住居では，平面形が隅丸長方形の

ものは第1徴高地北部に2棟程あるが，いずれも長辺に竃が設置されたもので，本住居の竃の位置は異

質な感を受けるものである。

（第432図25）は中型の賓で，球形に近い休部を持ち，体部外面と口綾部内面は刷毛調整で，体部内面



はナデ調整である。（26）は鉢の破片で内面に

暗文が残る。　　　　　　　　　　　（藤好）

SHⅡ20（第188・423図）

第2徴高地中央部よりのG15区で検出した。

SHⅢ19の東に隣接する。北半部は削平を受け

消失し，中央部を南北に後世の溝で切られる。

平面形は不整形なもので，主柱穴炉とも確認で

きなかった。長軸3．7m以上，短軸2．6m以上，

残存深約0．07mを測る。

（第423図27）は須恵器の杯である。（藤好）

SHⅡ21・22（第189・423図　図版103　S

H8625・8626）
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第188図　SHⅢ20平・断面図

F15区で検出した竪

穴住居址である。SH uO9°ウ「『

Ⅲ21・22は，後世の削

平を受け床面を残すの

みの状況で検出された。

両者は切り合い関係を

持ち，SHⅢ22がSH

Ⅲ21を切り込んでいる。

また，その切り合いに

よりSHⅢ21の大部分

は失われ，コーナー部

分を残すのみであった。

そのためSHⅢ21規模

及び構造については，

不明である。

SHⅢ22の平面形は

隅丸方形を皇し長軸

5．2m，短軸5．0m，残

存深0．04mを測る。主

軸の方位はN240Wを

測る。面積は24．3Id

で，当該期の竪穴住居

址の中では平均的な規

模である。内部構造と

しては，北辺の中央部

やや東よりに作り付け

已
⊂⊃

00

寸

もI

0　　　　　　0．5m

LT－‥　言

1．黄褐色砂質土（炭化物を上面に含む）
2．1に類似（1に比べ淡い）
3．黄褐色砂質土

第189図　SHⅢ21・22平・断面図
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の竃を備えていた。主柱穴は4柱穴確認できた。また，西半部には壁溝が検出できた。その状況より，

本来は全周を巡っていたものと考えられる。

SHⅢ22の出土土器の内床面直上のものを，2点抽出した。（第423図28）は製塩土器の口綾部である。

（29）は須恵器の杯身である。

資料が少ないため，SHⅢ22の時期を特定するのは比較的難しいが，須恵器の資料より6世紀末と考

えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ23（第190・424図　図版122・123、SH8630）

調査対象地にわずかにかかる第3徴高地の西端，第1低地帯に面した徴高地＿L B・C12区で検出し

た3棟の竪穴住居群中もっとも北に位置する。西部は第1低地帯に面する斜面部にかかり，西辺を確認

できなかった。平面形は隅丸方形を呈すると考えられ，長軸5．0m以上短軸4．8m以上残存深約0．02

mを，また主軸の方位はN200Wを測る。面積は24．3崩を測る。残存状況は良くない。東辺中央部に竃の

下部と考えられる焼土を検出した。主柱穴は4穴と考えられる。本住居は，西側は低地帯に連なる斜面

部に面しており空間的な余裕はないにもかかわらず，東辺中央に，竃をもつ。通例であれば，空間利用

上からも北辺に竃を設置したほうが合理的であると考えられるが，敢えて東辺に設置している点は注目

される。3棟の竪穴住居が軒を揃えて同時併存であることから，東側に統一して竃を設置したものであ

二二‾

2

呈去益ゝ＿・．・．．．・．具二4・50ma

e　31－L4・50m
′・‾瑠二‾

1．暗褐色砂質土
2．暗灰色砂質土
3．暗灰茶色砂質土

SKⅢ16断面図
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導崇、

司。
2ユ　ニキー4．60m
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L．1日，Hli l

第190図　SHⅢ23，SKⅢ16平・断面図
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ろうか。住居の南西部で土坑を検出したが，哩土の類似からその先後関係は明確ではない。（第424図

1～6）は床面直上出土の土器である。（1）は中型の賓の口縁部で内面に刷毛調整の痕跡が残る。

（2）は土製品で，土馬の頸部と考えられ内部は中空で，外面に手綱の表現と考えられる沈線が走る。

（3～6）は須恵器で，（5・6）は内部の土坑から出土し，外面にへラ記号が施される。　（藤好）

SHⅡ24（第191図　図版123　SH8629）

SHⅢ23の南に隣接する竪穴住居で，

B・C12区で検出した。西辺が削平を受

けており，全体を確認するには至ってい

ない。平面形はやや隅丸の方形を呈する

と考えられ，長軸4．0m以上，短軸3．1m

以上，残存深約0．02mを，また主軸の方

位はN220Wを測る。残存状況は良くな

い。面積は18．4I適で，やや小型の部類に

属する。竃・炉は検出できなかった。主

柱穴は4穴である。本竪穴住居は，隣接

する3棟中もっとも小型のものであり，

竃を持たないことから住居としては使用

されなかった可能性が高い。図化し得る

ような遺物は出土していない。（藤好）

SHⅡ25（第192・424図　図版124

SH8628）

SHⅢ24の南に隣接する竪穴住居で，

B・C12区で検出した。同様に西辺が削 第191図　SHⅢ24平・断面図

平を受けており，全体を確認するには

至っていない。平面形はやや隅丸の方形を皇すると考えられ，長軸5．7m，短軸4．0m以上，残存深約0・

04mを，また主軸の方位はN130Wを測る。残存状況は良くない。面積は30．8rrfである。主柱穴は4穴で

ある。東辺で焼土化した部位を確認しており，竃が付設されていた可能性が高い。

（第424図7～27）はいずれも床面直上出土の土器である。（7～11）は賓で，（7）は休部内外面に刷

毛調整が施される。（8）は内外面ナデ調整。（11）は中型の賓で口縁部が直立気味で，体部内外面は刷

毛調整。（12）は頸部がくびれないが，製塩土器と考えられ，口縁部外面には平行叩き目がつく。（13・

14）は鉢。（15～18）は甑と考えられるが，（15）はやや大型であることから竃である可能性も否定でき

ない。（19～27）は須恵器である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SHⅡ26（第193・425図　図版154・155　SH8632）

第4徴高地の東北端，D・E12・13区で検出した2棟の竪穴住居の内，西側に位置するものである。

SBⅢ106に切られる。ほぼ正方形を皇し，長軸4．5m，短軸4．4m，残存深約0．2mを，また主軸の方位

はN440Wを測る。主軸の方位がこの時期のものとしては珍しく，西北方位を示すが，この方位は北に位

置する第2低地帯に面した緩斜面部に設置されたためのものと考えられる。面積は17．5適で，この時期

の竪穴住居としては平均的な規模のものである。内部構造としては，北辺中央部に竃を持ち，主柱穴は

－228－



訂　可

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L一日目・Hi　　　一一」　　　言辛焼土

0　　　　　　0．5m

！題　目．」

第192図　SHⅢ25平・断面図

4穴である。

（第425図1）は床面直上出土の須恵器杯蓋である。 （藤好）

1．暗灰褐色粘質土
2．暗灰黄褐色粘質土

SHⅡ27（第194・425図　図版155　SH8631）

第4微高地の東北端，D12区で検出した竪穴住居でSHⅢ26の東に位置する。本遺構は，東部を第1

低地帯により消失しており，完全な状況では検出できなかった。またSBⅢ107に切られる。平面形は，

四隅がやや丸みを持つほぼ正方形のものと考えられ，長軸4．1m，短軸3．6m以上，残存深約0．35mを，

また主軸の方位はN180Wを測る。面積は16．2I戒を測る。ほぼ平均的な規模のものである。内部構造は，

主柱穴は4穴からなる。東辺は欠落しているものの，中央やや北よりに焼土化した部分があり，隣接し

て竃が存在した可能性が高い。本竪穴住居は，その方位においてSHⅢ26とは逆に東の第1低地帯に面

した斜面の影響を受けたものと考えられる。

（第425図2～8）は床面直上出土の土器である。（2）は把手付の球胴の賓で，口縁端部は垂直面取

りで，内外面を刷毛調整する。（3）は竃の鍔の部分である。（4～8）は須恵器，（8）は提瓶でカキ目

調整が顕著である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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第193図　SHⅢ26平・断面図

0　　　　　　　　　　1m

」　　　　　　］
1．灰黄褐色粘質土
2．暗黄褐色粘質土
3．赤茶褐色粘質土（焼土）

竃平・断面図
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1．焼土
2．赤黄褐色粘質土（焼土・ベースブロックを含む）

第194図　SHⅢ27平・断面図
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SHⅡ28（第195・425図　図版156・157　SH8717）

FlO区で検出した竪穴住居址である。SHⅢ29と切り合い関係にあり，SHⅢ29を切り込んでいる。

上半部は削平を受けかなり残りが悪い。平面形は隅丸方形を皇し長軸4．8m，短軸4．3m，残存深0．04m

を測る0主軸の方位はNSを測る。面積は20．2I戒で，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。

内部構造としては，北辺の中央部やや東よりに作り付けの竃を備えていた。主柱穴は4柱穴確認できた。

西辺には部分的に壁溝が検出できた。

SHⅢ28の床面直上の土器として，最大図化できるもの2点抽出した。（第425図9）は須恵器の杯身

である。（10）は須恵器賓の上半部である。

資料が少ないため，SHⅢ28の存在時期を特定するのは比較的難しいが，須恵器の杯の形状より6世

紀末に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ29（第195・425図　図版157　SH8718）

FlO区で検出した竪穴住居址である。SHⅢ28と切り合い関係にあり，SHⅢ28に切られている。上

半部は削平を受けかなり残りが悪い。平面形は隅丸方形を皇し長軸4．6m，短軸4．6m，残存深0．10mを

測る0主軸の方位はN150Wを測る。面積は21．3誼で，当該期の竪穴居址の中では平均的な規模である。

内部構造としては，北辺の中央部に作り付けの竃を備えている。主柱穴は4柱穴確認できた。西辺には

部分的に壁満が検出できた。

SHⅢ29の床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの5点を抽出した。（第425図11・

12）は製塩土器の上半部である。（13・14）は須恵器杯蓋である。（15）は須恵器の底部で，杯の可能性

がある。

資料が少ないため，SHⅢ29の時期を特定するのは比較的困難であるが，須恵器の資料より6世紀後

菓ないし6世紀末前後に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ30－37（第196・197・425・426図　図版158　SH8720～8727）

第4徴高地の西軋GH9区で検出した竪穴住居群で，著しく重複し，埴土も類似することから検出

に困難を有した住居群である。残存状況も悪く哩土の深さもわずかしか残っていない。SHⅢ32は小型

の方形土坑SKⅢ23に，SHⅢ35・SHⅢ37はS］〕Ⅲ109に，またSHⅢ37はSDⅢ110に切られている。

竪穴住居の規模・棟数・相互の切り合い関係は，竃の残存状況や壁溝中の微妙な哩土の差により判断せ

ざるを得なかった。7棟の位置を見ると，わずかに切り合いは持つものの東南に離れるSHⅢ37を除

き，西寄りに6棟が集中する。この西寄りの6棟は，西部に位置するSHⅢ30～33，東部に位置するS

HⅢ34～36と中央のSHⅢ36の概ね3群に区分される。竃の痕跡は中央のSHⅢ36を除き，いずれも北

部のものしか残存しない。西群は，切り合い関係から南から北へ順次建て替えられ，東群も切り合いが

一部不明瞭な点もあるが，その可能性が高い。またSHⅢ31とSHⅢ33，SHⅢ32とSHⅢ35は形状や

規模が非常によく類似するなど，東西両群の内容の近似性は注目される。

SHⅢ30は，西寄りの竪穴住居群中最も先行する時期のものである。形態は方形を皇し，残存状況は

悪く，東南隅の壁溝部だけを検出した。なお主軸方位は，この群中では最も東寄りの方位を示す。

SHⅢ31は，ほぼ正方形の平面形を皇し，長軸6．8m，短軸6．4m，残存深約0．05m，主軸の方位N

150W，面積44．2I戒を測る。やや大型の住居で，壁溝を持つ。

SHⅢ32は，西群中もっとも北に位置する住居で，北部をSKⅢ23に切られる。平面形は，ほぼ正方

形を望し，全周に壁溝がめぐる。長軸5・8m，短軸5．5m，残存深約0．07m，主軸の方位NlOOw，面積
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1．暗褐茶灰色砂質土
2．明灰色砂質土
3．暗褐灰色砂質土
4．暗黄褐灰色砂質土（やや砂粒を含む）
5．暗灰黄褐色粘質土
6．暗灰色砂混じり粘質土（焼土を多量に含む）
7．5に類似（炭を含む，焼土を若干含む）
8．暗灰色砂混じり粘質土（5・6に比べ暗い，炭を多量に含む）
9．暗灰色砂混じり粘質土
10．暗灰色砂混じり粘質土
（5・6に比べやや明るい，暗茶色Mn粒を多く含む）

11．U暗褐灰色砂質土
12．灰黄色粘土混じり砂質土

第195図　SHⅢ28・29平・断面図
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第196図　SHⅢ30～37平・断面図
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32．8崩を測る。北辺中央部に竃の痕跡と考えられる焼土を検出した。

SHⅢ33は，東群のもっとも先行する住居で，ほぼ正方形を呈すると考えられ，長軸5．6m以上，短軸

3．0m以上，残存深約0．07m，主軸の方位N160Wを測る。全周に壁溝を持ち，東南部をSHⅢ37に切られ

る。

SHⅢ34は，ほぼ正方形を皇し，長軸5．9m，短軸5．5m，残存深約0．05m，主軸の方位N150W，面積

33．6崩を測る。主柱穴は4穴である。

SHⅢ35は，東群中もっとも北に位置する住居で，北辺中央部に竃を持つ。SHⅢ36に切られる。ほ

ぼ正方形を皇し，長軸5．4m，短軸5．1m，残存深約0．1m，主軸の方位N170W，面積17rriを測る。主柱

穴は4穴である。

SHⅢ36は，SHⅢ30～36中もっとも新しい時期のもので，北辺に竃の痕跡が認められる。東辺は確

認できなかったが，竃の位置が北辺の中央部に位置するとすれば，東西に長い長方形を呈する。また先

行するSHⅢ35の竃の南端が直線を皇し，本住居の北辺の延長線上に位置することも，SHⅢ36が長方

形プランを呈していたことを示すものであろう。長軸約5．3m，短軸約4．5m以上，残存深約0．05m，主

a

－5．20m

b′

－5．20m

C

－5．20m

SP26　　　　　　　　　sp25

第197図　SHⅢ30～37断面図
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軸の方位N70W，面積28．3I適を測る。

SHⅢ37は，やや東南方向にずれる住居で，南辺をSHⅢ110に切られる。やや東西方向に長い形状を

皇し，長軸約5．2m，短軸約4．3m，残存深約0．02m，主軸の方位N180W，面積22．7rdを測る。

SHⅢ30～37は，接近することから同時併存としては，多くても2棟ほどであろう。平面形はSHⅢ

37ともっとも新しいSHⅢ36がやや長方形になる可能性がある他はほぼ正方形に近い平面形を持つ。主

軸の方向性は，やや真北方位のものから西にふる方位への変化が認められる点は注目される。またSD

I21とした第I期の溝は，途中でSI）Ⅲ93に切られ，連続して検出したものではない。この溝はその方

位が南部ではやや地形に影響され蛇行するが，北部は直線的に走ることから別の時期の所産の可能性も

否定できない。哩土の類似か、らSDⅡ21の北部は，SI）Ⅲ93から分岐したものである可能性も考えられ

る。こうした点からすれば，SHⅢ30・31に代表される西群はその方位からSI）Ⅲ93と併存が考えら

れ，S】〕Ⅲ93から北に分岐する溝は先進の方向性を持ちこの竪穴住居群の西群に伴うもので，東群に切

られる可能性も十分ある。

（第425図16・17）はSHⅢ32の床面直上から出土した賓と須恵器の杯蓋である。寮は口縁端部を直角

に面取りする。（18）は，SHⅢ31の床面直上出土の須恵器の杯で，天井部はへラ削りが施されている。

（19～24）はSHⅢ36の床面直上から出土したもので，（19）は中型の賓で，口縁部は短く，休部外面は

刷毛・内面はナデ調整である。須恵器の杯は残りの良いものはいずれもへラ削りを施す。

（第426図1～4）はSHⅢ35の床面直上から出土したものである。（1）は土師器の脚台，（2～4）

は須恵器で（3）は杯身で底部へラ削り，（4）は長頸壷である。（8・10・11）は，SHⅢ33～35の重

複部からの出土の須恵器である。（9）はSHⅢ33・36の重複部から出土した須恵器で底部はへラ削り

を施す。（5～7）はSHⅢ37の床面直上から出土した杯で，（5・7）はへラ削りが認められる。（12）

はSHⅢ30～37の重複部から出土した杯身である。出土した遺物には明確な時期差は認められず，近接

した時期の初産と考えられ，出土須恵器杯の残りの良い杯はいずれもへラ削りが施され，径もやや大型

のものが多く，隣接するSDⅢ20と近時した時期であると考えられる。　　　　　　　　　　（藤好）

SHⅡ38（第198・426図　SH8711）

G9区で検出した。第4微高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，同時期のSHⅢ39南半

部を切る。また南半を満SDⅢ110・113に切られる。殆ど床面まで削平されており，残存状態は不良で

ある。平面形は正方形に近く，長軸3．9m，短軸3．5mを測り，主軸方位はN200Wで，面積は16．9Irfと，

当該期の竪穴住居中では平均的な規模である。北辺で東に偏して造り付け竃を持つ。煙道部は短く，炉

床の掘り込みは浅い。主柱穴は4本で四隅の壁面にほぼ接している。壁溝は検出していない。主柱穴よ

り製塩土器（第426図13），床面より須恵器杯蓋小片（第426図14）を出土している。

製塩土器は厚手で肩部で緩く屈曲して口綾部はほぼ直立し，外面に並行叩きを施す。杯蓋は口縁部の

小片である。6世紀後葉の特徴を備えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SHⅡ39（第198・426図　SH8710）

G9区で検出した。第4微高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，同時期のSHⅢ38に南

半部を切られる。殆ど床面まで削平されており，残存状態は不良である。平面形はほぼ正方形で，長軸

5．5m，短軸4．8mを測り，主軸方位はN130W，面積は26．4Irfで，当該期の竪穴住居中ではやや大形であ

る。北辺中央部に造り付け竃を持つ。煙道部は比較的長く延びる。削平と柱穴の重複が著しく，本住居

に伴う主柱穴の特定は困難である。また壁清も検出できなかった。
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竃から甑，床面から須恵器

杯身，壷片を出土している。

甑（第426図15）は弱く外傾

して外面縦ハケ，内面横パケ

を加える。杯身（16～19）は

比較的口径が大きく立ち上が

りも高い。底部の遺存する

（16）ではへラ切り後，回転

へラ削りを施している。（20）

はこのように図示したが壷口

縁部の可能性もある。全般的

に6世紀後薬に位置付けて矛

盾はない。　　　（大久保）

SHⅡ40（第199・426図

図版159　SH8719）

F9区で検出した竪穴住居

址である。東には隣接してS

HⅢ46が位置する。上半部は

削平を受けかなり残りが悪い。

平面形は隅丸方形を皇し長軸

5．3m，短軸5．2m，残存深0．

10mを測る。主軸の方位はN

200Wを測る。面積は27．4崩

で，当該期の竪穴住居址の中

では平均的な規模である。内

部構造としては，北辺の中央

部に作り付けの竃を備えてい

』Hl．日日．i　　　　　　」

第198図　SHⅢ38・39平・断面図
る。主柱穴は4柱穴確認でき

た。また，建て替えが行なわれたと考えられ，主柱穴に隣接して複数の柱穴が確認された。削平を受け

ている南辺を除く三辺に壁溝が確認できた。本来は全周していたものと思われる。

床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの3点を抽出した。（第426図21）は土師器の鉢

である。底部は丸底であり，口縁部は「く」字状に外反し端部は尖り気味に丸く納まる。体部内面には

パケが顕著。（22・23）は須恵器杯蓋及び身である。

資料が少ないため，SHⅢ40の時期を特定するのは比較的困難であるが，須恵器の特徴より6世紀後

菓ないし6世紀末に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ41（第426図）

第4徴高地の東端，D9・10区で検出した。第1低地帯に面した斜面部で位置し，残存状況は悪く，

東部は確認できなかった。長軸5．0m，短軸3．0m以上を測る。
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1．青灰褐色砂質土
2．1に類似（焼土ブロックを多量に含む，竃部分）
3．2に類似（炭褐色が強い，竃部分）

4．明灰黄橙褐色砂質土（ベースにやや炭褐色がかかる，竃部分）

第199図　SHⅢ40平・断面図

（第426図24）は床面直上から出土した須恵器の杯蓋である。 （藤好）

SHⅡ42（第426図）

第4徴高地の東端，D9区で検出した。第1低地帯に面した斜面部で位置する。基本的には方形を皇

すると考えられるが，とくに東南隅はいびつな形状を示す。主柱穴は円形にめぐる柱穴群が相当すると

考えられるが，不整合性が高く，断定できない。長軸約4．7m以上，短軸約4．2m，残存深約0．12mを測

る。面積は19．5Idである。

（第426図25～29）は床面直上から出土した土器で，（25）は土師器の中型の賓で口縁部内面に刷毛目

が残る。（26～28）は鉢で，（25）は小片のため傾きには誤差があり，（28）の内面には暗文が残る。（藤好）

SHⅡ43（第200・426・427図　図版160　SH8709）

G9区で検出した。第4微高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，同時期のSHⅢ44に過

半を切られる他，溝3条，堀立柱建物一棟と重複し，残りは余り良くない。平面形は正方形に近く，長

軸6．1m，短軸5．7mを測り，主軸方位はNllOw，面積は36．5I戒で，当該期の竪穴住居中では平均的な規

模である。残存深0．22mを測る。竃は遺存していない。主柱穴は4本で比較的内よりに位置するが，規
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模・柱間寸法のばらつきが大きい。壁溝は四周で認められる。床面から須恵器杯蓋を出土している。（第

426図30）は床面遺存の須恵器杯身で口径の小形化と共に口縁立上り部・受部が共にかなり倭小化して

いるが底部には回転へラ削りを施す。6世紀末葉に比定出来る。　　　　　　　　　　（大久保）

SHⅡ44（第200・426・427図　図版160　SH8708）

G9区で検出した。第4徴高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，同時期のSHⅢ43を切

り，溝3条，掘立柱建物一棟と重複する。平面形は方形を皇し，東西辺がやや長く長軸5．1m，短軸5．0

mを測り，主軸方位はN230W，面積は22．5適で，当該期の竪穴住居中では平均的な規模である。また残

存深0・2mを測る。重複する溝に破壊されて竃は遺存していない。主柱穴は4本でかなり内よりに位置

する。壁満は四周で認められるが全周しない。東南隅主柱穴周辺を中心に床面からは須恵器杯身および

土師器片を検出している。

（第426図31～33）は何れも未だ箱形を皇し頂部には回転へラ削りを施す杯蓋である。6世紀後薬に位

置付けられる。

なお（第427図1～7）はSHⅢ43・44重複部分で検出した遺物で何れに属するとも決し難い・もので

ある。（1・2）は土師器の大形球形賓ないしは長胴賓であろう。（3）は土師器大形鉢である。（4）は

‾■－‾‾、、、●ノー一一一一

ユー5．30m

‾‾‾　　　　　　「　　　　　　‾‾‾‥｝

0　　　　　　　　2m

l・黄色土混じり暗褐色弱粘質土　3．黒褐色土混じり暗黄褐色粘質土　5．暗黄褐色砂質土　L－⊥－111…1i i
2．黒褐色弱粘質土　　　　　　4．暗褐色砂質土　　　　　　　　6．黒褐色弱粘質土

第200図　SHⅢ43・44平・断面図
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製塩土器で直立する口縁部外面に

並行叩きを施す。（5）は器種不

明。甑の一部には中位に突帯を持

つ例があるのでそれかも知れない。

（6）は土師器竃であろう。（7）

は須恵器杯蓋，形状から見てSH

Ⅲ44に属する可能性が高炎久保）

SHⅡ45（第201・427図　図版

160・161　SH8707）

G8・9区で検出した。第4徴

高地中央部の古墳時代後期竪穴住

居群中に位置し，同時期のSHⅢ

43・44の東側に接する。平面形は

ほぼ正方形を呈して長軸4．9m，

短軸4．7mを測り，主軸方位はN

80W，面積は23．OI適と，当該期

の竪穴住居中では平均的な規模で

ある。残存深は0．1mに留まる。

北辺中央部のやや西よりに造り付

け竃を持つ。煙道の張り出しは短

い。これより僅かに東側にずれて

炉床状の窪みがあり，焼土が詰ま

る。主柱穴は4本で，比較的内よ

りに位置するが，東辺2穴は本住

居と重複する二基の土坑（SKⅢ

45等）に破壊され残存しない。壁

溝は全周している。

本住居床面では比較的多量の土

器が残されていた。（第427図8）

は小形の球形賓，（9）は口縁部

である。（10・11）は土師器土鍋。

該期の同器種の中では際立って小

形の部類である。（12・13）は甑

口綾部片である。（14・15）は須

恵器杯蓋。（16）の須恵器杯身は

立上り部がひどく渡小化して底部

外面に回転へラ削りも認められな

い。6世紀末葉ないし7世紀初頭

11 b　3㌦5．。。m
‾、受≡：彗ト一一

1．暗褐色砂質土
2．焼土・炭・灰等よりなる
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第201図　SHⅢ45平・断面図
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第202図　SHⅢ46平・断面図
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に位置付け得る。

SHⅡ46（第202図　図版161SH8716）

（大久保）

E9区で検出した竪穴住居址である。西には隣接してSHⅢ40が位置する。SBⅢ171・172等とは切

り合い関係にある。後世の削平と，掘立柱建物・土坑・溝等の切り込みにより，残りはかなり悪く不明

な点が多い。平面形は隅丸方形を皇し長軸4．7m，短軸4．5m，残存深0．06mを測る。主軸の方位はN

60Wを測る。面積は19．6Idで，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。内部構造として確認

できたものは主柱穴と壁溝である。主柱穴は4柱穴確認できた。北辺に壁溝を部分的に確認できた。

SHⅢ46からは，須恵器及び土師器の細片が少量検出されただけで，時代を特定出来る資料は見出せ

なかったが，周辺部に所在するSHⅢ40の主軸方位及び規模等類似する点が多く，この住居址はSHⅢ

40時期に近い6世末前後の竪穴住居址の可能性が高い。

1．黒灰色弱粘質土　　5．黄褐色弱粘質土（土坑埴土貼り床部
2．黒褐色弱粘質土　　　やや汚れたベースのブロック）
3・暗褐色弱粘質土　　6．黒褐色弱粘質土（土坑埴土）

4・黄褐色土ブロック　7・淡灰黄褐色粘質土（土坑埴土）

第203図　SHⅢ47・48平・断面図
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SHⅡ47（第203，427図　図版162　SH8706）

P・G8区で検出した。第4徴高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，溝SDⅢ93を切る

が同時期のSHⅢ48に過半を切られる。また上半部を予備調査時のトレンチに破壊されて遺存状態は良

くない。平面形はほぼ正方形を皇し，長軸4．7m，短軸4．7mを測る。主軸方位はN170W，面積は23．5崩

と，当該期の竪穴住居中では平均的な規模である。残存深は僅かに0．08mを残すだけである。北辺中央

部に造り付け竃を持つ。煙道張り出しは短い。主柱穴は4本で，比較的内よりに位置するが柱間間隔に

ばらつきが大きい。壁溝は南半部のみ検出し得た。遺物は小片ばかりであるが住居の遺存状態から考え

てほぼ床面直上と見成して良い資料である。

（第427図17・18）は須恵器杯蓋，（19～21）は須恵器高杯である。（19）の杯部は杯蓋同様の調整でへ

ラ切り後回転へら削りを加えてから脚部に接合している。6世紀末葉に位置付けられる。　（大久保）

SHⅡ48（第203・427図　図版162　SH8705）

P8区で検出した。第4徴高地中央部の古墳時代後期竪穴住居群中に位置し，同時期のSHⅢ47の過

半を切る。また上半部を予備調査時のトレンチに破壊されて遺存状態は良くない。平面形はほぼ正方形

を皇し，長軸5．1m，短軸4．8mを測る。主軸方位はN140W，面積は24．5rdと，当該期の竪穴住居中では

平均的な規模である。残存深は僅かに0．14mを測る。北辺中央部に造り付け竃を持つが，大部分を破壊

されている。主柱穴は4本で，比較的内よりに位置するが柱間間隔にばらつきが大きい。また床面南半

部中央に平面楕円形の土坑があるが，後に埋め戻されている。上面には丁寧に黄色土を貼る。壁溝は断

続的に四周で検出した。遺物は小片ばかりであるが住居の遺存状態から考えてほぼ床面直上と見成して

良い資料である。

（第427図23・24）は土師器杯である。（23）は口縁端部内面を斜めに面取りし，内面に暗文を持つ。

（25）は土師器甑底部片。小片のため図のように復元したが傾きは再考の余地がある。（26）は須恵器杯

蓋で頂部平坦面をよけて直下

に帯状に回転へら削りを加え

る。6世紀末葉ないしは7世

紀初頭に比定出来奄大久保）

SHⅡ49（第204・427図

図版162　SH8704）

H8区で検出した。第4徴

高地中央部に位置するが，他

の竪穴住居との間隔がかなり

ある。北西部1／3以上を野

井戸に破壊され，また著しい

削平を受けて残存深は約0．04

mと遺存状態は良くない。平

面形は方形で，東西辺がやや

長い。長軸6．1m，短軸4．9m

を測る。主軸方位はN200W，

面積は29．9適と，当該期の竪



穴住居中では平均よりやや大きい0大部分を破壊されているが北辺中央部に造り付け竃を持ち，平面楕

円形に浅く炉床が窪み，焼土片が堆積していた。主柱穴は4本で，かなり内よりに配される。壁溝はほ

ぼ全周するようである。

（第427図27）は須恵器杯蓋口綾部片，（28）は施口綾部ないしは無蓋高杯杯部片であろう。以上の資

料に限られるため時期の特定が困難であるが6世紀後薬から7世紀前葉の幅で捉えることが出来る。

（大久保）

SHⅡ50（第205・428図　図版140・163　SH8713）

E●F8区で検出した竪穴住居址である。南には隣接してSHⅢ52が位置する。SHⅢ51とは切り合

い関係にあり，この住居址はSHⅢ51に切られている。なお，この住居址は後世の削平と柱穴の切り込

みにより残りがかなり悪い。平面形は隅丸方形を皇し長軸4．6m，短軸4．3m，残存深0．12mを測る。主

軸の方位はN430Wを測る0面積は19・3I戒で，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。内部構

造としては，北西辺の中央部に作り付けの竃を備えている。主柱穴は4柱穴確認できた。また，主柱穴

に隣接して複数の柱穴が確認され′建て替えが行なわれた可能性がある。壁溝ほ部分的に4辺で確認さ

1．暗茶褐色土（ベースブロックを含む）　4．2に類似（やや暗1、）
2．1に類似（やや暗い）　　　　　　　　5．焼土
3．暗灰褐色砂質土

第205図　SHⅢ50・51平・断面図
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れ，本来は全周を巡っていたものと考えられる。

SHⅢ50より出土した土器として，最大図化できるもの14点を抽出した。（第428図1～6）は中位の

哩土中より出土した土器である。（第428図1・2）は土師器の賓の上半部及び口縁部である。口綾部は

「く」字状に外反し端部は僅かに肥厚し平坦に仕上げる。（4）は土師器賓の把手である。（第428図5）

は土師器台付皿の高台部である。（6）は須恵器の杯身の口綾部である。

（第428図7～14）は上位の哩土中より出土した土器である。（7・8）は土師器の襲口綾部である。

（10・11）は土師器竃片である。（12～14）は須恵器の杯身の口綾部である。

SHⅢ50の時期は床面直上の資料が得れなかったため，時代を特定するのは比較的困難であるが，出

土遺物中の土師器の特徴より6世紀後菓～7世紀前葉と考えたい。　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ51（第205・428図　図版140・163　SH8714）

E・F8区で検出した竪穴住居址である。南には隣接してSHⅢ52が位置する。SHⅢ50とSKⅢ52

と切り合い関係にあり，SHⅢ50を切り，SKⅢ52には切られている。なお，この住居址はSHⅢ50同

様後世の削平と柱穴の切り込みにより残りがかなり悪い。平面形は隅丸長方形を皇し長軸4．3m，短軸

3．0m，残存深0．16mを測る。主軸の方位はN180Wを測る。面積は13．Ordで，当該期の竪穴住居址の中

では平均的な規模である。内部構造としては，北辺の中央部に作り付けの竃を備えている。主柱穴は6

柱穴確認できた。壁溝は東辺を除く3辺に部分的に検出できた。

床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの8点を抽出した。（第428図15）は土師器の賓

の口綾部である。（17）

は土師質の蛸壷である。

（18）は須恵器の杯蓋で

ある。天井部中央部につ

まみを持ち内面に返りを

有する，蓋と身の逆転直

後の資料である。（19・

20）は須恵器の高杯脚部

である。（21・22）は須恵器

の提瓶あるいは平瓶の口

綾部である。

SHⅢ51の時期は，須

恵器の特徴より7世紀前上

薬に当る。　　（西村）

SHⅡ52（第206・428

図　図版140・163　SH

8715）

◎

lI

口IJJJぎ

hllも

lllnl

壱l　　封

「

忌三二．、
可　　可

F7区で検出した竪穴　一一一－、一一′

住居址である。北には隣

接してSHⅢ50・51が位

置する。SKⅢ52・SD

1．暗灰褐色砂質土（ベースブロックを少量含む）

第206図　SHⅢ52平・断面図
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Ⅲ95と切り合い関係にあり，SDⅢ95を切り，SKⅢ52に切られている。なお，この住居牡は後世の削

平と柱穴の切り込みにより残りがかなり悪い。平面形は隅丸方形を皇し長軸5．2m，短軸5．1m，残存深

0．06mを測る。主軸の方位はN200Wを測る。面積は26．Odで，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規

模である。内部構造としては主柱穴と壁溝の存在が明らかになった。主柱穴は4柱穴と推定できるが，

後世の土坑の切り込みにより，3柱穴しか検出できなかった。また壁溝は4辺をめぐるが，北西隅では

住居址掘方ラインと，壁溝との間に僅かなずれを見出せる。そのため，この住居址は建て替えが行なわ

れた可能性がある。

床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの11点を抽出した。（第428図23～26）は土師器

の賓の口綾部である。（27・28）は土師器の杯である。口縁端部内面は平坦に仕上げ稜を持つ。（29・

31）は須恵器の杯である。（29）は須恵器のつまみの付く杯蓋である。この資料は混入の可能性がある。

（30）は須恵器の高杯脚部である。（32）は須恵器の椀である。休部外面に2条のの沈線を持つ。

SHⅢ52の時期は，須恵器及び土師器の特徴より7世紀前葉でも比較的古い段階に当るであろう。

（西村）

SHⅡ53（第207・429図　図版140・164　SH8712）

E7・8区で検出した竪穴住居址である。この住居址は後世の削平と柱穴の切り込みにより残りがか

なり悪い。SKⅢ57と切り合い関係にあり，同士坑により切られている。平面形は四辺が僅かに張り気

味な方形を呈する。長軸4．8m，短軸4．1m，残存深0．10mを測る。主軸の方位はN170Wを測る。面積は

19．8崩で，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。内部構造としては，北辺の中央部に作り

付けの竃を備えている。この住居址は建て替えが行なわれていて，貼り床をかいして床面が2面確認で

きた。主柱穴は1・2次面伴に4主柱穴確認できた。壁溝は2次住居（新）に伴い，全周をめぐる。な

お，住居外には，付属施設と考えられる円形の周溝（SDⅢ128）がめぐる。

床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの10点を抽出した。（第429図1）は土師器の聾

の口縁部である。（2）は土師器の杯である。（3・4）は土師器の皿である。（5・6・8）は須恵器の

杯である。（5・6）は杯身（8）は杯蓋である。（9・10）は須恵器の賓の口縁部である。

SHⅢ53の資料は土師器及び須恵器の資料間で時期差があるが，土師器の特徴よりSHⅢ53の時期は

7世紀前葉に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ54（第429図　SH8702）

第4徴高地の南部，P・G7区で検出した竪穴住居で，残存上は悪く，壁溝のみを検出した。後世の掘立

柱建物の柱穴で切られており，竃や主柱穴は確認できなかった。残存する壁溝からほぼ正方形を皇すると

考えられ，長軸5．1m以上，短軸5．3mを，また主軸の方位は真北方位を示す。推定面積は26．0誼を測る。

（第429図11～15）は床面直上から出土した遺物で，（11）は土師器の中型の聾で，頸部のくびれが少

なく，外面は刷毛調整，体部内面はナデ調整である。胴部最大径が下位にくるものと考えられる。（12～

15）は須恵器の杯である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SHⅡ55（第208・429図　図版165　SH8701）

第4徴高地の東南部，E7区で検出した竪穴住居で，SDⅢ151とSKⅢ60に切られる。ほぼ正方形を

皇し，長軸4．4m，短軸4．0m，残存深約0．12mを，また主軸の方位はN80Wを測る。面積は17．3rdで平

均的な規模のものである。

内部構造としては，北辺の中央部に作り付けの竃を有し，主柱穴は4穴である。東辺を除き壁溝が認
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1．灰黄褐色弱粘質土（砂粒含む）
2．1に類似（灰色強い）
3．焼土
4．黄色粘質土
5．暗灰色粘質土
6．暗灰褐色粘質土

t二∃

1．暗灰褐色砂質土
2．暗茶灰色砂質土
3．1に類似
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第207図　SHⅢ53，SDⅢ128平・断面図
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められる。出土遺物としては，

南壁寄りの部位から蛸壷が出土　一匡5・00mエ二遷聖疋享
している。

（第429図16～22）は概ね床

面直上から出土した遺物で（16

・17）は鉢か，（18）は口縁外面

に平行叩きを施す製塩土器，

（19・20）は蛸壷。（21・22）は

須恵器杯と高杯である。（藤好）

SHⅡ56（第209・429図　図

版166　SH8703）

H6区で検出した。第4徴高

地中央部に位置するが，他の竪

穴住居群とはかなり距離がある。

弥生時代後期の溝SDI23を

切って造られる。平面形は正方

形に近いが僅かに東西辺が長い。

長軸3．7m，短軸3．3mを測り，

主軸方位はNlOOw，面積は

11．9I戒で，当該期の竪穴住居中

l仁ゝ

CJ

トJ

匡

這－↑有

1．黄褐色粘土混じり暗褐色土
2．焼土
3．炭化物
4．暗褐色土

では小形である。残存深は約

0．1mを測る。東辺中央部に煙道部張り出

しの弱い造り付け竃を持つ。主柱穴は4本

で，竪穴四隅にほぼ接して配される。壁溝

はほぼ全周するが，北側二隅の主柱穴部分

などで途切れる。本住居のように竃を東辺

㌢々

4

に設ける例は第四徴高地では類例が無い。

位置的に同時期の住居群とはやや距離を置

くことと合わせて注意すべき点である。

床面および覆土中で検出した遺物の大部　a

分が重複する弥生後期の溝SDⅡ23に関連

するもので本住居に伴う資料は殆ど無い。

（第429図23・24）は弥生後期の賓で本住

居とは関係無い。（25）は土師器饗ないし

は甑端部。（26・27）は土師器椀，（26）は

口綾部内面を斜めに面取りする。（28）は

小片であるが須恵器施頸部片であろう。以

上の資料では時期の特定が困難である。6

ー－一一一一●I－I－■■llll■■■■－

第208図　SHⅢ55平・断面図

◎◎

上目．日日．i I

1．茶灰色土（黄灰色土を少量含む）　3．茶灰色土（焼土・炭を少量含む）
2．灰色土（茶褐色土を少量含む）　　4．焼土（硬質）

第209図　SHⅢ56平・断面図
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第210図　SHⅢ57，SDⅢ183平・断面図
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SDⅢ184・186哩土

1．暗褐灰色砂質土（SDⅢ186の埴土）
2．明灰褐色砂質土（SDⅢ184の埴土）
（ベースブロック及び3の粒子を含む）

3．暗灰褐色砂質土（SDⅢ184の埴土）

匡　　司

SKⅢ66

壬

SDⅢ186

uOg‘9「㌃‾

蛭
Cn
C⊃

ロ SDⅢ188

＼－、＼二

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L⊥＿Hll題目i　　　　」

5．4に類似（ベースブロックを含む）

SHⅢ58・SKⅢ66埴土

1．明灰褐色砂質土

2・明灰黄褐色のベースのブロックが混ざる明灰褐色砂質土　6．暗灰褐色シルト（炭片と下部に焼土を含む）

3・2に類似（2よりさらにベースブロックが多い）　　　7．暗灰褐色砂質土（SDⅢ189の埴土）

4・暗灰褐色シルト　　　　　　　　　　　　　　　　8．2に類似（2に比べベースブロックが多い）

第211図　SHⅢ58，SKⅢ66，SDⅢ184・186平・断面図

－249－



世紀後葉から7世紀前半までの時間幅で捉えるしかない。 （大久保）

SHⅡ57（第210図　図版166）

H・I2区で検出した竪穴住居址である。東には隣接してSHⅢ58・59が位置する。この住居牡は後

世の削平により残りがかなり悪く，床面しか残っていなかった。平面形は不明瞭ながら隅丸方形を皇す

るものと思われる。長軸4．3m以上，短軸3．9m以上を測る。主軸の方位はN180Wを測る。面積は27．4rd

で，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。内部構造として確認できたものは主柱穴と壁溝

の一部である。主柱穴は4柱穴確認できた。壁溝は北辺で部分的に確認できた。また，住居外には，付

属施設と考えられる円形の周溝（SDⅢ183）がめぐる。

SHⅢ57からは，須恵器及び土師器の細片が少量検出されただけで，時代を特定出来る資料は見出せ

なかったが，周辺部に所在するSHⅢ58・59等の主軸方位及び規模等類似する点が多く，SHⅢ59はこ

れらの時期に近い竪穴住居址であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SHⅡ58（第211・429図　図版167　SH8728）

Hl・2区で検出した竪穴住居址である。この住居址は後世の削平により残りがかなり悪く，床面し

か残っていなかった。周辺には隣接してSHⅢ57・59が位置する。SKⅢ66，SDⅢ188・189と切り合

い関係にある。SDⅢ188・189には切られている。SKⅢ66は住居址のほぼ中央部分でSHⅢ58と切り

合っているが，住居址の残りが悪いためその切り合いは，不明瞭であるがSHⅢ58が切っている可能性

が高い。平面形は隅丸長方形状を皇し長軸4．9m，短軸3．9m，残存深0．06mを測る。主軸の方位はN

230Wを測る。面積は19．1I戒で，当該期の竪穴住居址の中では平均的な規模である。主柱穴は4柱穴確認

できた。壁溝は東西辺に部分的に検出できた。また，住居外には，付属施設と考えられる周溝（SDⅢ

184・185）が北半部めぐる。　床面直上より出土した土器として，最大図化できるもの2点を抽出した。

（第429図29）は土師器の賓の上半部である。（30）は須恵器の杯身である。

資料が少ないため，SHⅢ58の時期を特定するのは比較的困難であるが，須恵器の特徴より6世紀末

ないし7世紀初頭に当るであろう。（西村）

SHⅡ59（第212図　図版167　SH8729）

Hl区で検出した竪穴住居址である。この

住居址は後世の削平により残りがかなり悪い。

また東辺南辺は調査区外に当り，不明瞭な点

が多い。周辺には隣接してSHⅢ57・58が位

置する。SDⅢ190・191・192・193等の溝と

切り合い関係にあり，それらに切られている。

平面形は隅丸方形を皇し，長軸3．9m以上，

短軸3．8m以上を測る。主軸の方位はN280W

を測る。面積は16．1崩で，当該期の竪穴住居

址の中では平均的な規模である。主柱穴は4

柱穴を確認した。北の一部・東・南の一部に

壁溝を確認した。また，不明瞭であるが貼り

床の痕跡が認められた。

SHⅢ59からは，須恵器及び土師器の細片

三
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第212図　SHⅢ59平・断面図



が少量検出されただけで，時代を特定出来る資料は見出せなかったが，周辺部に隣接するSHⅢ57・58

等の主軸方位及び規模等類似する点が多く，SHⅢ59はこれらの時期に近い7世紀初頭前後の竪穴住居

址であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

3．据立柱建物

SBⅡ01（第221図　SB87120）

H30区で第Ⅲ期にも凹地として存続したSDⅢ01の南側斜面で検出した掘立柱建物である。SBⅢ01

と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。1間（3．3m）×1間（2．1m），棟方向NlOOEを測る。

等高線と直行する方向に棟方向を向ける。柱穴の掘り方は円形で径0．4m，深さ0．50mを測る。柱穴内に

は詰め石の礫が検出した。出土遺物はない。哩土は暗黄褐色砂質土である。図化し得るような遺物は出

土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ03（第430図　SB87119）

I29区で，SHⅢ02を切り，またSBⅢ07と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。5間（12．0

m）×1間（5．2m），棟方向N130Wを測る。柱間は桁行2．3～2．8m・梁間5．2mを測る。柱穴掘り方

は，隅丸方形方形を皇し，概ね桂根を確認した。掘り方は，径約0．6m，深さ0．45mを測る。梁間は桁行

柱間の2間分に相当する。哩土は概ね暗黄灰色の砂質土である。柱穴からは，蛸壷・黒色土器・線粕陶

器等が出土している。

（第430図1）は大型の蛸壷で内外面指頭痕顕著。（2）は黒色土器椀のA類で，内面に暗文の痕跡が

認められる。（3）は脚台杯の杯で，底部は薄い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ04（第220・430図　図版63　SB87116）

I・J28・29区でSBⅢ05と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。5間（11．8m）×2間

（4．5m），棟方向NllOwを測る。柱間の平均は桁行2．2～2．7m・梁間2．2～2．3mを測る。柱穴掘り方

は，不整円形を皇し径約0．7m，深さ約0．23mを測る。哩土は概ね灰褐色砂質土と暗褐色粘質土である。

柱穴からは土師器杯黒色土器椀等が出土している。（第430図4）は黒色土器椀のA類，（5・6）は擬似

高台の杯である。時期は出土遺物より11世紀代と考えられる。　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ05（第221・430図）

I・J28区でSBⅢ04と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。4間（8．9m）×2間（5．0m），

棟方向N130Wを測る。柱間の平均は桁行2．0～2．4m・梁間1．7～3．3mを測る。柱穴掘り方は，不整円形

を皇し径約0．6m，深さ約0．17mを測る。哩土は概ね灰色砂質土と暗褐色粘質土である。柱穴からは，土

師器椀・黒色土器椀A類・羽釜等が出土している。（第430図7）は羽釜で内儀する口縁部と体部中央よ

りやや下に鍔がつく。内外面に板ナデと指頭痕が認められる。　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ06（第430図）

I28区で検出した掘立柱建物である。2間（4．7m）以上×2間（4．7m），棟方向N880Eを測る。柱

間は桁行2．0～2．7m・梁間2．2～2．5mを測る。柱穴掘り方は，不整円形を皇し径約0．6m前後，深さ約

0．34mを測る。柱穴からは，黒色土器椀A類・線粕陶器椀・土師器椀・皿等が出土した。

（第430図8）は線粕陶器椀で，器壁は薄い。（9）は黒色土器椀A類底部，（10～13）は擬似高台の杯

で（11・12）は非常に薄い作りのものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SBⅡ07（第221図　SB87121）

I29区で，SBⅢ03と切り合いを持つ状況で検出した掘立柱建物である。2間（4．2m）×1間（3．2

m），棟方向N900Eを測る。柱間は桁行2．0～2．2m・梁間3．2mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約

0・4m，深さ約0・44mを測る。埴土は，概ね暗褐色粘質土と黄褐色粘質土からなる。図化し得るような良

好な遺物は出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ08（第222図　図版64　SB87118）

I28・29区でSBⅢ10に切られた状況で検出した掘立柱建物である。2間（3．8m）×2間（3．1m），

棟方向N900Wを測る。柱間は桁行1．8～2．0m・梁間1．5～1．6mを測る。柱穴掘り方は，不整円形を皇し

径約0・6m，深さ約0．32mを測る。哩土は地山土を含む暗褐色系の土である。図化し得るような良好な遺

物は出土していないが，瓦質土器及び白磁の細片が出土している。

J「

（藤好）
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SBⅡ09（第222・430図）

H・I28・29区で検出した掘立柱建物である。3間（6．3m）×1間（2．9m），棟方向N790Eを測る。

柱間は桁行2．0～2．2m・梁間2．9mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約0．4m，深さ約0．05～0．22m

を測る。哩土は暗黄褐色系の土である。柱穴からは，弥生土器・土師器杯・稀の羽口片等が出土している。

（第430図14）は擬似高台の杯の底部である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

l
布
♂ ’

l■
l■
l■
l■

l I

1
l■
l■
l■

．t4　．l°°
°．
．．．°

〃■■

∩ 】 】l

l

0　　　 100m
lllllllll．■■■■■■■■■■－
l 1 1
l l l

第215図　第2徴高地第Ⅲ期掘立柱建物・柵列配置図

－254－



SBⅡ10（第222・430図）

H・I28区で検出した掘立柱建物でSBⅢ08を切る。3間もしくは2間（4．2m）×2間（3．5m），棟

方向N860Eを測る。柱間は桁行1・1～1．8m・梁間1．6～1．9mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約

0・6m，深さ0・05～0・23mを測る。哩土は暗黄褐色系の土である。柱穴からは，土師器杯片等が出土して

いる。

（第430図15）は羽釜の鍔である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ11（第223・430図）

H29区でSAⅢ01と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。3間（6．5m）×1間（3．4m），棟方

向N170Wを測る。柱間は桁行2．1～2．2m・梁間3．4mを測る。東桁側に席を持つ可能性がある。柱穴掘

り方は，不整円形を皇し径約0．4m，深さ約0．20mを測る。柱穴からは，土師器椀片等が出土している。

哩土は暗褐色系の土である。

（第430図16）は土師器の杯で器壁は比較的薄い。　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ12（第430図）

I28区でSBⅢ02と切り合い関係を持つ掘立柱建物である。1間（3．9m）×1間（2．5m），棟方向N

31OEを測る。柱間は約，桁行3・9m・梁間2．5mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約0．6m，深さ

0．07～0．32mを測る。哩土は灰褐色系の土である。

（第430図17）は内外面にカン人が認められる青磁椀である。 （藤好）

SBⅡ13（第430図）

H28区でSI）Ⅲ02に切られる掘立柱建物である。南北の側柱列の柱穴の整合性にやや欠けるが，4間

（5・Om）×2間（3・5m），棟方向N75OEを測る。柱間は桁行1．2～3．8m・梁間0．9～1．5mを測る。柱

穴掘り方は，不整円形を皇し径約0．4m，深さ0．08～0．20mを測る。柱穴からは，須恵器杯底部が出土し

ている。哩土は灰褐色系の土である。

（第430図18）は須恵器の杯で底部はへラ切りである。時期は，出土遺物が混入でなければ6世紀後半

にあたる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ14（第223・430図　SBNBlO）

I27区で検出した掘立柱建物である。2間（3．4m）×2間（2．8m），棟方向N50Eを測る。柱間は

約，桁行1・7m・梁間1・3～1・5mを測る。柱穴掘り方は，不整円形を皇し径約0．5m，深さ約0．36mを測

る。哩土は暗褐色系の粘質土である。土師器嚢片等が出土している。

（第430図19）は土師器の中型の賓の口縁である。口綾部の内外面に暗文状のへラ磨きが認められる。

遺物が小片のため，時期確定要素となるか判断がつかないが，上限として6世紀後半としてお《藤好）

SBⅡ17（223・430図　図版64　SBNEOl）

第1低地帯流路2の北側の平坦部，G27区で検出した掘立柱建物である。4間（4．9m）×2間（3．9
′

m），棟方向N780Wを測る。柱間は桁行1．5～1．7m・梁間1．9～2．0mを測る。柱穴掘り方は，不整円形

を皇し径約0・7m，深さ約0・44mを測る。弥生時代の遺物包含層に掘り込まれているため出土遺物には

弥生時代の土器片が多いが，哩土は奈良時代以降のグライ化したシルト土壌を含んでいることから，時

期的には少なくとも奈良時代以降から平安時代前半期の所産である可能性が高い。

（第430図20）は土師質の土器の口縁で端部は台形状に面取りする。器形は小片のため器形は不明確で

ある0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SBⅡ18（第224・430図）

I25・26区で検出した掘立柱建物で，SHIlOを切る。2間（3．4m）以上×2間（2．9m）棟方向N

450Eを測る。柱間は桁行1．5～1．9m・梁間0．8～1．2mを測る。柱穴掘り方は，円形で，哩土は暗褐色系

の土である。柱穴からは，須恵器杯蓋が出土している。

（第430図21）は宝珠つまみがつく杯蓋である。時期は出土遺物からすれば，7世紀前半期とすること

ができよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ19（第224図　SBNA15）

I25区で検出した掘立柱建物である。2間（3．4m）×1間（3．3m），棟方向N880Wを測る。柱間は

桁行1．6～1．8m・梁間3．3mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約0．4m，深さ約0．27mを測る。哩土

は暗褐色ないし灰褐色系の砂質土である。柱穴からは，弥生時代の土器小片が出土しており，梁間1間

であること方位的な類似性から第I期の所産の可能性も考えられる。　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ20（第224・430図　SBNA14）

I25区でSHⅢ11と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。4間（8．0m）×2間（4．4m），棟方

向N590Eを測る。柱間は桁行1．5～2．5m・梁間1．9～2．5mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形を皇し径約

0．8m，深さ約0．50mを測る。柱穴からは，土師器の賓片が出土している。時期は出土遺物より6世紀後

半から7世紀にあたる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ21（第224・430図　図版65　SBNA18）

I25区でSHⅢ13を切る掘立柱建物である。4間（7．1m）以上×2間（4．0m），棟方向N21Owを測

る。柱間は桁行1．3～2．2m・梁間2．0mを測る。柱穴掘り方は，不整円形を皇し径約0．7m，深さ約0．41

mを測る。柱穴からは，土師器の椀が出土している。時期は出土遺物より7世紀代にあたる。（藤好）

SBⅡ22（第430図）

I25区でSHⅢ13を切る掘立柱建物である。2間（2．9m）以上×1間（2．3m），棟方向N720Eを測

る。柱間は桁行1．3～1．6m・梁間2．3mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し径約0．5m，深さ約0．32mを

測る。哩土は暗褐色系の砂質土である。柱穴からは，黒色土器椀A類等が出土している。方位的な共通性

かすれば，第1低地帯沿いに南北に走るSDⅢ03と同時併存の建物と考えられる。時期は出土遺物より

11世紀にあたる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ23（第225図　図版65・66　SBNA16）

I25区で検出した掘立柱建物である。3間（4．5m）×2間（3．3m），棟方向N230Wを測る。柱間は

桁行1．4～1．6m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘り方は，不整円形を皇し径約0．7m，深さ約0．30mを測

る。柱穴からは，土師器の細片が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ24（第225図　SBNA17）

H25区でSDⅢ03と切り合う状況で検出した掘立柱建物である。4間（6．6m）×2間（1．8m）以

上，棟方向N220Wを測る。柱間は桁行1．3～2．0m・梁間1．8mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径

約0．6m，深さ約0．27mを測る。哩土は暗褐色系の砂質土である。柱穴からは，内面に同心円文のある須

恵器嚢片が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ25（第225・430図）

H25区でSBⅢ24の南接して検出した掘立柱建物である。2間（3．5m）以上×1間（2．0m），棟方向

N220Wを測る。柱間は桁行1．7～1．8m・梁間2．0mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．8m，深
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さ約0．35mを測る東側柱列北第2穴がやや小型のものであることから，総柱の建物の一部分である可能

性が高い。哩土は暗褐色ないし灰褐色系の砂質土である。須恵器の杯が出土している。時期は出土遺物

から6世紀後半ないし7世紀前半と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ26（第225・430図　SBSAO4）

I22区で検出した掘立柱建物である。5間（8．9m）×1間（1．9m）以上，棟方向N740Eを測る。柱

間は桁行1．7～2．0m・梁間1．9mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形を皇し，径約0．8m，深さ0．07～0．20

mを測る。北側の大半は調査区外へ延びる。柱穴から，須恵器の高杯の脚部と蛸壷片等が出土している。

時期は出土遺物から7世紀前半とと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ27

I23区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ28・29と切り合う。2間（4．3m）以上×1間（3．6m），棟方

向N720Eを測る。柱間は桁行2．0～2．3m・梁間3．6mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．3m，

深さ約0．18mを測る小型のものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ28（第226図　SBSAO2）

H・I23区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ27・29と切り合い関係を有し，SBⅢ29より先行する。

4間（6．4m）×1間（1．7m）以上，棟方向N61OEを測る。柱間は桁行1．4～1．9m・梁間1．7mを測る

柱穴掘り方は，隅丸方形を皇し，径約0．7m，深さ約0．15mを測る。時期は出土遺物から7世紀前半と考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ29（第226図　SBSAOl）

H・I23区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ27・28と切り合い関係を有し，SBⅢ28より後出する。

6間（13．6m）×3間（5．6m），棟方向N620Eを測る。柱間は桁行2．0～3．0m・梁間1．7～2．1mを測

る。検出した柱穴は掘り方が，小型のものが多いが，南側柱列東第3穴等に隅丸方形を皇するやや大型

ものがあり，これが本来の形状であると考えられる。径約0．5m，深さ約0．14mを測る。暗褐色系の砂質

土を哩土とする。時期は出土遺物から7世紀前半と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ30（第227・430図　図版67　SBSAO5）

H22区で検出した掘立柱建物で平安時代の溝であるSDⅢ09に切られる。3間（5．0m）×3間（4．1

m），棟方向N320Wを測る。柱間は桁行1．5～1．7m・梁間1．3～1．5mを測る。柱穴掘り方は，概ね隅丸

方形を皇し，径約0．8m，深さ約0．34mを測る。柱穴から6世紀後半から7世紀と考えられる土師器寮口

縁が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ31（第227・430図　図版67　SBSAO9）

H22区で検出した掘立柱建物で，梁間こそ間数が異なるものの，規模方位ともよく類似し，同時併存

と考えられる。3間（4．8m）×2間（3．7m），棟方向N330Wを測る。柱間は桁行1．6～1．7m・梁間

1．8～1．9mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形を呈し，径約0．8m，深さ約0．34mを測る。柱穴中から6世

紀末から7世紀前半の須恵器の杯が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ32（第227図　図版67　SBSAO8）

H22区で検出した掘立柱建物で，SDⅢ14・SKⅣ03に切られる。3間（5．6m）×3間（4．1m），棟

方向N590Eを測る。柱間は桁行1．7～2．0m・梁間1．2～1．5mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形を皇し，

径約0．8m，深さ約0．53mを測る。哩土は暗灰色砂質土である。本掘立柱建物は北に隣接するSBⅢ30・

31と共通した方位を示し。その規模や柱穴形状も非常によく類似する。かつ本掘立柱建物の東辺とSB
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Ⅲ30・31の西辺はほぼ一直線上にのり，3棟は同時併存と考えられる。時期は3棟の関連からすれば，

概ね6世紀末から7世紀初頭と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ33（第228・430図　図版68　SB8601）

K22区で検出した総柱建物である。南半分第4低地帯流路2により切られている。また，東側柱の柱

穴は，8世紀前半のSI）Ⅲ13を切り込んでいる。3間（5．3m）×2間（3．3m），棟方向N870Wを測る

柱間は桁行1．6～2．1m・梁間1．6～1．7mを測る。柱穴掘方は，楕円形及び不整円形を皇し径約0．8m，深

さ0．38mを測る。哩土は灰褐色系の粘土で細分すれば3層に区分できる。また，全ての柱穴内には詰め

石と凹みが確認された。

出土遺物として，土師器・須恵器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。

（第430図32）は7・8世紀代の須恵器杯身である。出土遺物と溝との切り合いより，この建物の時期は

8世紀中葉以降であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ34（第230・431図　図版68　SB8602）

J22区で検出した掘立柱建物である。南妻には棟持柱を検出したが，北妻では検出できなかった。4

間（6．8m）×2間（3．8m），棟方向NllOwを測る。柱間は桁行1．6～2．1m・梁間1．9mを測る。柱穴

掘方は，隅丸方形あるいは不整円形を皇し径約0．6m，深さ0．38mを測る。哩土は暗灰褐色系の粘質土で

ある。柱痕は東側柱列の第1柱穴を除く全ての柱穴で確認された。なお東側柱列の第1柱穴中には安山

岩質の詰め石を検出した。

出土遺物として，土師器・須恵器片が比較的多量に出土している。出土遺物中図化出来るもの16点抽

出した。（第431図1）は土師器賓の口縁部である。（2・3）は土師器皿の口綾部である。（2）の皿

は，内湾気味に端部に続き，端部は玉状に肥厚する。（3）の底部より屈曲し端部に延びる。端部は丸く

納まる。（4）土師質の蛸壷片である。（5～10）はつまみの付く須恵器杯蓋である。（11～15）は須恵器

杯身の底部である。（11）を除き（12～15）は，高台部が付く。高台は断面台形状を皇し，外下方に開

く。（16）は須恵器提瓶の体部片である。出土遺物よりこの建物の時期は8世紀前半頃であろう。

（西村）

SBⅡ35（第229図　図版69　SB8604）

J21区で検出した比較的規模の大きな掘立柱建物である。5間（11．8m）×1間（3．7m），面積43．7

rd，棟方向N30Wを測る。柱間は桁行2．2～2．5m・梁間3．7mを測る。柱穴掘方は，方形・円形・楕円形

等不規則な形態を皇し，径約0．5m，深さはかなり浅く0．12mを測る。柱痕は四つの柱穴で確認された。

哩土は暗灰褐色系の土である。

この建物は削平によりかなり柱穴の残りが悪く柱穴形態が不規則な形態を取るのも，上半部が削平を

受けているためであろう。柱穴の遺存状況と現状の梁間寸法からみて，棟持柱が削平により消失してい

る可能性が高い。またSBⅢ35の配置上の特徴は，棟方向をSBⅢ35より東へ21m離れたSBⅢ41と合

わせ，概ね，SBⅢ41と並列配置の関係になる点である。

出土遺物として土師器の細片のみ出土している。そのため遺物から建物の時期を判断する事は出来な

いが，方位及び配置よりこの建物はSBⅢ41とほぼ同一時期と考え，8世紀中葉前後に当てたい。

（西村）
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SBⅡ36（第230・431図　SBSAO7）

I27区で検出した掘立柱建物である。北部に位置するSI）Ⅲ10等の流路と共通した方位を示す。3間

（5．9m）×2間（3．3m），棟方向NOOOEを測る。柱間は桁行1．8～2．1m・梁間1．5～1．8mを測る。柱

穴掘り方は，隅丸方形を呈し，径約0．8m，深さ約0．43mを測る。哩土は暗褐色系の土である。柱穴から

8世紀前半代の須恵器杯蓋が出土している。本掘立柱建物はその方位的共通性等からSBⅢ38等の南部

に展開する建物群との併存が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ39（第431図　SB8605）

I21区で検出した。2間（4．0m）？×1間（3．5m），棟方向NOOOEを測る掘立柱建物である。ただ

し東列第2穴が他柱穴に比べて著しく小形であること，また西列の対応する柱穴が未検出であることか

ら，1間×1間の可能性もある。柱間寸法の平均は桁行1．8～2．2m・梁間3．5mを測る。柱穴掘り方は，

西列北第1穴，東列第2穴が楕円形を，他は略方形を皇し，径約0．6m，深さ0．10～0．28mとなる。柱穴

哩土は暗灰褐色を呈する。なお東列北第1穴・西列第3穴では柱痕を検出した。柱穴からは弥生後期襲

・製塩土器小片をが出土した。ただしこれが本建物の時期を示すかどうかははなはだ疑問である。

（第431図18）は賓。体部は比較的良く張り，外面に並行叩きを残す。口縁部は鋭く屈曲して内面に稜

を持つ。（19）は製塩土器脚部片。下端は開かず低い筒状を皇し外面指押さえが顕著である。共に弥生時

代後期末葉ないしは古墳時代初頭に位置付けられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ40（第299・431図）

I21区で検出した。2間（3．8m）×2間（2．6m）を測り，棟方向N840Wでほぼ真北に向く総柱建物

である。柱間寸法の平均は桁行1．8～2．0m・梁間1．2～1．4mを測る。柱穴掘り方はいずれも不整円形を

呈するが，西列北3穴は著しく小さい。掘り方径は約0．5m，深さ0．27mを測る。東列北1穴からは須恵

器杯蓋，飯蛸壷小片が出土した。

（第431図20）は飯蛸壷釣り手部片。方柱状を皇し上端は強くなでて凹む。（21）は須恵器杯蓋。かな

り扁平で口縁端部は短く折れる。7世紀後薬から8世紀前半に位置付け得る。　　　　　（大久保）

SBⅡ41（第233・431図　図版70　SB8607）

I20・21区で検出した。溝SDⅢ10・25・27からなる方形区画の中で棟方向をほぼ合わせる同一規模

の掘立柱建物SBⅢ35・42・44等と極めて規格的な配置関係を持った建物群を構成する。5間（12．0

m）×2間（4．0m）を測り，棟方向NOOOEと真北に向く大形の掘立柱建物である。なお東西列とも北

2穴がⅣ期の溝SDⅣ01によって失われている。柱間寸法の平均は桁行2．3～4．6m・梁間1．9～2．1mを

測る。柱穴掘り方は，棟持柱南北2穴が略円形を呈する他はほぼ方形を呈する。また棟持柱2穴は径・

深さともに側柱列に比して小さい。径は棟持柱で約0．7m，深さ0．39m，その他では約0．6～0．9m，深さ

0．3～0．5mとなる。東列北1・3・6穴，西列北3・5・6穴，南列棟持柱で柱痕を検出した。柱穴か

らは土師器襲口縁，須恵器皿が出土した。

（第431図22）は土師器賓口縁部，（23）は須恵器皿，口縁部は短いが強く直線的に外傾する。8世紀

代に下る可能性が高い資料である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ42（第231・431図　図版70・71SB8609）

I20区で検出した。SBⅢ41等と同一の建物群に属し，形態，規模も類似する。5間（8．3m）×2

間（3．9m）で，棟方向N80Wとほぼ真北に向く大形の掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行

2．0～2．2m・梁間1．9～2．0mを測る。柱穴掘り方は，方形ないしは円形を呈する。棟持柱2穴は側柱列
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に比して目立って浅い。径約0．6m，深さ0．40mとなる。北列棟持柱，西列北1・6穴以外で柱痕を検出

した。柱穴からは須恵器杯・同高杯・土師器皿小片等若干量を出土した。

（第431図24）は土師器皿であろう。薄手で体底部境は比較的明瞭である。口縁部は強く外債して内面

に暗文を施す。（25）は須恵器杯蓋つまみ片，扁平でボタン状を呈する。（30）は須恵器高杯脚部片，脚

端は下に摘み出す。（28・29）は須恵器杯身で比較的薄手である。全体として7世紀後薬を上らない。

（24）の土師器皿は8世紀前半に比定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ43（第231図　図版71SB8608）

I20区で検出した。SBⅢ42と重複する。2間（3．7m）×1間（2．8m）で，棟方向N70Wとほぼ真北

に向く掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．7～2．0m・梁間2．8mを測る。柱穴掘り方は，方形な

いしは円形を皇し，径約0．7m，深さ0．30mとなる。遺物は伴わない。　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ44（第232図　図版71SB8610）

I19区で検出した。SBⅢ45に切られSBⅢ46と重複する。3間（7．4m）×2間（3．2m）で，棟方向

N3qwとほぼ真北に向く掘立柱建物である。西側柱列南半はⅣ期の溝SDⅣ01によって失われている。

柱間寸法の平均は桁行2．4～2．7m・梁間1．5～1．7mを測る。柱穴掘り方の形態・寸法は規則性に乏し

く，径約0．6m，深さ0．36mとなる。遺物は伴わない。

SBⅢ45に切られることから7世紀後半～8世紀前半以前に位置付けられる可能性がある。（大久保）

SBⅡ45（第232・431図　図版71SB8611）

I20区で検出した。SBⅢ44を切りSBⅢ46と重複する。特にSBⅢ44とは棟方向，柱配置までほぼ

一致する。3間（5．2m）×2間（3．1m）で，棟方向NOOOEとほぼ真北に向く掘立柱建物である。西側

柱列南半はⅣ期の溝SDⅣ01によって失われている。柱間寸法の平均は桁行1．7～1．8m・梁間1．5～1．6

mを測る。柱穴掘り方の形態・寸法は規則性に乏しく，径約0．6m，深さ0．28mとなる。柱穴から土師器

小片が出土した。

（第431図31）は薄手の土師器。内外面指押さえが顕著で口縁端部は波打つ。小片で断定し難いが7世

紀後半～8世紀前半の当該地方最終末の製塩土器の可能性がある。　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ46（第232図）

I20区で検出した。SBⅢ43・44・45と重複する。柱穴の切り合いから内後二者より先行することが

判る。4間（6・6m）×2間（3．5m），棟方向N230Wの掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．5～

1・9m・梁間1・7～1．8mを測る。柱穴掘り方は不整円形ないしは略方形を皇し，径約0．7m，深さ0．33m

となる。遺物は伴わない。

SBⅢ45に切られることから7世紀後半～8世紀前半以前に位置付けられる可能性がある。（大久保）

SBⅡ47（第233図）

H21区で検出した。北東隅穴がSDⅢ24を切る。2間（3．3m）×2間（2．6m）で，棟方向N90W，

ほぼ真北に向く総柱建物である。北列西2穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．5～1．8m・梁間1．3

mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは楕円形を皇し，径約0．4mを測る。深さは0．06～0．16mと削平を

受けた為か遺存状態は悪い。遺物は伴わない。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ48（第233図　SB8612）

G21区で検出した。2間（2．7m）×2間（2．3m），棟方向N20Wの掘立柱建物である。北列棟持柱

を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．2～1．5m・梁間1．1～1．2mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し径約
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0．3mと柱間寸法の割には小振りである。深さは0．08～0．20mとなる。遺物は伴わない。　（大久保）

SBⅡ49（第234図）

G21区SAⅢ10の西側で検出した掘立柱建物である。この建物はSHⅢ16と切り合いを持つ。2間

（4．1m）×2間（3．4m），棟方向N22Owを測る。柱間は不揃いながら桁行1．8～2．3m・梁間1．7mを

測る。柱穴掘方は，円形及び不整円形を皇し径約0．3m，深さ1．7mを測る。

出土遣物としては，土師器の細片が数点出土しているだけで時期の判断の決め手になるものはない

が，周辺に位置する7世紀代の建物の方位に類似するため，概ね7世紀代であろう。　　　　（西村）

SBⅡ50（第234図　図版72　SB8613）

G21区で検出した掘立柱建物である。2間（3．5m）×2間（2．9m），棟方向N520Eを測る。柱間

は桁行0．8～1．7m・梁間1．4～1．5mを測る。柱穴掘方は，円形及び不整円形を皇し径約0．5m，深さ

0．23mを測る。哩土は茶灰色系の粘質土である。

出土遺物として，弥生土器・土師器・黒色土器等の細片が出土している。黒色土器より平安時代以降

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ51（第234図　SB8614）

G20区で検出したSHI16を切り込んでいる，掘立柱建物である。2間（3．2m）×2間（2．1m），棟

方向N230Wを測る。柱間は桁行1．5～1．7m・梁間1．0～1．1mを測る。柱穴掘方は，円形及び不整円形を

皇し径約0．5m，深さ0．53mを測る。哩土は暗褐色土である。

出土遺物として，弥生土器・須恵器の細片が出土している。須恵器の細片より，この建物は概ね7世

紀代であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ52（第431図）

G20・21区で検出した掘立柱建物である。残りが悪く側柱の一部は検出できなかった。2間（4．7m）

×2間（3．8m），棟方向N59OEを測る。柱間は桁行2．2～2．5m・梁間1．8～2．0mを測る。柱穴掘方は，

楕円形を皇し径約0．4m，深さ0．15mを測る。

出土遺物としては，土師器・須恵器片が出土している。出土遺物中図化出来るもの1点抽出した。（第

431図32）は須恵器魅の休部片である。頸部付近の内面には絞り痕，外面には沈線を二条施している。出

土遺物よりこの建物は6世紀後薬に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ53（第234図）

H20区で検出した。竪穴住居SHI15等と重複する。3間（4．7m）×2間（3．4m）で，棟方向N

40Eと，ほぼ真北に向く総柱建物である。南列西2穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．5～1．6m・

梁間1．3～2．1mを測る。柱穴掘り方は略方形を呈するものが多いが，北列西1・2穴，南列西3穴は，

円形ないし不整円形を皇し，かつ際立って小振りである。径は0．4～0．8mを測る。深さは0．04～0．18m

と極めて浅い。柱穴規模・形態にこのようなばらつきが大きいため，やや疑問は残るが，整った配置関

係から総柱建物と推定した。柱穴からは弥生前期土器片のみを出土している。　　　　　　（大久保）

SBⅡ58（第235図）

F17区で検出した掘立柱建物である。3間（4．6m）×1間（3．0m），棟方向N71OEを測る。柱間は

桁行1．4～1．6m・梁間3．0mを測る。柱穴掘方は，円形並び楕円形を呈し径約0．4m，深さ0．20mを測る。

出土遺物として弥生の土器が出土しているが，弥生時代に当るかどうかは不明瞭である。　（西村）
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SBⅡ59（第235図SB8618）

F17区でSBⅢ63と切り合う形で検出した掘立柱建物である。1間（4．1m）×1間（3．2m），棟方

向N210Wを測る。柱間は桁行4．1m・梁間3．2mを測る。四隅の柱穴掘方は，楕円形並び不整円形を皇し

径約0．9m，深さ0．36mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ62（第235図　SB8619）

G16・17区で検出した掘立柱建物である。3間（4．5m）×1間（3．4m），棟方向N650Eを測る。柱

間は桁行1．4～1．6m・梁間3．4mを測る。柱穴掘り方は，円形を呈し，径約0．3m，深さ0．03～0．21mを

測る。柱穴内には詰め石が見られ，混入品と考えられる鏡片と黒色土器椀A類片が出土している。時期

は出土遺物から11世紀以降と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ63（第432図）

F17区でSBⅢ59と切り合う形で検出した掘立柱建物である。建物西辺の柱穴を欠くが2間（3．8m）

以上×2間（2．9m），棟方向N530Eを測る。柱間は桁行1．7～2．1m・梁間1．3～1．6mを測る。柱穴掘方

は円形並びに不整円形を皇し，径約0．4m，深さ0．07mを測る。

出土遺物としては，中世の土師器の小皿片が出土している。　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ64（第235図　SB8637）

E17区で検出した掘立柱建物である。1間（3．7m）以上×2間（3．0m），棟方向N760Eを測る。柱

間は桁行3．7m・梁間1．4～1．6mを測る。柱穴掘方は，円形並び不整円形を呈し径約0．4m，深さは残り

が悪く0．16mを測る。柱痕は北側柱列の除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗褐色系の粘土及び砂質

土からなり細分すれば6層に区分できる。この建物は削平によりかなり残りが悪く柱穴が浅い。柱穴の

遺存状況と現状の桁行寸法からみて，側柱が削平により消失している可能性が高い。

出土遺物としては，土師器の細片が数点出土しているのみであり，遺物から時期を判断する材料は無

いが，8世紀のSBⅢ79に主軸方位が類似し概ねこの建物に類似する時期であろう。　　　（西村）

SBⅡ65（第236・432図　図版105　SB8621）

G・H16区で検出した総柱の掘立柱建物としては最大級の建物である。4間（7．7m）×3間（5．8

m），棟方向N630Eを測る。柱間は桁行1．7～2．1m・梁間1．8～2．1mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形

を望し，径約0．9m，深さ0．17～0．41mを測る。側柱と束柱の規模がほとんど同じで，中心的な総柱の建

物と考えられる。哩土は黒褐色ないし暗褐色系の土である。柱穴から6世紀後半の須恵器の杯片が出土

している。

この時期の建物は，第2徴高地上には，本SBⅢ65以北には，認められず，空間的なゆとりも十分で

はない。また本総柱建物の南には，SBⅢ66・67をはじめとして，同時期または非常に近接した時期の

建物群が，棟通りを東西に向け，同一基準線上に並ぶ。また第2徴高地南部の同一時期の可能性の高い

建物群は，2間×2間の規格化された小型の建物である点からすれば，SBⅢ65を中心とした第2徴高

地上の建物群の展開は，第1徴高地西部や北半部の建物群や第4徴高地の南端部の建物群とは異なった

性格もしくは機能を有するものである可能性が高い。こうした小型の建物群の集中的な展開は，下川津

遺跡では，他の地点では認められず，特徴的である。

また本総柱建物の示す基準方位は，第2徴高地だけではなく，第1徴高地の北寄りの6世紀末から7

世紀初頭にかけての竪穴・掘立柱建物に共通して認められる方位であり，この時期の建物群が認められ

ない第1徴高地南部においても，基準区割り溝と考えられるSDⅢ32や小規模な区割り溝のSDⅢ37等
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に共通した方位が認められる点は，注目される。 （藤好）

SBⅡ66（第236図　SB8624）

G・II16区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ67に切られる。1間（6．0m）×3間（5．5m），棟方向N

630Eを測る。柱間は約，桁行6．0m・梁間1．6～2．0mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形を皇し，径約

0．7m，深さ約0．34mを測る。東西の柱列は，北に隣接する総柱の掘立柱建物SBⅢ65の西側柱列と西か

ら3列の柱列とほぼ一致する線上の配置を見せる。南北の柱列が長く桁側となると考えられるが，1間

であり，その間に柱が設置された痕跡は認められなかった。特異な形状を示す建物である。下川津遺跡

の今回の調査対象地南端に位置する掘立柱建物群中のSBⅢ181は南辺の側柱の延長線上に，側柱列と

同規模の柱穴が同間隔で東へ延び，柵列となっている例がある。本SBⅢ66の西側柱列の間隔は，SB

Ⅲ65とほぼ等しく，また両建物間の間隔も一致する。こうした点からすれば，本遺構は，建物とするよ

りは，SBⅢ65に面した塀状の柵列である可能性も十分考えられる。　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ67（第237図　SB8622）

H16区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ66を切り，SBⅢ68と切り合い関係にある。3間（4．2

m）×2間（3．6m），棟方向N680Eを測る。柱間は桁行1．3～1．4m・梁間1．7～1．9mを測る。柱穴掘り

方は，隅丸方形ないし円形を皇し，径約0．6m，深さ約0．41mを測る。哩土はである。第2徴高地西部で

は，本遺構以外では3間×2間の建物はなく，2間×2間の特徴的な建物が集中する。位置関係からみ

ても，SBⅢ65に付随した機能を有する建物であろう。なお本遺構とほぼ類似した形態を持つ建物SB

Ⅲ85・86が，第2徴高地の中央部東寄りに棟方向を南北に向けて建てられ，その南部にはSBⅢ96のよ

うな2棟並び，その南部には4間×2間のSBⅢ96が棟方向を東西に向ける。第2徴高地はほぼ中央を

境として，東西では，当該時期の建物群の内容に大きな差異が認められる点は注目される。時期は配

置，主軸方位よりSDⅢ66・65に類似する時期と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ69（第237図　図版106　SB8638）

E16区で検出した掘立柱建物である。4間（5．8m）×2間（4．1m），棟方向N730Eを測る。柱間は

桁行1．3～1．5m・梁間2．0～2．1mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形を皇し径約0．4m，深さ0．17mを測る。

柱痕は半数の柱穴で確認された。哩土は黒色土系である。

出土遺物としては，弥生土器・土師器の細片が出土しているのみであり，遺物から時期を判断する材

料は少ないが，8世紀のSBⅢ79に主軸方位が類似し概ねこの建物に類似する時期であろう。（西村）

SBⅡ70（第237図　SB8640）

F16区で検出した掘立柱建物である。2間（4．1m）×2間（3．4m），棟方向N70Wを測る。柱間は

桁行1．9～2．2m・梁間1．6～1．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し径約0．4m，深さ0．15mを測る。柱痕

は部分的に確認された。哩土は暗褐色系の砂質土で細分すれば6層に区分できる。

遣物から時期を判断する材料は無いが，6世紀後葉のSBⅢ82に主軸方位が類似し概ねこの建物に類

似する時期であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ71（第238・432図　SB8639）

E16区SBⅢ69の南側で検出した掘立柱建物である。この建物は側柱及び棟持柱の一部が検出できな

かった。4間（8．6m）×2間（4．4m），棟方向N68OEを測る。柱間は桁行2．0～2．3m・梁間2．1～
t1

2．3mを測る。柱穴掘方は方・円・不整円形等不規則な形態を皇径約0．5m，深さ0．12mを測る。柱痕は

半分の柱穴で確認された。哩土は黒色土系である。この建物は削平によりかなり柱穴の残りが悪く柱穴
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が不規則な形態を取る。また，棟持柱と側柱の一部が検出できなかったのも，削平を受けているためで

あろう。

出土遺物としては，土師器・須恵器の細片が出土している。須恵器1点を図化した。（第432図3）

は，須恵器杯身片である。出土遺物よりこの建物の時期は，6世紀後葉であろう。　　　　（西村）

SBⅡ72（第238図　図版106　SB8625）

H15区で検出した掘立柱建物である。2間（3．9m）×2間（3．5m），棟方向N710Eを測る。柱間は

桁行1．9～2．0m・梁間1．7～1．．8mを測る。柱穴掘り方は，西側の斜面寄りになるほど形状が小規模とな

り整わないが，これは斜面部に立地することによる残存状況によるものであろう。柱穴掘り方は東側柱

列では概ね隅丸方形を皇し，径0．2～0．5m，深さ約0．20mを測る。第2徴高地でもっとも西に位置する

建物で，東側柱列はSBⅢ67の西側柱列と，また南側柱列はSBⅢ74の北側柱列と同一線上に位置する。

時期は配置，主軸方位によりSBⅢ67に類似すると考えられる。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ73（第432図）

H15区で検出した総柱の掘立柱建物である。2間（3．0m）×2間（2．6m）と考えられ，棟方向N

300Wを測る。柱間は約，桁行1．5m・梁間1．3mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ

約0．14mを測る。西北部の柱穴は不明瞭である。

時期は出土遺物から8世紀頃と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ74（第238・432図　SB8626）

G15区で検出した掘立柱建物である。竪穴住居の周溝であるSI）Ⅲ52を切る。2間（4．2m）×2間

（3．4m），棟方向N650Eを測る。柱間は約，桁行2．1m・梁間1．6～1．8mを測る。柱穴掘り方は，隅丸

方形ないし円形を皇し，径約0．5m，深さ0．10～0．33mを測る。柱穴から土師器の皿が出土している。

時期は出土遺物から8世紀頃と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ75（第239図　図版107　SB8627）

H15区で検出した掘立柱建物で，西側柱列が総柱のSBⅢ65と揃える。2間（3．4m）×2間（2．7

m），棟方向N640Eを測る。柱間は桁行1．5～1．9m・梁間1．3～1．4mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇

し，径約0．5m，深さ約0．27mを測る。時期は出土遺物から8世紀頃と考えられる。　　　　（藤好）

SBⅡ76（第239図　図版107　SB8628）

G15区で検出した掘立柱建物，SBⅢ74の南で東西の側柱列を同一直線上にのせる。また西のSBⅢ

75と北側柱列を同一直線上にのせる。2間（3．8m）×2間（3．1m），棟方向N660Eを測る。柱間は

約，桁行1．9m・梁間1．4～1．7mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．5m，深さ0．07～0．24mを

測る。哩土はである。時期は出土遺物から8世紀頃と考えられる。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBI旺77（第239図　図版107　SB8629）

G14区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ77の南に位置する。2間（2．7m）×1間（2．1m），棟方向N

620Eを測る。柱間は桁行1．3～1．4m・梁間2．1mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．5m，深さ

約0．19mを測る。重複すると考えられるSBⅢ78と合わせ2間×2間の建物である可能性も否定できな

い。SBⅢ77とは主軸方向がわずかにずれ，時期的に近似するかは明瞭ではない。時期は出土遺物から

8世紀頃と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ79（第240・432図　図版108・109　SB8630）

G14区で検出した掘立柱建物である。2間（4．3m）×2間（3．3m），棟方向N740Eを測る。柱間は
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桁行2．0～2．3m・梁間1．6～1．7mを測る。柱穴掘り方は，円形を呈し，径約0．6m，深さ0．04～0．33mを

測る。やや主軸方向が東に振るが，地形に影響された可能性もある。柱穴からの出土遺物としては，須

恵器杯・蓋・土錘等がある。時期は出土遺物から8世紀と考えられる。　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ80（第240・432図　図版108・109　SB8631）

G14区で検出した総柱の掘立柱建物で，同じ総柱の建物であるSBⅢ81と切り合い関係にあるもの

の，哩土の類似からその先後関係は今一不明瞭である。2間（3．7m）×2間（3．6m），棟方向N360W

を測る。柱間は桁行1．8～1．9m・梁間1．8mを測る。柱穴掘り方は，隅丸方形気味のもので，径約0．3～

1．0m，深さ0．15～0．35mを測る。束柱は小規模の円形の掘り方を持つ。時期は出土遺物から8世紀頃と

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ81（第240・432図　図版109　SB8632）

G14区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ80と重複する。2間（3．1m）×2間（2．6m），棟方向N230

Wを測る。柱間は桁行1．5～1．6m・梁間1．2～1．4mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約0．6m，深

さ約0．20mを測る。東側柱列はSBⅢ65の西側と同一線上にのるなど多くの第2徴高地西部の建物群と

共通した方位を示す。柱穴から須恵器の杯等が出土している。　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ82（第240・432図　図版109）

G14区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ83と切り合い関係にある。2間（3．4m）×2間（3．3m），棟

方向N30Eを測る。柱間は約，桁行1．7m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘り方は，円形を皇し，径約

0．4m，深さ約0．34mを測る。西の側柱列がやや短く，不整なものである。時期は出土遺物から6世紀後

薬と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ83（第241図　図版109・110　SB8633）

G14区で検出した総柱の掘立柱建物で，SBⅢ82と切り合い関係にある。2間（3．4m）×2間（3．8

m），棟方向N180Eを測る。柱間は桁行約1．7m・梁間1．7～2．1mを測る。柱穴掘り方は不整円形

を皇し，径約0．6m，深さ約0．43mを測る。SDⅢ40南部と共通した方位を示し，地形に制約されたもの

である可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ84（第241・432図　図版110　SB8641）

F15・16区で検出した総柱建物である。残りが悪く側柱の一部は検出できなかった。2間（3．7m）×

2間（3．2m），棟方向N320Wを測る。柱間は桁行1．8～1．9m・梁間1．6mを測る。柱穴掘方は，円並び

に不整円形を皇し径約0．7m，深さ0．19mを測る。埴土はベース混じりの黒灰茶褐色粘質土の単層であ

る。

出土遺物としては，土師器・須恵器の細片が出土している。須恵器2点を図化した。（第432図17）は

底部を欠く須恵器杯身である。たちあがりは僅かに内懐し直線的に延びる。（18）は須恵器捉瓶の口縁部

である。出土遺物よりこの建物の時期は，6世紀後薬であろう。　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ85（第241・432図　図版110　SB8642）

F15区でSBⅢ84と切り込む形で検出した掘立柱建物である。3間（5．0m）×3間（4．0m），棟方向

N300Wを測る。柱間は桁行1．5～1．8m・梁間1．2～1．4mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・不整円形を皇し

径約0．7m，深さ0．40mを測る。柱痕は二つ柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は茶灰色系の砂質

土である。

出土遺物としては，6世紀後菓・8世紀の資料が出土している。図化できるもの6世紀後葉の須恵器
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2点を図化した。（第432図19・20）である。出土遺物よりこの建物は，8世紀代に当る。　（西村）

SBⅡ86（第242・432図　図版111SB8643）

F15区でSBⅢ85の南側で検出した掘立柱建物である。3間（4．7m）×2間（3．5m），棟方向N260

Wを測る。柱間は桁行1・4～1・7m・梁間1．6～1．9mを測る。柱穴掘方は，不整円形を皇し径約0．5m，深

さ0・40mを測る。柱痕は一部の柱穴で確認されただけである。哩土は茶灰色系の砂質土である。

出土遺物としては，6世紀後菓・8世紀の資料が出土している。2点図化した。（第432図21）は8世

紀代の土師器の杯ないし皿の口綾部である。内面には，暗文が認められる。（22）は6世紀の須恵器の杯

身である。出土遺物よりこの建物の時期は，8世紀前半頃に当る。　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ87（第242図　図版111SB8644）

F15区でSBⅢ86の西側で検出した掘立柱建物である。4間（6．4m）×3間（4．2m），棟方向N290

Wを測る。柱間は桁行1．3～2．0m・梁間1．3～1．5mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・楕円・不整円形等の

形態を皇し径約0・4m，深さ0．19mを測る。柱痕は一部の柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗

褐色系の砂質土である。

出土遺物としては，土師器の細片が数点出土しているのみであり，遺物から時期を判断する材料はな

い。主軸方位よりSBⅢ92と類似する時期かもしれない。　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ89（第241図）

F・G15区で検出した総柱建物である。西半分後世の撹乱により失われている。1間（2．0m）以上×

2間（3・9m），棟方向N250Wを測る。柱間は桁行2．0m・梁間1．8～2．1mを測る。柱穴掘方は，円・不

整円形を皇し径約0．7m，深さ0．21mを測る。柱痕は束柱を除く四つの柱穴で確認された。

出土遺物としては，土師器の細片が数点出土しているのみであり，遺物から時期を判断する材料はな

い。主軸方位及び配置よりSBⅢ85・86と関連の強い建物と，考えられる。そのため8世紀の前半頃の

時期に当てたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ90（第432図　図版112　SB8646）

E・F15区で検出した。この建物はSAⅢ17と組み合わされる掘立柱建物である。2間（4．6m）×1

間（3・8m），棟方向N26cwを測る。柱間は桁2．3m・梁間3．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し径約

0・4m，深さ0．18mを測る。柱痕は西側柱列側で確認された。哩土は灰色系の砂質土である。

この建物は削平によりかなり残りが悪い。柱穴の遣存状況と現状の梁間寸法からみて，棟持柱が削平

により消失している可能性が高い。

出土遺物としてほ，土師器・瓦質土器が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出し

た。（第432図23）は土師器椀の口綾部である。端部は丸く納まり外面にはわずかに指頭痕が見出せる。

出土遺物よりこの建物は，概ね中世に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ91（第243図　図版112　SB8645）

E15区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ90・SAⅢ19と切り合い関係にある。4間（6．7m）×3間

（4・5m），棟方向N640Eを測る。柱間は桁行1．5～1．9m・梁間1．3～1．7mを測る。柱穴掘り方は円形を

皇し，径0・1～0・4m，深さ0．03～0．13mを測る。土師器の椀が出土している。時期は出土遺物から13世

紀前後と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ92（第243図）

E15区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ91・93と切り合い関係にある。3間（5．8m）×1間（4．0
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m），棟方向N300Wを測る。柱間は桁行1．6～2．1m・梁間約4．0mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径

約0．5m，深さ0．07～0．18mを測る。西側に位置するSBⅢ87と近似した方位を持つ。柱穴内からは，土

師・須恵・黒色土器片等が出土している。時期は出土遺物から中世頃と考えられる。　　　　（藤好）

SBⅡ93（第243・432図）

E15区で検出した掘立柱建物で，西側に柵列SAⅢ19を持つ。2間（3．8m）×1間（3．5m），棟方

向N600Eを測る。柱間は桁行1．8～2．0m・梁間約3．5mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．3m，

深さ約0．15mを測る。時期は出土遺物から12～13世紀頃と考えられる。　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ94（第243・432図　図版112　SB8647）

F14区で検出した掘立柱建物である。2間（5．1m）×1間（3．8m），棟方向N620Eを測る。柱間は桁

行2．5～2．6m・梁間3．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し径約0．3m，深さ0．17mを測る。柱痕は一部

柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土で細分すれば3層に区分できる。なお，

この建物には棟持柱が見出せないが，柱穴の遺存状況と現状の梁間寸法からみて，棟持柱が削平により

消失している可能性が高い。

出土遺物としては，土師器・黒色土器が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの2点を抽出し

た。（第432図25）は土師器椀の口縁部である。端部は丸く納まり外面には指頭痕が認められる。（26）は

土師器の杯の口縁部である。端部は脹らみ気味に端部に続き丸く納まる。出土遺物よりこの建物は，概

ね中世に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ95（第244・432図　図版113　SB8648）

F14区で検出した総柱建物である。側柱の一部は末検出である。2間（3．9m）×2間（3．5m），棟方

向N670Eを測る。柱間は桁行1．9～2．0m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘方は，楕円形を皇し径約

0．6m，深さ0．25mを測る。柱痕は束柱を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗灰褐色系の砂質土である。

出土遺物としては，土師器・須恵器片が出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。

（第432図27）は底部を欠く須恵器の杯身である。たちあがりは内債し直立気味に端部に続き，端部は丸

く納まる。出土遣物よりこの建物正6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ96（第244・432図　図版112　SB8649）

E・F14区で検出した掘立柱建物である。4間（6．4m）×2間（3．4m），棟方向N640Eを測る。柱

間は桁行1．4～1．9m・梁間1．7mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・円形を皇し径約0．6m，深さ0．23mを測

る。柱痕は四つの柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗褐色系の砂質土である。

出土遺物としては，土師器・須恵器片が出土している。出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。

（第432図28・29）は須恵器杯蓋である。（29）の端部内面には浅い一条の段が認められる。出土遺物よ

りこの建物は6世紀後薬に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ97（第244図　図版113　SB8634）

F・G14区で検出した据立柱建物で，SBⅢ98と重複する。2間（4．1m）×2間（3．5m），棟方向N

380Wを測る。柱間は桁行2．0～2．1m・梁間約1．7～1．8mを測る。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径約

0．6m，深さ約0．25mを測る。方位的には2間×2間の総柱建物SBⅢ80と共通する。また本建物SBⅢ

98との先後関係は明確ではないが，規模方位の一致状況からすれば，側柱列の柱数の差はあるが，建て

替えの結果による可能性が高い。ただ両者の先後関係は明瞭ではない。柱穴内からの出土遺物として

は，土師・須恵・瓦器及び須恵質の瓦片等が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SBⅡ98（第244図　図版113　SB8635）

F・G14区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ97と重複する。3間（4．0m）×2間（3．3m），棟方向N

350Wを測る。規模的にはSBⅢ97の方がわずかに大きい。柱間は桁行1．9～2．1m・梁間約1．5～1．8m

を測る。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径約0．6m，深さ約0．08～0．22mを測る。方位・規模では，本建

物はSBⅢ77・78・86と近似する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ99（第254・432図　SB8636）

G13区で検出した掘立柱建物である。SDⅢ42・65を切る。3間（8．3m）×1間（3．6m），棟方向N

280Wを測る。柱間は桁行2．4～3．2m・梁間約3．6m、を測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4m，深さ

約0．16mを測る。掘り方中には根石を持つものが多い。柱穴内からは和泉型の瓦器椀が出土している。

時期は出土遺物から13世紀と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ100（第432図）

F13・14区でSBⅢ101の東側で検出した掘立柱建物である。2間（4．9m）×2間（3．9m），棟方向

N300Wを測る。柱間は桁行2．4～2．5m・梁間1．9～2．0mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し径約0．4m，

深さ0．61mを測る。

出土遺物としては，土師器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第

432図32）は土師器椀の口縁部である。器壁は比較的厚く，端部は丸く納まる。出土遺物よりこの建物は

概ね中世に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ101（第254・433図　図版114）

F13区でSBⅢ100の西側で検出した掘立柱建物である。2間（3．7m）×1間（2．8m），棟方向N

230Wを測る0柱間は桁行1・8～1・9m・梁間2・8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ

0・11mを測る0哩土は灰褐色砂質土系である。なお西側柱列の北第1・3柱穴中には詰め石及び根石を

検出した。

出土遺物としては，土師器・瓦器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。

（第433図1）瓦器椀の口綾部である。器壁は薄く端部は丸く納まる。出土遺物よりこの建物は概ね中世

に当る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ102（第433図）
1

F13区で検出した掘立柱建物である。残りが悪く側柱及び棟持柱の一部を欠く。3間（5．9m）×2間

（3・5m），棟方向N600Eを測る。柱間は桁行1．5～2．7m・梁間1．5～2．0mを測る。柱穴掘方は，円形を

皇し径約0．3m，深さ0．11mを測る。

出土遺物としては，土師器・瓦質土器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出

した0（第433図2）は瓦質土器椀である。器壁は比較的に厚く，端部は尖り気味に丸く納まる。休部内

面にはミガキと暗紋が認められる。出土遺物よりこの建物は概ね中世に当る。　　　　　（西村）

SBⅡ103（第293・433図　SB87110）

J13区で検出した掘立柱建物である。3間（6．8m）×1間（3．6m），棟方向N600Eを測る。柱間は

桁行2・1～2・4m・梁間3・6mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0．14mを測る。柱痕は

二つの柱穴で確認された。なお，この建物の南辺には，廟が付く可能性がある。

出土遺物としては，土師器・黒色土器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの2点を抽出

した。（第433図3）は黒色土器椀の底部である。高台部は尖り気味に端部は丸く納まる。内面にはミガ
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キが認められる。（4）は土師器杯である。底部は平底で屈曲し外上方に延び，端部は丸く納まる。出土

遺物よりこの建物は，10世紀前半前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ104（第293・433図　SB87111）

J13区で検出した掘立柱建物である。2間（4．0m）×2間（3．5m），棟方向N67OEを測る。柱間は

桁行1．7～2．3m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘方は，円・不整円形を皇し，径約0．5m，深さ0．26mを

測る。

出土遺物としては，土師器・黒色土器片が少量出土している。出土遺物中図化出来るもの4点を抽出

した。（第433図5）は土師器の椀である。高台部は垂直気味に下方に延び端部は丸く納まる。体部は内

湾気味に端部に続き，端部は丸く肥厚する。内外面にミガキ，外面下半に指頭痕が認められる。（第433

図6・7）は土師器の皿である。（8）は高台部を欠く内黒の黒色土器の椀である。底部内面にはミガキ

が認められる。出土遺物よりこの建物は，11世紀前半前後であろう。　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ105（第246・433図　図版168　SB8650）

第4徴高地東北端，D13区で検出した総柱の掘立柱建物である。2間（3．7m）×2間（3．7m），棟方向

N560Wを測る。柱間は，桁行約1．7～2．0m・梁間1．7～2．0mを測る。柱穴掘り方は隅丸方形を皇し，径

約0．5m，深さ0．13～0．39mを測る。束柱は倒柱と比較すると小型である。柱穴内から土師・須恵・黒色

土器等が出土している。本建物は地形的な制約を受けた方位を呈するものと考えられる。　　（藤好）

SBⅡ106（第246図　SB8651）

I）12・13区で検出した掘立柱建物である。3間（5．2m）×2間（3．2m），棟方向N51OEを測る。柱

間は，桁行1．7～1．9m・梁間1．5～1．7mを測る。柱穴掘り方は隅丸方形ないし不整円形を皇し，径約

0．4m，深さ約0．18mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ107（第433図）

D12区で検出した掘立柱建物で，SHⅢ27と切り合い関係にある。東部は第1低地帯により消失して

いる。4間（5．3m）×2間（3．6m），棟方向N220Wを測る。柱間は，桁行約0．9～1．7m・梁間約

1．4～2．2mを測る。柱穴掘り方は隅丸方形を皇し，径約0．6m，深さ約0．13mを測る。西側柱列の北第3

穴をはさむ南北柱間は狭く，3間である可能性もある。とすれば東側柱列の柱穴は本建物の柱穴ではな

くなり，建物規模は判断できない。柱穴から須恵器杯が出土しているが，出土柱穴はSHⅢ27と重複し

ており，混入品である可能性もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ108（第246図）

D・E12区で検出した掘立柱建物である。2間（4．3m）×2間（3．6m），棟方向N250Wを測る。柱

間は，桁行2．1～2．2m・梁間1．7～1．9mを測る。柱穴掘り方は隅丸方形もしくは不整円形を皇し，径約

0．4m・深さ約0．09mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ112（第247・433図　SB87085）

Gll区で検出した。3間（5．7m）×2間（3．9m），棟方向N600　Eを測る掘立柱建物である。またこ

の建物は南・北両面に廟を伴う。南北両面の廟の内北側の廟は3間検出したが，南側の廟は2間しか検

出できなかった。身舎の柱間寸法は桁行1．6～2．2m・梁間1．9～2．0m，廟の間は，1．2mを測る。柱穴掘

方は，円・不整円形を皇し，径約0．4m，深さ0．42mを測る。柱痕は南辺の廟の東第2・3柱穴中に認め

られた。なお第3柱穴中には桂根が残っていた。柱穴哩土は暗灰色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの6点を抽出した。なお，この土器は，北側柱列の東第1柱穴内より出土し
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た資料である。（第433図11）は土師器の杯である。底部は突出し，休部は僅かに内湾し口縁端部に続く。

端部は僅かに肥厚し丸く納まる。（12～14）は土師器の皿である。平坦な底部より内湾気味に口縁端部に

続き，口縁端部を丸く納めるものと，底部端部で屈曲し，外湾気味に口縁端部に続くものに別れる。

（15・16）は11世紀末前後の内黒の黒色土器椀である。高台部は外下方に開き，休部は内湾気味に口縁

端部に続く。端部は丸く納まる。出土遺物より11世紀前半である。　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ113（第248・433図　図版169　SB87086）

G・Fll区で検出した掘立柱建物である。3間（5．5m）×2間（3．6m），棟方向N380Eを測る。柱

間は桁行1．6～2．Omp・梁間1．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．8m，深さ0．55mを測る。柱

痕は確認されなかった。なお一部の柱穴を除く全ての柱穴低部には複数の小礫からなる根石を検出した。

哩土は暗灰色系の砂質土である。

出土遺物中より2点の土師器片を抽出した。（第433図17・18）は土師器賓の口綾部である。出土遺物

よりこの建物は6世紀後菓～7世紀頃であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ114（第248図　図版170　SB87087）

FlO・11区北辺をSBⅢ113と接する位置で検出した掘立柱建物である。なおこの建物の棟通りには

二つの束柱が等間隔で配されている。2間（4．2m）×2間（4．0m），棟向N580Eを測る。柱間は桁行

2．0～2．2m・梁間2．0mを測る。柱穴掘方は，円形並びに不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．44mを測

る。柱痕は束柱を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の粘質土である。

出土遺物より時期を判断する材料は無いが，建物の構造状SBⅢ116に類似する。そのため，SBⅢ

116の時期に概ね類似するものと考え，6世紀後薬に考えられる。　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ115（第246図　図版170　SB87072）

FlO・11区で検出された掘立柱建物である。2間（4．5m）×2間（3．3m），棟方向N650　Eを測る。

柱間は桁行2．1～2．4m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4m，深さ0．18mを測

る。柱痕は一部の柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土である。　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ116（第247・433図　図版171SB87088）

GlO区で検出された掘立柱建物である。なおこの建物はSBⅢ114同様に棟通りに二つの束柱が等間

隔で配されている。2間（3．8m）×2間（3．1m），棟方向N61O Eを測る。柱間は桁行1．9m・梁間

1．5～1．6mを測る。柱穴掘方は，隅丸方並びに円形を皇し，径約0．7m，深さ0．43mを測る。柱痕は半数

の柱穴で確認され，径約0．3mを測り比較的大きい。哩土は暗灰色系の粘質土及び砂質土からなる。

出土遺物として，土師器・須恵器片が少量出土している。出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出

した。（第433図19）は6世紀後葉の須恵器杯身である。立ち上がりは直線状に短く延び内側に僅かに内

懐する。端部内面には鈍い稜を持つ。出土遺物よりこの建物は6世紀後葉に当る。　　　　（西村）

SBⅡ117（第249・433図　SB87089）

GlO区でSBⅢ116と切り合う形で検出した総柱建物である。3間（4．5m）×2間（3．6m），棟方向

N660　Eを測る。柱間は桁行1．4～1．6m・梁間1．7～1．9mを測る。柱穴掘方は，円並びに不整円形を皇

し，径約0．7m，深さ0．48mを測る。柱痕は束柱と側柱の一部を除く全ての柱穴で確認できた。哩土は暗

灰色系砂質土及び粘質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの2点抽出した。（第433図20）は土師器賓の上半部である。口縁部は「く」

の字状に外反し端部は丸く納まる。体部内外面にはパケが顕著に認められる。（21）は土師器台付皿の高

一273－



台部である。この建物の時期は，出土遺物より7世紀頃であろう。 （西村）

SBⅡ118（第249図　SB87103）

FlO区で検出した掘立柱建物である。なおこの建物は北面に廟を伴う。廟は身舎の桁行と同様3間検

出したが，東第2柱穴は検出できなかった。3間（5．1m）×2間（4．2m），棟方向N650　Eを測る。こ

の建物の桁行柱間は第1・3間を狭く，第2間を広く設定している。桁行第1・3間1．5m，第2間2．3

m・梁間2．0～2．2m・廟の梁間1．0mを測る。柱穴掘方は，円形並びに不整円形を皇し，径約0．6m，深

さ0．26mを測る。桂根は身合と廟の一部の柱穴で検出した。柱穴哩土は暗灰色系の砂質土である。

出土遺物としては，土師器片が少量出土しているだけである。そのため出土遺物より時期を判断する

事は出来ないが，主軸方位・配置状でこの建物は，SBⅢ117に類似する。そのため，この建物は，SB

Ⅲ117に類似する時期に当るものと考え，7世紀頃と考えたい。　　　　　　　　　　　　（西村）
J

SBⅡ119（第250・433図　図版171SB87073）

E・FlO区で検出された掘立柱建物である。なおこの建物は東の梁面には廟をもっている。2間

（3．8m）×2間（3．7m），棟方向N850　Eを測る。柱間は桁行1．7～3．6m・梁間1．7～2．0mを測る。柱

穴掘方は，隅丸方・円・不整円形等不規則である。径約0．5m，深さ0．26mを測る。柱痕は身合の一部

の柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土で，細分すれば4層に区分できる。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第433図22）は6世紀後葉の須恵器杯身である。立ち上

がりはわずかに外湾気味に短く延び端部は丸く納まる。天井部外面にはへラケズリが認められる。この

建物の時期は，出土遺物より6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ120（第250・433図　図版172　SB87071）

ElO区で検出された掘立柱建物である。なお西妻列の棟持柱は突出していて，柱通りは不揃いである。

2間（3．5m）×2間（2．6m），棟方向N790　Wを測る。柱間は桁行1．1～2．2m・梁間1．2～1．4mを測る

柱掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0．16mを測る。柱痕は一部の柱穴で確認された。哩土は暗灰系

の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第433図23）は6世紀後薬の須恵器杯蓋である。口縁端

部は尖り気味に丸く納まり，内湾気味に天井部に続く。天井部外面にはへラケズリが認められる。この

建物の時期は，出土遺物より6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ121（第250・433図　図版172　SB87074）

E・FlO区でSKⅢ26と切り合う形で検出した掘立柱建物である。東妻柱列ではSKⅢ26が切り込ん

でいるため，棟持柱が失われている。3間（4．6m）×2間（3．0m），棟方向N740　Eを測る。柱間は桁

行1．4～1．6m・梁間1．5mを測る。柱穴掘方は，円形並びに不整円形を皇し，径約0．4m，深さ0．27mを

測る。柱痕はほとんどの柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土・粘質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第433図24）は賓の把手部である。外面には指頭痕が顕

著に残る。この建物の時期は，出土遺物より6～8世紀代である。　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ123（第251図）

E・10区で検出した掘立柱建物で，北側に棟列SAⅢ27を持つ。3間（5．7m）×2間（3．7m），棟方

向N460Eを測る。柱間は，桁行1．4～2．3m・梁間1．7～2．0mを測る。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径

約0．5m，深さ約0．22mを測る。SBⅢ124と共にSDⅢ84もしくはSDⅢ83によって区画された地区内

の建物である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SBⅡ124（第433図）

DlO区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ123と共にSI）Ⅲ83・84で区画される。やや不明瞭ではある

ものの，4間（8・2m）×2間（3・8m），棟方向N600Eを測る。ただ，3間×2間の建物が重複してい

るとすれば，SBⅢ123とほぼ同一規模の建物となり，その可能性も十分考えられる。柱間は，桁行2．

0～3・7m・梁間1・8～2・Omを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4m，深さ0．07～0．23mを測る。本

遺構やSHⅢ123を「コ」の字型に囲む溝であるSDⅢ83は，特にその北部の東西方向の流れは，東半部

において，あたかもSHⅢ124と対応して，北へ拡張する。またその方位も，SHⅢ125と共通した方位

を示す0こうした点からすれば，SHⅢ123とSHⅢ124は，方向こそ異なるものの，同一の溝を共有す

る0両建物は同時併存の可能性が非常に高い0柱穴内には，土師・黒色土器等が少量出土して亘藤好）

SBⅡ125（第433図）

ElO区で検出した掘立柱建物で，SDⅢ84を切り，SBⅢ126・127と重複する。3間（5．3m）×2

間（3・8m），棟方向N250Wを測る。柱間は，桁行1．7～1．8m・梁間約1．9mを測る。柱穴掘り方は不整

円形もしくは隅丸方形を皇し，径約0．5m，深さ約0．05～0．19mを測る。柱穴から須恵器杯片等が出土し

ている0時期はSI）Ⅲ84を切ることから少なくとも8世紀以降と考えられる。　　　　　（藤好）

SBⅡ126（第433図）

D・ElO区で検出した掘立柱建物で，SHⅢ125と重複し，SDⅢ84とSBⅢ127を切る。3間（4．9

m）×2間（4・Om），棟方向N640Eを測る。柱間は，桁行1．5～1．8m・梁間約2．0mを測る。柱穴掘り

方は円形を皇し，径約0・5m，深さ0・08～0・18mを測る。本建物は，概ねSHⅢ125と共通した方位を示

し，先行するSHⅢ127はSHⅢ123と類似した方位を持つことから，本遺構の時期には，条里と共通し

た方位が採用されていたと考えられる。柱穴内からは須恵器の杯が出土している。時期は出土遺物から

11世紀前後と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ128（第251・433図　図版173　SB87090）

G・FlO区でSBⅢ129・142と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（5．8m）×2間（3．5

m），棟方向N790Eを測る。柱間は桁行1．5～2．3m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・円

・楕円等不規則な形態を皇し，径約0．6m，深さ0．34mを測る。柱痕は一部の柱穴で確認された。哩土は

暗灰色系の粘質土・ないし砂質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第433図31）は土師器の皿である。平底の底部より，短

く内湾し口縁端部に続く。端部は丸く納まる。外面にミガキ内面に放射暗紋が認められる。出土遺物よ

りこの建物の時期は，7世紀前半頃であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ129（第433図）

FlO区でSBⅢ128・142と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（4．3m）×2間（4．2m），

棟方向N200Wを測る。柱間は，桁行2．0～2．3m・梁間2．0～2．2mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整

円形を皇し，径約0．4m，深さ0．22mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第433図32）は土師器の皿ないし杯の口綾部である。端

部丸く納まり，内面には放射暗紋が認められる。出土遺物よりこの建物の時期は，7世紀頃に考えたい。

（西村）

SBⅡ130（第252・433図　図版173　SB87083）

PlO区でSHⅢ28・29，SBⅢ131・132・133等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間
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（4．0m）×2間（3．8m），棟方向N290Wを測る。柱間は，桁行1．9～2．1m・梁間1．7～2．1mを測る。

柱穴掘方は，隅丸方・円・楕円形など不規則な形態を皇し，径約0．5m，深さ0．27mを測る。柱痕は半数

の柱穴で確認された。哩土は暗黄灰系の粘質土・砂質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第433図33）は土師器椀の口綾部である。端部は丸く納

まる。（34）を須恵器杯の口縁部である。端部は丸く納まる。この建物の時期は，出土遺物より7世紀頃

が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ131（第433図）

PlO区でSHⅢ29，SBⅢ130・132・133等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（4．3

m）×2間（3．8m），棟方向N55O Eを測る。柱間は，桁行1．3～1．5m・梁間1．7～2．1mを測る。柱穴掘

方は，不整円形並びに円形を皇し，径約0．6m，深さ0．22mを測る。柱痕は確認出来なかった。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第433図35）は土師器賓の口綾部である。ラッパ状に開

き口縁は平坦に仕上げる。内面には横パケを施す。（第433図36）は土師器壷ないし賓の底部である。底

部は平底で内・外面には横ノ、ケを施す。出土遺物より詳細な時期を判断できないが，概ね6～8世紀の

範囲内で捉えられるものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ132（第252・434図　SB87078）

FlO区でSHⅢ29，SBⅢ130・131・133・134，SPⅢ01等と切り合う形で検出した掘立柱建物であ

る。3間（5．5m）×2間3．7m），棟方向N120Wを測る。柱間は，桁行1．6～2．0m・梁間1．8～1．9mを

測る。柱穴掘方は，隅丸方形並びに円形を望し，径約0．7m，深さ0．44mを測る。柱痕は半数以上の柱穴

で確認された。哩土は暗灰色系の粘質土・砂質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの5点を抽出した。（第434図1）は小形の賓口縁部である。口縁部は「く」

の字状に外反し端部は丸く納まる。内面には荒いノ、ケが横方向に認められる。（2～4）は皿の口綾部で

ある。口縁端部は丸く納まり，（3・．4）の内面には放射暗紋が認められる。（5）は須恵器高杯の脚端

部である。この建物は8世紀後半～9世紀前半に当るSPⅢ01を切り込んで構築している。そのため9

世紀以降になるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ133（第253・434図　図版174　SB87081）

FlO区でSHⅢ29，SBⅢ130・131・132・134・等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間

（6．1m）×2間（3．8m），棟方向N61OEを測る。柱間は，桁行1．8～2．2m・梁間1．7～2．1mを測る。

柱穴掘方は，隅丸方形・円・楕円形等不規則な形態を呈する。径約0．5m，深さ0．31mを測る。柱痕は約

半数の柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土・粘質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第434図6・7）は土師器賓の口縁部である。頸部より

外湾気味に口縁端部に続き，端部は平坦に納まるものと，わずかに上方に摘み上げられるものとがある。

出土遺物より詳細な時期の判断は出来ないが，主軸方位及び配置より，SBⅢ135・137・139等と類似

する7世紀頃が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ134（第253・434図　図版174　SB87076）

E・FlO区でSBⅢ132・133・135・136と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（5．7m）×

2間（3．8m），棟方向N690Eを測る。柱間は，桁行1．6～2．2m・梁間1．8～2．0mを測る。柱穴掘方は，

隅丸方・不整円形を皇し，径約0．8m，深さ0．43mを測る。柱痕は全ての柱穴で確認された。哩土は灰褐

色系の砂質土からなる。
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出土遺物中図化出来るもの4点を抽出した。（第434図8）は土師器杯ないし皿の口縁部である。口縁

は外反し端部は丸く肥厚する。（9）は土師器賓口綾部である。（10・11）6世紀後某の須恵器杯蓋であ

る0（10）の天井部はへラ切りの後ナデ調整を施し，口縁端部は外下方に延び端部は丸く納まる。出土遺

物よりこの建物の時期は，6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ135（第434図　図版175　SB87084）

ElO区でSBⅢ134と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（3．2m）×2間（2．8m），棟方

向N61OEを測る。柱間は，桁行1・5～1．7m・梁間1．2～1．6を測る。柱穴掘方は，円・楕円形を皇し，径

約0．6m，深さ0．31mを測る。なおこの建物は北に延びる可能性がある。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第434図12）は須恵器杯身の口縁部である。わずかに外

上方に傾き端部は尖り気味に丸く納まる。（13）は須恵器杯蓋である。立ち上がりは短く，尖り気味に納

まる0受け部は短く丸く納まる。この建物の時期は，主軸方位及び配置状より7世紀代のSBⅢ137に類

似する時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ136（第254・434図　図版175　SB87077）

E・PlO区でSBⅢ134・137と切り合う形で検出した掘立柱建物である。4間（5．7）×2間（3．9

m），棟方向N790Eを測る。柱間は，桁行1．2～1．6m・梁間1．9～2．0mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・

円・不整円形等不規則な形態を皇し，径約0．6m，深さ0．38mを測る。柱痕は約半数の柱穴で確認され

た。哩土は暗灰色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。・（第434図14）は青磁椀の高台部である。遺物中に6世紀

後薬の資料を含むが，この建物の時期は概ね9世紀以降であろう。　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ137（第254・434図　図版176　SB87075）

E9・10区でSBⅢ134・136と切り合う形で検出した総柱建物である。3間（5．3m）×2間（3．8

m），棟方向N270Wを測る。柱間は，桁行1．8～2．0m・梁間1．8～2．0mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・

円・楕円形等不規則な形態を皇し，径約0．7m，深さ0．47mを測る。柱痕は一部の柱穴で確認された。哩

土は暗茶灰色系の砂質土ないし粘質土である。

出土遺物としては6・7世紀の土師器・須恵器等が少量出土している。これらの出土遺物中で図化出

来るもの6点を抽出した。（第434図15～17）は賓の口綾部である。（18）は土師器皿の口綾部である。内

湾気味に延び，端部は丸く納まる’。（19）は6世紀後薬の須恵器杯身口綾部である。たちあがりは短く，

外湾気味に内債する。（20）は須恵器高杯脚部である。この建物の時期は，出土遺物より，7世紀代で考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ138（第434図　図版176　SB87082）

F9・10区でSBⅢ139と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（4．2m）×2間（3．0m），

棟方向N130Wを測る。柱間は，桁行1．3～1．4m・梁間1．4～1．6mを測る。柱穴掘方は，円ないしは楕円

形を皇し，径約0．6m，深さ0．20mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第434図21）は土師器賓の口綾部である。内面にはパケ

が顕著に認められ，端部は僅かに肥厚する。（22）は土師器椀の口綾部である。遺物より詳細な時期は判

明しないが，この建物は，主軸方位及び配置より7世紀前半のSBⅢ128に類似する時期が考えられる。

（西村）

ー277－



SBⅦ139し第255・434図　図版177　SB87079）

F9・10区でSBⅢ138と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（5．3m）×2間（3．3m），

棟方向はN230Wを測る。柱間は，桁行1．5～2．1m・梁間1．4～1．9mを測る。柱穴掘方は，円ないし不整

円形を皇し，径約0．7m，深さ0．26mを測る。柱痕は四つの柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土

ないし粘質土からなる。

出土遺物中図化出来るもの4点を抽出した。（第434図24）は土師器饗の口綾部である。外湾状に屈曲

し端部は丸く納まる。内外面共に荒いハケが認められる。（25・26）は底部を欠く土師器皿である。出土

遺物よりこの建物の時期は7世紀頃に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ140（第434図）

F9・10区でSBⅢ141と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（3．7m）×2間（3．4m），

棟方向N660Eを測る。柱間は，桁行1．7～2．0m・梁間1．6～1．8mを測る。柱穴掘方は，円並びに不整円

形を皇し，径約0．5m，深さ0．14mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第434図27）は口綾部を欠く須恵器杯身である。底部は

平坦で屈曲し口綾部方向に延びる。出土遺物及び配置状の特徴より8世紀頃であろう。　　（西村）

SBⅡ141（第434図）

F9・10区でSBⅢ140と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（3．4m）×2間（2．7m），

棟方向N27cwを測る。柱間は，桁行1．7m・梁間1．1～1．6mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約

0．4m，深さ0．11mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第434図28）は高台の付く須恵器杯身の底部である。高

台は屈曲部の近くに接合され，断面不整台形状を皇する。出土遺物より8世紀後半に当る。（西村）

SBⅡ142（第255図　図版177　SB87091）

F9・10区でSBⅢ128・129・143・144・150・151等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3

間（4．5m）×3間（3．9m），棟方向N220Wを測る。柱間は，桁行1．1～1．7m・梁間1．9～2．0mを測る。

柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．8m，深さ0．26mを測る。柱痕は一つの柱穴を除く全て

の柱穴で確認された。哩土は灰黄色系の粘質土である。出土遺物としては，6世紀末・7世紀初頭前後

の土師器・須恵器片が少量出土している。そのため出土遺物より，この建物の時期は，概ね7世紀前半

頃に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ143（第256・434図　図版177　SB87092）

F9・10区でSBⅢ142・143・144・150・151等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間

（4．8m）×2間（3．8m），棟方向N28Qwを測る。柱間は，桁行1．4～1．9m・梁間1．9mを測る。柱穴掘

方は，隅丸方ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．42mを測る。柱痕は全ての柱穴で確認された。

また大多数の柱穴に根石ないし詰め石をしている。哩土は灰黄色系の粘質土ないし砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第434図29）は天井部を欠く須恵器杯蓋である。出土遺

物より概ね，この建物は8世紀前半前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ144（第256・434図　SB87099）

F9区でSBⅢ142・143・145・150・151等と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（6．5m）

×2間（4．0m），棟方向N350Wを測る。柱間螺，桁行2．0～2・3m・梁間1・8～2・2mを測る。柱穴掘方は，円

形ないし不整円形を皇し，径約0．5m，深さ0．33mを測る。柱痕は南妻柱列の東第2・3柱穴で確認された。

－278－



出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第434図30）須恵器皿の口縁及び底部片である。底部は

平坦で屈曲し口縁端部に続く。端部は尖り気味に丸く納まる。出土遺物よりこの建物は，8世紀後半前

後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ145（第257・434図　SB87098）

F9区でSBⅢ144・150・151，SKⅢ27等と切り合う形で検出した総柱建物である。東柱の一部は

SBⅢ151により切られている。3間（3．7m）×2間（3．3m），棟方向N220Wを測る。柱間は，桁行

1・2～1・3m・梁間1・6～1．7mを測る。柱穴掘方は，不整ないし円形を皇し，径約0．8m，深さ0．28mを測

る。柱痕は7柱穴で確認された。哩土は暗灰黄色系の粘質土ないし砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第434図31）は皿ないし杯の口縁部である。内湾気味に

端部に続き，端部は丸く納まる。内面には放射暗紋が認められる。（32）は7世紀前葉の須恵器の杯蓋の

口縁部である。出土遺物よりこの建物は，7世紀の前半に当る。　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ146（第434図　図版178　SB87107）

I9区で検出した掘立柱建物で，SI）Ⅲ86を切る。東部側柱列だけを検出したと考えられる。？間

（？m）×2間（4．5m），棟方向N230Eを測る。柱間は，梁間2．1～2．4mを測る。柱穴掘り方は円形を

皇し，径約0・4m，深さ約0．15mを測る。柱穴内から須恵器の口縁が出土している。時期は出土遺物から

6世紀後葉と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ147（第257図　図版179　SB87093）

G9・10区でSBⅢ148，SDⅢ109と切り合う形で検出した掘立柱建物である。4間（5．2m）×3間

（3・2m），棟方向NlOOwを測る。柱間は，桁行1．1～1．4m・梁間1．0～1．2mを測る。柱穴掘方は，隅丸

方形ないし不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．33mを測る。柱痕は全ての柱穴で確認された。哩土は灰

褐色系の砂質土ないし粘質土である。

土師器・須恵器の細片のみで，時期を判断するうえで基準になる資料は出土していない。そのため方

位及び配置を基準にすれば，SBⅢ149・150等が同一グループをなすものと考えられ，それらの建物の

時期より6世紀後菓前後の時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅢ148（第257・434図　図版179　SB87094）

G9区でSBⅢ147，SDI29，SDⅢ109と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（6．4m）

×1間（4・2m），棟方向N670Eを測る。柱間は，桁行1．9～2．4m・梁間4．2mを測る。柱穴掘方は，円

形を皇し，径約0・3恥深さ0・37mを測る。なお，この建物には棟持柱が検出できなかったが，現状の梁

間寸法（4．2m）からみて削平により消失しているものと考えられる。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第434図34）は底部を欠く土師器の椀である。（35）は須

恵器杯の底部である。出土遺物よりこの建物の時期は，11世紀前後であろう。　　　　　（西村）

SBⅡ149（第256図　図版179　SB87095）

G9・10区でSBⅢ150の南側で検出した掘立柱建物である。2間（4．0m）×2間（3．3m），棟方向

N50Wを測る。柱間は，桁行1．9～2．1m・梁1．6～1．7mを測る。柱穴掘方は，円形ないし隅丸方形を皇

し，径約0・4m，深さ0・19mを測る。柱痕は南側柱列の一部の柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質

土ないし粘質土である。

図化に耐えるような遺物は出土していないが，6世紀後葉の須恵器を含むため，概ねこの時期に当る

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）
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SBⅡ150（第258・434図　図版180　SB87096）

G・F9区でSBⅢ142・143・144・145・155と切り合う形で検出した総柱建物である。2間（4．3

m）×2間（3．4m），棟方向N790Eを測る。柱間は，桁行1．9～2．4m・梁間1．5～1．9mを測る。柱穴掘

方は，隅丸方形ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．40mを測る。柱痕は一つの柱穴を除く全ての

柱穴で確認された。哩土は灰黄色系の粘質土である。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第434図36）は須恵器杯蓋である。天井部はへラケズリ

を施し丸味を帯びて口縁端部に続く。端部は丸く納まる。（37）は器種不明の須恵器である。出土遺物よ

り，この建物の時期は6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）
l

SBⅡ151（第258・435図　図版178　SB87097）

F9区でSBⅢ142・143・144・145，SKⅢ28と切り合う形で検出した総柱建物である。3間（4．7

m）×2間（3．5m），棟方向N790Eを測る。柱間は，桁行1．1～2．9m・梁間1．4～2．1mを測る。柱穴掘

方の内側柱は，円ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．37mを測る。束柱の掘り方は小形の円形を

星で径約0．4m，深さ0．14mを測る。柱痕は4柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は灰黄褐色系の

砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第435図1）は土師器の高杯の脚部片である。（2）は須

恵器杯蓋である。天井部はへラケズリを施し，休部との境には一条の稜をなす。口縁端部は平坦に仕上

げている。器壁は比較的厚い。出土遺物は，6世紀後葉の時期を示す物があるが，配置よりSBⅢ152と

同一時期，7世紀頃になる余地もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ152（第259・435図　図版180　SB87080）

P9区で検出した総柱建物である。3間（5．5m）×2間（3．6m），棟方向N830Eを測る。柱間は，

桁行1．7～2．0m・梁間1．8mを測る。側柱の柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ

0．41mを測る。束柱の柱穴掘方は小形の円形を皇し，径約0．3m，深さ0．12mを測る。柱痕は一つ側柱と

東柱を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第435図3）は底部を欠く土師器の皿である。口縁端部

は丸く仕上げ，外面にはミガキ，内面には放射暗紋を施している。（4）は須恵器杯身である。たちあが

りは短くわずかに内儀している。底部はへラケズリを施している。（5）は底部を欠く須恵器杯身であ

る。体部は直線状に外上方に延び，端部は尖り気味に丸く納まる。出土遺物よりこの建物は7世紀前半

頃に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ153（第259図　図版181SB87101）

G9区でSBⅢ154を切り込む形で検出した掘立柱建物である。3間（6．0m）×2間（3．8m），棟方

向N680Eを測る。柱間は，桁行1．8～2．3m・梁間1．9mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇

し，径約0．6m，深さ0．40mを測る。柱痕は3つの柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は暗灰褐色

系の砂質土ないし粘質土である。出土遺物より，時期の判断が出来る資料はないが，概ね6～8世紀頃

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ154（第259・435図　図版181SB87102）

G9区でSBⅢ153に切きられた形で検出した掘立柱建物である。北妻柱列の棟持柱はSBⅢ153によ

り消失している。2間（3．2m）×2間（2．4m），棟方向N21Owを測る。柱間は，桁行1．6m・梁間

1．0～1．4mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0．14mを測る。
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出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第435図6）は土師器の賓の口綾部である。明確に時期

が解る遺物はないが，主軸方位及び配置状よりこの建物は，SBⅢ155・143等の概ね8世紀頃であろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ155（第260・435図　図版181SB87100）

G9区でSBⅢ150，SHⅢ39と切り合う形で検出した総柱建物である。3間（4．1m）×2間（3．3

m），棟方向N280Wを測る。柱間は，桁行1．2～1．6m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘方は，円形ない

し不整円を皇し，径約0．5m，・深さ0．32mを測る。柱痕は2柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は

灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第435図7）は土師器杯の口縁部である。（8）は須恵

器杯身口綾部である。出土遺物より，細かな時期の判断が出来る資料は少ないが，主軸方位及び配置よ

りSBⅢ143等とはぼ同一時期時期と考えられ，概ね8世紀頃であろう。　　　　　　　　（西村）

SBⅡ156（第260・435図　SB87054）

G9区で検出した。3間（4．3m）×2間（3．0m）で，棟方向N840Eとはぼ真北に直交する掘立柱建

物である。柱間寸法の平均は桁行1．4～1．5m・梁間1．4～1．6mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは楕円

形を皇し，径約0．6m，深さ0．09～0．31mとなる。柱穴からは須恵器短頸壷蓋，土師器台付皿片を出土し

た。

（第156図9）は土師器台付皿で強く張った脚部を持つ。内面に暗文は認められない。（10）は須恵器

短頸壷蓋頂部と体部の境はかなり明瞭で箱形を皇する。口綾部は小さく外に摘み出し端部は面を成す。

7世紀中～後薬に比定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ158（第435図　SB87108）

G・H9区で検出した掘立柱建物で，SHⅢ37等と重複する。2間（3．2m）×2間（2．4m），棟方向

N900Eを測る。柱間は，桁行1・5～1．7m・梁間1．1～1．3mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4

m・深さ約0・25mを測る。柱穴内から須恵器杯が出土している。時期は，出土遺物からすれば6世紀後

半と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ160（第435図　SB87058）

G8・9区で検出した。2間（4．0m）×2間（3．0m）で，棟方向N850Eとほぼ真北に直交する掘立

柱建物である。柱間寸法の平均は桁行2．0m・梁間1．5mと桁行方向がかなり長めである。柱穴掘り方は

円形を呈するものが多く，径約0．6m，深さ0．30mとなる。なお北列中央穴で須恵器杯身を出土してい

る。

（第435図13）は須恵器杯身で比較的高い立上り部を持つ。6世紀後薬に比定できる。　（大久保）

SBⅡ161（第261図　SB8755）

G9区で検出した。竪穴住居SHⅢ44を切る。2間（3．4m）×2間（3．3m），棟方向N800Eの総柱

建物である。柱間寸法の平均は桁行1．4～2．0m・梁間1．6～1．7mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは楕

円形を呈する。竪穴住居との重複のため，検出したかぎりでは径・深さ共にばらつきが大きく，径約

0・2～0・5m，深さ0・25mを測る。東列北1穴で柱痕を確認した。遺物は伴わない。　　　（大久保）

SBⅡ162（第261・435図　SB87056）

G8・9区で検出した。竪穴住居SHⅢ45を切る。3間（4．2m）×2間（3．5m），棟方向N740Eの

掘立柱建物である。西側棟持柱穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．1～1．9m・梁間1．7～1．8mを測
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るが，両側とも桁行方向中央の柱間を左右に比べ広く設定する特徴を持つ。柱穴掘り方は円形ないしは

略方形を皇し，径約0．6m，深さ0．44mを測る。

（第435図14）は須恵器杯身。比較的口径が大きく高い立上り部を持つ。6世紀後葉に位置付け得る。

（大久保）

SBⅡ163（第435図）

F・G9区で検出した。北半部を溝SDⅢ113に切られ形態規模は不明であるが，梁間は2間（3．0

m）となる。棟方向はNOOOEと真北を向く掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．2～1．5m・梁間

1．3～1．7mを測る。柱穴掘り方はほぼ円形を皇し，径約0．4m，深さ0．25mを測る。柱穴から土師器饗類

口縁部小片を出土した。7～8世紀代の溝に切られることから6世紀代に比定できる可能性が高い。

（第435図15）は寮口縁部片。端部は丸く納め内面は横パケを施す。古墳時代後期から奈良時代まで存

在し得る器種である。本例自体は小片のためそれ以上の限定は出来ない。　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ164（第261図　図版182　SB87035）

F8・9区で検出した。2間（3．9m）×2間（3．3m），棟方向N31Owの総柱建物である。なお西辺

に接する溝SDⅢ94は本建物に伴う雨落ち溝の可能性が高い。柱間寸法の平均は桁行1．9～2．0m・梁間

1．6～1．7mと，桁行方向がやや長い。柱穴掘り方はほぼ円形を皇し，径約0．5m，深さ0．22mを測る。全

体的に残りは良くないが，特に東柱が著しく浅い。東列すべて，南列2穴，西列北1・2穴で柱痕を確

認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ165（第262図　図版182　SB87044）

F8・9区で検出した。2間（3．7m）×2間（3．3m），棟方向N660Eの総柱建物である。柱間寸法

の平均は桁行1．8～1．9m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘り方は束柱が円形，他は略方形を皇し，径約

0．5～0．8m，深さ0．41mを測る。南列西1・2穴を除き柱痕を確認した。それによれば柱径は0．2m程度

となる。また未確認の2穴では掘り方底面に拳大の礫を据えている。遺物は伴わない。　　（大久保）

SBⅡ166（第262図　図版183　SB87050）

F8・9区で検出した。SBⅢ164・165・167等と重複し，西列北2穴，南列西3穴を欠損する。4間

（7．6m）×3間（5．2m），棟方向N80Eとほぼ真北を向く堀立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行

1．6～2．2m・梁間1．6～1．8mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは略方形を皇し，径約0．5m，躇さ0・10～

0．31mを測る。南列西2穴を除いて柱痕を検出した。それによれば柱径は0．2m程度となる。遺物は伴わ

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ167（第263・435図　図版183　SB8753）

E9区で検出した。溝Sl〕Ⅲ113等と重複する。3間（6．7m）×2間（4．6m），棟方向N280Wの堀立

柱建物である。柱間寸法の平均は桁行0．09m・梁間0．28mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは楕円形を

皇し，径約0．5m，深さ0．09～0．28mを測る。東列北2穴を除いて柱痕を検出した。柱穴から須恵質杯を

出土した。

（第435図16）は須恵質杯で極めて薄手である。体部は直線的に開く。9～10世紀に位置付けられる。

（大久保）

SBⅡ168（第263図　SB8759）

E・F9区で検出した。溝S】〕Ⅲ113等と重複する。4間（6．6m）×3間（4．3m），棟方向NlOOwと

はぼ真北を向く堀立柱建物である。南列西3穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．4～2．1m・梁間
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1・2～1・7mを測る。柱穴掘り方は不整円形を皇するものが多く，径約0．5m，深さ0．31mを測る。東列北

2穴，西列北1穴で柱痕を検出した。それによれば柱径は0．2m程度となる。遺物は伴わない。（大久保）

SBⅡ169（第435図）

E9区でSBⅢ168と切り合いSBⅢ170に切られる形で検出した掘立柱建物である。2間（4．3m）×

2間（3・2m），棟方向N79O Eを測る。柱間は，桁行2．0～2．3m・梁間1．1～2．1mを測る。柱穴掘方

は，不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．18mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点抽出した。（第435図17）は土師器皿の口綾部である。器壁は比較的厚

く端部は丸く仕上げている。（18）は須恵器高杯の脚部である。外面に一条の沈線を施している。出土遺

物より詳細な時期は掴めないが，主軸方位及び配置状でSBⅢ238・250等とほぼ同一時期と考えられ，

時期的には7世紀後半前後に当るものと考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ171（第264・435図　SB87070）

E9区でSBⅢ172・173，SHⅢ46と切り合う形で検出した掘立柱建物である。4間（7．5m）×2周

（4・2m），棟方向N21Owを測る。柱間は，桁行1．7～1．9m・梁間1．9～2．3mを測る。柱穴掘方は，隅丸

方形ないし円形形を皇し，径約0．6m，深さ0．37mを測る。柱痕は1つの柱穴で確認されたのみである。

出土遺物中には，7～9世紀の土器を含む。それらの土器より図化出来るもの1点抽出した。（第435

図19）は底部を欠く土師器皿である。休部は内湾し端部に続く，端部は玉状に肥厚する。外面にはミガ

キ，内面には放射暗紋を施している。出土遺物より9世紀前後の時期と考えられる。　　　（西村）

SBⅡ172（第435図　図版184　SB87065）

E9区でSBⅢ171・173・174，SHⅢ46と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（5．6m）

×2間（3・3m），棟方向N21Owを測る。柱間は，桁行1．7～2．0m・梁間1．6～1．7mを測る。柱穴掘方

は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．31mを測る。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第435図20・21）は土師器皿である。（20）は底部より内

湾気味に口縁部に続き，端部は平端気味に仕上げる。外面下半部がへラケズリ及びミガキ，上半部はミ

ガキ，内面には放射暗紋が認められる。（21）の内面には暗紋は認められない。（22）は須恵器杯身であ

る。たちあがりは短く内傾気味に仕上げ，受部は短く尖り気味に丸く仕上げている。出土遺物よりこの

建物は，6世紀後薬に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ173（第264・435図　図版184　SB87069）

E8・9区でSBⅢ171・172・174と切り合い，中でもSBⅢ174に切られる形で検出した掘立柱建物

である。3間（5・8m）×2間（4．2m），棟方向NllOwを測る。梁間の柱間は2．0～2．2m，桁行の柱間

はかなり不揃いで1・7～2・3mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．32m

を測る。柱痕は4柱穴で確認された。哩土は暗灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第435図23）は土師器賓である。（24）はつまみを欠く須

恵器杯蓋である。内面には短くかえりが付く。（25）は須恵器の賓口綾部である。出土遺物よりこの建物

の時期は7世紀前半頃に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ174（第435図）

E8・9区でSBⅢ169・173・175・176と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（4．4m）×

2間（3・7m），棟方向N230Wを測る。柱間は，桁行1．3～1．6m・梁間1．8～1．9mを測る。柱穴掘方は，
J

円形ないし不整円形を皇し，径約0．7m，深さ0．24mを測る。
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出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第435図26）は土師器の賓の頸部及び口縁部である。く

の字状に外上方に延び，端部は平坦に仕上げるが，わずかに上方に肥厚している。内面の頸部より下半

はへラケズリを施している。この建物は，主軸方位及び配置状で，SBⅢ252とはぼ同一時期と考えら

れ，6世紀後菓頃であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ176（第265・435図　図版185　SB87066）

E8区でSBⅢ174・175・177と切り合う形で検出した総柱建物である。4間（5．4m）×2間（3．2

m），棟方向N70OEを測る。柱間は，桁行1．2～1．6m・梁間1．6mを測る。柱穴掘方は，不整円形を皇

し，径約0．6m，深さ0．18mを測る。柱痕は3柱穴で確認された。埴土は暗灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来るもの4点を抽出した。（第435図27）は土師器皿の口縁部である。外面にはへラ

ミガキが施されている。（28）は須恵器杯蓋である。天井部には平坦なつまみが付く，内面には短い返り

が付く。（29）は底部を欠く6世紀後薬の須恵器杯身である。たちあがりは短くわずかに内債する。受け

部は短く丸く仕上げている（30）は高台部を欠く，須恵器杯身である。器壁は厚く端部を丸く仕上げる。

出土遺物より，この建物は6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ177（第435図）

E8区でSBⅢ176・250・252・253と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（6．7m）×1間

（3．6m），棟方向N270Wを測る。柱間は，桁行3．2～3．5m・梁間1．7～1．9mを測る。柱穴掘方は，円形

ないし不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．28mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第435図31）は土師器椀の口縁部である。端部は如意状

外反し，尖り気味に丸く納まる。なお，この建物の周囲には，複数の建物及び，柱穴が多数検出されて

いる。そのため，この中世の土器は，混入によるものである可能性が高い。この建物の時期は，主軸方

位・配置状の特徴よりSHⅢ40，SBⅢ170等と同一時期の可能性が高く，6世紀末～7世紀初頭前後

の時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ178（第435図）

E9区で検出した掘立柱建物である。残りが悪く西半部は検出できなかった。1間以上（2．3m以上）

×2間（3．4m），棟方向N480Eを測る。柱間は，桁行2．3m・梁間1．3～2．1mを測る。柱穴掘方は，円

形ないし不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．19mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第435図32）は6世紀後葉の須恵器杯蓋である。天井部

より休部にかけては，丸味を持て口綾部に至り，端部を丸く仕上げている。天井部にはへラケズリが認

められる。この建物の時期は，図化資料以外の土器より7世紀中葉前後に当るであろう。　（西村）

SBⅡ180（第435図）

E9区でSBⅢ179と切り合う形で検出した総柱建物である。2間（4．7m）×2間（3．8m），棟方向

N620Eを測る。柱間は，桁行2．0～2．7m・梁間1．7～2．1mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約

0．5m，深さ0．26mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第435図33）は土師器椀である。端部は如意状に外反し

尖り気味に丸く仕上げる。出土遺物よりこの建物の時期は，概ね9・10世紀頃であろう。　　（西村）

SBⅡ181（第436図）

D9区でSBⅢ180の東側で検出した掘立柱建物である。残りが悪く東半部は未検出である。2間

（3．8m）以上×2間（4．1m），棟方向N61OEを測る。柱間は，桁行1．7～2．1m・梁間1．5～2．6mを測
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る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．5m，深さ0．19mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第436図1）は内黒の黒色土器椀の底部である。高台部

は垂直気味に短く，外下方に延び端部を丸く仕上げる。（2）は須恵器の杯底部である。底部は平坦で屈

曲し外上方に延びる。出土遺物よりこの建物の時期は概ね9・10世紀頃であろう。　　　　　（西村）

SBⅡ182（第436図）

E8・9区で検出した掘立柱建物である。2間（6．4m）×1間（4．0m），棟方向N830Eを測る。柱

間は，桁行2．9～3．5m・梁間4．0mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．6m，深さ0．27mを測る。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第436図3）は長胴賓の休部である。外面には荒い縦方

向のパケ，内面には横方向の板ナデが施されている。（4）は土師器の杯底部である。（5）は須恵器杯

底部である。底部は平坦で，屈曲し外上方に延びる。内外面には火樺が認められる。出土遺物よりこの

建物の時期は概ね7～9世紀頃であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ183（第265・436図　図版185　SB87063）

E8区で検出した掘立柱建物である。3間（5．9m）×3間（4．2m），棟方向N750Eを測る。柱間

は，桁行1．9～2．0m・梁間1．2～1．6mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．5m，深さ0．39mを測

る。柱痕は6柱穴で確認された。哩土は暗灰色系の砂質土ないしシルトである。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第436図6）は賓の上半部である。体部はわずかに内債

し頸部に続き屈曲して口縁端部に至り，端部は平坦に仕上げている。調整は内外面ともにパケが認めら

れる。頸部外面には指頭痕が認められる。（7・8）は天井部を欠く6世紀後葉の須恵器杯蓋である。

（8）の外面には，鈍い一条の稜線が認められる。出土遺物よりこの建物の時期は，6世紀後菓前後で

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ184（第436図）

D9区でSBⅢ185の北側で検出した掘立柱建物である。3間（5．7m）×1間（2．2m），棟方向N

700Eを測る。柱間は，桁行1．6～2．2m・梁間2．2mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，

径約0．6m，深さ0．16mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点抽出した。（第436図9・10）は須恵器杯身の口綾部である。端部は丸

く仕上げている。その外の資料を含めた出土遺物より，この建物の時期は9～10世紀前後であろう。

（西村）

SBⅡ185（第436図）

D8・9区でSBⅢ184の南側で検出した掘立柱建物である。3間（6．7m）×1間（3．9m），棟方向

N700Eを測る。柱間は，桁行2．2～2．3m・梁間3．9mを測る。柱穴掘方は，円形ないし楕円形を皇し，

径約0．5m，深さ0．25mを測る。

出土遺物中図化出来るもの3点抽出した。（第436図11・12）は土師器杯である。（12）は口綾部を欠く

もので，底部は短く突出すし，体部は外上方に直線状に延びる。（13）は底部の一部を欠く須恵器杯であ

る。底部は平坦で，屈曲し直線状に端部に至る。端部は丸く仕上げている。出土遺物よりこの建物の時

期は，9～10世紀頃に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ186（第436図）

J8区で検出した掘立柱建物である。南北両隅の柱穴は土坑により切られている。2間（4．9m）×2

間（3．6m），棟方向N280Wを測る。柱間は，桁行2．4～2．5m・梁間1．5～2．1mを測る。柱穴掘方は，円
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形を皇し，径約0．3m，深さ0．20mを測る。

出土遺物として，土師器・瓦器片が出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第

436図14）は土師器の小皿である。底部は平坦で，へラ切りの後ナデを施している。出土遺物より11世紀

頃が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ187（第436図）

J8区でSBⅢ188と切り合う形で出した掘立柱建物である。3間（6．2m）×2間（4．3m），棟方向

N260Wを測る。柱間は，桁行1．8～2．4m・梁間2．1～2．2mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を

皇し，径約0．4m，深さ0．14mを測る。

出土遺物として，土師器・瓦器・瓦質土器等が出土している。出土遺物中図化出来るもの1点を抽出

した。（第436図15）は瓦器椀の口縁部である。端部はわづかに丸く肥厚させ，外面下半に指頭痕，内面

にはへラミガキを施している。出土遺物よりこの建物の時期は12・13世紀前後と考えられる。（西村）

SBⅡ188（第266・436図　SB87115）

J8区でSBⅢ187と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（4．8m）×1間（2．6m），棟方

向N200Wを測る。柱間は，桁行2．3～2．5m・梁間2．6mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇

し，径約0．3m，深さ0．24mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第436図16）は土師器の小皿である。底部は平坦で，へ

ラ切りの後ナデを施している。出土遺物よりこの建物の時期は，13世紀前後と考えられる。　（西村）

SBⅡ189（第266図　図版186　SB87113）

K8区で検出した掘立柱建物である。3間（6．3m）×1間（3．7m），棟方向N270Wを測る。柱間

は，桁行2．0～2．2m・梁間3．7mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4m，深さ0．25mを測る。哩

土は茶灰色系の砂質土である。

出土遺物として土師器の細片が少量出土しているだけであり，詳細な時期の判断はつかないが，方位

・配置状の特徴よりSBⅢ187と類似する時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ191（第266・436図　SB87114）

I8区でSBⅢ192の北側で検出した掘立柱建物である。4間（8．2m）×2間（4．4m），棟方向N

200Wを測る。柱間は不揃いで，桁行1．3～3．0m・梁間1．8～2．6mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整

円形を皇し，径約0．5m，深さ0．25mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第436図17）は内黒の黒色土器椀の底部である。高台部

は外下方に短く延び端部は丸く仕上げている。（18）は土師器の小皿である。底部はへラ切りである。こ

れらの図化資料以外のものとして，土師器・須恵器・黒色土器等が出土している。出土遺物よりこの建

物の時期は12世紀以降に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ192（第436図　図版186　SB87112）

I7・8区でSBⅢ191の南側で検出した掘立柱建物である。2間（4．3m）×1間（2．9m），棟方向

N620Eを測る。柱間は，桁行1．9～2．4m・梁間2．9mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4m，深

さ0．10mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第436図19）は瓦器の椀である。高台部は短く内湾気味

に口縁部に続く。口縁端部は丸く仕上げる。外面下半部には指頭痕上半部にミガキ内面下半には暗紋が

施されている。（20）は土師器椀底部である。出土遺物よりこの建物の時期は，10・11世紀前後であろ

－286－



う。 （西村）

SBⅡ194（第436図）

I7区でSAⅢ45と切り合う形で検出した掘立柱建物である。なお東西両面には柵列SAⅢ44・46が

主軸方向を合わせ配されている。3間（6．1m）×2間（5．0m），棟方向N240Wを測る。柱間は，桁行

2・0～2．1m・梁間2．4～2．6mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0．11mを測る。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第436図21）は土師器椀である。休部は外上方に延び，

端部は丸く仕上げる。（22）は土師器小皿である。底部は平坦で，へラ切りを施している。出土遺物より

この建物の時期は，10・11世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ195（第267図）

J6・7区でSDⅢ159に切られる形で検出した掘立柱建物である。3間（6．2m）×2間（3．6m），

棟方向N670Eを測る。柱間は，桁行2．0～2．1m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整

円形を皇し，径約0．5m，深さ0．41mを測る。

出土遺物として土師器・須恵器片が出土している。出土遺物よりこの建物の時期は，11・12世紀前後

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ196（第436図）

I・J7区で検出した総柱建物である。周辺部の遺構により柱穴の残りは悪い。3間（5．5m）×2

間（3・9m），棟方向N61OEを測る。柱間は，桁行1．5～2．0m・梁間1．9～2．0mを測る。柱穴掘方は，円

形ないし不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．12mを測る。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第436図23）は底部を欠く土師器椀である。出土遺物よ

りこの建物の時期は，12・13世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ197（第436図）

I7区でSBⅢ196と切り合う形で検出した掘立柱建物である。北側柱ははSDⅣ12により切られて

いる。3間（5・5m）×1間（2．3m）以上，棟方向N660Eを測る。柱間は，桁行1．7～2．0m・梁間

2．3mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0．30mを測る。

出土遺物中図化出来るもの3点を抽出した。（第436図24）は土師器の壷の口縁部である。（25）は寮の

口縁部である。外湾気味に端部に続き，端部は中央に凹みを持つ。（26）は土師器皿の底部である。高台

部は尖り気味に外下方に延びる。出土遺物よりこの建物の時期は，8世紀前後であろう。　（西村）

SBⅡ198（第267・436図　図版187　SB87029）

I6区でSBⅢ199の西側で検出した掘立柱建物である。南面には不揃いな廟が伴う。3間（5．3m）

×1間（3・Om），棟方向N71OEを測る。柱間は，桁行1．7～1．8m・梁間3．0mを測る。柱穴掘方は，円

形ないし不整円形を皇し，径約0．4m，深さ0．45mを測る。柱痕は4柱穴で確認された。

出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第436図27）は土師器の小皿である。底部はわずかに膨

らみ気味で，へラ切りの後ナデを施している。出土遺物よりこの建物の時期は，11世紀前半であろう。

（西村）

SBⅡ199（第268・436図　図版187　SB87028）

I6区でSBⅢ198の東側で検出した掘立柱建物である。4間（9．6m）×1間（4．1m），棟方向N18Ow

を測る。柱間は，桁行2．3～2．5m・梁間4．1mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4m，深さ1．15

mを測る。柱痕は4柱穴で確認された。
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なおこの建物には棟持柱を持たないが柱穴の遺存状態と，現状の梁間寸法（4．1m）からみて棟持柱が

削平により消失している可能性が高い。

出土遺物中図化出来るもの2点を抽出した。（第436図28）は底部を欠く瓦器椀である。端部をわずか

に肥厚させ丸く仕上げている。外面下半部には指頭痕が認められる。（29）は土師器の椀底部である。高

台部は外下方に短く延びる。端部は丸く仕上げる。出土遺物よりこの建物の時期は，12世紀前後であろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ200（第268図　図版187　SB87026）

I6区でSDⅢ163を切る形で検出された。2間（5．0m）×2間（3．5m），棟方向N700Eを測る掘立

柱建物である。なお北面には廟を伴う。身合の柱間寸法は，桁行2．3～2．7m・梁間1．6～1．9m，廟の梁

間は，1．1mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．3m，深さ0．29mを測る。この建

物の詳細な時期が判断出来る資料はないが，概ね11世紀～13世紀前後であろう。　　　　　　（西村）

SBⅡ201（第269・437図　図版188　SB87027）

I6区でSDⅢ163と切り合う形で検出した総柱建物である。3間（5．0m）×2間（3．6m），棟方向

N670Eを測る。柱間は，桁行1．6～1．7m・梁間1．8mを測る。柱穴掘方は円形ないし不整円形を皇する。

側柱の柱穴は束柱に比べ一回り大きく，径約0．6m，深さ0．49mを測る。束柱の柱穴掘方は，径約0．6

m，深さ0．06mを測る。柱痕は束柱を除く全ての柱穴で確認された。

出土遺物中図化出来る遺物5点を抽出した。（第437図1）は底部を欠く土師器椀である。（2・3）は

土師器の杯である。底部は平坦で内湾気味に口縁に続く。（4）は6世紀後葉の須恵器杯蓋である。天井

部はへラケズリを施し，丸味を帯びて口縁端部に続く。器壁は比較的厚い。（5）須恵器の掟瓶ないし平

瓶の口綾部である。出土遺物よりこの建物の時期は，6世紀後菓前後である。　　　　　　　（西村）

SBⅡ203（第269図　SB87047）

H7・8区で検出した。4間（7．2m）×3間（4．6m），棟方向N790Eの堀立柱建物である。柱間寸

法の平均は桁行1．3～2．5m・梁間1．5～1．7mと桁行方向で中寄りの二つの柱間の間隔を広く設定する特

徴がある。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径約1．5mを測る。深さ0．19mと遺存状態は良くない。遺物は

伴わない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ204（第270図　図版188　SB87039）

H7区で検出した。西端を撹乱により欠損するが，他例から見て4間（7．9m）以上×3間（5．0m），

棟方向N830Eの堀立柱建物と推定できる。柱間寸法の平均は桁行1．5～2．4m・梁間1．5～1．8mと桁行

方向で中寄りの二つの柱間の間隔を広く設定する特徴がある。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径約0．5

mを測る。深さ0．13mと遺存状態は良くない。南列東2穴で辛うじて柱痕の一部を確認した。遺物は伴

わない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ205（第270図　図版189　SB87038）

H7区で検出した。4間（6．8m）×3間（4．7m），棟方向N750Eの堀立柱建物である。柱間寸法の

平均は桁行1．6～1．7m・梁間1．3～1．9mを測る。柱穴掘り方は不整円形を呈し，径約0．5mを測る。深さ

0．04～0．26mと遺存状態は良くない。遺物は伴わない。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ206（第271図　図版189　SB87036）

H7区で検出した。3間（6．2m）×2間（4．2m），棟方向N770Eの堀立柱建物である。西列北2穴

を欠損する。梁間方向で2穴目を著しく北列に寄せた配置を持つ。柱間寸法の平均は桁行2．0～2．2m・
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梁間1・5～2・7mを測る。柱穴掘り方は不整円形を皇し，径約0．5m，深さ0．28mを測る。北列すべてと南

列西2穴で柱痕を検出した。それによれば柱径は0．1m程度となる。遺物は伴わない。　（大久保）

SBⅡ208（第437図）

H6・7区で検出した。SBⅢ207・209等と重複する。西端を欠損するので形態・規模は不明である。

現存で3・5m以上×3・2m，梁間2間，棟方向N690Eの掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．7～

1・8m・梁間1・6mを測る。柱穴掘り方は方形を呈するものが多いが，形態・規模のばらつきが大きい。

径約0・6m，深さ0．17mを測る。柱穴から瓦質土器椀，土師質小皿を検出した。

（第437図6）は瓦質土器椀で端部は丸く納める。口綾部のみ帯状に黒変する。（7）は土師質小皿。

底部は体部に比べてやや厚手でへラ切り痕をとどめる。体部は強く外傾し短いが未だ然程嬢小化してい

ない0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ209（第271図　SB87032）

H6・7区で検出した。SBⅢ210等と重複する。2間（4．5m）×2間（3．4m），棟方向N31Owの掘

立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行2．2～2．3m・梁間1．7mを測る。柱穴掘り方は方形ないしは隅

丸方形を皇し，径は約0・6mを測る。深さ0．09～0．21mは遺存状態は良くない。西列北2穴を除いて柱痕

を検出した。それによれば柱径は0．1～0．2m程度となる。遺物は伴わない。　　　　　（大久保）

SBⅡ210（第272・437図　SB87033）

H6・7区で検出した。SHⅢ56等と重複する。4間（7．1m）×2間（3．5m），棟方向N740Eの掘

立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．7～1．9m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘り方は方形ないし

は不整円形を皇し，径約0・5m，深さ0．30mを測る。東列北1穴，南列西4穴を除いて柱痕を検出した。

それによれば柱径は0．1～0．2m程度となる。柱穴から土師質碗小片を出土した。

（第437図8）は土師質椀高台片。低いが比較的径は大きい。　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ211（第271図　SB87034）

G・H6区で検出した。SHⅢ56等と重複する。2間（3．5m）×1間（2．9m）だが，梁間柱間が異

様に広い点で疑問が残る。棟方向N790Eの掘立柱建物と復元した。桁行方向の柱間寸法の平均は3．5m

を測る0柱穴掘り方は円形ないしは隅丸方形を皇し，径約0．5m，深さ0．18mを測る。西列全てで柱痕を

検出した0それによれば柱径は0・1m程度となる。遺物は伴わない。　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ212（第272図　SB87031）

H6区で検出した。3間（4・7m）×2間（3．8m），棟方向N850Eと，ほぼ真北に直交する掘立柱建

物である0柱間寸法の平均は桁行1．5～1．8m・梁間1．8～2．0mを測る。柱穴掘り方は方形ないしは楕円

形を皇し，径約0・6m，深さ0・33mを測る。北列西2穴を除いて柱痕を検出した。それによれば柱径は

0・1～0・2m程度となる。遺物は伴わない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ213（第273・437図　SB87043）

G8区で検出した。5間（10・4m）×2間（4．3m）で，棟方向N670Eのやや大形の堀立柱建物であ

る0柱間寸法の平均は桁行1・6～2．3m・梁間2．0～2．3mを測る。柱穴掘り方は隅丸方形ないしは円形を

皇し，径約0・6m，深さ0・30mを測る。西列北2穴を除いて柱痕を検出した。それによれば柱径は0．1～

0・2m程度となる0また末検出の一穴では根石を確認している。なお本建物では検出した全ての柱痕部

分に多量の焼土を含んでいた。従って抜き取り痕は確認できなかったものの，廃絶時に柱を外している

可能性が高い。また「抜き取り跡」にもれなく焼土が詰まることからすれば，本建物は火災により廃絶
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したことも想定できるかも知れない。

（第437図9）は土師質杯。体底部境はかなり明瞭で薄手だが，底部縁辺をやや厚く残す。休部はかす

かに内湾気味に開く。（10）は土師質杯だがやや浅い。体部は僅かに内湾気味に開く。（11）は土師質皿。

該期の杯でしばしば認められる平高台状の突出した底部を持つ。　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ214（第273・437図　SB87042）

G8区で検出した。SBⅢ213と重複する。5間（6．0m）×3間（3．8m），棟方向N70Eと，ほぼ真

北を向く堀立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．3～1．8m・梁間1．9mとやや不揃いである。柱穴

掘り方は方形ないしは楕円形を皇し，径約0．5m，深さ0．36mを測る。北列西3穴，東列北5穴を除いて

柱痕を検出した。それによれば柱径は0．1m程度となる。柱穴から粗製の土師器椀を出土した。

（第437図12）は瓦器椀。内面暗文は認められないが外面には指押さえを顕著に残す。　（大久保）

SBⅡ215（第437図　SB87060）

F・G8区で検出した。SBⅢ225と重複する。3間（5．7m）×2間（2．8m），棟方向N790Wの掘立

柱建物である。北列西2穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．7～2．1m・梁間1．3～1．5mを測る。柱

穴掘り方は円形ないしは楕円形を皇し，径約0．5m，深さ0．20mとなる。遺物は伴わない。

（第437図13）は瓦器椀。断面三角形の低いが比較的径の大きい高台を持つ。見込み部には平行線暗文

をとどめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ216（第437図）

G7・8区で検出した。SDI21，SBⅢ217等と重複する。2間（6．7m）×2間（4．2m），棟方向N

20Wの堀立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行3．2～3．5m・梁間2．0～2．2mと桁行方向がかなり広

い。柱穴掘り方は一様ではなく，径約0．5m，深さ0．16mを測る。柱穴から土師器椀小片を出土した。

（第437図14）はやや厚手で内湾気味に立ち上がる土師器椀。端部は丸く納める。（15）は薄手の土器

杯ないしは皿で強く外傾して口縁部は僅かに肥厚する。　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ217（第274図　図版190　SB87041）

G7・8区で検出した。SI）I21，SBⅢ216，SKⅢ42等と重複する。3間（4．6m）×2間

（4．1m），棟方向N790Eの堀立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．5～1．6m・梁間1．7～2．4mを測

る。柱穴掘り方は方形ないしは円形を皇し，径約0．5m，深さ0．22mを測る。東列北1穴を除いて柱痕を

検出した。それによれば柱径は0．1m程度となる。遺物は伴わない。　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ218（第274・437図　図版191SB87049）

G8区で検出した。3間（4．2m）×2間（3．1m），棟方向N21Owの総柱建物である。柱間寸法の平

均は桁行1．3～1．5m・梁間1．5～1．6mを測る。柱穴掘り方は形態・規模ともにばらつきが大きく，特に

東柱2穴はかなり小型である。径約0．6m，深さ0．08～0．27mを測る。束柱及び西列北2・3・4穴を除

き，柱痕を確認した。それによれば柱径は0．2m程度となる。柱穴から土師器賓片を出土した。

（第437図16）は土師器嚢で口縁部はほぼ直立し外面ナデ調整，内面横ノ、ケを加える。古墳時代後期か

ら奈良時代まで存在する器種でそれ以上の特定は困難である。　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ219（第437図）

G7・8区で検出した。SBⅢ220と重複する。2間（4．3m）×2間（3．8m），棟方向N230Wの総柱

建物である。柱間寸法の平均は桁行2．0～2．3m・梁間1．8～2．0mを測る。柱穴掘り方は不整円形を皇

し，径約0．6m，深さ0．23mを測る。柱穴から須恵器杯小片を出土した。
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（第437図17）は須恵器杯底部片。体底部境は不明瞭で底部はへラ切り痕を残す。ほぼ7世紀代に比定

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ220（第437図）

G7・8区で検出した。SBⅢ218・219と重複する。2間（3．9m）×2間（3．9m），棟方向N750W

とほぼ真北を向く総柱建物である。西列北2穴を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．9～2．0m・梁間

1・9～2・Omを測る。柱穴掘り方は不整円形ないしは楕円形を皇し，径約0．5m，深さ0．15mを測る。柱穴

から土師質椀小片を出土した。

（第437図18）は土師質椀高台部。断面三角形の低いが比較的径の大きい高台を持つ。　（大久保）

SBⅡ221（第274・437図　SB87046）

F・G7・8区で検出した。4間（6・8m）×3間（4．9m），棟方向NOOOEと真北を向く堀立柱建物

である0柱間寸法の平均は桁行1．3～2．0m・梁間1．2～1．9mを測る。柱穴掘り方は方形ないしは不整円

形を皇し深さのばらつきが大きい。径約0．7m，深さ0．11～0．50mを測る。柱穴から土師器杯，同甑小片

を出土した。

（第437図19）は甑端部片内面に横パケを施す。本例は明らかに他の資料と時期が異なる。（20～22）

は土師質杯。体底部共に薄手で，休部は直線的に開く。　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ223（第437図）

G7区で検出した。SBⅢ221・224等と重複する。東列2・4穴の比定についてはやや疑問が残る

が，4間（7・2m）×2間（4・2m），棟方向N200Wの堀立柱建物と復元した。柱間寸法の平均は桁行

1・5～2・Om・梁間2・0～2・2mを測る。柱穴掘り方の形態・規模はばらつきが大きく，径約0．7m，深さ

0．20mを測る。柱穴から須恵器杯，土師器羽釜？を出土した。

（第437図23）は土師器羽釜ないしは長胴賓口綾部片である。煮沸形態としては比較的薄手で口縁端部

を摘み上げる0（24）は高台径から判断して須恵器台付皿であろう。底部縁辺近くに低い高台を付す。底

部外面には「×」形の箆記号が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ224（第437図　SB87045）

G7区で検出した。SBⅢ221・223等と重複する。2間（3．6m）×2間（2．8m），棟方向N31Owの

総柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．7～1．9m・梁間1．3～1．5mを測る。この地点では柱穴の重複

が激しく，本来の掘り方平面形態の忠実な復元が困難である。現状で径約0．8m，深さ0．18mを測る。柱

穴から土師器甑小片を出土した。

（第437図25）はこのように図示したが甑底部片の可能性がある。（26）は直立する口綾部の直下に厚

手の突帯状の鍔を持つ羽釜である。（25）の甑とは時期を違える可能性が高い。　　　　（大久保）

SBⅡ225（第438図）

F・G7・8区で検出した。SBⅢ221・223・226等と重複する。3間（6．3m）×2間（3．8m），棟

方向N200Wの掘立柱建物である。西列の柱通りがやや悪いが柱間寸法の平均は桁行2．0～2．3m・梁間

1・8～2・Omを測る。この地点では柱穴の重複が著しく，本来の掘り方平面形態の推定が困難である。現

状で径約0・7m，深さ0・25mを測る。小片ばかりであるが柱穴から黒色土器椀，須恵質杯，土師質杯，甑

等比較的多量の土器片を出土した。（第438図1・8・9）を出土した東列北3穴，（5・6）を出土した

同北1穴の資料が他に比べ多かった。

（第438図1）は土師器軋（2・3）は羽釜である。（4・5）は土師器杯，全体に薄手だが底部がや
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や厚い。またやや浅目で体部は内湾気味に開く傾向がある。（6）は土師器高台付杯，薄手で小形の高台

を底部縁辺に付す。（7）は黒色土器A類椀，他の資料と時期がずれる。（8～10）は須恵器杯でやはり

薄手。体部は内湾気味に開き，外表に火樺が顕著である。　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ226（第438図）

F・G7・8区で検出した。SBⅢ221・225・227等と重複する。2間（5．2m）×2間（4．2m），棟

方向N490Eの総柱建物である。柱間寸法の平均は桁行2．5～2．7m・梁間2．2～2．3mを測る。この地点

では柱穴の重複が激しく，本来の掘り方平面形態の忠実な復元が困難である。現状では形態・規模とも

にばらつきが大きく径約0．8m，深さ0．18mを測る。（第438図11～14・18）を出土した南列中央穴を始め

柱穴から土師質杯，同皿，同椀，賓等比較的多量の土器片を出土している。ただし本建物の場合，西列

北1穴，南列中央穴に見るように別柱穴との重複あるいは技き取り痕の存在が明確であり，検出遺物中

に時期を違えたものを含む恐れが大きい。

（第438図11）は土師器聾，（12～18・20）は土師器杯である。ただし（15・16）は口綾部形状が他と

は異なり時期を違える可能性が高い。（19）は恐らく土師器皿でやはり時期を違える。（21）は須恵器皿

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ227（第438図）

F・G7区で検出した。SBⅢ221・225・226等と重複する。3間（4．9m）×2間（4．3m），棟方向

N40Eとほぼ真北を向く掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．4～2．0m・梁間1．9～2．4mと梁

間方向でやや広い。また棟持柱がやや東に偏している。柱穴掘り方は規模・形態ともにばらつきが大き

く径約0．7m，深さ0．20mを測る。柱穴から土師質杯を出土している。

（第438図22）は口縁部と底部がやや分厚くなるが全体に薄手の作りで体部はほぼ直線的に開く。

（大久保）

SBⅡ228（第438図）

F7・8区で検出した。SBⅢ229・231等と重複する。3間（4．9m）×2間（4．2m）で棟方向N

130Eとほぼ真北を向く総柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．7～1．8m・梁間2．1mを測る。柱穴掘

り方は形態・規模ともにばらつきが大きいが，西南隅を除いてコーナー部の柱穴が大きい傾向がある。

径約0．7m，深さ0．24mを測る。柱穴から黒色土器椀・土師質椀，土鍋等を出土した。

（第438図23）は土師器長胴賓で口綾部を分厚く作る。（24～27）は土師質椀である。（28）は土師器杯

で口綾部を細かく屈曲させ極めて薄手である。（29・30）は黒色土器A類椀。（29）は比較的高い高台を

持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ229（第438図）

F7・8区で検出した。SBⅢ228・231等と重複する。2間（4．3m）×2間（3．9m）で棟方向N

670Wの堀立柱建物である。ただし平面形態は総柱建物に近い。また中央部は別の建物の柱穴が位置す

るため，本来存在した束柱を欠損している可能性も残‾る。柱間寸法の平均は桁行1．0～2．4m・梁間

1．9～2．0mを測る。柱穴掘り方は円形ないしは方形を皇し，径約0．6m，深さ0．22mを測る。柱穴から黒
．

色土器椀・土師質杯を出土した。

（第438図31）は土師質高台付杯，薄手で底部縁辺に低い高台を持つ。（32）は黒色土器A類椀である。

（大久保）
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SBⅡ230（第438図　SB87061）

F7・8区で検出したo SBⅢ231・232・228・229等と重複する。3間（5．8m）×2間（3．0m），棟方向

N80Wと真北に近い向きを持つ掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．2～2．0m・梁間1．4～1．6mを

測る0この地点では柱穴の重複が激しく，本来の掘り方平面形態の忠実な復元が困難である。現状では

形態・規模ともにばらつきが大きく径約0・9m，深さ0・30mを測る。柱穴から土師器杯，皿を出土した。

（第438図33）は土師器杯で口縁部内面小さく面取りし，内面には暗文を持つ。（34）は土師器皿，内

外面へラ磨きで暗文はない0・ほぼ7世紀前半に比定できる。　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ231（第439図　SB87062）

P7・8区で検出した。SBⅢ228・229・230・232等と重複する。4間（6．2m）×2間（3．5m），棟

方向N150Wと真北に近い向きを持つ掘立柱建物である0柱間寸法の平均は桁行1．3～1．7m・梁間1．7～

1・8mと，桁行き方向で中寄り2柱間の間隔が狭い特徴を持つ。この地点では柱穴の重複が激しく，本来

の掘り方平面形態の忠実な復元が困難である0現状では形態・規模ともにばらつきが大きく径約0．8m，
深さ0．30mを測る。

（第439図1）は須恵器杯ないしは小形壷の底部である。　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ232（第439図）

P7区で検出したo SBⅢ228・229・230・231等と重複する。3間（5．7m）×2間（4．0m），棟方向

N400Wの掘立柱建物である0柱間寸法の平均は桁行1・6～2・3m・梁間1・8～2．2mと，桁行き方向で中

寄りの柱間の間隔がやや狭い特徴を持つ。この地点では柱穴の重複が激しく，本来の掘り方平面形態の

忠実な復元が困難である。現状では形態・規模ともにばらつきが大きく径約0．9m，深さ0．22mを測る。

柱穴からは土師質杯小片などを出土した。

（第439図2）は土師質の杯ないしは椀口綾部0薄手であるがかなり粗雑な作りで内外面に指押さえが

顕著である0（3・4）は土師質杯で薄手の作りを持ち，休部は比較的直線的に開く。　（大久保）

SBⅡ233（第275・439図）

F7区で検出した総柱の掘立柱建物で，SBⅢ234等と切り合い関係にある。2間（3．1m）×2間

（3・Om），棟方向N640Eを測る0柱間は，桁行1・3～1・8m・梁間1・4～1・6mを測る。柱穴掘り方は隅丸

方形を皇し，径約0・7m・深さ約0・27mを測るo SHⅢ54より後出する。柱穴からは土師器の椀等が出土

している0遺物からすれば11世紀代のものと考えられる0　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ234（第275・439図　図版191SB87019）

P7区で検出した掘立柱建物である0　2間（4・3m）×2間（3・6m），棟方向N680Eを測る。柱間

は，桁行2・1～2・2m・梁間1・8mを測る0柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．6m・深さ約0．36mを測る。

柱穴内から讃岐産の瓦器椀が出土している0時期は出土遺物から12～13世紀と考えられる。（藤好）

SBⅡ235（第439図　SB87020）

F・G7区で検出した掘立柱建物である0　3間（7・1m）×1間？（3．2m），棟方向N660Eを測る。

柱間は，桁行2・2～2・5m・梁間1・0～1・1mを測る0柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．5m・深さ約0．30m

を測る0柱穴内から黒色土器A類の腕等が出土している。時期は出土遺物から11世紀と考えられる。

（藤好）

SBⅡ236（第439図）

F7区で検出した掘立柱建物である0本遺構の周辺は，柱穴の密集度が異常に高く，柱穴の組合せの
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確定は非常に困難であり，限界もある。2間（4．2m）×1間（2．0m）と考えた。棟方向NllOwを測

る。柱間は，桁行1．8～2．4m・梁間2．0mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径0．6m・深さ0．20mを測

る。柱穴内から瓦器椀が出土している。時期は出土遺物から13世紀と考えられる。　　　　　（藤好）

SBⅡ237（第275・439図　図版192　SB87037）

F8区で検出した。SBⅢ238・239等と重複する。3間（4．8m）×2間（3．3m），棟方向N90Wと

ほぼ真北を向く掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．5～1．7m・梁間1．4～1．9mを測る。妻柱列

の柱通りがやや悪い。柱穴掘り方は円形ないしは楕円形を皇し，径約0．6mを測る。深さ0．26mと，遺存

状態良くない。東列北1・2穴，北列2穴で柱痕を確認した。それによれば柱径0．2m程度となる。遺物

は伴わない。東列北1穴で若干量の遺物を出土している。

（第439図18）は土師器小形球形賓，（19）は土師器甑である。（20）は須恵器高杯で脚は短いが比較的

裾が良く開く。7世紀代に位置付けることが可能である。　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ238（第276・439図　図版192　SB87052）

F8区で検出した。SBⅢ237・239等と重複する。3間（5．3m）×2間（3．6m），棟方向NllOwと

はぼ真北を向く掘立柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．5～2．0m・梁間1．5～2．1mを測る。柱穴掘

り方は円形ないしは略方形を皇し径約0．6mを測る。深さは0．27mと遺存状態はあまり良くない。ただ

し，東列北1・4穴，南列2穴以外で柱痕を確認できた。それによれば柱径0．1～0．2m程度となる。柱

穴からは土師器賓口縁部片を出土した。

（第439図21）は土師器賓類の口綾部，（22）は須恵器杯蓋である。口綾部を短く折り曲げる。7世紀

後薬から8世紀前半に比定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ239（第276・439図　図版192　SB87051）

F8区で検出した。SBⅢ237・238等と重複する。3間（5．1m）×2間（4．4m），棟方向N30Wと

ほぼ真北を向く総柱建物である。柱間寸法の平均は桁行1．5～1．9m・梁間2．0～2．4mを測る。柱穴掘り

方は円形ないしは方形を皇し，径約0．4～0．8m，深さ0．28～0．58mを測る。束柱2穴が他に比べ著しく

小形でかつ浅い。また本建物では束柱2穴を除いて明確に柱技き取り痕を確認できた。更に抜き取り痕

を確認した柱穴を含め，東列北4穴，西列北4穴および束柱2穴を除いて柱痕を検出した。それによれ

ば柱径は0．1～0．2m程度となる。柱穴からは（第439図23）の土師器賓類口綾部片を出土したにすぎな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ240（第439図）

E・F8区でSHⅢ50・51を切る形で検出した掘立柱建物である。3間（4．4m）×2間（3．1m），棟

方向N90　Wを測る。柱間は，桁行1．4～1．6m・梁間1．4～1．7mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形ないし

円形を皇・し，径約0．5m，深さ0．34mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第439図24）は6世紀後薬の須恵器杯身である。たちあ

がりは短く内懐し端部は丸く仕上げる。受け部は尖り気味に短く延びる。この建物の時期は，切り合い

・主軸方位・配置状の特徴よりSBⅢ173・237・251等とほぼ同一時期と考え7世紀前半前後に当るも

のと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ241（第439図）

F8区で検出した。SDⅢ95等と重複する。3間（5．7m）×2間（3．5m），棟方向N74OEの総柱建

物である。西側束柱を溝に切られ欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．8～2．0m・梁間1．7～1．8mを測る。
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柱穴掘り方は円形ないし楕円形を皇し，径約0．6m，深さ0．04～0．22mを測る。柱穴からは（第439図

25）の土師器整類口綾部片を出土したにすぎない。　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ242（第439図）

F7・8区で検出した。2間（4．8m）×2間（3．3m），棟方向N700Eの掘立柱建物である。柱間寸

法の平均は桁行2．2～2．6m・梁間1．6～1．7mと，桁行き方向の柱間がかなり広い。掘り方平面形は円形

ないし楕円形を皇し，径約0．6m，深さ0．19mを測る。

（第439図26）は土師器長胴賓ないしは羽釜口縁部であろう。（27）は須恵器の台付小壷と考えられる。

土師器賓は平安時代前半までは下る資料であろう。　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ243（第439図）

E・F7・8区でSHⅢ52を切る形で検出した掘立柱建物である。2間（3．6m）×1間（2．0m），棟

方向N260Wを測る。柱間は，桁行1．6～2．0m・梁間2．0mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．6

m，深さ0．23mを測る。

出土遺物として，土師器・須恵器・瓦質土器等が出土している。出土遺物中図化出来る遺物1点を抽

出した。（第439図28）は須恵器杯の底部である。出土遺物より12・13世紀前後に当るものと考える。

（西村）

SBⅡ244（第439図　SB87018）

F7区で検出した総柱の掘立柱建物と考えられる。3間（5．5m）×2間（4．3m），棟方向N680Eを

測る。柱間は，桁行1．5～2．2m・梁間2．1～2．2mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径0．6m，深さ

0・23mを測る。須恵器の杯片・土師器の皿片等が出土している。時期は出土遺物から11世紀と考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ245（第277・440図　SB87014）

F7区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ244を切り，SBⅢ246と切り合い関係にある。5間（7．8m）
I

X2間（3・8m），棟方向N21OEを測る。柱間は，桁行1．5～1．7m・梁間1．6～2．2mを測る。柱穴掘り方

は円形ないし隅丸方形を皇し，径0．6m，深さ0．33mを測る。柱穴内から須恵器杯片・土師器賓片・甑片

等が出土している。時期は出土遺物から6世紀末ないし7世紀初頭と考えられる。　　　　（藤好）

SBⅡ246（第277・440図）

F7区で検出した掘立柱建物であるが，東側柱列は比較的柱穴が揃うが，西側柱列は明確性に欠ける。

5間（8．8m）×2間（4．8m），棟方向N220Eを測る。柱間は，桁行1．4～2．0m・梁間2．2～2．6mを測

る。柱穴掘り方は円形及び不整円形を皇し，径0．7m，深さ0．06～0．31mを測る。柱穴からの出土遺物に

は，6世紀末前後から13世紀にかけての遺物が出土している。ただ時期的の後出する遺物は，東側柱列

からは出土していない。本遺構は，北部でSBⅢ245と重複し，概ね共通した方位・形態を示すが時期的

に異なる。本遺構の東側柱列だけからなる柵列としたほうが妥当かもしれない。建物とすれば13世紀

代，梯列とすれば6世紀末から7世紀前半期のものであろう。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ247（第440図　図版193　SB87015）

E・F7区で検出した掘立柱建物である。4間（6．6m）×3間（5．2m），棟方向N700Eを測る。柱

間は，桁行1．5～1．7m・梁間1．5～1．9mを測る。概ね，柱穴掘り方は隅丸方形を皇し，径約0．7m，深さ

約0・45mを測る。柱穴内からは土師器皿・須恵器杯・黒色土器椀B類等が出土している。ただ黒色土器

は東北隅の北側柱列東第1穴からの出土であり，この柱穴は浅い溝に切られており，混入したものであ
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る可能性が考えられる。

本建物の北東部で，祭祀遺構を確認した。北側柱列の東第1柱間には，柱列と直交して須恵器長頸壷

が2点並列に据えられていた。両長頸壷は，非常によく類似し，長頸壷を結んだ直線の垂直2等分線

が，側柱列の真心を結んだラインとなることから，両長頸壷の同時併存，また両長頸壷とSBⅢ247との

関連は明らかである。長頸壷検出時点では，哩土の類似からピットの掘り方を検出することはできな

かったが，長頸壷下部にピットの基底部を検出したことから，柱穴の真心間を結ぶラインと直交するよ

うに並列してピットが穿たれ，長頸壷が安置されたことが窺われる。また，南側の長頸壷は建物内に位

置することから，祭祀が行なわれたのは柱穴掘削後ではなく，柱位置の確定後であり，おそらくは棟上

げ後になされたと考えられる。祭祀の意味合いについてであるが，SBⅢ247の伴う祭祀と類似した例

は下川津遺跡の他の建物では認められないため，祭祀が行なわれた位置関係が普遍的なものかの根拠が

やや薄いが，本例はSBⅢ247の北東部鬼門の位置に当ることから，一応棟上げに伴う地鎮祭的な性格

を考えておきたい。

また下川津遺跡で認められる建物の祭祀は，柱穴内に土師器質の小皿もしくは杯が複数枚哩納された

状況で出土する例は認められるが，いずれも時期的には中世のものが大半であり，また柱穴内からの出

土ということもあり，柱の技き取り後の可能性が高い。こうした例は建物の廃絶に伴う祭祀である可能

性が高く，SBⅢ247に見られる建物の完成前の祭祀とは異なる。時期は出土遺物から9世紀と考えら

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ248（第278・440図　SB87017）

E・F7区で検出した掘立柱建物で，北側柱列に柵列SAⅢ37を持つ。3間（6．6m）×3間（4．6

m），棟方向N670Eを測る。柱間は，桁行1．9～2．7m・梁間1．4～1．7mを測る。柱穴掘り方は概ね

隅丸方形を望し，径約0．9m・深さ約0．41mを測る。建物の東側柱列の延長線上にSBⅢ247の西側柱列

があり，建物規模もほぼ一致する。時期は出土遺物は小片であり，やや時期の確定資料としては，難が

あるがSBⅢ247との近似性から9世紀代の建物と考えられる。　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ249（第278・440図　SB87016）

E・F6区で検出した掘立柱建物である。4間（7．2m）×2間（3．4m），棟方向N740Eを測る。柱

間は，桁行1．4～2．1m・梁間1．6～1．8mを測る。柱穴掘り方は円形もしくは隅丸方形を皇し，径約0．6m

・深さ約0．32mを測る。出土遺物がやや小片であり，時期確定資料としては難点があるが，建物方位が

やや北に振ることや，建物の規模形態等から8世紀以前のものである可能性が高い。　　　（藤好）

SBⅡ250（第279・440図　SB87067）

E8区で検出した総柱建物である。SBⅢ177・251と切合い関係にあり，SBⅢ250はSBⅢ251を

切っている。2間（4．0m）×2間（3．3m），棟方向N790Eを測る。柱間は，桁行2．0m・梁間1．6～

1．7mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を望し，径約0．6m，深さ0．29mを測る。柱痕は3柱穴

で確認された。

出土遺物中図化出来る遺物6点を抽出した。（第440図29）は底部を欠く土師器の土鍋である。口縁部

は体部より鈍く屈曲し外上方に延びる。端部は平坦に仕上げる。内外面にはハケが施されている。（30～

32）は土師器の皿である。（30・31）は口縁部で端部は丸く仕上げている。外面にはミガキ，内面には放

射暗紋が認められる。（32）の口縁端部はわずかに平坦面をもち，内面には放射暗紋を施している。（33

・34）は土師器高杯の脚部である。端部は尖り気味に丸く納まる。この建物は配置状で，SBⅢ169・
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238等とほぼ同一時期とみられ7世紀後半前後に当るものと考えたい。 （西村）

SBⅡ251（第279・441図）

E8区で検出した総柱建物である。SBⅢ250・SDⅢ123と切合い関係にあり，SBⅢ251はSBⅢ

250に切られている。2間（4．1m）×2間（3．7m），棟方向N800Eを測る。柱間は，桁行2．0～2．1m・

梁間1．7～2．0mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．8m，深さ0．29mを測る。柱痕

は3柱穴で確認された。

出土遺物中図化出来る遺物2点を抽出した。・（第441図1・2）は土師器磐の口縁部である。出土遺物

よりこの建物の詳細な時期の判断は出来ないが，切り合い・配置状の特徴よりSBⅢ173・237・240等

とはぼ同一時期と考えられ，7世紀前半前後と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ252（第279・441図　図版194　SB87064）

E8区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ177・253・254と切合い関係にあり，SBⅢ253とはほぼ

重複し，SBⅢ252はSBⅢ253を切っている。3間（5．7m）×2間（3．7m），棟方向N220Wを測る。

柱間は桁行1．6～2．1m・梁間1．7～2．0mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形ないし不整円形を皇し，径約

0．6m，深さ0．33mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物5点を抽出した。（第441図3）は土師器賓の口縁部である。口綾部は

「く」の字状に外反し端部は平坦で，わずかに上方に肥厚する。内外面には，わずかにパケが認められ

る。（4）は土師器の椀である。口縁端部は丸く仕上げ，外上方にわずかに折れる。（5～7）は須恵器

の杯である。（5）は8世紀後葉の須恵器杯身の底部である。高台部は短く屈曲点の近くに付く。（6・

7）は6世紀末あるいは7世紀初頭の須恵器杯蓋と身の資料である。出土遺物よりこの建物の時期は，

6世紀後菓前後である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ253（第279・441図）

E8区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ177・252・254と切合い関係にあり，SBⅢ253はSBⅢ

252に切られている。3間（5．9m）×2間（4．0m），棟方向N250Wを測る。柱間は，桁行1．6～2．2m・

梁間1．9～2．1mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形ないし円形を皇し，径約0．5m，深さ0．26mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第441図8）は土師器の杯底部である。高台は短く屈曲

点の近くに付く。なお，この建物の周辺には，建物として抽出できない柱穴が多数あり，この土器は混

入資料の可能性が高い。この建物の時期は，切り合いと配置状の特徴で，6世紀後菓～7世紀前後に属

するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ254（第441図）

E8区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ252・253，SDⅢ128と切合い関係にあり，SBⅢ254は

SBⅢ252に切られ，SDⅢ128を切っている。3間（5．3m）×2間（2．5m），棟方向N740Eを測る。

柱間は，桁行1．7～1．8m・梁間1．2～1．3mを測る。柱穴掘方は，円形ないし楕円形を皇し，径約0．6m，

深さ0．17mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物3点を抽出した。（第441図9）は土師器賓の口縁部である。休部より

「く」の字状に外反し端部はわずかに上方に肥厚する。（10）は土師器皿の口縁部である。内面には放射

暗紋が認められる。（11）は6世紀後葉の底部を欠く須恵器杯身である。たちあがりは短くわずかに内懐

する。出土遺物よりこの建物の時期は6世紀後葉に当る。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）
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SBⅡ255（第441図）

E7・8区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ256，SI）Ⅲ124と切合い関係にあり，SDⅢ128を

切っている。2間（5．0m）×2間（4．5m），棟方向N700Eを測る。柱間は，桁行2．5m・梁間2．1～

2．4mを測る。柱穴掘方は，円形ないし楕円形を皇し，径約0．5m，深さ0．21mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第441図12）は底部を欠く須恵器杯である。端部は丸く

仕上げ，外面には火樺きが認められる。出土遺物よりこの建物の時期は9世紀に当る。　　　（西村）

SBⅡ257（第441図）

E7・8区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ256，Sl〕Ⅲ128と切合い関係にあり，SDⅢ128を

切っている。3間（4．6m）×2間（3．6m），棟方向N170Wを測る。柱間は，桁行1．4～1．7m・梁間

1．7～1．9mを測る。柱穴掘方は，円形ないし楕円形を皇し，径約0．5m，深さ0．17mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第441図13）は須恵器杯蓋の口綾部である。これ以外の

資料を含めた遺物より，この建物は9世紀前後に当るものと考えられる。　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ258（第441図）

E8区で検出した掘立柱建物である。1間（1．9m）以上×2間（3．8m），棟方向N750Eを測る。柱

間は，桁行1．9m・梁間1．7～2．1mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．5m，深さ0．23mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第441図14）は6世紀後菓ないし7世紀初頭の須恵器杯

身である。たちあがりは短くわずかに内懐する。出土遺物よりこの建物は，6世紀後菓ないし7世紀初

頭前後に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ259（第280・441図　SB87068）

D・E8区でSI）Ⅲ128を切り込む形で検出した掘立柱建物である。なお北辺には主軸方向を合わせ

てSAⅢ34が配されるが，この柵列は廟と解釈したはうがいいかもしれない。この建物の周辺には，建

物にならない柱穴が多数検出された。そのため，一部の建物の柱穴については，どの柱穴が建物に伴う

ものか絞り切れていないものがある。5間（7．8m）×2間（4．8m），棟方向N720Eを測る。柱間は，

桁行1．3～1．8m・梁間2．4mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．5m，深さ0．30m

を測る。柱痕は一部の柱穴で確認されたのみである。哩土は暗灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来る遺物4点を抽出した。（第441図15）は底部を欠く内黒の黒色土器椀である。内

外面ともにミガキが認められる。（16～18）は須恵器の杯である。（16）は7・8世紀頃の杯蓋の口綾部

である。（17・18）は10世紀頃の杯である。底部は平坦で屈曲し直線状に端部に続く。（17）の外面には

火樺きが認められる。この建物の時期は，出土遺物より概ね9～10世紀前後であろう。　　　（西村）

SBⅡ260（第280図）

D・E7区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ262，SDⅢ128と切合い関係にあり，Sl〕Ⅲ128を

切っている。なおこの建物の桁行東2間には束柱を伴う。そのため東半部は床張り，西半分は土間とみ

ることが出来る。4間（7．9m）×2間（3．8m），棟方向N690Eを測る。柱間は，桁行1．7～2．1m・梁

間1．8～2．0mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4m，深さ0．22mを測る。

図化できる遺物はないが，土師器・須恵器片よりこの建物の時期は概ね9～10世紀前後であろう。

（西村）

SBⅡ261（第281・441図）

I）・E7区でSBⅢ260の南側で検出した掘立柱建物である。3間（5．7m）×1間（2．7m），棟方向
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N680Eを測る。柱間は，桁行1．4～2．4m・梁間2．7mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇

し，径約0．5m，深さ0．20mを測る。なお2柱穴に根石を検出した。

出土遺物中図化出来る遺物2点を抽出した。（第441図19）は土師質の杯である。底部は平坦で屈曲し

直線状に外反する。（20）は須恵器の杯である。底部は平坦で屈曲し直線状に外反する。出土遺物よりこ

の建物の時期は，9～10世紀前後である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ262（第441図）

E7区でSBⅢ260・Sl〕Ⅲ128と切り合う形で検出した掘立柱建物である。この建物は削平により残

りが悪く東側柱は検出できなかった。3間（5．7m）×2間（4．4m），棟方向N270Wを測る。柱間は，

桁行1．8～2．1m・梁間2．0～2．4mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形ないし円形を皇し，径約0．6m，深さ

0．19mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第441図21）は須恵器杯の口縁部である。その他の資料

よりこの建物の時期は，9・10世紀前後である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ263（第441図）

E7区で検出した掘立柱建物である。2間（4．6m）×1間（2．6m）以上，棟方向N30Eを測る。柱

間は，桁行2．0～2．6m・梁間2．6mを測る。柱穴掘り方は小型の円形を皇し，径約0．5m，深さ約0．24m

を測る。出土遺物としては，須恵器の杯がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ264（第281・441図　SB87021）

E6・7区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ265・SDⅢ151と切り合い関係にある。南辺の中央穴が

不明瞭であるが，3間（5．7m）×2間（3．7m）と考えられ，棟方向N220Wを測る。柱間は，桁行

1．8～2．1m・梁間1．8～1．9mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4m，深さ約0．22mを測る。柱穴

内からの出土遺物としては土師器の椀もしくは杯の口縁がある。時期は出土遺物から9～11世紀と考え

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ265（第281・441図　SB87022）

E6区で検出した総柱の掘立柱建物で，SBⅢ264と切り合い関係にある。2間（3．9m）×2間

（3．8m），棟方向N220Wを測る。柱間は，桁行1．9～2．0m・梁間1．9mを測る。柱穴掘り方は円形を皇

し，径約0．6m，深さ約0．26mを測る。時期は出土遺物から9～11世紀と考えられる。　　　（藤好）

SBⅡ267（第282・441図　SB87040）

G7区で検出した。SI）I22等と重複する。3間（6．2m）×2間（3．3m），棟方向N660Eの掘立柱

建物である。なお北列とほぼ1．2mの間隔で並行して同様の柱間間隔を持つ柱穴列が存在する。本建物

に伴う廟の可能性がある。ただし柱間寸法の平均は桁行1．9～2．3m・梁間1．6～1．7m，廟部分2．0mを

測り，身舎・廟を問わず全体的に柱間間隔に厳密な規格性に乏しい。このような建物で廟が伴いうるか

はやや疑問が残る。掘り方平面形は円形ないし方形を皇し，径約0．7m，深さ0．33mを測る。廟部分では

やや小振りである。柱穴からは須恵質杯，土師質杯を出土した。

（第441図26）は土師質高台付杯，薄手で底部縁辺に低い高台を付す。（27）は須恵器杯で体部は余り

開かないようである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SBⅡ268（第282・441図　SB87008）

G6区で検出した総柱と考えられる掘立柱建物で，SBⅢ269・SDI22・23と切り合い，SDI22

・23より新しい。3間（3．8m）×2間（3．8m），棟方向N260Wを測る。柱間は，桁行1．1～1．4m・梁
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間1．4～2．4mを測る。中央南北の柱列が東に偏り，廟状の形態を呈する。柱穴掘り方は円形ないし隅丸

方形を皇し，径約0．7m，深さ0．09～0．38mを測る。西側柱列が，SBⅢ217・267・268と同一直線上に

のり，また東側柱列にも共通性が認められるなど，関連した建物である可能性が高い。　　　（藤好）

SBⅡ269（第283・441図　SB87013）

G6区で検出した掘立柱建物で，Sl〕‡23・SBⅢ268・271と切り合い関係にある。東南隅にに柱穴

が認められず，南面に部分的な廟を持つ建物と考えられる。3間（7．4m）×2間（4．6m），棟方向N

680Eを測る。柱間は，桁行2．4～2．6m・梁間2．3mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．5m，深さ

約0．27mを測る。柱穴内からは須恵器の杯が出土している。時期は出土遺物から11世紀代と考えられる。

（藤好）

SBⅡ270（第284・441図　SB87011）

G6区で検出した掘立柱建物である。2間（3．2m）×2間（3．2m），棟方向N780Wを測る。柱間

は，桁行1．5～1．7m・梁間1．3～1．7mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4m，深さ約0．26mを測

る。建物の方位からすれば，第Ⅲ期の竪穴住居との類似性が高い。柱穴内から土師器の高杯が出土して

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ271（第284・442図　図版194　SB87009）

G6区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ269と切り合い関係にあり，SDⅢ148に切られる。4間

（6．7m）×3間（4．5m），棟方向N820Wを測る。柱間は，桁行1．5～2．0m・梁間約1．5mを測る。柱穴

掘り方は円形を皇し，径約0．5m，深さ約0．32mを測る。南側柱列がSBⅢ270の北側柱列と概ね共通す

るが，柱穴内から薄い作りの土師器の椀・杯や須恵器の杯が出土している。時期は出土遺物から11世紀

代と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ272（第442図）

G6区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ273・STⅢ20・SDⅢ139と切り合い関係にある。3間

（5・1m）×1間（3．9m），棟方向N17Qwを測る。柱間は，桁行1．4～2．1m・梁間約3．9mを測る。柱穴

掘り方は円形を皇し，径約0．5m，深さ0．06～0．36mを測る。西側柱列と東側柱列の規模の相違が目につ

くが，西側柱列は柱の抜き取りによる拡張の可能性がある。柱穴内からは和泉産の瓦器椀等が出土して

おり，13世紀代のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ273（第442図　SB87010）

G6区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ272，SDⅢ139・153と切り合い関係にある。南側柱列の中央

穴が明瞭ではないが，4間（5．5m）×2間（4．6m）となる可能性が高い。棟方向N670Eを測る。柱間

は，桁行1．2～1．7m・梁間2．0～2．6mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．5m，深さ0．09～0．41m

を測る。哩土は灰褐色系の砂質土である。柱穴内からは土師器の皿・杯・瓦質のこね鉢が出土している。

（藤好）

SBⅡ274（第442図）

G6区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ273の東に隣接し，SDⅢ147を切る。2間（5．0m）×2間
l

（4．8m），棟方向N690Eを測る。柱間は，桁行2．3～2．7m・梁間2．2～2．6mを測る。柱穴掘り方は円形

を皇し，径約0．4m，深さ約0．08～0．46mを測る。哩土は灰褐色系の砂質土である。柱穴内から瓦器椀・

瓦質のこね鉢・亀山焼の賓・土師器杯が出土している。出土遺物や形態上の特長からSBⅢ273と近接

した時期の所産と考えられる。遺物から13世紀前後と考えられる。　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SBⅡ275（第284・442図　SB87012）

G5・6区で検出した掘立柱建物で，西辺がSBⅢ274と接する。南北の妻柱列が明確ではないが，一

応4間（4．9m）×2間（3．7m）と考えられる。棟方向N250Wを測る。柱間は，桁行1．1～1．3m・梁間

工1～2．6mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．4m，深さ約0．30mを測る。柱穴内からは土師器皿

と内面に油煙が付着した須恵器杯もしくは燻しが不明瞭な讃岐産の瓦器と考えられる椀が出土している。

時期は出土遺物から13世紀と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ276（第285・442図　SB87003）

G5区で検出した掘立柱建物で，SDⅢ145・146・157に切られる。3間（4．2m）×2間（3．3m），

棟方向N660Wを測る。柱間は，桁行1．2～1．6m・梁間1．6～1．7mを測る。柱穴掘り方は概ね隅丸方形を

皇し，径0．3～0．9m，深さ0．17～0．54mを測る。哩土は暗褐色混じりの黄褐色土である。四隅の柱穴の

規模が，他の柱穴と比して大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ277（第283・442図　図版195　SB87025）

I5区でSDⅢ164と切り合う形で検出した掘立柱建物である。3間（5．5m）×3間（4．0m），棟方

向N700Eを測る。この建物の桁行柱間は第1・3間が一律短く，第2間が一律長い点に特徴がある。第

1・3間の桁行柱間は1．4～1．6m，第2間の桁行柱間は2．5～2．6mを測る。梁間1．2～1．4mを測る。柱

穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．6m，深さ0．37mを測る。柱痕は8柱穴で確認された。哩

土は灰褐色系の砂質土である。

出土遺物中図化出来る遺物1点を抽出した。（第442図33）は賓の口綾部である。口綾部はラッパ条に

開き端部は，平坦に仕上げる。内面には，パケが認められる。出土遺物と配置状の特徴より概ねSBⅢ

280と同一時期と考えられ6世紀後菓前後に当る時期が考えられる。　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ279（第285図　SB87023）

H・I5区でSDⅢ164と切り合う形で検出した掘立柱建物である。4間（6．7m）×3間（5．0m），

棟方向N600Eを測る。柱間は桁行1．5～2．0m・梁間1．5～1．8mを測る。柱穴掘方は，隅丸方・円・不整

円形不規則な形態を皇し，径約0．6m，深さ0．28mを測る。柱痕は1柱穴で確認されたのみである。

図化できる資料はないが，土師器・須恵器片よりこの建物の時期は，10世紀後半以降に当る可能性が

高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ281（第286・442図　SB87006）

G・H5区で検出した掘立柱建物で，SDⅢ153・154・157と切り合い関係にある。西妻柱列の中央

穴が明確ではないが，3間（7．6m）×2間（3．7m）の総柱建物と考えられる。棟方向N61OEを測る。

柱間は，桁行2．5～2．6m・梁間1．8～1．9mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，建て替えが行なわれた形

跡を残す。概ね径約0．4m，深さ約0．38mを測る。哩土は灰褐色系め砂質土である。柱穴内からは讃岐産

の土師器鍋・瓦器椀・青磁椀等が出土している。S】〕Ⅲ75・SAⅢ39と方向を同じくする。特に柵列S

AⅢ39とは同時併存の可能性が高い。時期は出土遺物から13世紀前後と考えられる。　　　（藤好）

SBⅡ282（第286・442図　SB87005）

G5区で検出した掘立柱建物である。SDⅢ154と切り合い関係にある。哩土の類似から先後関係に

やや明確性を欠くが，本遺構の方が後出する可能性は高い。複数棟の建物が併存するものである可能性

も否定できないが，一応4間（8．5m）以上×3間（2．5m）の建物としておく。棟方向N61OEを測る。

柱間は，桁行1．7～2．7m・梁間1．5～1．3mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．3m，深さ0．03～
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0．35mを測る。方位等からSBⅢ281との併存が考えられる。哩土は灰褐色の砂質土である。柱穴内の出

土遣物としては畿内産の瓦器椀の破片，土師器杯片等が出土している。時期は出土遺物から13世紀前後

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ283（第287図　SB87004）

G5区で検出した掘立柱建物で，SBⅢ282と切り合い関係にある。一部調査区外に延びるが，東西に

廟を持つ建物であると考えられる。3間（6．4m）×2間（3．6m），棟方向N320Wを測る。柱間は，桁

行1．7～2．5m・梁間1．7～1．9mを測る。柱穴掘り方は円形を皇し，径約0．3m，深さ約0．25mを測る。哩

土は灰褐色の砂質土である。方位的な共通性等から，SBⅢ282と共通した時期の所産である可能性が

高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ285（第442図）

H4区でSBⅢ284と切り合う形で検出した掘立柱建物である。2間（4．6m）×2間（3．5m），棟方

向N820Eを測る。柱間は桁行2．0～2．6m・梁間1．7～1．8mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約

0．4m，深さ0．14mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物2点を抽出した。（第422図39）は土師器甑の上半部である。（40）は須恵器

鉢の上半部である。出土遺物よりこの建物の時期は，6世紀後菓～7世紀前半前後の可能性が高西村）

SBⅡ286（第287・442図　図版196　SB87002）

G4区で検出した総柱の掘立柱建物と考えられ，2間（3．4m）×2間（3．2m）以上を測ると考えら

れる。棟方向N31Owを測る。柱間は，桁行約1．7m・梁間約1．6mを測る。柱穴掘り方は概ね隅丸方形を

皇し，径約0．8m，深さ約0．45mを測る。建て替えが行なわれた可能性が高い。哩土は暗褐色系の土であ

る。哩土中から土師器片が出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SBⅡ287（第288・443図　図版197　SB87125）

I4区でSBⅢ289に切られる形で検出した総柱建物である。3間（4．3m）×2間（3．1m），棟方向

N360Wを測る。柱間は，桁行1．3～1．5m・梁間1．5～1．6mを測る。柱穴掘方は，円形な不整円形を皇

し，径約0．7m，深さ0．36mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物2点を抽出した。（第443図1・2）は土師器の土鍋である。口縁部は

「く」字状に屈曲し外上方に延びる。端部は平坦に仕上げる。内外面にはパケが顕著である。（2）の端

部は上方にわずかに肥厚する。出土遺物及び切り合いより6世紀後菓前後であろう。　　　（西村）

SBⅡ288（第288図　図版197　SB87127）

I4・5区で検出した総柱建物である。SBⅢ289・Sl〕Ⅲ166・170と切合い関係にあり，SBⅢ288

はいずれの遺構からも切られている。3間（4．5m）×2間（3．4m），棟方向N440Eを測る。柱間は，

桁行1．4～1．5m・梁間1．7mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇し，径約0．8m，深さ0．63m

を測る。柱痕は8柱穴で確認された。哩土は褐灰色系の粘質土ないしシルトである。

出土遺物より時期を判断する資料はない。この建物の時期は，切り合いより6世紀後菓前後であろう。

（西村）

SBⅡ289（第292・443図　SB87126）

I4区でSBⅢ287・288と切り合う形で検出した据立柱建物である。3間（5．5m）×2間（3．7m），

棟方向N220Wを測る。この建物の桁行柱間は第1・3間が一律短く，第2間が一律長い点に特徴があ

る。第1・3間の桁行柱間は1．5～1．9m・第2間の桁行柱間は2．3～2．5mを測る。梁間1．8～1．9mを測
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る。柱穴掘方は，隅丸方・円・不整円形等不規則な形態を皇し，径約0．8m，深さ0．50mを測る。柱痕は

2柱穴を除く全ての柱穴で確認された。

出土遺物中図化出来る遺物3点を抽出した。（第443図3）は土師器土鍋の口縁部である。（4・5）は

6世紀末ないし7世紀初頭の須恵器杯身である。たちあがりは短く外湾気味に延びる。出土遺物よりこ

の建物は6世紀末ないし7世紀初頭前後の時期に属するものと考えられる。　　　　　（西村）

SBⅡ290（第289・443図　図版198・199　SB87122）

I4区で検出した掘立柱建物である。4間（6．5m）×2間（3．2m），面積20．8rd，棟方向N190Wを

測る0柱間は，桁行1・6～1・8m・梁間1・6mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形を望し，径約1．0m，深さ

0・50mを測る。柱痕は2柱穴を除く全ての柱穴で確認され，径平均0．15mを測る。

なお，この建物及び周辺に位置するSBⅢ291・292・293は主軸方位・配置状でグループをなす。ま

た，このグループの周辺には整地層がみられ，建物はその上に構築している。

出土遺物中図化出来る遺物3点を抽出した0（第443図6～8）は土師器嚢の口縁部である。頸部より

「く」字状に外反し端部は平坦に仕上げる。（6）は上方にわずかに摘み上げ，（7・8）は外側にわず

かに摘み上げている。この建物の時期は出土遺物と配置状の特徴より7世紀初頭前後であろう。（西村）

SBI旺291（第290・443図　図版198・200　SB87123）

I3・4区で検出した掘立柱建物である。5間（10．2m）×2間（4．7m），面積47．9rd，棟方向N

170Wを測る0柱間は，桁行1・9～2・3m・梁間2．2～2．5mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形ないし円形を皇

し，径約1・Om，深さ0・62mを測る。柱痕は全ての柱穴で確認され，径約0．23mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物5点を抽出した0（第443図9～11）は土師器の賓口縁部である。（12）は底

部を欠く土師器の杯ないし皿である。体部は丸味を持ち，端部は外側に摘み出す。（13）は7世紀初頭の

須恵器杯蓋である0天井部は平坦でつまみを欠く。受け部は肥厚して比較的厚い。返りは短く湾曲し尖

る0この建物の時期は出土遺物と配置状の特徴よりSBⅢ290・292・293とほぼ同様で7世紀初頭前後

であろう0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅡ292（第292・443図　図版200　SB87001）

G・H3区で検出した掘立柱建物である。SBⅢ291と対をなす建物である。SBⅢ291よりやや小型

の建物で，4間（7・5m）×2間（3・3m），棟方向N150Wを測る。柱間は，桁行1．6～2．3m・梁間1．6～

1・7mを測る0柱穴掘り方は隅丸方形を皇し，径約0．9m，深さ約0．54mを測る。哩土は，黄褐色の地山

土に暗褐色土が混じる。柱穴内から須恵器・高杯脚片・土師器の鉢もしくは椀の破片が出土している。

（藤好）

SBⅡ293（第443図　図版198・201SB87124）

I2区で検出した掘立柱建物である。5間（12．5m）×2間（3．1m），面積38．8I適，棟方向N670Eを

測る0柱間は，桁行2・2～2・7m・梁間1・5～1・6mを測る。柱穴掘方は，隅丸方形を皇し，径約1．0m，深

さ0・47mを測る。柱痕は全ての柱穴で確認され，径約0．17mを測る。

出土遺物中図化出来る遺物7点を抽出した0（第443図17）は土師器賓の口縁部である。外上方に延び

端部は平坦に仕上げる。（18・19）は土師器高杯の脚部である。（20）は須恵器高杯脚部である。（21）は

須恵器杯蓋の口縁部である。（22）は須恵器賓の口縁部である。（23）は須恵器壷の口綾部である。頸部

より外湾し口縁端部に続き，端部は平坦に仕上げている。この建物の時期は出土遺物と配置状の特徴よ

りSBⅢ290・291・292とほぼ同様で7世紀初頭前後であろう。　　　　　　　　　　（西村）
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1．現耕作土
2．黄灰色砂質土
3．褐灰色粘質土
4．黄褐色粘質土（整地層）
5．茶黄灰色粘質土（ベース）
6．暗黄灰色粘土（ベース）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l　．日　日．．1　　　　　　　！

第218図　Ⅱ・I4区北面土層断面図
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1．暗灰褐色砂質土
2．暗黄灰色砂質土
3．1に類似（やや明るい）

4．暗灰色砂質土
5．4に類似（やや明るい）

2m

トロ＝lll，H　　　‥－」

第219図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（1）
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1．暗褐色粘質土
2．茶褐色粘質土

0　　　　　　　　　　2m

I．lll．lll．i　　　　！

5．灰褐色粘質土（黄色粘土粒含む）　9．灰色粘質土
6．暗黄褐色粘質土

3．　　／′　　（黄色粘土粒含む）7．黄褐色粘質土
4．暗灰褐色粘質土　　　　　　　　8．黄灰褐色粘質土（黄色粘土粒含む）

第220図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（2）

ー306－

10．黄灰色粘質土
11．茶色砂質土
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第221図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（3）
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2　　－4・30m

1．黒灰褐色弱粘質土
2．淡黒灰褐色弱粘質土（黄褐色粘土ブロックを含む）
3．暗黄灰褐色弱粘質土（　　　　　′／
4．淡黄灰褐色弱粘質土（　　　　　′／

＿　　　　　　　」　　　　　　　丘1＿
uOZ．ウ－

U汀OZ’ウ－

十

SB皿09

ぎ＼ミ≠＋、

－4．20m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

：日日．Hlll i l

第222図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図伍）
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醗 櫛
第223図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（5）
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第224図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（6）
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第225図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（7）
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－4．30m

SBⅢ28

二十＼

1．黄灰白色砂質土

1．暗褐色砂質土（硬質）
2．1に類似（硬質，炭を含む）
3．　　／′　（硬質，炭及び焼土を多く含む）
4．暗黄灰色砂質土（硬質）
5．黄灰色砂質土（硬質）

第226図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図（8）
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白

1．黄灰色砂質土　　　　　　5．灰色砂質土
2．　　　〝　　（炭含む）　6．黄灰白色砂質土
3．　　／′　　（炭多し）　7．自責灰色砂質土
4．灰色砂質土（炭含む）　　8．茶黄灰色砂質土

已
⊂⊃
寸

寸

［1－日lllllll i i

第227図　第Ⅲ期据立柱建物平・断面図（9）
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第228図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．暗灰色土（黄色粘土ブロック含む）

2．暗灰色粘質土

第229図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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ZT91Z　　　　　　閃　予　　　　　　　柑C T

1．暗灰褐色土（Mn粒を含む）
2．暗灰茶色粘質土（Mn粒を含む）
3．暗灰褐色粘質土（Mn粒を含む）
4．暗灰色粘質土
5．暗灰色粘土

6．暗灰黄褐色粘質土
（ベースに類似）

7．暗灰褐色粘土
（ベースの粒・Mn粒を含む）

8．淡灰黄色砂質土

第230図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．灰褐色土（粘性弱い）
2．黄褐色粘質土
3．暗褐色粘質土

6．褐色粘質土
7．暗黄褐色粘質土

E′

9　－　4．70m

11．淡褐色土（粘性弱い）
12．淡灰褐色粘質土

8．　　　′／　　（やや粘性弱い）13．黒灰色粘質土（粘性強い）
4．　　′／　（やや灰色がかる）　9．暗灰褐色粘質土
5．　　J／　（かなり粘性強い）10．　　　′／　　（粘性強い）
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第231図　第Ⅲ期据立柱建物平・断面図㈹
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第232図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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16　5　　　　　　　1518　－4．70m

1．暗灰褐色粘質土（粘性かなり強い）
2．　　／／

3．暗灰褐色砂質土
4．暗褐色砂質土
5．暗褐色粘質土
6．　　〝　　　（Mn粒を含む）

7．　　〝　　　（黄褐色土ブロック混入）

I

IIゝ

雪

目　A

13．灰褐色砂質土（砂粒まがい）
14．灰褐色粘質土
15．黄褐色土
16．淡褐色砂質土

17・　　〝　　　（下層に比べ粘性が弱い）
18．暗灰色粘質土
19・　　〝　　　（桂根に比べやや明るい）

8・　　′′　　（灰色細砂が部分的に混在）　20．暗黄褐色粘質土
9．淡灰褐色砂質土
10．淡灰褐色粘質土
11．暗灰褐色粘質土（やや炭混じり）
12．褐色砂質土

21．暗黄褐色砂質土（きめが細かい）
22．黒褐色粘質土
23．暗黄灰褐色砂質土

第233図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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SBⅢ50

二＿・こ
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7　－4．50m

1．暗褐色粘質土　　6．黄茶褐色粘質土
2．黄灰色粘質土　　7．灰茶色粘質土
3．茶灰色粘質土　　8．黄褐色粘質土
4．茶褐色粘質土　　9．茶色粘質土
5．灰褐色粘質土　10．1に類似

第234図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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S B Ⅲ59

旬

ロ

1．暗褐色土　　　4．黒茶色粘土
2・暗褐色砂質土　5．2に類似（やや明るい）
3・黒褐色粘土　　6．1に類似（やや暗い）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m
ヒ日．llll．l i　　　　　　　　－」

第235図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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旬：
521　　　　　4　　　－4．80m

1．ベース混じり黒褐色土　2．暗茶褐色粘質土　3．黒褐色粘質土　4．黒灰褐色土　5．黒褐色土

誰S 1．ベース混じり黒灰茶褐色粘質土（淡灰黄色・黒褐色・茶褐色土ブロックを含む）

第236図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1・ベース混じり黒褐色土　3．淡灰茶褐色土
2・黄茶褐色粘質土　　　　4．淡黒褐色土
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1・黒褐色砂質土　4・ベース混じり暗褐色砂質土
2・灰褐色砂質土　5．4に類似
3・2に類似　　6・黒色土（Mn粒を含む）
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第237図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．黒色土
2．1に類似（やや暗い）
3・　′／　（黒色土の中にベースを含む）
4・黄褐色粘質土（部分的に黒色土を含む）
5・黄茶褐色土（部分的に黒色土を含む）
6．黄色粘土混じり黒色土
7．淡黒色土
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23　－5．00m

1．黒色土
2．1に類似（Mn粒を含む）
3．ベース混じり黒色土

4．淡黒色土
5．4に類似（Mn粒を含む）
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A A′
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SDⅢ49断面図
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L日日．＿　　　　　　i　　　　　　　　　」

第238図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図鋤
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1．暗褐色粘質土

2．1に類似（ベースブロックを含む）

3．　／′　（炭を少量含む）
4．　／′　（やや砂質）
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1．暗褐色粘質土

2．1に類似（ベースブロックを含む）
3．　〝　　（炭を含む）

4．灰褐色粘質土

5．4に類似（ベースブロックを含む）
6．　′／　（やや砂質）

8

9

10

11

SBⅢ82

T．N．

鞋

4に類似

（やや砂質，ベースブロックを含む）
暗灰黄褐色粘質土

暗灰褐色粘質土
9に類似（ベースブロックを含む）　　　　　　0

′′　（やや砂質，ベースブロックを含む）　し＿⊥」．＿⊥」．＿⊥」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第240図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈲

－326－

こ：



＿「「＿」へ＿
uOO’9－

1．淡茶灰褐色砂質土
2．1に類似 3．黄灰褐色砂質土

－5．00m

旦ふ00m

1．ベース混じり黒灰茶褐色粘質土
（淡灰黄色・黒褐色・茶褐色ブロックを含む）

4m

h…llllll i　　　　　　　　　一一」

（ベースのブロックを含む）　4．黄灰色粘質土

第241図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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甘
1．淡茶灰褐色砂質土　2．1に類似（ベースを含む）3．茶灰褐色砂質土
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21　　　　　1　　　　　1　　　　　　　21

1．ベース混じり暗褐色砂質土
2．ベースが混じらず暗褐色砂質土
3．黄褐色砂（ベース）に，暗褐色砂質土のブロックを含む

0　　　　　　　　　　　4m

＿5．00m tlL…LLlll l　　　　　＿‘′＿＿］

第242図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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1．暗灰褐色砂質土
2．ベース混じり暗灰褐色砂質土
3．ベース混じり灰褐色砂質土

第243図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈲
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1　　　　　　　　　3．1に類似（ベースブロックを含む）

－4．80m　　　　　　　4．1に類似（ベースブロックを含む）
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1．灰褐色砂質土
2．淡灰褐色砂質土

3．灰色シルト（褐色粒及び黄褐色粒を僅かに含む）
4．　　　〝　（褐色粒及び橙褐色粒を僅かに含む）
5．灰色粘土

第245図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図研
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1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似
（ベースのブロックを含む）
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3．暗灰黄褐色砂質土
4．暗灰橙褐色砂質土
5．暗灰橙黄褐色砂質土
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第246図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈱
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1．暗灰色粘質土
2．1に類似（やや褐色強い）
3．暗灰褐色砂質土
4．3に類似
（ベースの粘土と礫を多く含む）

第247図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図鋤
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34　互5・10m

5．灰褐色砂質土
6．5に類似
（灰色やや多く粒子密）

7．灰黄橙色砂質土
8．礫を含む黄橙灰色粘土
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4．3に類似（ベースの黄褐色礫を含む）
5．暗灰褐色砂質土（ベースの黄褐色礫を含む）
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Lrつ

I

l＿r〕

寸
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4　　　－5．10m

1．暗灰褐色弱粘質土　　　　　4．黒灰褐色粘質土
2．1に類似（やや明るい）　　5．灰色弱粘質土
3．暗灰褐色砂質土　　　　　　　6．暗茶褐色弱粘質土
（黄褐色土粒を多く含む）　7．6に類似（やや明るい）

4m
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第249図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図師
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1．暗灰色粘質土

2．1に類似（やや褐色強い）
3．暗灰褐色砂質土
4．3に類似（礫を多く含む黄褐色粘土）
5．灰褐色砂質土
6．5に類似（灰色やや弱く緻密）
7．灰黄橙色砂質土
8．礫を含む黄橙灰色粘土
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▼－」

∪つ

イ
1．暗褐灰色砂質土　　　3．暗黄褐灰色砂混じり粘質土
2．暗黄褐灰色砂質土　　4．暗灰色粘質土
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1　　　　　　2　－5．00m

1．ベース混じり暗茶灰色砂質土

2．ベース混じり暗黄茶灰色砂質土

（1より黄色のベースブロックが多く混じる）
3．ベース混じり暗灰色砂質土

1．暗茶灰色砂質土（褐色Mn粒を僅かに含む）
2．暗黄灰色砂質土
3．暗灰色弱粘質土（小砂礫を僅かに含む）
4．暗灰色粘質土
5．3に類似（3に比べ粗砂粒を多く含む）
6．茶灰褐色砂質土
7．暗橙黄灰色砂質土
8．灰褐色砂質土

LHlll．．H　　　　；　　　　　　　　　J

第250図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈲
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1．暗褐灰色砂質土
2．暗茶灰色砂質土
3．暗褐灰色礫混じり砂質土
4．暗茶灰色礫混じり砂質土（15cm大のベースブロックを含む）
5．暗褐灰色砂質土（ベースブロックを含む）
6．暗灰色粘質土
7．暗灰黄褐色礫混じり粘質土
8．暗茶褐灰色砂質土（10cm大のベースブロックを含む）

9．暗茶褐灰色粘質土
10．暗茶褐灰色砂質土
11．暗灰色砂混じり粘質土
12．暗灰色砂質土（ベースブロックを含む）
13．暗褐灰色砂質土（やや明るい）
14．暗灰色砂質土
15．暗灰黄色礫混じり砂質土

4m

L．lll．，…　　　　」　　　　　　　　　　F

第251図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹

－337－



u。Z．9＿適し61　9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

暗黄褐灰色礫混じり粘質土
暗褐灰色砂混じり粘質土

2に類似（4よりやや暗い）

暗褐灰色砂質土

暗褐灰色粘質土
5に類似（3よりやや暗い）
暗茶褐灰色粘質土

暗褐灰色礫混じり粘質土
暗褐灰色礫混じり砂質土

146　　　　　　　5

4m

●■■■■●●●■■■■■■■■■■■■■－

第252図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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1．暗黄褐灰色礫混じり砂質土
2．1に類似（やや暗い）
3．　　／／

（ベースのブロックを含む）
4．暗褐灰色砂質土
5．暗灰色シルト

6．暗灰色砂混じり粘質土

り粘質土

じり粘質土

じり粘質土
り砂質土

り砂質土

じり粘質土

り粘質土

7．暗褐灰色礫混じ
8．暗褐茶灰色砂混
9．暗茶褐灰色砂混
10．暗茶灰色礫混じ
11．暗茶灰色粘質土
12．暗褐灰色礫混じ
13．暗灰色粘質土
14．暗黄灰色砂礫混
15．暗黄灰色砂混じ
16．暗茶褐色砂質土
17．暗茶褐色粘質土
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第253図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．暗褐灰色砂質土
2．1に類似（1より緻密）
3．暗黄灰色礫混じり砂質土
4．暗褐灰色礫混じり砂質土
5．4に類似
（4よりやや暗く，粘性がある）

6．暗黄褐灰色砂質土
7．暗灰色砂質土
8．暗灰色粘質土（軟質）
9．8に類似（やや明るい）
10．暗黄褐灰色礫混じり砂質土
11．暗茶灰色粘質土
12．11に類似（軟質）
13．暗灰色砂混じり粘質土
14．暗褐灰色粘質土
15．14に類似（軟質）
16．暗褐灰色礫混じり粘質土
17．暗黄灰色砂混じり粘質土
18．暗褐灰色砂混じり粘質土
19．黄褐灰色砂質土
20．灰色砂質土

1．灰黄褐色砂質土
2．暗灰褐色砂質土
（ベースの土を僅かに含む）

3．暗灰褐色砂質土
（粘質土に近い）

4．暗黄灰色砂質土
（ベースを多く含む）

5．暗灰色砂質土
6．暗灰褐色砂質土
（褐色土粒を多く含む）

7．陪灰褐色砂質土
（褐色土粒を僅かに含む）
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r現

4

1．暗黄灰色砂質土
2．1に類似（やや暗い）
3．暗灰黄色砂質土
4．暗黄灰色礫混じり粘質土
5．暗灰色粘質土
6．5に類似（粘性強い）

7．暗茶灰色砂質土
8．7に類似（やや粘性あり）
9．暗褐灰色砂質土
10．9に煩似（やや粘性あり）
11．暗褐灰色礫混じり砂質土
12．褐茶灰色砂質土
13．暗灰色砂質土
14．暗黄茶灰色礫混じり砂質土
15．暗褐茶灰色礫混じり砂質土
16．褐灰色砂
17．暗茶灰色粘質土
18．17に類似（暗い）
19．　　′／（やや暗い）
20．暗茶灰色砂混じり粘質土
21．暗茶褐灰色礫混じり砂質土
22．暗茶褐灰色砂混じり砂質土

23．灰色砂質土

百　　　　百
⊂〕　　　　　　　⊂⊃
N N

7　苛

1．暗茶褐灰色粘質土
2．暗茶碗灰色砂混じり粘質土
3．暗灰色砂質土
4．暗灰色礫混じり砂質土
5．暗灰色礫混じり砂
（ベースのブロックを含む）

6．暗茶灰色砂質土
7．6に類似（6より暗い）
8．暗茶灰色粘質土
9．8に類似（軟質）
10．暗茶灰色砂混じり粘質土
11．灰色粘質土
12．暗褐灰色粘質土

13．暗褐灰色砂質土
14．暗灰色粘質土
15．14に類似（ベースのブロックを含む）
16．暗灰色粘質土（14よりやや明るい）
17．暗灰色砂混じり粘質土
18．17に類似（17よりやや明るい）
19．18に類似（18より砂多い）
20．暗灰色砂混じり粘質土（暗い）
21．暗灰色礫混じり粘質土（やや暗い）
22．21に類似（粘性強い）
23．　　〝　（やや明るい）
24．褐灰色砂

4m
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第254図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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完　　完

了　苛

1．暗灰褐色砂質土（砂粒を少量含む）
2．1に類似（やや軟質，炭化物混じる）
3．茶灰褐色砂質土（砂粒を含む）
4．暗灰褐色弱粘質土
（1に類似，僅かに砂粒を含み，やや粘性）

5．暗灰色弱粘質土

6．5に類似（ベースのブロックを含む）
7．暗灰色砂質土

二年」一頂上一冬一一一一二云無＿
uOZ’9－　　　　　　　　　　　　　　　　　　T Z C

1．暗灰黄褐色弱粘質土
2．淡灰黄褐色弱粘質土

3．礫混じり淡灰黄橙褐色砂質土

3　　2　　　　　　12　－5．20m

4．明灰黄橙色弱粘質土
5．黄褐色粘質土ブロック混じり淡灰色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

Ll…，t…　　　i　　　　　　　　」
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197　　　　1011－5．20m

1．暗褐灰色砂質土　　　　　7．1に類似（やや明るい）
2．暗灰色砂質土　　　　　　8．暗灰色礫混じり粘質土
3．2に類似（ベースを含む）9．暗灰色砂混じり粘質土
4．暗褐灰色礫混じり砂質土10・暗灰色砂
5．暗褐灰色砂質土　　　　11．暗褐灰色砂混じり粘質土
6．暗灰色シルト

△」1
uOZ’9－

SBⅢ144

こ∴
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42　　94610　　　3　3－5・20m

1．暗灰褐色弱粘質土
2．1に類似
（ベースブロックを多く含む）

3．暗灰褐色砂質土
4．3に類似

（ベースブロックを含む）
5．3に類似（粗砂粒を多く含む）
6．灰褐色弱粘質土
7．黒灰褐色砂質土

1．暗灰茶褐色弱粘質土

2．暗灰黄褐色砂質土

3．2に類似（粒子が粗い）

4．2に類似（暗灰色強く，やや粘質）
5．4に類似
6．ベース混じり暗灰茶褐色弱粘質土
7．6に類似（灰色が強い）
8．暗灰茶褐色砂質土
9．暗黄灰色粘質土
10．淡灰橙褐色砂質土

8．黒灰褐色弱粘質土

9．黄灰色弱粘質土
10．黄灰褐色砂質土
11．黄灰色砂質土

（小礫・粗砂を多く含む）
12．灰褐色砂質土

（ベースブロックと粗砂粒を
多く含む）

13．12に類似（やや暗い）

4m

En．日日ll i i

第257図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図餉
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1．暗灰橙褐色粘質土
2．1に類似（橙褐色が強い）

4

1

d

6．黄橙褐色弱粘質土ブロック混じり暗灰色粘質土
7．礫混じり淡灰橙褐色弱粘質土

3．黄橙色弱粘質土ブロック混じり灰色粘質土　8．礫・淡灰色粘質土混じり橙黄褐色砂質土
4．明灰橙褐色粘質土
5．4に類似（褐色が強い）

9．明灰色弱粘質土

Z zC　－

已

呂
Lrつ

l

1．暗灰茶褐色弱粘質土　　　4．暁黄灰色粘質土

2・暗灰黄橙褐色砂質土　　5・暗灰黄褐色弱粘質土　0

第258図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．暗灰褐色砂質土（褐色が強い）

2．　　　′／　　（灰色が強い）

3．暗灰褐色粘質土

1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似（やや暗く黄灰色土を少量含む）
3．　／′　（暗黄褐色土を多く含む）
4．　／′　（暗黄褐色土・粗砂を含む）

百

百　　　品

完　　　的

Lr）

l　可

4m

5．暗灰褐色弱粘質土
6．黒灰褐色弱粘質土
7．3に類似（やや暗い）
8．暗黄褐色砂質土（粗砂を多く含む）

「11…Hlll i　　　　　　　　　＿」

第259図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈱
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1．灰黄褐色砂質土
2．1に類似（やや明るく黄褐色土・粗砂を多く含む）
3．明灰黄褐色砂質土（粗砂を多く含む）
4．3に類似（やや暗い）
5．　／′　（黄褐色土を多く含む）
6．灰褐色弱粘質土
7．6に類似（やや黄褐色粒を多く含む）
8．　　〝　（礫・粗砂を多く含む）

4m
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等

Llつ
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等
1．0

ヱー5．40m
6

‾‾‾亘こ五二プア‾‾‾

b　　　　上二5．40m

「正7‾

0　　　　　0．5m

：ll11－」

SDⅢ94断面図

1．黒灰色弱粘質土
2．暗褐色弱粘質土
3．2に類似（黄褐色土混じり）
4．淡灰褐色砂質土
5．黒灰色砂質土（SDⅢ94の埴土）
6．暗褐色砂質土（SDⅢ94の埴土）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

lllll…日．　　　．；　　　　　　　　’：
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1．暗灰褐色粘質土
2．1に類似（ベースブロックを含む）
3．淡暗灰褐色粘質土
4．暗褐色粘質土
5．4に類似（ベースブロックを含む）
6．暗褐色弱粘質土
7．6に類似（ベースブロックを含む）
8．黒灰色細砂

llHl．Hlll　　　　；　　　　　　　　　　j

1．黒灰色砂質土
2．1に類似（灰黄褐色砂質土を含む）
3．1に類似（ベースのブロックを含む）
4．淡黄灰色砂質土
5．黒灰色粘質土
6．5に類似（5に比べやや淡い）
7．5に類似（黄褐色粘質土を含む）
8．黒灰色弱粘質土

9．8に類似（8に比べやや淡い）
10．暗黒色粘質土
11．10に類似（ベースのブロックを含む）
12．灰黄褐色砂質土
13．黄褐色弱粘質土
14．淡黄褐色弱粘質土（黒色土少量含む）
15．暗褐色砂質土
16．15に類似（ベースのブロックを含む）

第262図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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I

65　－5・40m

1．暗灰褐色細砂 4．暗褐色砂質土
2．暗灰褐色砂質土　　　　　　　　5．暗褐色混礫砂
3．2に類似（2に比べやや暗い）　6．暗灰色砂質土

7．暗灰褐色混礫砂
8．暗灰褐色弱粘質土
9．暗褐色砂礫

hl．Hl．lll　　　　；　　　　　　　　‥＿　＿＿l

第263図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似
3．暗褐色砂質土
4．暗灰黒褐色砂質土
5．4に類似（ベースブロックを含む）

0 4m

E

C⊃
ロつ

LJつ

l

r→

212　＿5．30m

6．4に類似（炭を含む）
7．暗灰黒褐色砂
8．暗灰茶褐色砂質土
9．8に類似（砂礫を多量に含む）

」」＿L」L．］⊥L．⊥＿－」＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
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0　　　　　　　 0

1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似（黄褐色土を含む）
3・　〝　（ベースと多量の砂を含む）
4・　′／　（黄茶色ブロックを含む）

百

㌔

十
61　－5・30m

5．暗灰黄褐色砂質土
6．暗灰色砂質土

1．暗灰褐色シルト
2．1に類似（黒色が強い）
3・1に類似（ベースブロックを少量含む）
4．灰茶褐色砂質土
5．暗灰色シルト

6．暗灰色砂質土
7．暗灰褐色砂質土
8．灰色砂質土
9．灰褐色砂質土
10．黄灰色砂質土
11．暗灰茶色砂質土

O

LⅡ【丁，T一一一一一十＿－＿＿＿1m

第265図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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9．茶褐色土

3　　　　－5．40m

1．黄褐色粘質土
2．1に類似（ベースブロック）　　10．黄灰色土

3．　　〝　（ベースに類似）

4．暗茶褐色土
5．茶灰色土
6．暗茶色土
7．暗灰色土
8．暗灰色粘質土

11．暗褐色粘質土
12．11に類似（炭片含む）
13．暗灰褐色粘質土（ベースのブロック含む）
14．灰褐色粘質土

uOC’9－

1

SBⅢ203

T．亙

ぜ

1．黒灰色砂質土
2．黄褐色土ブロックを含む黒灰色砂質土
3．暗褐色砂質土（砂粒多く含む） L＿日1111－11　　　i　　　　　　　　　＿＿」
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1．黒灰色粘質土（砂礫を含む）
2．暗褐色砂質土

3．黒灰色砂質土
4．暗黒色砂質土

＿上工ゝ　　　』　　　虹」＿＿＿＿∠ヱL
u肺．9－　　　　　　　　　　Z

1．黒灰色粘質土　　3．黒褐色砂質土
2．黒灰色砂質土

L．111日目一一　　　　；　　　l　＿＿＿＿＿　」

第270図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図6カ
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1．淡灰色粘土　　3．淡灰色粘質土
2．灰色粘土　　　4．3に類似
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等
Llつ

l

トー
▼－」

CX〕

5．灰色粘質土
6～24．5に類似

珊・9二君「二‥一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一命ニー9Z

1．淡灰色粘質土
2．灰色粘質土
3．2に類似（黄茶色ブロックを含む）
4．　′／　（黄茶色ブロックやや多い）
5．　′／　（黄茶色ブロックやや含む）
6．　′／　（暗灰褐色ブロック多い）

SBⅢ206
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ぜ
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1．灰色粘質土
（茶褐色粒・黄茶色粒を含む）

2．1に類似
3．灰色粘質土（黄茶色ブロックを含む）
4．　／′　　（灰褐色ブロックを含む）
5．　　／／

6．5に類似（茶褐色粒を含む）
7．灰色粘土
8．灰色粘質土
（淡茶褐色粒・淡黄褐色粒を含む）

9．淡灰色粘質土
（黄褐色ブロックを含む）

10．灰色粘土（灰褐色ブロックを含む）
11．灰色粘質土（黄褐色ブロックを含む）
12．　　　／／

（淡茶褐色粒・黄褐色粒を含む）
13．灰色粘質土
（灰褐色ブロック・黄茶色ブロック
を含む）

14．灰色粘質土（淡黄褐色粒を含む）
15．　／／　（黄茶色粒を含む）
16．淡灰色粘質土（砂質に近い，
淡茶褐色粒・淡黄褐色粒を含む）
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161516　　　　　　　195

1．灰色粘土
2．1に類似
3．暗灰色粘土

4．淡灰色粘質土　9．灰色粘質土
5．暗灰色粘質土　10～35．9に類似
6～8．5に類似
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L【つ
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CD

S

722　－5．40m

1．灰色粘土
（黄茶色ブロック・暗灰褐色ブロックを含む）

2．1に類似（淡黄茶色ブロックを含む）
3．灰色粘質土
4．3に類似（暗灰褐色ブロックやや多い）
5．　／′　（暗灰褐色ブロックを含む）
6．　　〝　（黄茶色ブロックを含む）
7．　　／／

（黄茶色ブロック・暗灰褐色ブロックを含む）
8．淡灰色粘質土
9．暗灰色粘質土（暗灰褐色ブロックを含む）
10．9に類似（灰色ブロックを含む）
11．暗灰色粘土
12．11に類似（灰色ブロックを含む）

4m
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1．暗褐色砂質土
2．1に類似（ベースブロックを含む）
3．　　〝　（焼土・ベースブロックを含む）
4．暗褐色粘質土（ベースブロックを含む）
5．暗褐色弱粘質土
6．　　　〝　　　　（ベースブロックを含む）

7．暗灰褐色弱粘質土
8．　　　　〝　　　　（焼土を含む）

9．暗灰褐色弱粘質土（焼土を多量に含む）

10．　　　　〝　　　（焼土を少量含む）
11．　　　　〝　　　（焼土ブロックを多量に含む）

12．暗灰褐色砂質土（焼土を含む）
13．　　　／／　　（焼土を多量に含む）
14．黄褐色土ブロック

15．黒灰色弱粘質土

16．　　　〝　　　（焼土を少量含む）

Ju」臥＿ニー几
u（沖’9－　　　　　　　　　g　6

SBⅢ214

＋戸ユ‡

4m
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第273図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．黒灰色弱粘質土
2．1に類似（ベースブロックを含む）
3．灰褐色砂質土
4．黒灰色砂質土
5．4に類似（ベースブロックを含む）
6．黒褐色砂質土
7．黒褐色弱粘質土
8．黒灰色土
9．ベースブロック
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1．暗褐色砂質土
2．1に類似（礫を多く含む）
3．黒灰色砂質土
4．1に類似（ベースブロックを含む）

√1－一＿＿＿＿＿

＿＿∠LL＿＿＿＿＿凧＿＿＿

1．黒灰色細砂
2．暗灰褐色砂質土
（黄褐色土ブロックを含む）

SBⅢ221

きて⊇＋

4m

I HI11日　　　　；　　　　　　　　　！

第274図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈱
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1．黒灰色砂質土　　　　　　　　　　　5．黒灰色弱粘質土
2．1に類似（黄褐色土を含む）　　　　　　（黄褐色土を含む）
3．　′／　（黄褐色土ブロックを含む）6．黒灰色砂礫土
4．黄褐色砂質土 （黄褐色土を含む）

⊥上土　　　」　　　Lゝ

第275図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図師
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1．黒灰色砂質土
2．1に類似（やや色淡い）
3．黒灰色砂礫
4．3に類似
（黄褐色土ブロックを含む）
黒灰色砂礫土

5に類似（やや灰色強い）
暗褐色砂礫

黄褐色砂礫
黒褐色砂質土

1．黒褐色砂質土
2．1に類似（黄褐色土を含む）
3．黒褐色弱粘質土
4．3に類似（黄褐色土を含む）
5．黒灰色粘質土
6．黒灰色弱粘質土
7．6に類似（黄褐色土を含む）
8．暗褐色砂質土
9．8に類似（黄褐色土を含む）

10．暗褐色砂質土（ベースブロックを含む）
11．黒灰色砂質土
12．11に類似（黄褐色土を含む）
13．黄褐色砂質土
14．淡黄褐色砂質土
15．暗灰褐色粘質土
16．暗褐色弱粘質土（黄褐色土を含む）
17．暗黄褐色砂質土
18．暗黒色砂質土（黄褐色土を含む）
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第276図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図6時
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第277図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図69

－363－

已
⊂⊃
⊂⊃

lJつ

可　l

◎

旬

二‘

1mL
壷出土状況図



－5．20m

＼／「　ノ‥

4m

「…＝l川l　　　；　　　　　　　　」

第278図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㊨功

一364－



＞

正一一B
Cn

u
C⊃

ロ

hll．Hlll▲　　　　　i t

第279図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図拙

－365－



1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似（ベースブロックを含む）

3．　　〝　　（ベースブロックを含み砂質が強い）

4．暗灰色砂質土（ベースブロックを含む）
5．4に類似（褐色粒を少量含む）

互5．00m

4m

！．111日目日　　　　i l

第280図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図租
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第281図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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1．灰褐色ベース混じり土
2．灰色砂質土
3．2に類似（ベース混じり）
4．茶褐色土
5．黄褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

L．llll…l i　　　　　　　　一一］．

第283図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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第284図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．茶灰色粘質土　3．淡黄灰色土　5．灰色砂質土
2．黄褐色土　　　4．3に類似

4m

一日目．日日　　　　　；　　　　　　　　　　［

第285図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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第287図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図個
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1．淡褐灰色砂質土 5．褐灰色粘質土
（黄褐色砂質土のベースブロックを含む）　6．5に類似（さらに褐色強い）

2．灰黄褐色砂質土
3．暗灰色粘質土
4．3に類似
（褐色及び黄褐色のベースブロックを含む）

7．灰黄褐色粘質土

1．褐灰色シルト（Mn中土粒を多量に含む）　　5．1に類似（やや暗い）
2．黄褐灰色シルト（ベースの土を多量に含む）　6．2に類似（ベースを多量に含む）
3．褐灰色粘質土（ベースのブロックを含む）　7ニ　3に類似（ベースのブロックを多量に含む）
4．灰色弱粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

hlllll．Hl　　；　　　　　J

第288図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．明灰色粘質土混じり砂質土（ベースを若干含む）　8．明灰色砂質土
2．明灰色粘質土（ベースブロックを含む）　　　　　9～11．1に類似
3．明黄褐色砂混じり粘質土　　　　　　　　　　　12、～15．2に類似
（ほとんどベースのブロックで構成されている）16～18．3に類似

4．茶褐色砂質土混じり灰色砂質土
5．淡茶褐色粘質土混じり灰色砂質土
6．明灰色粘土
7．淡茶褐色砂質土混じり灰色砂質土

第289図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．淡褐色砂質土混じり灰色砂質土
（ベースを少量含む）

2．1に類似
（ベースを多量に含む）
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1413　3　　　　　　14177317－5・50m

6．3に類似
7．明灰色粘質土（ベースを少量含む）
8．淡褐色砂質土混じり明灰色砂質土
9．灰色砂質土（ベースを少量含む）

3．明灰色砂質土（ベースブロックを含む）10．9に類似
4．3に類似　　　　　　　　　　　　　　11．ベース混じり明灰色砂質土
（べ－・スブロックを多量に含む）　　　12．ベース混じり淡黄褐色砂質土

5．3に類似（ベースを粒状に含む）　　　13．明黄褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

L．＿．⊥⊥⊥目上L⊥－＿＿＿＿＿・　　　　　r　　　1

14．明黄褐色砂質土
15．淡黄褐色砂質土
16．15に類似
17．淡茶褐色砂質土混じり明黄褐色砂質土
18．淡茶褐色砂質土混じり明灰色砂質土
19．淡黒茶褐色砂質土
凱　淡茶褐色砂質土（ベースを多量に含む）

第290図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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1．1cm程の明灰黄褐色粘質土混じり灰色粘質土
2．1～4cm程の明灰黄褐色粘質土混じり灰色弱粘質土
3．明灰黄褐色弱粘質土
4．2～3cm程の淡黄褐色粘質土混じり灰色粘質土
5．暗灰色粘質土混じり明灰黄褐色粘質土
6．暗褐灰色粘土

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

遊
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

叫軸叫●●●●■■－■■■■■■－■■－lllllll■■■■■■■■■■■■■■■■－

1～2cm程の明灰黄褐色粘質土混じり暗褐灰色粘質土

褐色Mn粒混じり青灰黄橙色粘質土

黄褐色弱粘質土混じり褐灰色弱粘質土
9に類似（黄褐色土ブロックが多い）

乳褐色弱粘質土混じり灰橙褐色弱粘質土
暗灰色粘質土混じり黄橙褐色粘質土

黄褐色粘質土混じり暗灰色粘質土
黄橙灰色粘質土
褐灰色粘質土

灰色弱粘質土混じり黄褐色弱粘質土
灰色粘質土

灰黄褐色粘質土

18に類似（黄褐色が強い）

灰黄褐色粘質土混じり灰色粘質土
黄灰色粘質土混じり乳灰色粘質土
（褐色Mn粒多い）

22．20に類似

（黄褐色土ブロックが大きく灰色が強い）
23．明灰黄橙褐色粘質土

第291図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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第292図　第Ⅲ期据立柱建物平・断面図個

－378－



E
C⊃
Lrつ

寸

㌣

4m

●●■■■■■叩■■■llllllllllll■llll■　　l　　　　　　　　　　　　′

第293図　第Ⅲ期掘立柱建物平・断面図㈹
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4．柵

SAⅡ01（第294図）

H・I29区で検出した排列である。第1微高地の北端部で検出した。SBⅢ09等と概ね平行する方位

を皇する。6柱穴からなり，5間分を検出した。西部の3間は，重複するSAⅢ02とほぼ等しくやや狭

い柱間を持ち，東部の2間分は，やや広い柱間を示す。検出長11．8m，柱間は1．9～2．8m，主軸方位は

N790Eを示す。柱穴は円形を皇し，径0．4m，深さ約0．14mを測る。　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ02（第294図）

H・I29区で検出した柵列である。SAⅢ01の西部と重複し，柱穴を切ることから，SAⅢ01の建て

替えによるものの可能性もある。4柱穴からなり，3間分を検出した。検出長6．2m，柱間は1・7～2・6

m，主軸方位はN800Eを示す。柱穴は円形を皇し，径0．3m，深さ約0．16mを測る。　　　（藤好）

SAⅡ04（第294図）

I25区で検出した排列である。SAⅢ05を切る。東側のSBⅢ21の側柱列とほぼ共通した配列を有

し，方位も一致することから同時併存のものである可能性が高い。また調査区の西端に位置することか

ら，調査区外に広がる建物の一部である可能性も全くは否定できない。ただSHⅡ12西半部上位に，古

墳後期以降の包含層が広がることからすれば，第1徴高地の西端部に本遺構が位置する可能性もあり，

排列の可能性を考えた。5柱穴からなり，3間分を検出した。検出長7．9m，柱間は1．6～2．5m，主軸方

位はN200Wを示す。柱穴は円形を皇し，径0．54m，深さ約0．25mを測る。　　　　　　　（藤好）

SAⅡ05（第294図）

I25区で検出した柵列で，SAⅢ04と概ね一致し，建て替えによるものであると考えられる。5柱穴

からなり，4間分を検出した。検出長7．4m，柱間は1．7～1．9m，主軸方位はN200Wを示す。柱穴は円

形を皇し，径0．7m，深さ約0．50mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ06（第294図）

G22区で検出した柵列である。SBⅢ31の東側柱列の延長上にあり，付帯施設であると考えられる。

2柱穴からなり，1間分を検出した。検出長1．4m，主軸方位はN340Wを示す。柱穴は円形を呈し，径

0．45m，深さ0．02～0．12mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ07（第294図）

J21区SBⅢ34の西側で検出された槻列である。4間を検出したが，北第2柱穴は溝SI）Ⅲ14に切ら

れている。検出長6．4m，柱間は1．5～3．3m，主軸方位はN160Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約

0．4m，深さ約0．08mを測る。この棟列は，主軸方位及び配置状の特徴よりSBⅢ34に伴うものと考えら

れる。出土遺物からは詳細な時期は判断できないが，SBⅢ34とほぼ同一時期とみられ8世紀前半前後

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ10（第294図）

G21区で検出した柵列で第1低地帯にかかる斜面に面した位置にある。SBⅢ49の主軸と方位がほぼ

一致し，付帯する柵列の可能性が考えられる。5柱穴からなり，4間分を検出した。検出長5．3m，柱間

は1．0～1．7m，主軸方位はN220Wを示す。柱穴は円形を皇し，北部の3穴は小型のものである。径

0．14m，深さ0．07mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ11（第294図　図版106）

E16区で検出された梯列である。4間を検出した。検出長5．7m，柱間は1．3～1．6m，主方位はN

－380－



71OEを示す。柱穴は不整円形・不整方形を皇し一様ではない。径約0．3m，深さ約0．10mを測る。出土

遺物より詳細な時期の判断は出来ないが，主軸方位より西に隣接するSBⅢ69の主軸方位に類似し，概

ね同一時期と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ12（第444図）

F15・16区SBⅢ85の東側で検出された柵列である。3間を検出した。検出長6．9m，柱間は2．0～

2．6m，主軸方位はN170Wを示す。柱穴は円形を皇し，径0．3m，深さ約0．04mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図1）は土師器の蛸壷である。この柵列の詳細

な時期は解らないが，周辺の遺構の中には，8世紀の蛸壷を焼いたSKⅢ14が検出されており，この遺

構との関係でこの梯列が8世紀代に属する可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ13（第295図）

P15・16区SBⅢ85の東側で検出された柵列である。9間を検出したが，北第9間の柱間は他の柱間

に比べかなり短く，北第10柱穴はこの柵列に含まれない可能性がある。検出長12．0m，柱間は0．8～1．6

mを測るが，先に触れたが北第9間の柱間は短く0．6mを測り，主軸方位はN240Wを示す。柱穴は楕円

形を皇し，径約0．3m，深さ約0．04mを測る。この柵列は出土遺物が少ないため，詳細な時期は不明であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ14（第444図）

F15・16区で検出された柵列である。3間を検出した。検出長6．9m，柱間は2．2～2．4m，主軸方位は

N250Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．5m，深さ約0．17mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図2）は須恵器杯身底部である。高台部は，短

く断面四角形状を呈する。この柵列は出土遣物が少なく，詳細な時期は不明である。　　　（西村）

SAⅡ15（第295図）

P15区で，SAⅢ16の北端と直交して接する様に検出された柵列である。3間を検出した。検出長

5．9m，柱間は1．9～2．0m，主軸方位はN670Eを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．2m，深さ約0．09mを

測る。

この柵列の時期は，出土遺物より詳細な時期の判断がつかないが主軸方位がSAⅢ14と類似し，この

柵列に類似した時期と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ16（第295・444図）

F15区で，SAⅢ15の東端と直交して接する様に検出された柵列である。5間を検出したが，検出長

11．5m，柱間は1．5～3．4m，主軸方位はN260Wを示す。柱穴は円形あるいは楕円形状を皇し，径約0．5

m，深さ約0．19mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの3点を抽出した。（第444図3・4）は土師器の椀である。（5）は瓦器椀

の底部である。高台部は短く，端部は平坦に仕上げている。出土遺物よりこの梯列の時期は13世紀後半

前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ17（第242図）

F15区で，SBⅢ90の西側柱より北え延長する形で検出された。西側柱北第1柱穴を含み2間を検出

した。検出長4．4m，柱間は約2．2m，主軸方位はN270Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．4m，深さ

約0．11mを測る。

なお，この柵列はSBⅢ90の付属施設と考えられ，時期的にも建物と同時期であろう。この柵列は，
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建物に伴う塀のようなものかもしれない。 （西村）

SAⅡ18（第295・444図）

F15区SAⅢ17の東側，SBⅢ90と切り合う形で検出された梯列である。4間を検出した。検出長

8．7m，柱間は不揃いで1．8～2．5m，主軸方位はN270Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．5m，深さ約

0．15mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの4点を抽出した。（第444図6）は土師器椀の口縁部である。（7～9）は

瓦器椀の口縁部である。端部はいずれも丸く仕上げ，（8）の内面にはミガキが認められる。出土遺物よ

りこの棟列は，12・13世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ19（第295図）

E15区で検出した梯列で，SBⅢ91と切り合い関係にある。方位等の共通性から，SBⅢ92・93に付

帯する柵列と考えられる。7柱穴からなり，6間分を検出した。検出長9．9m，柱間は1．3～2．0m，主軸

方位はN31Owを示す。柱穴は円形を皇し，径0．26m，深さ約0．10mを測る。　　　　　　（藤好）

SAⅡ23（第444図）

F13・14区SBⅢ100の東側で検出された柵列である。4間を検出した。検出長4．0m，柱間は0．9～

1．2m，主軸方位はN300Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．3m，深さ約0．20mを測る。北第5柱穴に

は根石が検出された。

出土遺物中で図化出来るもの3点を抽出した。（第444図10）は土師器の小皿である。底部はへラ切り

後ナデを施し，平坦に仕上げる。口縁部は短く立ち上がる。（11・12）は底部を欠く瓦器椀である。休部

は内湾し端部は丸く仕上げている。出土遺物よりこの柵列の時期は，13世紀前後であろう。（西村）

SAⅡ27（第251図）

ElO区で検出した梯列で，SBⅢ123の北に位置し，付帯する棟列と考えられる。3柱穴からなり，2

間分を検出した。検出長5．8m，柱間は2．7～3．1m，主軸方位はN460Eを示す。柱穴は円形を皇し，径

約0．32m，深さ約0．1mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ28（第295図）

E9区で検出された柵列である。3間を検出した。検出長5．0m，柱間は不揃いで1．4～2．0m，主軸方

位はN230Wを示す。柱穴は円形を皇し，径約0．4m，深さ約0．27mを測る。出土遺物よりこの棟列の

詳細な時期の判断が出来ないが，西側に隣接して存在するSBⅢ137と主軸方位が類似しこの建物の時

期に近い時期が考えられ，7世紀前後に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ29（第296図）

F9区SBⅢ113・SHⅢ40と切り合う形で検出された柵列である。北第3柱穴はSHⅢ40の壁溝

を切り込んいる。5間を検出した。検出長9．4m，柱間は不揃いで1．3～2．7m，主軸方位はN160Wを示

す。柱穴は円形を皇し，径0．4m，深さ約0．19mを測る。出土遺物より詳細な時期の判断が付かないが，

切り合いより少なくとも6世紀後菓以降である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ31（第444図）

P8区SHⅢ52・SBⅢ24を切り込む形で検出された柵列である。4間を検出した。検出長7．0m，柱

間は約1．6～1．9m，主軸方位はN650Eを示す。柱穴は円形及び不整円形を皇し，径0・6m，深さ約

0．17mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図13）は口縁部を欠く土師器椀である。出土遣
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物よりこの建物の時期は，中世以降であろう。 （西村）

SAⅡ33（第444図）

D8区で検出された柵列である。3間を検出したが，検出長4．3m，柱間は1．3～1．6m，主軸方位はN

60Wを示す。柱穴は円形及び隅丸方形を皇し，径約0．5m，深さ約0．20mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図14）は鉦を欠く須恵器の杯蓋である。天井部

は平坦で体部よりなだらかに口縁部に続く。出土遺物よりこの柵列の時期は，8世紀前後である。

（西村）

SAⅡ34（第280・444図）

D・E8区SBⅢ259の北側で検出された棟列である。SBⅢ259北側柱列に概ね主軸を合わせ5間を

検出した。検出長7．5m，柱間は不揃いで0．8～1．8m，主軸方位はN71OEを示す。柱穴は円形及び不整

円形を皇し，径約0．6m，深さ約0．16mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの4点を抽出した。（第444図15）は土師器杯である。体部は内湾し口縁に

続く，口綾部は尖り気味に丸く仕上げている。休部外面にミガキ，内面に放射暗紋が認められる。（16）

は土師器皿の口綾部である。休部は内湾し口綾部に続く。口縁部は丸く仕上げている。外面にミガキ，・

内面に放射暗紋が認められる。（17）は土師器高杯の脚部である。（18）は底部を欠く須恵器の杯である。

出土遺物よりこの榔列は，概ね7世紀以降であろう。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ35（第444図）

D7区で検出された柵列である。3間を検出した。検出長6．0m，柱間は1．9～2．2m，主軸方位はN

630Eを示す。柱穴は円形を皇し，径0．5m，深さ約0．29mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの4点を抽出した。（第444図19）は土師器杯である。（20）は黒色土器椀の

口縁部である。端部は丸く仕上げ，内外面にはミガキが顕著である。（21）は口綾部を欠く須恵器の杯で

ある。底部は平坦で，休部は直線状に外上方に延びる。内面には火樺きが認められる。出土遺物よりこ

の柵列は，概ね10・11世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ36（第296・444図）

D7区で検出した柵列で，第4徴高地の東端部の斜面に面した位置にある。4柱穴からなり，3間分

を検出した。検出長7．0m，柱間は2．1～2．7m，主軸方位はN240Wを示す。柱穴は円形を皇し，径

0・55m，深さ約0・15mを測る。柱穴から，須恵器の皿，土師器杯等が出土した。（第444図22～25）時期

は出土遺物より，11世紀前後に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SAⅡ37（第444図）

F7区で検出した柵列である。4柱穴からなり，3間分を検出した。検出長7．5m，柱間は2．0～2．8

m，主軸方位はN660Eを示す。柱穴は円形を皇し，径0．42m・深さ約0．29mを測る。　　（藤好）

SAⅡ39

H3～5区で検出した棟列で，SBⅢ280を切る。第4徴高地の南部で，平安期以降の条里坪界線上に

のる溝SI）Ⅲ75の東側を，平行して延びる柵列である。33間分を検出した。検出長34．0m，柱間は平均

して0・6m程で，主軸方位はN320Wを示す。柱穴は円形を基本形として，重複もしくは抜き取りのため

中央部が狭くなった長円形を呈するものが多い。遺物の出土は見られないが，SDⅢ75と同時併存であ

ることは間違いなく，建物ではSBⅢ281～283等と伴うと考えられる。径0．1～0．4m，深さ約0．1mを測

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SAⅡ41（第444図）

K7・8区SBⅢ190の西側柱より北へ延長する形で検出された柵列である。SBⅢ190の西側柱列北

第1柱穴を含めて2間を検出した。検出長6．2m，柱間は2．9～3．3m，主軸方位はN31Owを示す。柱穴

は楕円形及び不整円形を皇し，径約0．8m，深さ約0．22mを測る。なお，この柵列の配置状の特徴よりS

BⅢ190の付属施設と考えられる。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図29）瓦質の椀であり，西村遺跡出土のものと

同質のものである。出土遺物よりこの梯列の詳細な時期は解らないが，建物の時期と同時期と考え概ね

12世紀以降であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ42（第444図）

J8区で検出された柵列である。3間を検出したが，検出長5．5m，柱間は1．6～2．2m，主軸方位はN

270Wを示す。柱穴は円形及び楕円形を皇し，径約0．5m，深さ約0．02mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図30）は底部を欠く黒色土器椀である。体部は

内湾し口綾部に至る。内外面にはミガキが顕著である。出土遺物よりこの柵列の時期は，概ね11世紀前

後に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ46（第444図）

I7区SBⅢ194の東側で検出された柵列である。3間を検出した。検出長7．1m，柱間は1．9～2・8

m，主軸方位はN230Wを示す。柱穴は方形を皇し，径約0．3m，深さ約0．09mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第444図31）は内黒の黒色土器椀の底部である。高台

部は尖り気味に延び，内面にはミガキが顕著である。出土遺物よりこの柵列の時期は，概ね12世紀前後

に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SAⅡ48（第296図）

I6区SBⅢ201の西側で検出された柵列である。3間を検出した。検出長5．8m，柱間は1・8～2・O

m，主軸方位はN250Wを示す。柱穴は円形及び不整円を皇し，径約0．5m，深さ約0・10mを測る。

図化できる遺物はないが，出土遺物よりこの梯列の時期は，10・11世紀前後であろう。　（西村）

SAⅡ50（第297・444・445図　図版148・198　SA8701）

I3・4区SBⅢ290・291の西側で検出されたSBⅢ289・290・291等の建物に伴う，規模の大きな

柵列である。13間を検出し串。この柵列の西側には柵列に伴う，雨落溝SI）Ⅲ166を検出した0また北

第8柱穴はSBⅢ288の柱穴を切っている。そのための槻列がSBⅢ288より後出することが理解できる。

検出長31．3m，柱間は2．3～2．6m，主軸方位はN180Wを示す。柱穴は隅丸方形を皇し，径平均0・7m

・深平均0．44mを測る。柱痕は北第12柱穴を除く全ての柱穴で確認された。哩土は灰色砂質土系である。

出土遺物中で図化出来るもの3点を抽出した。（第444図32，第445図1）は土師器賓である。（32）は

SAⅢ50より出土した土師器把手付の賓である。体部中央部に把手が付き，口縁部は外上方に延びる。

（第445図2）は土師器皿である。底部は比較的歪で，体部は内湾して口綾部に至る。口縁端部は尖り気

味に丸く仕上げている。内外面ともにへラミガキが顕著である。（3）は天井部を欠く6世紀末ないし7

世紀初頭の須恵器杯蓋である。

SAⅢ50はSBⅢ290・291と主軸方位を合わせ，また，南に向っての延長線は，SBⅢ293の妻柱列の

軸線方向と符合する。そのためこれらの建物とSAⅢ50は同時併存の可能性が高く，概ね7世紀初頭前

後の時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）
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SAⅡ51（第291・445図）

H2区SBⅢ293の南側柱列より東へ延長する形で検出された柵列である。SBⅢ293の南側柱列東第

1柱穴を含めて4間を検出した。検出長8．0m，柱間は1．6～2．2m，主軸方位はN670Eを示す。柱穴形

態は東第1・2柱穴と東第3・4柱穴とで形態・規模が異なる。東第1・2柱穴の形態及び規模はSB

Ⅲ293の柱穴に類似し隅丸方形を皇し，径1．1m，深さ約0．59mを測る。東第3・4柱穴は小形の円形を

望し，径0．5m・深さ約0．23mを測る。哩土は灰褐色系の粘質土である。この柵列は，建物の付属施設で

あるが，柱穴の特徴より一概に梯列あるいは券とするには躊躇する。そのため，具体的にどのような形

状のものかは，今後の検討課題として残される。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第445図4）は底部を欠く土師器の皿である。休部は

内湾し口綾部に至る。口縁端部はわずかに外上方に捻り上げ，尖り気味に仕上げている。この棟列は，

建物と同時期と考え，7世紀初頭前後に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　（西村）

5．ビット

SPⅡ01（第415・445図）

FlO区で検出された柱穴である。周囲には掘立柱建物が隣接LSBⅢ132の棟持柱により切り込まれ

ている。平面形は楕円形状を皇し，径約0．7m，深さ0．25mを測る。

SPⅢ01の出土遺物中1点を抽出した。（第445図5）は8世紀後薬の須恵器杯身である。高台部は屈

曲点の側に短く付き，断面四角形状である。休部は外上方に直線状に延びる。　　　　　　　（西村）

SPⅡ02（第445図）

FlO区で検出された柱穴である。周囲には掘立柱建物が隣接しこのピットは，SBⅢ132の柱穴を切

り込んでいる。平面形は円形を皇し，径約0．5m，深さ0．32mを測る。哩土は灰褐色砂質土である。

SPⅢ02の出土遺物中1点を抽出した。（第445図6）は8世紀後半の須恵器の皿である。底部はへラ

切りで平坦に仕上げ，休部は外上方に開き気味に短く延びる。　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ03（第445図）

ElO区で検出された柱穴である。周囲には掘立柱建物が隣接しこのピットは，SBⅢ137と切り合い

を持つ。平面形は円形を想定でき，径約0．6mを測る。哩土は灰褐色砂である。

SPⅢ03の出土遺物中1点を抽出した。（第445図7）は底部を欠く6・7世紀代の土師器の土鍋であ

る。体部は丸味を持ち，口綾部は外湾気味に開き端部は平坦に仕上げ，上下に肥厚する。内外面にノ、ケ

が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ04（第415・445図）

F9区で検出された柱穴である。周囲には掘立柱建物が隣接しこのピットは，SkⅢ27と切り合いを

持つ。平面形は円形を皇し，径約0．6m，深さ0．16mを測る。

SPⅢ04の出土遺物中2点を抽出した。（第445図8・9）は底部を欠く7世紀代の土師器皿である。

休部は丸味を持ち，口縁端部に続く。外面にはへラミガキが認められ，（9）の内面には放射暗紋が確認

できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ05（第415・445図）

F8区で検出した。竪穴住居SHⅢ48と重複する。平面形楕円形で約0．8×0．4mを測り，深さ0．1mで

柱穴と見るには躊躇する程度の掘り込みである。ただし本地点は竪穴住居その他も著しい削平を受けて
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残りが悪く，本遺構も同様に激しく削られた柱穴残欠の可能性は残る。土師器皿2，同杯1を出土した。

（大久保）

SPⅡ06（第445図）

I8区で検出された柱穴である。平面形は円形を皇し，径約0．4m，深さ0．14mを測る。哩土は黄茶褐

色土である。

SPⅢ06の出土遺物中1点を抽出した。（第445図13）は11・12世紀前後の土師質の羽釜である。底部

は丸底で，わずかに内湾し口縁端部に至る。鍔は口縁端部よりわずか下方に付く。外面には荒いパケ，

内面には指ナデ及び板ナデを施している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ07（第445図）

H7区で検出した。堀立柱建物SBⅢ204内に位置し，その東列北2穴の横に接してこれとはぼ同規模

を持つ。平面形は円形で径0．3m，深さ0．1mを測る小規模な柱穴である。完形の須恵器杯1を出土した。

（大久保）

SPⅡ08（第445図）

G8区で検出した。掘立柱建物SBⅢ221西列北2穴に接する。平面形楕円形で約0．6×0．4mを測る。

平高台を持つ土師質杯1を出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SPⅡ09（第445図）

F7区で検出した。平面形不整三角形を皇し長径0．9m，短径0．6m，深さ0．2mを測る。柱穴とするに

はやや躊躇する程度の規模を持つ。土師器杯1を出土した。　　　　　　　　　　　　（大久保）

SPⅡ10（第446図）

F8区で検出した。溝SI）Ⅲ95のすぐ南側に位置し，別の柱穴と切り合う。平面形円形で径0．4m程の

比較的小規模なものである。ほぼ完形の土師質平高台杯1，同杯1その外を出土した。　（大久保）

SPⅡ11（第446図）

F7区で検出した。平面形円形を皇し径0．3mの小規模な柱穴である。線粕椀小片が出土した。

（大久保）

SPⅡ12（第446図）

E7区で検出された柱穴である。周囲には掘立柱建物が隣接し，このピットはSBⅢ262を切り込ん

でいる。平面形は円形を皇し，径約0．3m，深さ0．29mを測る。

SPⅢ12の出土遺物中2点を抽出した。（第446図6・7）は8世紀後半の須恵器皿である。底部はへ

ラ切りで平坦である。休部は外上方に延びる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ13（第446図）

D8区で検出された柱穴である。西側には隣接してSBⅢ259の東妻列の棟持柱がある。平面形は円

形を皇し，径約0．3m，深さ0．14mを測る。哩土は黒灰褐色粘質土である。

SPⅢ13の出土遺物中1点を抽出した。（第446図8）は8世紀前半の土師器皿である。休部は底部よ

り丸味を持って続き口縁端部は玉縁状に肥厚する。外面下半部にへラミガキ，内面には放射暗紋を施し

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ14（第446図）

D7区で検出された柱穴である。SBⅢ260と切り合い関係にある。平面形は楕円形状を皇し，径約

0．6m，深さ0．28mを測る。哩土は暗灰色砂質土である。
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SPⅢ14の出土遺物中1点を抽出した。（第446図9）は8世紀後半の須恵器皿である。底部はへラ切

りを施し平坦に仕上げる。体部は外反し端部は尖り気味に丸く仕上げる。　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ15（第446図）

J6区で検出された柱穴である。SBⅢ195と切り合い関係にある。平面形は円形を皇し，径約0．5m

を測る。哩土は暗茶灰色砂質土である。

SPⅢ15の出土遺物中1点を抽出した。（第446図10）は11世紀前後の口縁部を欠く土師質の杯である。

底部はへラ切り後ナデを施し平坦に仕上げている。休部は直線状に延びる。　　　　　　　　（西村）

SPⅡ16（第446図）

I7区で検出された柱穴である。SBⅢ197と切り合い関係にある。平面形は不整円形を皇し，径約

0．4m，深さ0．17mを測る。哩土は茶褐色土である。

SPⅢ16の出土遺物中6点を抽出した。いずれも中世の時期に当る資料である。（第446図11・12）は

土師質の杯である。（12）の底部は平坦で，底部より体部に掛けては丸味を持て口縁部に至る。底部外面

はへラ切りを施す。（第446図13～16）は土師質の小皿である。底部はへラ切りを施し平坦に仕上げる。

体部は短く直線気味に延びる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ17（第446図）

I7区で検出された柱穴である。SBⅢ197と切り合い関係にある。平面形は円形を皇し，径約0．3

m，深さ0．10mを測る。哩土は黄灰褐色土である。

SPⅢ17の出土遺物中1点を抽出した。（第446図17）は中世の土師質の小皿である。内・外面に指頭

痕を顕著に残す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ18（第446図）

G7区で検出した。SI）Ⅲ136のすぐ南側に位置する。平面形楕円形で約0．6×0．4mを測り，別の柱穴

と一部で切り合う。ほぼ完形の土師質小皿3，同杯1がまとまって出土した。　　　　　　（大久保）

SPⅡ19（第446図）

G7区で検出した。平面形円形を皇し径0．3mの小規模な柱穴である。完形の黒色土器椀1を出土し

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SPⅡ20（第446図）

P7区で検出した，柱穴径約0．4m，深さ約0．08m前後を測る円形を呈するピットである。内部から土

師質杯3点，皿2点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ21（第446・447図）

G7区で検出した。SDⅢ135と切り合い関係にある。平面形円形を皇し径0．4mの比較的小規模な柱

穴であるが，深さ0．3mを残す。完形ないしはそれに近い土師質杯5を始め鍔付寮片などまとまった資

料を出土した。建物廃絶時の何らかの祭祀行為の可能性を示すと共に，該期の土器組成の一端を知りう

る良好な資料である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SPⅡ22（第447図）

P7区で検出した。平面形はほぼ円形を皇し径0．3mの小規模な柱穴である。完形の土師質椀1点を

出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ23（第447図）

F6区で検出した，柱穴径約0．43m，深さ約0．26m前後を測る円形を呈するピットである。内部から
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土師質土錘1点が出土した。 （藤好）

SPⅡ24（第447図）

F7区で検出した，柱穴径約0．22m，深さ約0．11m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質皿1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ25（第447図）

P7区で検出した，柱穴径約0．35m，深さ約0．03m前後を測る円形を皇するピットである。内部から

土師質杯1点，瓦質の椀1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ26（第447図）

F7区で検出した。平面形楕円形で約0．7×0．3mを測り溝SDⅢ149に約半分切られる。完形の土師

質杯1点を出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ27（第447図）

F7区で検出した，柱穴径約0．55m，深さ約0．18m前後を測る不整方形を呈するピットである。内部

から土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ28（第447図）

F7区で検出した，柱穴径約0．48m，深さ約0．15m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

須恵器高杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ29（第447図）

D7区で検出した，柱穴径約0．25m，深さ約0．18m前後を測る円形を皇するピットである。内部から

須恵器皿1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ30（第447図）

D7区で検出した，柱穴径約0．38m，深さ約0．09m前後を測る不整円形を呈するピットである。内部

から土師質杯2点，須恵質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ31（第447図）

I5区で検出された柱穴である。平面形は円形を皇し，径約0．4m，深さ0．14mを測る。哩土は茶褐色

土である。

SPⅢ31の出土遺物中1点を抽出した。（第447図14）は中世の土師質の脚台付皿である。底部中央に

穿孔が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SPⅡ32（第447図）

H6区で検出した。平面形はほぼ円形を皇し径0．2mを測る小規模な柱穴である。ほぼ完形の土師質

皿1点，同小皿1点を出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

S PⅡ33

H5区で検出した，柱穴径約0．45m，深さ約0．37m前後を測る楕円形を呈するピットである。（藤好）

SPⅡ34（第447図）

H5区で検出した，柱穴径約0．20m，深さ約0．17m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質小皿6点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPI旺35（第447図）

H5区で検出した，柱穴径約0．35m，深さ約0．09m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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SPⅡ36（第447図）

G6区で検出した，柱穴径約0．20m，深さ約0．30m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ37（第447図）

G6区で検出した，柱穴径約0．80m，深さ約0．20m前後を測る不整楕円形を呈するピットである。内

部から土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ38（第447図）

G6区で検出した，柱穴径約0．50mを測る円形を呈するピットである。内部から土師質小皿が出土し

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ40（第447図）

G5区で検出した，柱穴径約0．20m，深さ約0．20m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

緑粕陶器皿1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ41（第447図）

G5区で検出した，柱穴径約0．27m，深さ約0．37m前後を測る円形を皇するピットである。内部から

瓦質襲1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ42（第448図）

G5区で検出した，柱穴径約1．00m，深さ約0．41m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

瓦質椀1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ43（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．20m，深さ約0．17m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質小皿1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ44（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．26m，深さ約0．13m前後を測る円形を皇するピットである。内部から

土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ45（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．24m，深さ約0．12m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ46（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．70m，深さ約0．31m前後を測る不整形な形態を呈するピットである。

内部から土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ47（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．38m，深さ約0．21m前後を測る楕円形を呈するピットである。内部か

ら土師質小皿1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ48（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．24mを測る円形を呈するピットである。内部から土師質皿1点が出土

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ49（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．26m，深さ約0．35m前後を測る円形を呈するピットである。内部から
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土師質小皿1点が出土した。 （藤好）

SPⅡ50（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．28mを測る円形を呈するピットである。内部から土師質杯1点，小皿

2点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ51（第448図）

G6区で検出した，柱穴径約0．38mを測る円形を呈するピットである。内部から土師質小皿1点が出

土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ52（第448図）

F6区で検出した，柱穴径約0．30m，深さ約0．14m前後を測る楕円形を呈するピットである。内部か

ら土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ53（第448図）

F6区で検出した，柱穴径約0．26m，深さ約0．29m前後を測る円形を呈するピットである。内部から

土師質杯1点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ54（第448図）

F6区で検出した，柱穴径約0．46m，深さ約0．31m前後を測る楕円形を皇するピットである。内部か

ら土師質杯3点が出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SPⅡ55（第448図）

P6区で検出した，柱穴径約0．40mを測る楕円形を皇するピットである。内部から土師質小皿1点が

出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

6．井　戸

SEⅡ01（第298・299・448図　図版114・115　SE8601）

第1低地帯流路3に面した第2徴高地東端のE12区で検出した井戸である。本井戸は，徴高地上面よ

り一段下がった標高3．1m前後のテラス状の緩斜面部に設けられている。掘り方は隅丸方形を皇し南北

約1．8m，東西約1．5m，検出面から底まで深さ1mほどを測る。井戸枠の内法は1辺0．65mほどの正方

形を皇する。一段低い面に掘り込まれたためか，比較的浅い井戸である。井戸枠は正方形を皇するまさ

に井桁状に木材を組み上げている。枠に使用された部材は，丸材・角材・板材からなる。このうち板材

は，東西面の下部内面に土留め用に枠の組み上げ後置かれたものと上部に組まれたものだけで，その間

の枠本体には丸材と角材が使用された堅固な作りである。井戸枠は相対する枠面の部材を平行に設置

し，その上位に直交する別の枠面の部材を積み上げ，これを交互に繰り返すことで構築される。そのた

め相対する枠面の部材は類似したものを使用し，校倉造り状に決りを入れ組み上げられている。南北の

面から上面の両端に決りを入れた丸材を設置することで組み上げは始まる。北面の第1段の丸材は杭

を，また東西の枠本体の第2段目には梯子材が転用されている。枠本体は北面が丸材3本・角材2本・

板材2枚，南面が丸材4本・角材1本・板材2枚，東面は丸材4本・角材2本・板材1枚，西面は丸材

3本・角材2本・板材1枚で構成されている。前述したがその後東西面の下部に板材が据えられている。

西面の上部には厚さ3cm，幅55cmの板材が斜めに倒れ込むように残っていたが，東面・北面にも類似

した板材が存在した痕跡があり，4面とも厚手の板材が最上段に廻っていた可能性が高い。この幅55cm

ほどの板材からすると，井戸の掘り込み面より枠材は20cmほど少なくとも上位へ立ち上がっていたこと
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となる。また井戸の周囲には柱穴が確認されなかったことか

ら覆屋等の施設はなかったか可能性が高い。また井戸内から

は廃絶に伴う供献土器等は検出されなかった。　　（藤好）

SEⅡ02（第300・448図　図版202・203　SE8704）

E9区で検出された切り合った2基の井戸の内SEⅢ03に

切られている井戸である。約二分の一SEⅢ03により破壊さ

れており全体の状況は掴めなかったが，掘り方平面形は不整

形な円形を皇し上面径は約2．3m，深さ1．4mを測る。切り込

み面から約0．8m下には，三日月状のテラス面が検出された。

また，テラス面からは上位は比較的緩やかだが，下位は傾斜

が急になる。井戸枠は曲物からなり，底にSEⅢ03により約

半分破壊されていたが，一段分残っていた。曲物の内径は約

♂々

⊂＝工＝コ　′’＼14‘JT

第299図　SEⅢ01枠組概念図

0．36mを測る。

なお，SEⅢ02は当初SEⅢ03の裏込めとして掘り進めていたが，SEⅢ03と切り合いが確認できた

ため，改めて井戸として調査したものである。そのためSEⅢ03の遺物中にはSEⅢ02の遺物が幾分含

まれているものと見られる。

SEⅢ02の出土遺物中5点を抽出した。（第448図21）は8世紀の土師器の皿である。底部は平底で，

内側に凹む。休部は外上方に直線状に延び，口縁端部に至る。端部はわずかに肥厚し内側に稜を持つ。

外面にはへラミガキを顕著に施す。（第448図22）は土師器高杯の脚部である。外面にへラケズリ，内面

には指頭痕を施す。（第448図23）は土師器の襲口頸部である。頸部は緩く外反し口縁端部に至る。端部

は平坦に仕上げる。（第448図24）は土師器羽釜の口縁部である。体部より直線状に口縁端部に至り，端

部は平坦に仕上げている。鍔は口縁端部よ約2cm下方に付く。鍔は断面台形状を皇し短い。外面にパ

ケ，内面に指頭痕とハケを施す。

（第448図25）は曲物内より出土した，つまみのつく須恵器杯蓋である。内面には中央部を中心に研か

れた痕と，黒ずんだ所が観察できることより硯として使われた可能性がある。出土遺物よりSEⅢ02の

時期は8世紀の後菓前後である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SEⅡ03（第300・448・449図　図版202　SE8703）

E9区で検出された切り合った2基の井戸の内SEⅢ02を切り込んでいる井戸である。掘り方平面形

は不整形な楕円形を皇し，上面径2．2m，深さ1．4mを測る。井戸枠は石組で構築され，内径0．8mを測

る。この石組は径約0．3m前後の安山岩の角礫あるいは亜角礫を，一周10個程度で約5段程螺旋状に積

み上げている。また，部分的に拳大程度の砂岩も組み込んでいる。また，井戸枠の内側には廃絶後に石

組を破壊しながら埋め戻したらしく，多量の礫を落とし込んでいた。

SEⅢ03からは，土師器・須恵器・緑粕陶器・曲物等が出土した。これらの中より21点を抽出した。

なお，SEⅢ02の報告時に触れたが，調査時の誤りでSEⅢ03の遺物中にはSEⅢ02の遺物が幾分含ま

れているものと見られる。

（第448図26・27）は最下層より出土した土器である。（26）は口縁部と底部を欠く須恵器の壷である。

肩部は丸味を持ち頸部に続く，頸部はラッパ状に外反する。（27）は緑粕陶器椀の底部である。高台部は

突出し内側に凹む。
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1．暗褐灰色砂質土
2．暗褐茶灰色砂質土
3．礫混じり暗褐茶灰色砂質土
4．暗褐灰色粘質土
5．暗黒灰色砂混じり粘土
6．暗褐灰色礫混じり砂質土
（7より暗く，粘性強い，SEⅢ02埴土）

7．6に類似（粘性強い，SEⅢ02埴土）
8．5に類似（　　／′　　　　）
9．暗灰色砂混じり粘土

（泥土，やや線色を帯びる，SEⅢ02埴土）
10．暗黒灰色粘土
11．暗灰色砂

第300図　SEⅢ02・03平・断面図
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（第449図1～17）は上位層より出土した土器である。（1～3）は土師器の杯である。（2）は平底で

休部は外上方に直線状に延び，口縁端部に至る。端部は丸く仕上げる。（3）は底部である。底部はわず

かに突出し平坦に仕上げる。（4）は土師器椀の高台部である。（5・6）は土師器皿である。（5）は底

部に高台部を持つ。高台部は屈曲点より内側に付き短く突出する。休部は外上方に延び口縁端部は平坦

に仕上げる。（7）は土師器の羽釜の鍔である。

（8～11）は須恵器の杯である。底部は平坦で体部は外上方に，直線状に口縁端部に至り，端部は丸

く仕上げる。（8・9・11）には内・外面火樺きが認められる。（12・13）は須恵器の皿である。底部は

へラ切りの後ナデを施し平坦に仕上げる。体部は外上方に短く延び口縁端部に至る。（17）は高台の付須

恵器の皿である。（14）は須恵器杯の高台部である。（15・16）は須恵器の壷底部である。両者とも底部

に高台が付く。

（第449図18・19）は裏ごめより出土し

た土器である。（18・19）は須恵器の皿で

ある。底部はへラ切りを施し平坦に仕上げ

ている。体部は外上方に短く延び，口縁端

部に至る。端部は丸く仕上げている。

SEⅢ02からの混入遺物と考えられるもの

を除き，SEⅢ03の時期を想定すれば，9

世紀後薬より10世紀初頭前後であ蚕西村）－

SEⅡ04（第301・449～451図　図版204

SE8701）

第4微高地の南部，E・F7区で検出し

た井戸である。SBⅢ247の範囲内に納ま

るが，時期的には本井戸が後出する。掘り

方は不整円形を皇し，長軸2．1m，短軸2．0

m，深さ1．7mを測る。井戸枠は，最下部に

曲げ物を2段に重ね，その上部に4隅に杭－

状の柱を立て，西側の柱間には板材の最下

部が痕跡的に残存していた。曲げ物の直径

は65cm前後を測り，柱材の間隔は1辺75cm

の正方形を呈する。井戸枠と掘り方の間に

は，裏込めとして礫が充填されていた。ま

た井戸の上面には北東部から北に浅い不定

形の溝状の窪みが北に延びる。検出状況か

ら井戸の構造を復元すると，まず掘り方内

の最下部に，曲げ物を2段に重ね，裏込め

を施す。その上部，四隅に杭上の柱を打ち

込み，その間に幅5～10cm前後の板材を縦

に配列したもので，上部と下部では構造が

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

「I．．．i　　　　　」

第301図　SEⅢ04平・断面図
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0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

［．．1－．：　　　　　」

1．淡灰褐色粘質土
2．1に類似（部分的に砂礫混入，目が荒い）
3．褐色砂（やや粘性あり）
4．灰色弱粘質土（1～3に比べ目が細かい）
5．灰褐色粘土
6．砂礫混じり青灰色粘土（グライ層）
7．淡灰褐色粗砂
8．暗灰色粘土
9．淡灰褐色粗砂

第302図　SEⅢ05平・断面図
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第303図　SEⅢ06平・断面図



異なる。

また出土遺物では，廃絶後の供献土器等は認められず，また井戸が包含層の上面から掘り込まれてい

るため，裏込めや哩土中に土器片が多数混入していた。　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SEⅡ05（第302・451・452図　図版205　SE8702）

H6区で検出した。条里坪界溝SDⅢ75に付属する東側張り出し部の哩没後にこれを切って作られる。

掘り方平面形は略方形を皇し，二段掘りとなる。長軸1．8m，短軸1．7m，深さ1．4m以上を測る。なお本

地点では検出面下0．4mで透水層（暗灰色粗砂層）に達する。本井戸はこれを1．2m以上掘り抜いている。

井戸枠は曲物井筒，石組みからなる。掘り方下段に対応して径約0．48m，高さ0．27mの曲物2段を据

え，その上に人頭大ないしは拳大の礫を8段以上組み上げ，現状で高さ0．95mを測る。石組背後に控え

積みは見られない。本井戸は廃絶後に石組を破壊しながら埋め戻したようで，井戸枠内に多量の礫を落

ち込んでいる。遺物は若干量の土師質土器・瓦質土器及び木片を井戸枠内，裏込め土双方から検出した

が，著しい時期差は認め難い。僅かに瓦質土器椀の形態で裏込め土と井戸枠内とで微妙な差異が見られ

る程度である。使用期間は短く13世紀後半には廃絶している。

（第451図11～25）は井戸枠内下層，（第451図26～31，第452図1～4）は同上層，（5～11）は裏込め

土出土資料である。

（第451図11）は土師質杯，（12～18）は土師質小皿である。小皿には（12～15）の器高が低く体部が

非常に倭小化したタイプと（16～18）のようにやや高めのものがある。（20）は土師質で器台形を皇す

る。（21・22）は瓦質土器椀で小形化した高台を持つ。（23）は瓦質こね鉢で口綾部は弱く肥厚する。

（24）は須恵質瓶，（25）は須恵質賓で亀山焼であろう。

（第451図26・27）は土師質杯，器高が低く体部は内湾気味に開く。（28）は土師質椀，（29・30）は土

師質小皿である。（29）は体部の倭小化が著しい。（31）は土師質三足羽釜である。鍔の位置は低く突出

度は高い。（第452図1）は瓦質土器椀で高台内側に墨書があるが欠損部が大きく判読不可。（2）は瓦質

賓口綾部か。（3）は須恵質こね鉢。口縁端部は弱く摘み上げ，端面は直立する。（4）は白磁椀で黄白

色の粕をかぶり口綾部は長めの玉縁状を呈する。

（第452図5・6）は土師質椀，（8）は小皿である。（7・9）は瓦質土器椀で（7）の高台形態を見

るかぎりでは井戸枠内の瓦質土器椀よりも古い様相を示している。（10・11）は須恵質賓であ駄久保）

SEⅡ06（第303図　SE8705）

h6区の第4低地帯で検出された井戸である。掘り方平面形は不整形な円形を皇し，上面径1．3m，深

さ0．7mを測る。井戸枠は竹の編み物を使用している。内径1．0mを測る。　　　　　　　　　（西村）

7．土　坑

SKⅡ01（第304図）

H29区で検出した，長軸2．09m，短軸0．64m，深さ0．16mを測る土坑である。SAIOlを切る。平面

形は隅丸の長方形を皇し，哩土は暗褐色土である。主軸はほぼ真北を向き，南部から土師器の高台付き

の皿が出土しており，8世紀代のものである。周辺に同時期の遺構は，全く検出されていない。形状等

から土坑墓である可能性が高い。主軸方位は，第1徴高地南部の8世紀代と考えられる土坑墓群と共通

するが，地形的にみても長径が等高線と平行することから，規格性を有したものかどうか判定は困難で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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第304図　SKⅢ01平・断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　－　　‾　－　－　　　　　　　　　－　－　　－　　　　－

1．暗黄灰色粘土（Mn粒を含む）

2．灰黄色粘土（ベースに類似）　　　　　　　4．暗黄灰色粘質土（3に比べやや砂質）
3．1に類似（Mn粒と黄色粒のブロックを含む）　5．暗灰黄色粘土

第305図　SKⅢ02平・断面図

SKⅡ02（第305・452図　図版72）

K23区で検出された，長軸2．8m，短軸2．4m，深さ0．63mを測る土坑である。平面形は不整楕円形断

面形は不整逆台形状を呈する。壁面は急な傾斜で底部に到り，底部は比較的平坦であるが，二か所で浅

い落ち込みが検出できた。哩土は5層に分かれ，いずれも混在する状況で見出された。そのため人為的

に埋め戻されたものと考えられる。

SKⅢ02の出土遺物中図化できる土器及び土製品12点を抽出した。（第452図12～14）は土師質の椀で

ある。器壁は比較的厚く，休部は内湾し口綾部に至る。口縁端部は丸く仕上げるものと，平坦で内懐す

るものとがある。（15）は底部を欠く土師質の土鍋である。休部は内湾し口綾部は「く」の字状に外反す

る。口縁端部は丸く仕上げる。外面下半にミガキ，上半部に指頭痕が顕著である。内面下半で指撫で，

上半部で板ナデが認められる。（16～19）は土師質の土錘である。（20）は瓦器椀の口縁部である。内外

面ともにミガキが認められる。（21）は須恵器杯蓋の口綾部であり，混入品である。（22）は須恵器脚台

付き壷の底部である。（23）は白磁の皿底部である。出土遺物よりこの土坑の時期は，概ね12世紀頃であ
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ろう。 （西村）

SKⅡ05（第306・453図　SXSAO7）

I22区で検出した，長軸2．30m，短軸1．81m，深さ約0．3mを測る土坑である。平面形は隅丸方形を呈

する。中央東寄りの部分が1段深くなっており，そこを中心として，焼土が広がる。内部からは飯蛸用

の蛸壷の破片が多数出土した。完形の蛸壷がほとんど認められない点からすれば，蛸壷を焼き上げた窯

である可能性が高い。他にもSKⅢ08・14等，同様の遺構は第1・2徴高地で検出している。出土した

遺物からすれば8世紀代のものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ06（第307・453図）

H21区で検出した。北端が不明瞭であるが，平面形長楕円形，断面形は浅いレンズ状を皇する長軸

3．7m以上，短軸1．2m，深さ0．2mの土坑である。隣接する清SI）Ⅲとほぼ並行して真北に近い向きを持

つ。哩土は2層に分れる。少量の須恵器を出土した。

（第453図12）は須恵器杯蓋，（13・14）は須恵器杯身で共に7世紀後薬に位置付け得る。（15）は須恵

器高杯脚部である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ08（第306・453・454図　図版73　SK8601）

I21区で検出した。飯蛸壷焼成土坑である。ほぼ真北を向く溝SDⅢ25の西肩を切り込み，これと並

行する主軸方向を取る。平面形はやや同張りの長方形，断面形箱形を望し，長軸1．6m，短軸1．2m，深

さ0．24mを測る。四周の壁面に厚さ0．05m程度の粘土を貼り付け，炉壁としている。東壁を中心に半ば

崩落しているが，残存部は著しく赤変する。底面は中心部に向かって僅かに窪むが，ほぼ平坦と云える。

直上に厚く炭・灰が堆積するが底面自体は壁面のように赤変していない。土坑内では20個体以上の破損

した飯蛸壷を検出した。土坑の形状・伴出遺物から飯蛸壷の焼成施設と推定した。また規模から判断し

て一度に大量の蛸壷を焼成することは困難であろう。数十個程度のほぼ一回の使用単位程度が限界と考

えられる。

（第453図16）は本土坑内で検出した唯一の須恵器片である。須恵器杯身であろう。飯蛸壷は形態から

二群に分けることが出来る。（第453図19～21・23・24）は吊り手部がやや扁平で休部との境が不明瞭で

ある。また体部の指押さえによる凹凸が著しい。（第453図22・第454図1～12）は吊り手部が方柱状を皇

し休部との境が比較的明瞭である。また休部に残された指押さえも前者ほど顕著ではなく口縁端部は肥

厚気味に仕上げる。なお（第454図10・12）にはへラ記号が認められる。溝SI）Ⅲ25との切り合いから本

土坑の上限は8世紀前半と考えられる。また飯蛸壷の存続期間から考えて9世紀までは下らないであろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ10（第306・454図　図版73）

I20区で検出した。削平された飯蛸壷焼成土坑の残部である。壁面のすべてを失い，わずかに長軸

1．6m，短軸1．2mの範囲に赤変した底面の一部をとどめるにすぎない。残存部から判断して，本土坑で

は焼成土坑SKⅢ08と異なり，底面に薄く粘土を貼っていたらしい。またこの部分が強く焼けている点

も異なる。直上に飯蛸壷小片若干量が残っていた。

（第454図13～15）は何れも飯蛸壷体部片である。体部には指押さえを加え，口綾部は肥厚気味に仕上

げている。これら自体から時期は決し得ないが周辺の蛸壷焼成土坑の年代観から判断して8世紀代に位

置付け得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）
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1．ベース赤変

第306図　SKⅢ05・08・10・14平・断面図
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第308図　SKⅢ15平・断面図
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1．黄灰色砂質土（Mn粒を含む）
2．焼土
3．炭（焼土を少量含む）

第309図　SKⅢ17平・断面図
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1．暗灰橙褐色砂質土
2．1に類似（灰色が強い）
3．橙黄灰褐色シルト
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SKⅡ13（第454図）

D15区で検出した，長軸1．8m，短軸1．6m，深さ約0．86mを測る土坑である。平面形は円形を呈する。

Ⅲ期より後出するものである可能性もある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ14（第306・454・455図　図版116　SK8603）

H14区で検出した土坑で，北部はSDⅢ60に切られ，全体の形状が明確ではない。残存長軸1．26m，

短軸1・00m，深さ0．40mほどを測る土坑である。平面形は隅丸方形もしくは不整円形，土坑の底付近は

炭化物を多量に含み焼土も検出した。出土遺物には多量の蛸壷片があり，SKⅢ05・08と同様に，飯蛸

壷を焼いた窯と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ15（第308図）

J13区で検出された，長軸1．1m，短軸1．0m，深さ0．18mを測る土坑である。平面形は円形，断面形

は皿状を皇する。時期が解るような遺物がないため，詳細な点は不明であるが，概ね中世の範囲内のい

ずれかの時期に当るものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ16（第190図　図版124）

C12区，第3徴高地の西端に並ぶ竪穴住居群中のSHⅢ23内で検出した土坑である。SHⅢ23報文中

で記載したため省略する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ17（第309図）

Ell区で検出された，長軸0．6m以ザ・

』＼、、＼、、

上，短軸0．4m以上，深さ0．12mを測

る土坑である。約半分欠いているため

全体の状況は解らないが，平面形は方

形を呈するものと思われる。．断面形は

幅広な逆台形状を呈する。土坑底部は

平坦である。土坑内で火を焚いたもの

とみえ，壁面は焼土化し，底部からは

炭化物及び5mm大の焼土ブロックが多

量に検出できた。

時期が解るような遺物がないため，

詳細な点は不明であるが，　炭化物及

び焼土ブロックを多量に含む7世紀頃

の土坑が，この土坑の他第4徴高地上

で数基見出せるため，そのため，この

土坑は概ねこの時期に近い可能性が高

い。　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ19（第310・455図　図版206）

Ell区で検出された土坑である。土

坑西辺はSl〕Ⅲ83を切り込んでいる。

上半部が削平を受けたものとみえかな

り浅い。長軸2．0m，短軸1．9m，深さ 第311図　SKⅢ21平・断面図
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0．14mを測る。平面形は不整円形，断面形は浅い皿状を呈する。哩土は暗灰色系の砂質土である。

SKⅢ19の出土遺物中図化できる土器1点を抽出した。（第455図7）は口縁部を欠く6世紀後葉の須

恵器の越である。休部は球形を皇し，外面にはへラケズリを顕著に施している。休部中央に円孔をいれ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ21（第311・455・456図　図版206）

HlO区で検出した，長軸2．20m，短軸1．93m，深さ0．29mを測る土坑で，SDⅢ86の西側に，SKⅢ

22と並列して並ぶ。南部はSXⅣ03に切られる。平面形は方形を皇する。哩土は暗褐色系の土で，最下

層は炭化物と焼土を多量に含む。土師器片が多量に出土した。土師器用の窯である可能性が考えられる

（藤好）

SKⅡ22（第321・456図）

HlO区で検出した，長軸約2．9m，短軸約2．4m，深さ約0．31mを測る土坑で，北部はSXⅣ03に切ら

5．2。m＿l

1．黄褐色砂質土（Mn粒を含む硬質）
2．暗黄褐色砂質土
3．明茶目灰色細砂混じり砂質土

l．

（Mn粒を含むものと否なものがラミナ状を呈する）

4．淡黒褐色砂質土
5．黄褐色シルト混じり砂質土（炭化物　黒土を少量含む）
6．暗黒褐色シルト混じり粘質土（炭化物を含む）

第312図　SKⅢ22平・断面図
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れる。SKⅢ21の南に並列して位置し，両者は同時併存である可能性が高い。平面形は隅丸方形を呈す

ると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ23（第313・456図　図版207）

H9区で検出した土坑で，SHⅢ32を切る。長軸2．35m，短軸2．13m，深さ0．3mほどを測る。平面形

は隅丸方形を呈する。哩土は暗褐色系の土である。他の方形の土坑と同じく最下層は焼土層からなり，

炭化物と小量の土器片を含む。本土坑は主軸方位が概ねSI）Ⅲ86と平行しており，地形に影響されてい

るものである可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ24（第456図）

PlO区で検出された，長軸1．3m，短軸1．1m，深さ0．20mを測る土坑である。平面形は横に長い楕円

形状，断面形は幅広U字状を呈する。

SKⅢ24の出土遺物中図化できるもの1点を抽出した。（第456図15）は7世紀頃の土師器皿ないし杯

の口綾部である。底部より内湾し口綾部に至る。端部は丸く仕上げる。外面にミガキ内面に暗紋が認め

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

1・暗茶褐色粘質土混じり砂質土（黄褐色粘土ブロックを少量含む）
2．焼土（炭化物を少量含む）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

Ll．．；　　　　‥」

第313図　SKⅢ23平・断面図
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SKⅡ25（第314・456図　図版207）

ElO区で検出された，長軸1．3m，短軸0．8m，深さ0．11mを測る土坑である。平面形は楕円形，断面

形は幅広U字状を呈する。哩土は暗灰黄茶色細砂質土からなる。なお形状よりこの土坑は墓になる可能

性がある。

SKⅢ25の出土遺物中図化できるもの3点を抽出した。（第456図16）は土師器鉢である。内外面とも

に指ナデが認められる。（17・18）は6世紀後菓ないし7世紀初頭の須恵器の杯身である。たちあがりは

短く，内側に内懐する。底部はへラ切り後ナデを施している。この土坑は，出土遺物より概ね6世紀後

菓ないし7世紀初頭前後の時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ26（第315・456図　図版208）

ElO区で検出された土坑である。上半部が削平を受けたものとみえかなり浅い。長軸2．0m，短軸1・8

m，深さ0．18mを測る土坑である。平面形は不整方形，断面形は不整形な皿状を呈する。哩土は暗灰褐

色砂質土である。

SKⅢ26の出土遺物中図化できるもの4点を抽出した。（第456図19）は土師器の杯である。底部は平

坦で外面にノ、ケを施す。体部は屈曲し外上方に延び口縁部に至る。なお，底部との境にはへラケズリを

施している。口縁端部内側は浅く凹み一条の稜をなす。（20）は底部を欠く土師器の賓である。口縁部は

くの字状に外上方に延び，端部は上方に摘み上げている。休部外面はパケ，内面には指ナデが施されて

いる。（21・22）は須恵器杯である。（21）の底部は平坦，休部は外上方に直線状に延び，口縁に至る。

底部はへラ切り後ナデを施している。（22）は高台が付く杯である。高台部は底部・休部との境の屈曲点

に付き断面四角形状で短い。体部は直線状に外上方に延び，口縁端部に至る。出土遺物よりこの土坑の

時期は，概ね9世紀頃である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ27（第457図）

P9区で検出された土坑である。SBⅢ144・145と切り合い関係にありSKⅢ27は両者に切られてい

る。上半部が削平を受けたものとみえかなり浅く，長軸2．2m，短軸1．7m，深さ0．20mを測る。平面形

は不整楕円形状，断面形は浅い皿状を皇する。

SKⅢ27の出土遺物中図化できるもの6点を抽出した。（第457図1・2）は土師器の皿である。体部

は内湾し口縁部に至る。外面にはミガキを施す。（3）は土師器高杯の杯部である。小さな皿状の杯部

で，内面は暗紋，外面にはミガキ認められる。（4～6）は土師器賓である。（6）は底部を欠く土師器

賓である。休部は丸味を持ち，口縁は垂直気味に外上方に延び，端部に至る。外面は指頭痕の後パケ，

内面には指頭痕が認められる。出土遺物よりこの土坑の時期は，概ね7世紀前葉頃であろう。（西村）

SKⅡ28（第457図）

F9区で検出された，長軸2．1m，短軸1．4m，深さ0．10mを測る土坑である。SBⅢ151と切り合い関

係にあり，SBⅢ151を切っている。平面形は不整長方形状，断面形は幅広U字状を呈する。

SKⅢ28の出土遺物中図化できるもの1点を抽出した。（第457図7）は7世紀頃の底部を欠く須恵器

杯である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ29（第316・457図　図版208）　　’

E9区で検出された，長軸1．4m，短軸0：9m，深さ0．54mを測る土坑である。平面形は不整楕円形

状，断面形は不整逆台形状を呈する。壁面は途中屈曲し底部に到り，底部は丸底気味で比較的狭い。哩

土は上位層より暗灰褐色の粘質土及び明灰燈黄色砂質土からなる。
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SKⅢ29の出土遺物中図化できるもの5点を抽出した。（第457図8・9）は土師器の長賓である。

（8）は休部上半部を欠く。底部は丸底で外面にハケ，内面には指撫での後パケが施されている。口縁

部は外上方に延び，端部はわづかに上下に肥厚する。（10）は土師器の土鍋である。底部より休部にかけ

丸味を持ち，口縁部は，水平気味に折れる。口縁端部は上下に肥厚する。体部外面にはハケ及び指頭

痕，内面には板ナデを施す。（12）は須恵器杯蓋の天井部である。外面は，へラケズリを施す。出土遺物

よりこの土坑の時期は，6世紀後菓～7世紀前葉頃に当るであろう。　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ31（第457図）

D9区で検出された，長軸1．3m，短軸0．8m，深さ0．10mを測る土坑である。平面形は不整楕円形

状，断面形は幅広U字状を呈する。

SKⅢ31の出土遺物中図化できるもの

2点を抽出した。（第457図13）は土師器の

甑である。（14）は天井部を欠く，8世紀

頃の鉦付きの須恵器杯蓋である。（西村）

SKⅡ38（第317図　図版209）

J7区で検出された土坑である。上半

部が削平を受けたものとみえかなり浅い。

長軸0．9m，短軸0．5m，深さ0．06mを測

る平面形は縦長の楕円形状，断面形は浅

い皿状を呈する。なお形状よりこの土坑

は墓になる可能性がある。時期が判断で

きる資料がないため，詳細な点は解らな

いが，概ね中世前後であろう。（西村）

SKⅡ40（第457図）

J・I7区で検出された，長軸2．0m，

短軸1．3m，深さ0．40mを測る土坑であ

る。SBⅢ196と切り合い関係関係にあ

る。平面形は不整楕円形状，断面形は逆

台形状を呈する。

SKⅢ40の出土遺物中図化できるもの

1点を抽出した。（第457図15）は7世紀

頃の須恵器の杯である。底部は平底で，

休部は内湾して口綾部に至る。（西村）

SKⅡ41（第318・458図）

H7・8区で検出した。平面形略方形

を皇し長軸1．6m，短軸1．4mを測るが，

著しい削平を受けて深さは僅かにわずか

に0．10mを残すに留まる。底面はほぼ平

坦で僅かに赤変している。またそれより

号

“＼ミメイ、

1．暗灰褐色粘質土 0　　　　　　　　　　　　　1m

（炭片を多量に含む）　　　　［ユ」＿」＿」＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第318図　SKⅢ41平・断面図

1m

1．暗褐色砂質土（礫を多量に含む）
2．黒灰色粘質土
（礫を多量に含み，炭片を含む）

3．暗灰褐色砂質土（ベースに類似する）01
去：崩妄三言’；；‾、．‾′r’Ⅳり‾／し⊥⊥」＿」＿＿⊥＿＿＿」

第319図　SKⅢ42平・断面図
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僅かに浮いた部分で炭・灰の薄層が認められる。底面の状況および堆積物から判断して，中で火を用い

た可能性が高い。遺存状態は極めて悪いが，SKⅢ42・54等に類似しそれと同様の性格を持つ土坑と推

定できる。土師器長胴襲一個体および須恵器小片を出土している。

（第458図1）は土師器長胴聾で，口綾部は強く折れて直線的に開く。体部外面パケ調整，内面下半は

へラ削りを加える。（2）は須恵器杯蓋片であろう。（2）が本土坑の時期を示すとすれば6世紀末葉か

ら7世紀前葉に位置付け得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ42（第319・458・459図）

G7・8区で検出した。平面形長方形を皇し長軸2．6m，短軸1．9mを測るが，削平を受けて深さは僅

かにわずかに0．27mを残すに留まる。底面はほぼ平坦で中央部が僅かに赤変している。また僅かに浮い

た部分で炭・灰および焼土ブロックの薄層が認められる。遺存状態は極めて悪いが，本土坑もSKⅢ41

・54等に類似しそれと同様の性格を持つ土坑と推定できる。土師器では杯・高杯・小形球形賓・長胴賓

・土鍋等多様な器種を17個体を出土しているが，須恵器は僅かの小片を得たに留まる。

（第458図3・4）は土師器杯で浅いボール状を皇し口縁端部を小さく外へ摘み出す。3は内面に放射

暗文が認められる。5は土師器高杯である。（7～11）は小形球形賓である。法量はかなり近似するが調

整などで微妙な差異が認められる。（12～15）は長胴聾である。（第459図1～3）は土鍋である。調整・

形態に差異が見られる。以上の土師器は必ずしも十分に復元できなかったが大部分が完形ないしはそれ

に近い程度に復元しうるほどの破片が土坑中に残されていた。これに比して（第459図4）の製塩土器，

（5）の須恵器直口壷は僅かな部位の小片にすぎない。「混入品」的な在り方である。6世紀末葉から7

世紀前葉に位置付け得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ43（第320・459図）

G8区で検出した。溝SDⅢ93と重複しているため検出に手間取り，ややいびつになってしまった

が，本来は平面形長方形を呈すると考えられる。長軸2．5m，短軸1．9mを測り，断面形は台形状で深さ

0．69mに達する。底面は小さいがほぼ平坦で中央部が僅かに赤変している。また少し浮いた部分で炭・

灰の薄層が認められる。本土坑もSKⅢ41・42等に類似しそれらと同様の性格を持つ土坑と推定できる。

伴出遺物は若干の混入の可能性が高い須恵器小片を除けば，土鍋など土師器片ばかりであるが，この種

の土坑としては量は多くない。

（第459図6）は土師器杯で，口縁部は小さく外へ摘み出す。（7）は土鍋で体部外面パケ調整，内面

はナデ調整で仕上げる。（8）は須恵器杯蓋である。6世紀末葉から7世紀前葉に比定できる。（大久保）

SKⅡ44（第459図）

G8区で検出した。竪穴住居SHⅢ45と溝Sl〕Ⅲ93の間に位置する。平面形は円形に近く，かなり浅

い土坑である。長軸1．5m，短軸1．4m，深さ0．1mを測る。若干量の須恵器・土師器を検出している。

（第459図9）は土師器皿で外面へラ磨き，内面には放射暗文が認められる。（10）は土師器大形賓類

の口縁部（11）は小形球形賓である。（12・13）は須恵器蓋杯。立上り部が比較的高い。（9）の土師器

皿と（13）の須恵器杯身とで若干の時期差が感じられるが，大雑把に見て6世紀後葉から7世紀前葉に

位置付けられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ45（第321・459図）

G9・10区で検出した。竪穴住居SHⅢ162を切って穿たれる。平面形は比較的整った長方形を皇し

長軸2．1m，短軸1．5m，断面形は台形状で深さ0．32mを測る。底面は中央部に向かって緩く窪む。底面
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中心が僅かに赤変している。また少し浮いた部分で炭・灰の薄層が認められる。伴出遺物は若干の混入

の可能性が高い須恵器小片を除けば，土鍋など土師器片が多い。形状・内容物の点で本土坑もSKⅢ41

・42等に類似しそれと同様の性格を持つ土坑と推定できる。

（第460図，1～3）は土師器杯，（4）は片口鉢である。（5・6）は土師器土鍋，（8）は竃庇であろ

う。図化しうる程度の須恵器は検出していない。竪穴住居との切り合いから6世紀末葉以降と考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ46（第322・460図　SK8703）

G8区で検出した。平面形はややいびつな長方形を皇し，長軸2．6m，短軸2．0m，断面形は箱形で深

さ0．42mを測る。底面はほぼ平坦で北半部が弱く赤変している。哩土下層に炭・灰を多く含む。底面直

上でまとまった量の土師器を検出している。やはり須恵器は小片が認められるにすぎない。本土坑は形

状・内容物，および土師器を伴う点でSKⅢ41・42等に類似する。同様の性格を持つ土坑と推定できる。

（第460図9）は土師器杯で内外面にミガキ調整が認められる。（10・11）は土師器台付皿脚部であろ

う。（12）は長胴賓である。（13～16）は小形球形饗で法量・形態・調整ともにかなり似通っている。

（17）は弥生後期製塩土器脚部で明らかに混入品である。（18）は土師質の棒状有孔土錘である。（19）

は須恵器杯蓋，（20）は樋口縁部である。6世紀末葉から7世紀前葉に比定できる。　　　（大久保）

SKⅡ47（第461図）

G8区で検出した。溝SI）Ⅲ95のすぐ南側に位置する。平面形楕円形で断面はボール状を皇し，長軸

約1．0m，短軸約0．9m，深さ0．13mを測る。哩土は淡黒色で，比較的多くの土器小片を含む。

（第461図1）は土師質杯で全体に薄手であるが，体部に比べ底部がやや厚い。休部は僅かに内湾気味

に開く。（2）は土師質杯で平高台を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ49（第323・461図　SK8705）

F8区で検出した。平面形は略方形を呈し，長軸1．0m，短軸1．0m，深さ0．14mを測る。底面西半部

に柱沈み痕状の凹みが見られるので大形の柱穴の可能性もある。哩土中位から石製鍔帯，越州窯製青磁

椀等を出土した。

（第461図3・4）は土師質杯，薄手で休部は直線的に開く。（5）は越州窯系青磁椀で蛇の目高台。

（大久保）

SKⅡ50（第324図　SK8705）

F8区で検出した。平面形は円形を望し，長軸0．5m，短軸0．4m，深さ0．20mを測る。形状・規模か

ら見て柱穴の可能性もある。板状不明鉄製品2個が出土した。　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ51（第461図）

F8区で検出した。竪穴住居SHⅢ239の東側に位置する。ややいびつな長方形を呈する浅い土坑で

長軸3．6m以上，短軸約1．2m以上，深さ0．2mを測る。小片を中心に若干量の須恵器・土師器を出土し

た。

（第461図9）は土師器杯，（10）は高杯である。（11～15）は土師器賓類口綾部である。（17～19）の

須恵器杯身は何れも立上り部が小形化している。（22）は深めの台付椀であろう。以上の資料から見て6

世紀末葉ないしは7世紀前葉に比定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ52（第325・461図）

E・F8区で検出された，長軸2．4m，短軸2．1m，深さ0．43mを測る土坑である。平面形は不整長方
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1．暗褐色砂質土
2．黄褐色砂質土
3．黒灰色弱粘質土
4．3に類似（炭を多量に含む）
5．黒灰色砂質土

0　　　　　　　　　　1m

一　日．；　　　1

第322図　SKⅢ46平・断面図

二＼一三
－　5．40m

、．∴、

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L題．．．こ　　　　　∴二二］

第324図　SKⅢ50平・断面図

ー414－

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

11．．．ト　　　　　」

1．黒灰色砂質土（炭片含む）

2．黄褐色土混じり黒灰色砂質土

第323図　SKⅢ49平・断面図



1．暗灰褐色砂質土（1～5mmの砂粒を多く含む）
2．　　　′／　　（1～5mの砂粒を含む）
3．暗灰黒色砂質土

4．暗灰褐色砂質土（2～3mmのベースブロックを含む）

5．3に類似（炭片を含む）
6．赤茶色砂礫土（焼土化）

第325図　SKⅢ52平・断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

1．．題．i j

形，断面形は隅丸の不整台形状を呈する。壁面は急な傾斜で底部に到り，底部は比較的平坦である。土

坑内で火を焚いたものとみえ底部は焼土化し，炭化物がみられた。哩土は6層に分かれ，レンズ状に堆

積していた。なお，この土坑はSHⅢ51・52を切り込んでいる。

SKⅢ52の出土遺物中図化できるもの10点を抽出した。（第461図25・26）は土師器の椀である。（27・

28）は底部を欠く土師器の鉢である。（28）の外面にはへラケズリを施している。（30～34）は6世紀末

の須恵器杯である。（30～32）は杯蓋（33・34）は杯身である。出土遺物及び切り合いより，概ねこの土

坑の時期は，7世紀前半頃に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ54（第462図）

G7区で検出した。平面形はややいびつな長方形を皇し，長軸1．8m，短軸1．3m，断面形は箱形で深

さ0．12mを測る。底面はほぼ平坦で中央部が弱く赤変している。哩土下層に炭・灰を多く含む。須恵器

片は全く含まず，土師器片ばかりを出土した。本土坑は形状・内容物，および土師器を伴う点でSKⅢ

41・42等に類似する。同様の性格を持つ土坑と推定できる。

本土坑で検出した土師器では杯類が多く，また大形の煮沸形態を含まない点が同種の他礼とはやや異
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なる。（第462図1～4）は土師器杯で口縁端部を小さく外へ摘み出す例が多い。（4）は内面に放射暗文

が認められる。（6）は強く内懐した椀である。（10・11）の須恵器杯身は立上り部がかなり小形化して

いる。これらの資料から6世紀末葉ないし7世紀前葉に比定できる。　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ55（第462図）

G7区で検出した。SKⅢ54の南側に位置する。長楕円形を呈する浅い土坑で長軸1．3m，短軸約0．8

m，深さ0．2mを測る。少量の土器小片を出土した。

（第462図12）は唯一図化し得た資料で，小片のため断定し難いが直線的に開く土師質杯であろう。

（大久保）

SKⅡ56（第462図）

E7区で検出された，長軸1．0m，短軸0．6m，深さ0．10mを測る土坑である。平面形は不整楕円形

状，断面形は幅広U字状を呈する。

SKⅢ56の出土遺物中図化できるもの2点を抽出した。（第462図13）は土師器襲口頸部である。頸部

より外湾気味に口縁端部に至り，端部は上方につまみあげている。・内外面ともにハケを施す。（14）須恵

器壷口縁部である。端部は内側に湾曲している。時期が判断できる資料がないため，詳細な点は解らな

いが，概ね6・7世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ57（第326・462図　SK8701）

E7区で検出された土坑である。上半部が削平を受

けたものとみえかなり浅い。長軸1．3m，短軸0．9m，

深さ0．10mを測る。平面形は不整長方形，底部は平坦

である。哩土は炭を小量含む黒灰色弱粘質土である。

SKⅢ56の出土遺物中図化できるもの3点を抽出し

た。（第462図15・17）は土師器杯である。（15）は口縁

部のみ（17）は底部のみの資料である。（16）は底部を

欠く土師器椀である。　　　　　　　　　　（西村）

SKⅡ58（第462図）

G7区で検出した。ややいびつな楕円形を皇する浅

い土坑で長軸2．2m，短軸約1．0m，深さ0．3mを測る。

極少量の土器を伴う。

（第462図18）は土師器嚢類の口縁部片，（19）は甑

1．黒灰色弱粘質土
（炭を少量含む）

已

S

l．n

I

－　5．00m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

j1－1題　L i

第326図　SKⅢ57平・断面図

であろう。（20）の須恵器杯身は後継が小形化し，立上り部の倭小化も進行しており6世紀末葉ないし7

世紀初頭に比定できる資料である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SKⅡ60（第327・462図　図版209）

E7区で検出した竪穴住居SHⅢ55を切る土坑で，長軸約1．4m，短軸約0．9m，深さ約0．15mを測る。

平面形は不整円形を皇し，SDⅢ125の南への延長上に位置することから，溜り状のものである可能性

が高い。哩土は灰褐色系の砂質土である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SKⅡ61（第328・462図）

E7区で検出した隅丸方形もしくは不整円形を呈する土坑で，長軸約1．3m，短軸約1．0m，深さ約

0．24mを測る。埴土は黒灰色系の砂質土である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

「．．．．：　　　　　！

1．暗灰褐色砂質土

第327図　SKⅢ60平・断面図

1

2

3

4
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6

7

Cn

Cn
C⊃

ロ

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

‾　－　　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　－　　　－　　－　　－　　－　　－　－　－　　－　－　　　　　　　　‾　　　　　－　　　　　　　　　　－

1．黒灰色砂質土
2．1に類似（黄褐色土ブロックを含む）
3．2に類似（2より黄色が強い）
4．黄褐色土ブロック

第328図　SKⅢ61平・断面図

5　　　　　7

二∴‾

－5．50m

・二三二　　三　一

灰色粘土（茶褐色粒を少量含む）
／′　（茶褐色粒・黄茶褐色ブロックを含む）

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿1．．】i j

暗灰色粘土（茶褐色粒・黄茶色ブロックを含み，炭片を少量含む）
／′　　（茶褐色粒を含み，炭片を少量含む）

淡灰色粘土
灰色粘質土（黄茶色ブロックを含む）
暗灰色粘土（茶褐色粒・炭片を含む）

第329図　SKⅢ63平・断面図
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SKⅡ63（第329図）

H6区で検出した。平面形はややいびつな方形を皇し，長軸1．8m，短軸1．6m，断面形は箱形で深さ

0．34mを測る。底面はほぼ平坦で僅かに赤変している。哩土下層に炭・灰を含む。哩土下位から人頭大

の平石1と土師器長胴賓大形片を出土したが，やはり須恵器の大形片は含まない。本土坑も形状・内容

物の点でSKⅢ41・42等に類似する。同様の性格を持つ土坑と推定できる。　　　　　（大久保）

SKⅡ64（第462図）

I5区で検出された，長軸1．7m，短軸1．3m，深さ0．10mを測る土坑である。西辺で溝と切り合うが

前後関係は掴めなかった。断面形は幅広U字状を呈する。

SKⅢ64の出土遺物中図化できるもの2点を抽出した。（第462図32・33）は6世紀末前後の須恵器杯

である。（32）が杯蓋口縁部で（33）は杯身である。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

S KⅡ65

J4区で検出された，長軸2．7m，短軸1．0m，深さ0．12mを測る土坑である。平面形は縦に長い楕円

形，断面形は浅い皿状を皇する。哩土は2層からなる。なお，この土坑は，形状より，土墳墓になる可

能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

1．明灰褐色砂質土
2．1に類似（明灰黄褐色のベースを含む）
3．　／／　（ベースブロックを多量に含む）
4．暗灰褐色シルト
5．4に類似（ベースブロックを含む）
6．暗灰褐色粘質シルト（炭片と下部に焼土を含む）

第330図　SKⅢ66平・断面図
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SKⅡ66（第211・330・463図　図版210　SK8704）

Hl・2区で検出された土坑である。SHⅢ58と切り合い関係にある。残りが悪く前後関係は掴みず

らいがSHⅢ58が切り込んでいる可能性が高い。長軸2．1m，短軸2．0m，深さ0．43mを測る平面形は不

整形，断面形は不整逆台形状を呈する。壁面は凹凸を持ちながら底部に到り，底部は比較的平坦である。

土坑内で火を焚いたものとみえ底部は焼土化し，炭化物がみられた。哩土は7層に分かれ，レンズ状に

堆積していた。

SKⅢ66の出土遺物中図化できるもの5点を抽出した。（第463図1）は土師器椀である。形態はボー

ル状を皇し，内面には暗紋が認められる。（2・3）はボール状の形態を呈する土師器の鉢である。

（3）は口縁端部は外側に肥厚させ，外面にはへラミガキを施す。（4・5）は賓の口縁部である。出土

遺物及び切り合いより，この土坑は7世紀初頭前後に当るものと考えられる。　　　　　　　（西村）

SKⅡ67（第331・463図　図版211）

Hl区で検出された土坑である。SKⅢ

66の南に位置しSI）Ⅲ190・191に切られて

いる。長軸2．2m，短軸1．9m，深さ0．33m

を測る。平面形は不整方形，断面形は凹凸

をもった不整形な形態である。土坑内で火

を焚いたものとみえ底部は焼土化し，炭化　一

物がみられた。哩土は暗灰褐色系のシルト

である。

SKⅢ67の出土遺物中図化できるもの6

点を抽出した。（第463図6・7）は底部を

欠く土師器の椀である。（8）は土師器賓

の口綾部である。（9）は6・7世紀代の

製塩土器の口綾部である。（10・11）は6

世紀末ないし7世紀初頭の須恵器杯である。－

（10）は杯蓋の口綾部（11）は杯身の口縁

部で，たちあがりは短く内懐する。出土遺

物より，この土坑はSKⅢ66とほぼ同時期

で，6世紀末ないし7世紀初頭前後に当る

▲
／
L
l
t
＼

＼

′」

J

J

／

J∴‾

－　5．60m

＼・＼　／∴

1．暗灰褐色シルト

ものと考えられる0　　　（西村）書：1誓似漂票？孟呈妄言芸戸む）L＿＿＿1∴昔

第331図　SKⅢ67平・断面図
8．墓

STⅡ01（第332・463図　図版74・75）

J21区で検出した。平面形はいびつな長方形で北辺がやや広い。長軸1．1m，短軸0．7m，現状で深さ

0．13mの墓境を持つ。主軸はN200Eを測る。棺痕跡は確認していないが墓境形状から箱形木棺の使用

を推定しても構わないであろう。人骨は半ば土壌化した骨片少量を中央部で検出したにすぎない。墓墳

北東隅からは完形の瓦器椀一点を出土した。恐らく副葬品であろう。墓境の規模・形態から屈葬を想定

できる。また瓦器椀の出土位置から北頭位の可能性が高い。
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（第463図12）は墓境内出土の瓦器椀である。口縁部は強く開き器高は低い。高台は著しく倭小化して

いる。外面に既に暗文は施されず，内面のそれも確実に簡略化が窺える。以上の点から13世紀後半以降

に位置付け得るであろう。なお周囲に同時期の埋葬址は確認していない。第一徴高地唯一の中世墓であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ02（第333・463図　図版76）

H20・21区で検出した。溝SDⅢ31の西肩を僅かに切って穿たれ，STⅢ03に隣接する。平面形はや

やいびつな長方形で北辺が少し広がる。壁面立ち上がりは急で断面形はほぼ箱形を呈する。長軸1．7m，

短軸0．8m，現状で深さ0．34mを測る。主軸方向はN60Eとほぼ真北を向く。棺痕跡・人骨などは一切

確認できなかったが土壌形状から墓の可能性を考えている。なお周辺にこのほか該期の同様の形態・規

模を持つ土塊が集中し，ほぼ主軸方向を等しくしている。少量の土器小片を出土した。

（第463図13）は須恵器杯蓋。口縁部は小さく折れる。7世紀後葉から8世紀代に位置付けられ，本土

坑がSDⅢ24に揃えて真北を向くことと矛盾しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ03（第334・463図）

H20・21区で検出した。同様のSTⅢ02に隣接する。平面形は概ね長方形を呈するが，北端は丸く納

める。壁面立ち上がりは急で断面形はほぼ箱形を呈する。長軸2．1m，短軸0．8m，現状で深さ0．30mを

測る。主軸方向はN170Eと真北に近い。棺痕跡・人骨などは一切確認できなかったがSTⅢ02同様土

壌形状から墓の可能性を考えている。少量の土器小片を出土した。

（第463図14）は須恵器杯である。杯蓋と見成して図化したが，薄手で頂部付近まで器厚が変わらない

こと等から無台の杯身の可能性もある。杯蓋であれば7世紀前葉以前であるが杯身であれば7世紀代に

位置付け得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ04（第335・463図　図版76）

H20区で検出した。STⅢ05・06の横に並び，主軸延長方向南にSTⅢ08が位置する。平面形は長楕

円形を呈する。壁面立ち上がりは急で断面形はほぼ箱形に近い。長軸2．6m，短軸0．9m，現状で深さ

0．40mを測る。主軸方向はN120Eと真北に近い。棺痕跡・人骨などは一切確認できなかったがSTⅢ0

2同樟土壌形状から墓の可能性を考えている。少量の土器小片を出土した。

（第463図15）は土師器杯であろう。（16）は聾口綾部片である。断定はし難いが（15）の杯がひどく

薄手の作りで端部をかすかに曲げることから8世紀代に位置付け得る可能性がある。　　（大久保）

STⅡ05（第336図）

H20区で検出した。溝SDⅢ32を切って穿たれ，STⅢ04・06の横に並ぶ。平面形は長楕円形を皇す

る。長軸2．0m，短軸0．6mを測る。著しい削平を受け，深さは0．07mを残すにすぎない。主軸方向はN

120Eと真北に近い。棺痕跡・人骨などは一切確認できなかったがSTⅢ02同様土壌形状から墓の可能

性を考えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ07（第337図）

H20区で検出した。SBⅢ53と重複する。平面形は概ね長方形を呈するが，北端は丸く納める。長軸

2．0m，短軸0．8mを測る。著－しい削平を受け，深さは0．08mを残すにすぎない。主軸方向はN90Eとほ

ぼ真北を向く。棺痕跡・人骨などは一切確認できなかったがSTⅢ02同様土境形状から墓の可能性を考

えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）
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STⅡ08（第338・463図　図版76）

H20区で検出した。主軸延長方向北にSTⅢ04が位置する。平面形は長方形を呈する。壁面立ち上が

りは急で断面形はほぼ箱形に近い。長軸2．4m，短軸0．8m，現状で深さ0．30mを測る。主軸方向はN

130Eと真北に近い0棺痕跡・人骨などは一切確認できなかったがSTⅢ02同様土壌形状から墓の可能

性を考えている。少量の土器小片を出土した。

（第463図18）は土師器杯ないしは椀の口縁部。（19）は須恵器杯である。小片のため時期比定が困難

であるが7世紀以降に位置付けられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ09（第339図　図版118・119）

F14区で検出された。東側には隣接してSTⅢ10が所在する。上半部は削平により失われている。墓

境の平面形は長軸が比較的短い長方形で長軸1．2m，短軸0．9m，深さ0．12m，主軸方位N260Eを測る。

断面は幅広な逆台形状を呈する0棺床として0・3～0・7mの板状の石材を20数点平坦に敷いている。敷石

は中央部を除く外周に2段に積み上げ，周囲を若干高くしている。哩土は比較的軟質な，暗灰色砂質土

である0墓境内から副葬品は検出できなかった。人骨は四肢骨及び頭骨の一部が等が検出された。埋葬

姿勢は人骨の遺存位置・墓境規模から，北頭位の屈葬と復元できる。歯の鑑定所見から被葬者は女性

で，年令は40歳代の後半と推定されている。

出土遺物が少なく詳細な時期は判断できないが，概ね中世に当るだろう。　　　　　　（西村）

STⅡ10（第340図　図版117・118）

F14区で検出された中世の塚である。西側には隣接してSTⅢ09，北側にはSDⅢ68が所在する。墳

丘は後世の開発により周囲を削平されていて，本来の形状を保っていない。現状での墳丘の平面形は不

整形な台形状を皇し長軸3・7m，短軸3．5m，高さ0．7mを測る。墳丘は数層に別れるが，本来の盛り土は

下位層の4・5層だけで，上位層は後世に土盛されている。墳丘上には凝灰岩製の五輪塔が崩れた状態

で検出された0この五輪塔はいずれかの時点で据え直されたものと考えられる。なお，この塚に隣接す

るSTⅢ09は，位置的な点でこの塚の主体部に当る可能性が高い。

STⅢ10からの出土遺物としては4・5層中より瓦器椀の小片及び宋代の青磁片が出土したのみであ

り，詳細な時期は判断できないが，概ね中世だろう。　　　　　　　　　　　　　　（西村）

STⅡ11（第341・463図　図版212　ST8705）

G9区で検出した。平面形長楕円形を皇し，長軸1．7m，短軸0．5m，現状で深さ0．17mの墓境を持

ち，・主軸はN570Wを測る。棺痕跡は確認できなかったが墓境の両端に土師器長胴賓を内側に向けて横

倒しに据えていた。遺体の頭部・足端部をこれで覆っていたと思われる。東側の賓内では頭骨を検出し

た0半ば土壌化していたが歯は殆どすべて原位置で検出し得た。なお遺体の他の部位は残存していな

かった0埋葬姿勢は人骨遺存位置・墓墳規模から，東頭位で顔面を北に向けた伸展葬と復元できる。歯

鑑定所見から被葬者は30代女性と推定されている。副葬品は確認していない。

（第463図20）は足端部を′（21）は頭部を覆っていた長胴賓である。前者は口綾部が直線的に開き休

部には粗い縦パケを施す。後者は口径の割には器高が低い。全体に薄手で体部外面にはやや細かい縦ハ

けを加える0口縁端部は摘み上げる。10～11世紀代に位置付け得る。　　　　　　　（大久保）

STⅡ12（第342・464図　図版213　ST8704）

G7区で検出した0平面形長楕円形を皇し，長軸1・3m，短軸0．5m，現状で深さ0．10mの墓境を持

ち，主軸はN80Eを測る。棺痕跡は確認できなかったが墓境の両端に土師器長胴賓の大形片を検出し
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た。著しい削平の結果，墓境のみならずこの土器も半ば以上失われているが出土位置から，STⅢ11同

様に遺体の両端を覆うように据えられたと推定出来る。削平にもかかわらず，頭骨・四肢骨の一部を検

出し得た。また左半部の歯列をほぼ原位置で確認した。埋葬姿勢は人骨遺存位置・墓境規模から，北頭

位で顔面を東に向けた屈葬と復元できる。歯鑑定所見から被葬者は30代女性と推定されている0副葬品

は確認していない。

共に下半部を欠損するが（第464図1）は足部を，（2）は頭部を覆っていた賓である0（1）はやや長

めで僅かに内湾する厚手の口縁部を持ち，体部は指押さえを顕著に残す0（2）も同様にやや長めで内湾

気味の口縁部を持つが細かいパケ調整を加える。11～12世紀代に位置付けられる0　　　（大久保）

STⅡ13（第343図　図版214　ST8705）

F・G7区で検出した。この地点では多数の柱穴が密集しているが，本遺構はその重複するすべてを

切って穿たれている。平面形は非常に整った長方形で長軸1・7m，短軸0・6mを測る0ただし著しい削平

を被り，深さは，現状で0．09mをとどめるにすぎない0主軸はN650Wを測る0棺痕跡は確認できなかっ

たが墓境形状から推定して内部に箱形木棺を納めていたと考えられる。人骨にまで削平は及んでいた

が，ほぼ埋葬姿勢を知りうる程度には残存していた。また一部の歯列も原位置で確認した0埋葬姿勢は

人骨遺存位置から，西頭位で顔面を北に向けた伸展葬と復元できる0歯の鑑定所見から被葬者は30代男

性と推定されている。副葬品は認められなかった。　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ14（第344・464図　図版215）

D7区で検出した墓で，東部低地帯に画した斜面部に位置する0内部に棺材とかんがえられる板材が

残存する。長軸1．0m，短軸0．5m，深さ約0・10m前後を測る0平面形は小口部分が広がった隅丸の長方

形を皇する。主軸方位は，N240W前後を測り，第4微高地南部に展開する墓群と共通した方位を持つ0

内部から成人骨を検出した。頭位は北向きで，大腿骨の状況から，屈葬されたものと考えられる。副葬

品としては頭部の西側に土師器杯・皿・青磁皿等が出土した0　　　　　　　　　　　（藤好）

STⅡ15（第345図　図版216　ST8706）

J6区で検出された。上半部は削平により失われているため比較的残りが悪い。墓境の平面形は不整

形な楕円形で長軸0．8m，短軸0．6m，深さ0・10m，主軸方位N71Owを測る0断面は幅広な逆台形状を呈

する。哩土は単層で，灰黒色土である。人骨の遺存状態は悪く頭骨片の一部を残すのみである0副葬品

として墓境内の東側で，完形の和鏡及び刀子状の鉄器が検出された0和鏡は鏡面を上に向け，周囲を布

で覆っていたものか，痕跡が残っていた。頭骨片はその和鏡の上で検出された0

出土遺物が少なく詳細な時期は判断できないが，概ね中世に当るだろう0　　　　　　（西村）

STⅡ17（第346図　図版217　ST8701）

H7区で検出した。平面形長方形で長軸1．5m，短軸1・Om，現状で深さ0・15mの墓境を持つ0削平に

ょり残りは良くない。主軸はN290Eを測る。棺痕跡は確認できなかったが墓境形状から推定して内部

に箱形木棺を納めていたと考えられる。人骨の遺存状態は良くないが頭骨・四肢骨の一部を検出した0

埋葬姿勢は人骨遺存位置・墓境規模から，北頭位で顔面を西に向けた屈葬と復元できる0墓境北辺頭部

側に主軸と直交して刀子1を，西辺中央に主軸方向に短刀1を副葬している0　　　　（大久保）

STⅡ18（第347図　図版217　ST87031

H6区で検出した。平面形略方形で長軸0．8m，短軸0・7m，現状で深さ0・17mの墓境を持つ0条里坪

界溝SI）Ⅲ153の東側張り出し部に上半を削られている0人骨自体のの遺存状態は比較的良好だが削平
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0　　　　　　　　　　　　　1m

l．．．．．；　　　　1

1．黄灰色砂質土
2．暗黄灰色砂質土
3．淡灰褐色細砂（やや粘性あり）
4．灰褐色粘質土（3より粘性強く，骨片を含む）

第341図　STⅢ11平・断面図

正
1m

1．黒灰色粘質土　「Hll；　　二∃

第343図　STⅢ13平・断面図

－426－

n
5．30m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ll＿＿　　　；　　　　　＿！

第342図　STⅢ12平・断面図

0　　　　　0．5m

1．暗灰色細砂質土　L－Jlll」

第344図　STⅢ14平・断面図

1　　　度雲

0．5m

1．灰黒色土

第345図　STⅢ15平・断面図
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によるものか，頭骨その外を欠き，四肢骨・肋骨の一部を検出したにすぎない。埋葬姿勢は墓境形状・

規模から座葬と復元できる。副葬品は確認していない。SI）Ⅲ153東側張り出し部との切り合い関係か

ら，本遺構はおおよそ12C以前に比定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

STⅡ20（第348図）

G6区で検出した墓と考えられる遺構で，SBⅢ272と切り合い関係にある。長軸1．4m，短軸0．7m，

深さ0．1m前後を測る。平面形は南部がやや変形した長方形を皇し，主軸方位はN320E前後を測る。内

部から白磁・岡安窯系の青磁椀，土師器皿片等が出土したが，ただ遺構上部が削平を受けたためか，残

存状況が悪い。遺物の出土は南部に集中する傾向が認められる。頭位は，不明である。　　　（藤好）

STⅡ21（第349図　図版218）

G6区で検出した墓で，SDⅢ147・148に切られる。長軸1．6m，短軸0．8m，深さ0．1m前後を測る。

平面形は長方形を皇し，主軸方位はN540W前後を測り，東西方向を向く。西部で頭骨が出土し，頭位は

西を向く。やや浮いた状況ではあるが，飯蛸壷が出土している。　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

STⅡ22（第350図　図版218）

F6区で検出した墓である。長軸1．0m，短軸0．4m，深さ0．1m前後を測る。平面形は長円形を呈し，

主軸方位はN680W前後を測る。人骨は東部から頭骨が，西部から大腿骨が出土している。頭位周辺には

土師器の賓が伏せられた状況で出土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

9．不明遺構

SXⅡ01（第351・352図）

G29・30区で検出した遺構で，SDⅡ01の東端に一部重複するように検出した。長軸4．0m，短軸3．0

m，深さ0．6m前後を測る。検出した平面形は半円形を皇し，東半部は調査区外へ延びる。内部の堆積土

はグライ化したシルトと砂である。シルト中には砂がラミナ状に堆積する層もあり，有機物の沈殿がほ

とんど検出されなかったことからすれば，流水下での堆積が考えられる。また南部には杭を2本打ち込

んであり，土留めを目的としたものと考えられる。時期は明確ではないが，ほぼ同時期と考えられるS

DIOlの上位から8～9世紀代の遺物が出土していることと，SDⅡ01の上位には平安～鎌倉期の遺構

がのる砂質土層が堆積していることから，その間の時期の所産である。　　　　　　　　　　（藤好）

SXⅡ02（第352・464図）

H・I28区で検出した遺構で，SHI03を切り，東側はSHⅢ01に連なる。長軸2．0m，短軸1．3m，

深さ0．3m前後を測る。平面形は長円形を皇する。方位的には，SBⅢ04・05等の11世紀代の建物群と共

通する。SDⅢ01は本遺構からの排水溝と考えられ東部低地帯へ延びる。　　　　　　　　　（藤好）

SXⅡ03（第464図）

I22区で検出した鈎状に延びる溝で構成された遺構である。溝はSKⅢ05を囲んでおり，両者は関連

する可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SXⅡ04（第353・465図　図版120　SX8607）

H15区で検出した遺構である。東部が胃袋状に脹らみ，西部の溝に連なる。溝は第1徴高地と第2徴

高地を隔てる第2低地帯へ延びる。本道構内からは，東部の脹らんだ個所から飯蛸壷が多量に出土した

ほか土師器の皿等が出土している。近くには同様の箆記号を持つ蛸壷を焼いたSKⅢ14があり，関連が

考えられる。規模は溝部を含め概ね長さ約1．9m，幅約0．6m，深さ0．4m前後を測る。　　　（藤好）

－428－



已

呂

前

臣
之

（

トや

（　リ　　　　（

毒　喋　　　　ニ

′へ　悪　童　　璧

宕　笠　と＋芸
命　　n l卜　　　　臣

上空　も　蓋　　世
ミ　尋事達尋ヽ命令事尋
ら　基経把白田培い卜噌打越蟹針路
胡土日の礁更も良白田裏出
展▼→一）一）糎牒巨p一

rJ N CYつ　　　寸　　　l∫）CDlトー　00

◎

e

日
▼一一」

囲

但
誌
●

駐
▼－．l

C⊃

巨］

国
の

区
▼－」

LO
m

鮨

囲
但
誌

高
の

鯨



1

虐ゝ

讐
ヨ

1．暗赤褐色砂質土（礫を含む）
2．暗赤褐色砂質土
3．暗灰色粘土
4．3に類似
5．暗灰色粘土（礫が混ざる暗赤褐色砂質土を含む）
6．暗赤褐色多砂質土
7．5に類似

0　　　　　　　　　　1m

1．．．1；　　　！

8．6に類似
9．暗赤褐色多砂質土（暗灰色粘土を少量含む）
10．6に類似
11．3に類似
12．9に類似
13．6に類似
14．9に類似

第354図　SXⅢ08平・断面図
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一一だ二卜＼

0　　　　　　0．5m

ll11言

1．暗灰褐色細砂質土混じり黄灰褐色シルト
2．暗灰褐色細砂質土
3．黒灰色炭化物

竃　平・断面図

－　5．10m

二＝＝＝≡≡亘「

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』日日　一日　目　－i　　　　　　‥…」

1．暗灰色砂質土
2．黄褐色土混じり暗褐色弱粘質土
3．暗灰色細砂質土
4．黄褐色砂質土混じり暗灰褐色砂質土
5．暗灰褐色多砂質土

第355図　SXⅢ09平・断面図
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SDⅢ170

－5．40m

I、毎夕／‾‾‾‾‾

0　　　　　　　　0・5m

」」＿＿＿」＿＿＿」＿＿＿＿⊥」

第356図　SXⅢ10平・断面図



SXⅡ05（第382図）

G13区で検出した遺構で，SI）Ⅲ71の満底への階段状の遺構である。3段ほどに石を上面に平坦面を

そろえ，配置している。特に最下段の部分は明瞭に配石している。北側には隣接してSBⅢ99があり，

本遺構と同時併存のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SXⅡ08（第354図　図版219）

G6区で検出した遺構である。長軸4．6m，短軸1．6m，深さ1．0m前後を測る。平面形は長円形を皇

し，内部の堆積層は井戸の哩土と類似するものであり，井戸状に水が溜まっていた可能性が高い。砂礫

層中に掘り込んでおり，湧水点には達している。しかしほぼ同時期と考えられるSEⅢ05が近接するこ

とから機能的には，不明瞭なものである。中位から讃岐産の瓦器椀・畿内産の瓦器椀・土師器杯・皿・

青磁椀・白磁椀等が出土している。土師器皿には糸切り底のものを含む。　　　　　　　　（藤好）

SXⅡ09（第355・465図）

F6・7区で検出した。SI）Ⅲ149には溜り状に脹らむ個所が数個所認められ，その内SXⅢ09は，南

北に長軸を向ける長方形を皇し，長軸5m前後，短軸2．1mほど，最深部で深さ0．3m前後の規模を測る。

内部からは讃岐産の瓦器椀・土師器杯・皿が出土しており，皿の中には糸切り底のものを含んでいる。

またその東部には竃状の遺構を検出した。内部からは炭化物等に混在して，土師器羽釜片・土錘等が出

土している。竃状の遺構は，中央部で南東壁体の上部が内側に迫り出しており，出土遺物も壁体の迫り

出しより西に集中する。また遺構の底面は東側で徐々に浅くなる。こうした点からすると，竃としては

北側壁体の下部が薄すぎる難点はあるが，長方形の落ち込みと同時併存の竃である可能性が高い。周辺

には組み合わせ不明な柱穴群も多く，覆い屋的なものが存在していた可能性もある。　　　（藤好）

SXⅡ10（第356・465図）

I4区の南端部，S】〕Ⅲ170・171の合流地点の周辺で検出された。土師器賓の哩納遺構である。上半

部は削平を受け下半部しか残ってい担、。切り込み面はI3区周辺に拡がる，整地層上面より切り込ん

でいる。掘り方は土器の規格に合わせ，ほぼ同一規模で掘り込んでいる。

（第465図24）は6・7世紀の肩部を欠く土師器の賓である。休部は球体状で，外面ハケ，内面指ナデ

が顕著である。口頸部は垂直気味に端部に至る。端部はわずかに肥厚して丸い。外面下半部は指頭痕及

びハケ，内面には横方向のノ、ケを施す。この土器は概ね，6・7世紀のものであろう。　　（西村）

10．溝

SDⅡ01（第352・466図）

H28区で検出した，SXⅢ02から東に延びる溝である。SHⅡ03を切る。検出長約5m，幅約0．4m，深

さ約0．3mを測る。断面形は長方形を呈する非常に明確な形状の溝である。東部は第1低地帯に注ぎ込む

が，途中土坑状の落ち込みと交わる。内部から線粕陶器片が出土し，11世紀代のものと考えられる。（藤好）

SDⅡ02（第357・466図　図版77）

J28区からⅡ28区にかけて検出した東西方向に延びる溝である。検出長約32m，幅約0．8m，深さ約

0．4mを測る。断面形はU字形を呈する。第1徴高地北部に集中する平安時代後半期の建物群の南限を

画する溝である。方位的には概ねいわゆる条里方向と平行し，北部のSBⅢ04・05等と共通した方位を

呈する。東部ではSDⅢ03と合流するが，合流部付近で南に方位を振るが，第1微高地の縁辺部のライ

ンと直交することから，地形的な影響下で等高線と直交した結果の方位とすることができよう。本港と

－432－



SI）Ⅲ03との合流部は，テラス状の溜りを形成する。やや方向が異なるがSDⅢ05と概ね平行し，SD

Ⅲ03を介して両者が同時併存であることは確実であり，ほぼ1町の間隔を持つ点は注目される。（藤好）

SDⅡ03（第358・467～469図　図版77　SI）NAOl）

第1徴高地の北半部で検出した溝で，南北方向の方位を持つ。H23～H28にかけて検出し，途中現国

道の下部の末調査部を含む。北部では第1低地帯に面した第1微高地の東縁辺部を走る。検出長は未調

査部を含み約100m，幅約1．2m，深さ約0．3mを測る。断面形は上面の広いU字形を呈する。北部ではS

DⅢ02と交わり，南部ではSDⅢ05と合流する。中央部のH26区ではSDⅢ04と重複するが，SDⅢ04

の東部が現代の用水路で撹乱を受けており，先後関係は明瞭ではない。　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ04（第359・469図　図版78）

H26からI26区にかけて検出した溝で，南に現代の水路が平行して走り，南側の上場が撹乱を受けて

いる。検出長約25m，上面幅約10m，深さ約1．4mを測る規模の大きな溝である。本遺構は，西部ではや

や幅が広くなっており，第4低地帯に面して幅広くなった感を受ける。また市道を挟み西側に設定した

トレンチの状況でも，第4低地帯の流路9との切り合いは確認できず，同時併存である可能性が高い。

東部の第1低地帯と西部の第4低地帯を結ぶ排水もしくは用水等の機能を持つものと考えられる。本港

の溝底と東部の第1低地帯の最下部と比較すると，S】〕Ⅲ04が標高2．7m前後と約2m前後浅くなり，

低地帯がかなり哩没して時点で設けられた満と考えられる。哩土がグライ化した砂と粘質土を基本とし

ており，流水下の堆積であることを窺わせる。また本港が，第1徴高地の幅がもっとも狭くなった地

点，つまり第1低地帯と第4低地帯のもっとも近接した個所に設置されていることも，用排水的な機能

との関連を窺わせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ05（第360・470図　SDSAOl）

H21区の西北部からI23区にかけて，概ね東西方向に延びる溝である。J23区の東半は，市道の下部

となり調査をすることができなかったため，I・J23区の溝との連続性については厳密には明らかでは

ない。I・J区が削平を受け，一段低くなっているため，残存状況が悪いSDⅢ06との関連も考えられ

るが，I・J23区のSDⅢ07が本港の西部である可能性もある。検出長は市道より東で60m前後，幅約

1．2m，深さ約0．4mを測る。断面形は上面幅の広いU字形を呈する。I23区の南東隅で北にSDⅢ03が

分岐するが，分岐する個所は溜り状を呈する。本港の南には隣接してSDⅢ07がほぼ同一方向で走る。

SDⅢ07から分岐したSI）Ⅲ08を本港が切る。後述するSDⅢ07と共に，本港が走るG22～K23にかけ

ては，遺構の分布が比較的希薄な地区であり，SXⅢ01・02のように弥生時代前期の包含層が溜り状に

残る地区であることからすれば地形的には凹地状を呈していた可能性が高い。

また第1徴高地北部のSI）Ⅲ02と概ね平行して走る点は注目される。　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ06（第361・470図）

K23区よりJ23区にかけて検出した，東西方向に延びる細い溝である。検出長約11．0m，幅約0．4m，

深さ約0・2mを測る。断面形は浅いU字形を呈する。哩土は上位が灰黄色系の粘質土，下位が灰茶色系の

砂質土である。

S】〕Ⅲ06の出土遺物中図化出来るもの1点を抽出した。（第470図27）は内黒の黒色土器椀の底部であ

る。高台部は外下方に延び，端部は尖り気味に丸く仕上げている。

出土遺物が少ないため，この溝の詳細な時期は判断できないが，概ね12・13世紀前後であろう。（西村）
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SDⅡ07（第362・471図　図版78　SDSAO3・SD8601）

H22区からK23区にかけて，概ね東西方向に延びる溝である。長さは未調査の市道下部を含め70mほ

ど，幅約1．0m，深さ0．1～0．4mを測る。断面形は上面幅の広いU字形を呈する。H22区でSDⅢ08が分

岐する。本港はSDⅢ05と平行して走り，その先行する溝である。J・K23区の本港とした部分は，途

中の市道部で隔てられており，厳密には本港と同一溝と断定はできず，SI）Ⅲの05との関連も考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ08（第363・471図　SXSAO2）

H22～23区にかけて検出した南西から北東方向に延びる溝である。検出長約25m，幅約0．6m，深さ約

0．2mを測る。断面形はU字形を呈する。途中でSI）Ⅲ09が分岐し東方へ延びる。S】〕Ⅲ08の東端部は第

1低地帯と交わる。本SDⅢ08は，Sl〕Ⅲ07がSDⅢ05に移行する時点で，SI）Ⅲ03となる可能性が考

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ09（第364・472図　SXSAOl）

G・H23区検出した溝で，SDⅢ08から分岐し東へ延び，SBⅢ30を切る。東端部は第1低地帯と交

わるが，合流部は滝壷状に脹らむ。検出長約14m，幅約0．7m，深さ約0．2mを測る。本港は概ね先行す

るSBⅢ30と共通した方位を皇し，後出するSDⅢ03の方向性へと変化していく点は注目され石蕗好）

SDⅡ10（第365・472図　SDSAO6）

H・I22区で検出した概ね東西方向に延びる溝である。検出長約17m，幅約0．5m，深さ約0．1mを測

る。断面形は浅く，上面幅の広いU字形を皇する。報公的には南部に位置するSBⅢ36等の7世紀代の

掘立柱建物群と共通した方位を呈する。また時期的な先後関係からすれば，後出する溝ほど北に移動す

る傾向が認められ，凹地であった可能性が高いG22～K23にかけての地区が取り込まれていく状況が浮

かび上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ11・12（第366・472図　SDSAO2・SI）SAO7）

G23区で検出した2条の溝である。両港とも，第1低地帯が埋没し，第1微高地より1段低い現状と

ほぼ変わらなくなった時期に，徴高地の縁辺に沿って低地帯の哩土上を切って走る。検出長両溝とも25

m前後を測る。幅は東側のSDⅢ12の方が広く約1．0m，SDⅢ11は幅約0．5mほどを測る。深さは，両

港とも0．2m以下で，断面形は上面幅の広いU字形を呈する。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ13（第367・472図）

K23区の東端よりK22区に向けて，南北方向に延びる短くて浅い溝である。北端部ではSKⅢ02によ

り切られている。検出長約7．0m，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。断面形は浅いU字状を呈する。哩土

は単層で灰茶色系の粘質土である。

SI）Ⅲ06の出土遺物中図化出来るもの7点を抽出した。（第472図20）は瓦器椀の底部で混入品である。

（21～24）は土師器の賓の口頸部である。（25・26）は須恵器の杯である。（25）は6世紀後葉の杯蓋口

縁部である。（26）は7・8世紀の杯身の底部片である。

図化資料とその他の資料を含めた出土遺物より，この溝の時期は8世紀前半頃に当る。　（西村）

SDⅡ14（第368・472図　SI）SAO4）

G22区からK22区にかけて，東西方向に延びる小規模な溝である。本港はⅢ期としたが，現代の地割り

線と一致することからかなり後出するものである可能性が高い。市道下の未調査区を含め，検出長約85

m，幅約0．4m，深さ約0．3mを測る。断面形は上面幅の狭い台形状を呈する。　　　　　　（藤好）
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SDⅡ15（第369・472・473図　図版79　SI）8602）

第1徴高地の西縁辺部J21区より22区に向けて検出された，南北方向に延びる溝である。SDⅢ14・

16と切り合い関係にあり，両者に切られている。北端部より南へ約13m間はSI）Ⅲ16に上位を切られ両

者は同一方向に延びる。南端部は第4低地帯に続く。検出長約23．0m，幅約1．0m，深さ約0．3mを測る。

断面形は幅広なU字形を皇する。哩土は下位層が灰茶褐色系の砂質土，上位層が灰白色系の粘土である。

SI）Ⅲ15の出土遺物中には混入晶と考えられるものが多数あり，出土遺物は数時期に分かれる。これ

らの中より最大図化出来るもの34点を抽出した。

（第472図34～37，第473図1～6）は土師器の杯である。奈良時代のものと平安時代のもとに別れる。

（第472図34～37）は8世紀頃の資料である。（第473図1～6）は平安時代の資料である。底部はわずか

に突出し，平坦に仕上げる。体部は直線状に外上方に延びる。（第472図38・39，第473図8）は土師器皿

である。（第473図8）は高台付きの皿である。高台部は短く下方に延びる。（第473図7）は土師器椀の

高台部である。（第473図9～10）は土師器賓の口綾部である。（第473図11）は羽釜の上半部である。口

縁部は外上方に延び端部は上方に肥厚する。口縁よりわずか下方で鍔が付く。（第473図12）は高台部を

欠く内黒の黒色土器椀である。内面にはへラミガキが認められる。（第473図13・14）は6世紀後葉の須

恵器杯蓋の口縁部である。（第473図15～24）は7・8世紀の須恵器杯の資料である。（15～19）は8世紀

前後の杯蓋である。（20～24）は8・9世紀前後の杯身である。（第473図25・26）は須恵器高杯の脚部で

ある。（第473図28）は体部下半を欠く大形の須恵器の鉢である。

混入遺物を除いた出土遺物よりこの溝の時期は，概ね11・12世紀前後であろう。　　　　（西村）

SDⅡ16（第369図　図版79）

J21区で検出された。北半部ではSI）Ⅲ15の上位層を切り込んで同一方向に流れるが，途中二股に分

かれ，徴高地の縁辺部に沿う形で概ね南北方向より東に向けて延びる溝である。検出長約25．0m，幅約

0・6m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅い幅広なU字形を呈する。哩土は単層で青灰色シルトである。

なお，SI）Ⅲ16は途中未調査区があるため掴めないが，南に所在するSDⅢ17に続く可能性がある。

図化できる資料はなく詳細な時期は掴めないが，概ねS】〕Ⅲ15の時期に前後する時期が考えられ，11

・12世紀前後に当るものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ17（第473図　図版80）

西部の第4低地帯の流路2に面するJ21区で，滝壷状を呈する落ち込みを囲むように走り，南部から

落ち込み内に流れ込む溝である。東側の市道下部が未調査のため，SDⅢ16との関連は不明瞭である

が，同一溝の可能性はある。検出長約8m，幅は広い個所で約1．3m，深さ約0．1mを測る。（藤好）

SDⅡ18（第370・474図　図版80）

第4低地帯に面した第1徴高地の西端部をJ18区からJ19区にかけて，南北方向に，概ねいわゆる条

里方向と平行して走る溝である。検出長約32m，幅約0．8m，深さ約0．2mを測る。断面形は上面幅の広

いU字形を呈する。南端部は西に曲がり，後世の井戸に切られる。また南のSDⅢ19と概ね同一直線状

にのり，関連が考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ19（第371・474図）

I14区の北西部からJ18区にかけて，概ね南北方向に延びる溝である。南部は，西側の第4低地帯の

流路3と平行し，途中で概ねいわゆる条里方向と平行して北上する。南部は第2低地帯の哩土を切る。

南端部付近のJ14区では，西に支流が分岐し，第4低地帯流路1に注ぎ込む。検出長約90m，幅約1．4
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m，深さ約0．5mを測る。断面形は上面幅が広い台形状を皇する。 （藤好）

S DⅡ20・21

SDⅢ20は，J14区の中央部からK16区にかけて，第1徴高地の西側の縁辺に沿って走る溝で，SD

Ⅲ21はJ15区でやや北寄りに分岐する。両港とも哩土が類似し同時併存である可能性が高い。西北端部

は第4低地帯流路4付近で不明瞭となり，消滅する。遺物の出土を見ず，時期の否定が困難であるが哩土

的にはSDⅢ19に近い。検出長45m前後を測り，幅は両帝とも約0．4m，深さ0．2mほどを測る。（藤好）

SDⅡ24

H21区で検出した東西に延びる小満である。西延長方向に位置するSDⅢ23と本来同一の溝の可能性

がある。検出長約5m，幅約0．4m，深さ0．1mを測る。断面形は浅い皿状を呈する。哩土は単層で灰褐

色粘質土である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ25（第372・475・476図　図版81SD8603）

I20区からH21区で検出したほぼ真北に向かって直線的に延びる溝である。検出長は約28mで南北延

長部分は削平され確認できなかった。幅約1．0m，深さ0．2mを測り，断面形は「U」字形を呈する。哩

土は2層に分割できるが大差無くはぼ暗褐色を呈する砂質土である。本港はほぼ直交する流路方向を持

つSDⅢ07・10・27とともに第一徴高地中部西半の大形建物群を取り囲み，南北約63m，東西35m以上

の屋敷地を区画する。

溝からは土師器・須恵器の供膳形態を中心に主要器種を揃ネた比較的多量の遺物を出土している。ま

た円面硯片を伴う点が注目できる。（第475図1，第476図1・2）は土師器杯である。口縁端部は細く尖

らせるか僅かに内側に突出し（第476図1）では内面に暗文を持つ。（第475図3～5，第476図3）は土

師器皿である。緩やかに湾曲して短く直立する口縁部を持ち，内面には暗文を施す。（第475図2）は台

付皿脚部である。（第476図4）は小形の球形賓，（第476図5・6）は長胴賓ないしは大形の球形賓であ

ろう。（第476図7）は体部片の湾曲具合から見て把手付賓である。（第475図6）は大形の土鍋である。

（第475図7）は大形賓の口綾部直下に突出度の高い鍔を付した羽釜で，本遺跡では該期に類例は全く無

い。（第475図8）は甑口縁部。（第475図9）は竃である。筒形の体部の両側に把手を付し，全面を大き

く切り取り，突出度の高い庇を付ける。体中位には低い突帯が巡る。

（第475図10～12，第476図11・12）は須恵器杯蓋である。（第476図11）はやや低めの宝珠つまみを持

ち，内面に返りを付す。他の杯蓋よりも明らかに古い様相である。他はほぼ扁平で口縁部は小さく折

れ，扁平なボタン状のつまみを持つ。（第476図9・10）は杯蓋ないしは無台の杯身である。杯蓋ならば6

世紀代に上り得る。（第475図13～15，第476図13～15）は杯身である。（第475図13）が7世紀中葉に上る他

はほぼ7世紀後葉に比定出来る。（第476図15）は見込みにへら記号がある。（第475図15）は薄手で小片の

ため断定し難いが皿かも知れない。そうであれば8世紀代に下る可能性がある。（第475図16）は円面硯

脚部。隅丸方形ないしは楕円形の透かしを穿つ。（第476図16・17・19）は賓，（18）は壷肩部であろう。

以上の資料は概ね7世紀後葉を中心とする時期に比定出来るが，一部に7世紀中葉以前に上りあるい

は8世紀に下る例も含まれる。ほぼ本港及び関連溝によって区画される範囲の建物群の年代観と矛盾し

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ26（第81・476図）

第1徴高地上のI19・20区で検出した。SBⅢ44・45の東側，二つの建物に主軸を合わせ南北方向に

延びる不整形な溝である。位置関係よりSBⅢ44・45何れかの雨落ち溝の可能性が高い。検出長約9．5
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m，幅約0．9m，深さ約0．2mを測る。断面形は浅いレンズ状を皇する。哩土は単層で黒褐色土である。

（西村）

SDⅡ27（第373・476図　図版81SI）8606）

I19区で検出したほぼ真北に直交した方向に配される小満である。検出長約9mで検出部分西端は現

代水路により破壊される。後述するSI）Ⅲ25との関係から見て，検出部分東端付近で北に折れる可能性

がある。幅平均0．7m，深さ0．4mを測る。第一徴高地西半の大形建物群の丁度南限部分に位置し，SD

Ⅲ25とほぼ直交する方向にあることからこれとセットないしは同一の溝として建物群を区画すると考え

ている。

（第476図20）は，須恵器杯蓋でボタン状のつまみを付し口径は大きい。（21）は無台の杯で休部はか

なり丸みを帯びる。（22）は比較的高台が張る。何れも7世紀中葉から後半の特徴を示し，SDⅢ25の年

代観と矛盾しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ28（第476図）

H21区で検出した北西に延びる小港である。検出長約4mで南端をSKⅣ06に切られる。幅約0．5m，

深さ0・1mを測る。断面形は浅い皿状を呈する。哩土は単層で灰褐色粘質土である。少量の須恵器杯類を

出土している。

（第476図23）は土師器賓，外面は剥離しているが内面にはナデ調整を認める。（第476図24）は須恵器

杯蓋，口径は小さく，頂部はへラ切りのままである。（第476図25）は杯蓋で内面に返りを持つ。（第476

図26）は小形の須恵器嚢口径部，外面口径直下に低い突帯を持ち，明らかに他の土器類より古い様相を

示す。混入品か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ29（第374・477図　SD8604）

G・H21区で検出したかなり直線的に東西に延びる小満である。長約21．4mを検出した。東端付近で

SI）I04を切る。幅0．9～1．1m，深さ0．2mを測り，断面形は浅い皿状を呈する。哩土は単層で黒褐色土

である。本港は周囲に弥生後期の遺構が集中しており，その時期の遺物が多量に混入している。

（第477図1～9）は弥生後期後葉の土器で混入品である。（10～13）は須恵器杯身。立ち上がりはや

や小形化しているが底部には回転へら削りを加える。（14）は口綾部に内懐する端面を持つ。杯では古す

ぎるので壷蓋の可能性が高い。（15）は大形の脚台で透かしを穿つ。台付壷であろう。以上の資料から6

世紀後菓ないしは末葉に比定出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ30（第375図　SD8604）

H20・21区で検出した比較的直線的にほぼ真北に流れる溝である。約4m前後の間隔を保ってSl〕Ⅲ25

と並行する。長約12mを検出した。南端でSKⅢ09に，北端でSI）Ⅳ01に切られる。幅0．4m，深さ0．1m

を測り，断面形は浅い皿状を呈する。哩土は単層で黒灰色砂質土である。遺物は伴わない。（大久保）

SDⅡ31（第376・477図）

H20・21，G21区で検出した。南から約15m程は真北に近似した方向を持ち，その北側で大きく湾曲

して東に技ける。南半部では約3mの間隔をもってはぼSDⅢ30に並行する。検出長は約36mに達する。

幅0・3～0・4m，深さ0・1mを測り，断面形は浅い皿状を呈する。哩土は単層で暗灰色砂質土である。本港

も周囲に多くの弥生後期の遺構があり，大部分はそれに関わる混入資料である。

（第477図16～19）は弥生時代後期後妻の土器で混入品である。本港の時期を示す資料は（20）の杯小

片など僅かな須恵器片にすぎない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）
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SDⅡ32（第377・477・478図　SD8610）

F～I20区で検出した。大きく二箇所で折れて，折れ線状に走る溝である。東端で第一低地帯に注ぎ

込む。西端は本来的に南から延びるSDⅢ33に連続した可能性が高い。検出長は約52mに達する。幅

0．6m，深さ0．1～0．4mを測り，断面形は「U」字状を皇する。東半部の方が残りが相対的に良好であ

る。哩土は単層で黒灰色粘質土である。出土遺物の大半が弥生後期土器であるが，東半部の溝底で須恵

器蓋杯等を出土した。

（第477図21～31）は弥生後期後薬の土器で混入品である。本港の時期を示すのは（第478図1～8）

の須恵器であろう。ただしこれらは（1・2）のように5世紀代に上る可能性の高い杯蓋から（7）の

7世紀後菓以降の杯蓋までかなり時期幅がある。なお（1・2）のように5世紀代に上る資料は第一低

地帯流路2周辺で僅かに確認されているが，本港周辺を含め該期の遺構は末検出である。（大久保）

SDⅡ33（第478図　図版81）

I18・19区で検出された。南・北方向に延びる溝である。この溝の北にはSDⅢ30・31・32等の溝が

あり，いずれかの溝に続くものとみられる。かなり削平を受けているため，残りが悪い。検出長約39・O

m，幅約0．6m，深さ約0．2mを測る。哩土は単層で赤褐色の砂質土である。

SDⅢ33の出土遺物は混入品と考えられるものが大半である。これらの中より図化出来るもの2点を

抽出した。（第478図9）は賓ないし壷の口縁部である。（10）は壷の底部である。いずれも弥生時代後期

のもので混入品である。

出土遺物より溝の時期を推定する事は出来ないが，この溝が，北に位置するSI）Ⅲ30・31・32等の溝

の中でいずれかの溝に繋がっていた可能性が高いため，これらの溝とほぼ同一時期の6世紀後菓前後に

当るものと考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ36（第478図）

G21区よりF21区にかけて検出した，東西方向に延びる細い満である。SDⅣ05，SI）Ⅲ35と切り合

い関係にあり，SDⅢ35を切りSl〕Ⅳ05に切られている。なお，中間点でSI）Ⅲ37が南に派生する。検

出長約13．0m，幅約0．4m，深さ約0．1mを測る。断面形はU字形を呈する。哩土は単層で黒褐色土である。

出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出した。（第478図11）は6世紀末ないし7世紀初頭の須恵器

の杯身である。底部はへラ切り後ナデを施し，内湾して口縁部に至る。口綾部のたちあがりは短く内傾

している。出土遺物よりこの溝の時期は，6世紀末ないし7世紀初頭前後であろう。　　　（西村）

SDⅡ39（第378図　SD8616）

第2微高地の西縁辺を，第2低地帯に沿うように走る溝である。H16区からG17区にかけて検出した。

SHI30・31を切る。北端部で第2低地帯に注ぎ込む。第2徴高地南部で，同様に微高地の西縁辺をめ

ぐるSI）Ⅲ40・41のいずれかと同一溝であると考えられ，規模や方向からすればSDⅢ41の可能性が高

い。検出長約40m，幅約0．6m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅い台形状を呈する。良好な遺物は出土

していず，時期比定が困難であるが，侭にSI）Ⅲ41と同一溝であれば，SI）Ⅲ41は第2徴高地の掘立柱

建物建物群との関連が強く，SBⅢ78・80等と同一時期の可能性が高い。また上限としてはSXⅢ04●

sKⅢ14に切られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ40（第478図　S】〕8617）

本掛ま，SDⅢ41と共に第2徴高地の西南部を第2低地帯に沿うようにめぐる溝で，南部でSDⅢ41

・60に切られる。南部は第3微高地の流路と交わり，北端はH15区の北部で不明瞭となる。G13区から
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H15区にかけて検出した。約60m弱を検出し，幅約1．5m，深さ約0．1mを測る。本港は，後出するSI）

Ⅲ41と比較すれば，より地形に影響された廻り方をしている点とより微高地の西縁寄りを走ることに特

徴がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ42（第478図　図版121）

G13区からH14区にかけて，東西方向に延びる溝である。検出長約20m，幅約0．8m，深さ約0．1mを

測る。断面形は上面幅の広いU字形を呈する。SI）Ⅲ41から分岐する溝である。　　　　　　（藤好）

SDⅡ44（第479図）

第2徴高地上のF17区で検出した。SBⅢ59と主軸を合わせ南北方向に延びる溝である。位置関係よ

りSBⅢ59の雨落ち溝の可能性が高い。検出長約5．8m，幅約0．9m，深さ約0．1mを測る。断面形はU字

形を呈する。哩土は単層で黒褐色土である。

出土遺物の中で詳細な時期の解るものは少なく，図化出来るもの1点を抽出した。（第479図1）は青

磁椀の体部片である。出土遺物よりこの溝の時期は概ね中世頃であろう。　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ46（第379図）

G15・16区で検出した南北方向に延びる溝で，SI）Ⅳ11に切られる。検出長約10m，幅約0．5m，深さ

約0．1mを測る。断面形は上面幅の広いU字形を呈する。方向は第2徴高地の中心的な総柱建物である

SBⅢ65等の建物群と共通する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ47（第380・479図）

G15・16区で検出した溝である。検出長約28m，幅約0．7m，深さ約0．1mを測る。方向的には微高地

西縁を走るS］〕Ⅲ41や徴高地中央部のSI）Ⅲ46と共通した方位を持つ。　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ49（第238図）

H15で検出した東西方向の溝で，SBⅢ72の雨落ち溝と考えられる。検出長約5m，幅約0．4m，深さ

約0．1mを測る。断面形は上面幅の広いU字形を呈する。　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ51（第187図）

G15区で検出した満でSHⅢ19の周溝と考えられる。検出長約6m，幅約0．3m，深さ約0．1mを測る。

（藤好）

SDI肛52（第187図）

G15で検出した溝で，SDⅢ51と共にSHⅢ19の周溝と考えられる。SDⅢ50に連なる。検出長約8

m，幅約0．3m，深さ約0．1mを測る。本溝から排水溝と考えられるSDⅢ50が南西方向に延び，SI）Ⅲ

50は2間×2間の建物SBⅢ75に切られる。SBⅢ75がSBⅢ65等と共通した方位を呈することから，

SHⅢ19は第2微高地の掘立柱建物群より先行すると考えられる。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ54（第479図）

H14・15区で検出した南北方向の溝で，SBⅢ75の西側の雨落ち溝と考えられる。SHⅢ75の排水溝

S】〕Ⅲ50やSBⅢ77と関連の可能性が高いSI）Ⅲ55を切る。H14区からH15区にかけて，概ね南北方向

に延びる溝である。検出長約7m，幅約0．5m，深さ約0．1mを測る。　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ55（第480図）

G・H15区で検出した溝で，SBⅢ75・76に切られる。SBⅢ77・78と共通した方位を皇し，時期的

には近接したものであろう。検出長15mほど，幅約0．5m，深さ約0．1mを測る。　　　　　　（藤好）
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SDⅡ58（第480図）

G15区からH14区にかけて，北東から南西方向に延びる溝である。検出長20mほど，幅約0．5m，深さ

約0．1mを測る。SDⅢ55と重複し，先後関係が考えられるが，哩土の類似から切り合いは不明である。

（藤好）

SDⅡ60（第381・480図　図版121SI）8619）

H14区からI14区にかけて，東西方向に延びる満である。東部は，落ち込み状を皇し南部は第2低地

帯に注ぐ。SDⅢ40・41・57～59等を切る。検出長約30m，幅約2．5m，深さ約0．4mを測る。（藤好）

SDⅡ61（第480図　図版121）

I14区の第2低地帯の堆積層上面で検出した溝で，SDⅢ60から分岐し低地帯の流路と一致した方向

を持つ。検出長約10m，幅約0．5m，深さ約0．1mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ62（第480図）

H14区で検出した第2低地帯に流れ込む溝である。検出長約9m，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。

（藤好）

SDⅡ71（第382・383・481～487図　図版222～225　SD8706）

第2徴高地と第3微高地の間に位置する第3低地帯の哩没後に設けられた清である。東西方向を皇

し，第1低地帯と第4低地帯流路7を結ぶ。本港は，条里坪界線と一致するSDⅢ75と概ね直交する同

時併存のものである。D14区からL12区にかけて検出した。東部は第1低地帯に注ぎ，また西部は第4低

地帯の流路1を切り，第4低地帯の流路7に注ぐ。検出長約160m，幅4mほど，深さ約1．2mを測る。

断面形はⅤ字形を呈する。本港には概ね一致して現代の水路が走り，残存状況が悪い個所も存在した。

SDⅢ75の合流部以西は，SDⅢ75の方位と概ね直交するが，合流部以東では，第3低地帯内を走る制

約上，やや北方向にずれる。ただ合流部付近では第3低地帯の北岸に位置するのに対して東端では南岸

寄りに流路を持つなど，地形的な制約下で条里方向に合わせようとの意図が窺われる。本港は第4低地

帯流路1と第3低地帯最上層を覆う洪水砂層堆積後に営まれた清である。I2I以西第4低地帯にのる西

部と，F13以東の東部，その間の中央部の3地区に分け遺物を掲載した。　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ72（第382図）

E13区からD14区にかけて，南西から北東方向に延びる溝で，SDⅢ71から分岐した溝である。検出

長約25m，幅約2m，深さ約0．4mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ73（第487図）

D・E13区で検出した溝で，Sl〕Ⅲ72同様SI）Ⅲ71から分岐した溝である。検出長約20mほど，幅約

1．2mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ・75（第384・487～490図　SD8708）

調査区の南端から第4徴高地の北まで，徴高地の中央部を条里の坪界線とほぼ一致して南北に走る溝

で，平安期以降の下川津遺跡の方位決定の基準となると考えられる。調査対象地内を南北に走る市道に

沿う現水路とSI）Ⅲ75は概ね一致する。Gl区からI12区にかけて検出した。確認長210mほど，また幅

は現水路との重複等で確認が困難であるが約3m前後，深さ約1．3mを測る。断面形は上面幅の広いU

字形を呈する。本港の南部は調査区外へ延び，北端部はSDⅢ71と合流する。本港はSI）Ⅲ71以北へも

延びるが，合流部以北の大半が市道と現水路と重なり，調査を実施できなかったことと，合流部付近が

現在の東西水路の交差部と重複するため遺構の残存状況が悪く，延長時期を特定するデータは得られな
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かった。

また本港とは多くの東西方向の溝が交わるが，その代表的なものには南部からGl区SDⅢ78，H5

区SI）Ⅲ143・144，I6区SDⅢ76等がある。このうち，SDⅢ143・144との合流部で，本溝SDⅢ75

は西に向き，SDⅢ76との合流部で向きを本来の方位に戻し，I8区北部でまた東寄りに振り12mほど

走った後，本来の方向に向く。またHlO区北部で東寄りに振り，その後西に湾曲しながらSDⅢ71と合

流する。本遺構は必ずしも直線的に走るだけではなく途中数個所で折れ曲がる。SDⅢ143・144以北の

西部への拡張区では，本来の延長線上に細い溝が走り基準線は厳然として存在することが分かる。

（藤好）

SDⅡ76（第385・490図）

I6区のほぼ中央部で，SI）Ⅲ75より西に向けて短く派生する溝である。西端部ではSDⅢ161を

切っている。検出長約11．0m，幅約2．3m，深さ約0．4mを測る。断面形は幅の広い逆台形状を呈する。

埴土は上位層が黄灰色砂質土で，下位層が淡灰色粗砂層である。

出土遺物の中で図化出来るもの3点を抽出した。（第490図10）は土師質の杯である。底部は平坦で，

内湾気味に口縁部に至る。底部外面にはへラミガキが認められる。（11）は土師質賓の上半部である。体

部は垂直気味に口縁部に至り，口縁部はくの字状に折れ曲がり口綾部に至る。口縁部は上方につまみあ

げている。外面には縦パケ，内面には横ハケ及び板ナデを施している。（12）は須恵質椀の底部である。

出土遺物よりこの溝の時期は，概ね12世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ80（第386図）

B13区で検出した。第3徴高地北端部にあって東西に流れる。検出したのは4m程度である。幅1．5

m，深さ0．4mを測り，断面形は「Ⅴ」字状を呈する。第1低地帯上面を越えて，中世大溝SDⅢ70もし

くはそれに関わる枝溝に連続する可能性が高い。底面直上から土師質椀を出土した。ほぼ13世紀代に比

定できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ82（第387図）

Ell区よりF12区にかけて，途中北に屈曲し第3低地帯に続く溝である。北端部ではSDⅢ81を切り

込んでいる。検出長約28．0m，幅約1．1m，深さ約0．5mを測る。断面形は幅広なU字状を呈する。哩土

は灰黄色系の粘質土あるいは砂質土である。

図化出来る資料が見出せないため，出土遺物より詳細な時期を判断する事は出来ないが，この溝は6

世紀後菓～7世紀代の可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ83（第388・490～492図　図版230・231）

第4徴高地の東縁辺部のElO区周辺を画する形で検出された溝である。SDⅢ83の主軸は，概ね南北

・北西・北東3方向に分かれ，東側からみて不整台形状に配されている。そのためSDⅢ83は，北・南

・西の三方向を溝で，東を第1低地帯で画した一空間（面積592．6）を形成している。また，SDⅢ84と切

り合い関係にあり，その満を切っている。SDⅢ84はSDⅢ83とほぼ同一配置で切り合う満である。検

出長約67．0m，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。断面形は幅広な逆台形状あるいは幅広なU字状を呈する。

なお，この溝に画された空間にはSBⅢ123・124，SAⅢ27等の遺構があり，そのためこれらを画す

る目的で配された溝の可能性が高い。

出土遺物の中にはS】〕Ⅲ84からの混入と考えられる。6世紀代の資料を多量に含む。これらの中より

図化出来るもの24点を抽出した。（第490図13）は土師器の台付皿の高台部である。（第490図14～18）は
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土師器賓である。口縁部は短く垂直気味に立ち上がるものと，「く」の字状に折れ曲がるものとがある。

（18）は後者の部類で底部は丸底で，体部は丸味を帯びるが不整形である。口縁端部は玉状に肥厚する。

（19・20）は土師器磐の把手部である。（第491図1～10）は須恵器杯である。（1～6・8・10）は6世

紀後薬の杯である。（7）はつまみの付く須恵器蓋である。（11）は須恵器高杯の脚部である。（12）は底

部を欠く須恵器長頸壷である。休部は球体化し，一条の沈線を持つ。頸部は直線気味に延び，外面中央

部に一条の沈線を施している。（13～15）は須恵器の賓である。体部は球体化し，口綾部は外上方に比較

的長く延びる物（13・14）と，短く折れ曲がるもの（15）とがある。（16）は体部下半部と口縁部を欠く

須恵器鉢ないし賓である。肩は張り外面には二条の沈線を施している。

6世紀後薬の資料が混入するため，時期を決定するのは比較的難しいが，8世紀中葉～9世紀前葉前

後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ84（第388・491・492図　図版230）

SDⅢ83と同様　第4徴高地の東縁辺部のElO区周辺を画する形で検出された，SI）Ⅲ83に先行する

区画溝である。SI）Ⅲ83と切り合い関係にあり，SDⅢ83に切られている。流路方向はSDⅢ83とほぼ

同様に配されているが検出されている。検出長約44．0m，幅約0．6m，深さ約0．2mを測る。断面形は幅

広なU字形を皇する。

出土遺物の中で図化出来るもの4点を抽出した。（第491図17）は土師器の甑である。休部は外傾し口

縁部は平坦に仕上げている。外面縦パケ，内面下半部はへラケズリ上半部は横パケを施す。（18）は製塩

土器である。底部は尖り気味の丸底で，休部は丸味を帯ている。口縁部は直立し端部は丸い。休部外面

は指頭痕，口綾部外面にはタタキを施している。（第492図1）は6世紀後菓ないし7世紀初頭の須恵器

杯身である。底部は平坦で，体部は直線気味に外上方に延び，口縁部に至る。口縁部のたちあがりは短

くわずかに内儀する。（2）は須恵器の大賓の口頸部である。

（第492図3～17）はSDⅢ83・84から出土した遺物であることは確実なのだが，いずれの溝に属する

ものかものか区別が出来ない資料である。

SDⅢ84の時期は須恵器の資料より6世紀後菓ないし7世紀初頭に当るであろう。　　　（西村）

SDⅡ87（第492図）

SDⅢ86より派生し，Hll区よりGll区に向け第3低地帯沿いに北東方向に延びる溝である。SDⅢ

101と切り合い関係にあり，切られている。検出長約30．0m，幅約0．5～2．0m，深さ約0．2mを測る。断

面　形はU字形を呈する。哩土は黒褐色系の粘土である。

SDⅢ84の出土遺物中の図化出来るもの5一点を抽出した。（第492図18）は土師器賓の口縁部である。

（19・20）は須恵器杯である。（19）は6世紀後菓ないし7世紀初頭の杯蓋である。天井部はへラ切りを

施し平坦である。休部は丸味を持ち口縁部に至る。（20）は杯蓋の可能性が高い。（21・22）は須恵器賓

の口頸部である。口縁部は外反し端部は折り返し肥厚させている。

SDⅢ87の時期は須恵器の資料より6世紀後菓ないし7世紀初頭に当るであろう。　　　（西村）

SDⅡ89（第389・473図　SI）8705）

SI）Ⅲ86より東へ派生し，HlO区よりGlO区へ東西方向に延びる細い溝である。SI）Ⅲ109と切り合

い関係にあり，その溝を切っている。なお，東端部ではSI）Ⅲ90と接続する。検出長約14・Om，幅約

0．6m，深さ約0．2mを測る。断面形はU字形を皇する。哩土は黒褐色土である。

出土遺物の中で図化出来るもの10点を抽出した。（第493図1・2）は土師器賓である。（1）は賓のロ
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綾部である。（2）は口縁部を欠く把手付きの賓である。休部は楕円形状を皇し，外面には縦パケを施

す。（4～10）は6世紀末ないし7世紀初頭の須恵器杯である。（4・5）は天井部を欠く須恵器杯蓋で

ある。体部は丸味を持って口縁部に至る。（4）は口綾部内面に一条の段を有する。（6～10）は須恵器

杯身である。（8）の杯身はたちあがりも高く，他の資料に比べて幾分古い様相を示す。

SI）Ⅲ89の時期は須恵器の資料より6世紀末ないし7世紀初頭に当るであろう。　　　　（西村）

SDⅡ90（第389図　図版232）

GlO区で検出された。東に向け内湾気味に湾曲しながら延びる細い溝である。なお，SDⅢ89と接続

している。この2つの溝は切り合いも無く，本来一つのものであろう。SBⅢ116・117と切り合い関係

にあり，両者に切られている。検出長約26．0m，幅約0．6m，深さ約0．2mを測る。断面形は幅広なU字

状を呈する。

図化出来る資料がないため，出土遺物より詳細な時期を判断する事は出来ないが，この溝と6世紀後

薬のSDⅢ89はほぼ同時期と考えられるため6世紀後葉の可能性が高い。　　　　　　　（西村）

SDⅡ93（第390・493～496図　図版233・234　SD8704）

H8区からG9区にかけて，東西方向に延びる溝である。西部でSDⅢ113等に切られる。検出長約

40m，幅約1．0m，深さ約0．4mを測る。断面形はⅤ字形を皇する。東端部で大きく北に回り込みSHⅢ

47に切られる。本港と竪穴住居SHⅢ30～36・43・45は概ね方向的に共通し，近似した時期の所産であ

る可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ94（第496図）

F8区で検出した。断続的に弧を描く3本の小港である。西側の清は長2m，中央では1．5m，東では

4・5mをそれぞれ検出した。何れも幅0．3m前後，深さ0．2m前後を測り，断面形は「U」字状を呈する。

連続する同一の溝の可能性もあるが，むしろ異なる堀立柱建物の雨落ち溝の可能性が高い。即ち西端の

満はSBⅢ164に，中央のそれはSBⅢ166に，東はSBⅢ165にそれぞれ伴うと見ることが出来る。何れ

も哩土は単層で黒灰色粘質土である。

本港に伴う遺物のうち図化しうるのは（第496図15）の小形球形襲のみである。やや粗雑な作りで多少

厚手である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ95（第391図　SI）8620）

P・G8区で検出した。S］〕Ⅲ93の東延長部分に位置し，同様にほぼ真北に直交する方向に直線的に

流れる。約28m検出し得た。東端は複数の溝と重複して不明瞭になる。幅0．6～0．8m，深さ0．2mを測

り，断面形は浅い皿状を望する。哩土は単層で黒灰色粘質土である。本来SI）Ⅲ93と同一の溝であった

可能性が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ96（第496図）

HlO区で検出したSDⅢ86に注ぎ込む小規模な溝で，検出長約1m，幅約0．2m，深さ約0．3mを測る。

（藤好）

SDⅡ97（第392図　図版235）

Hll区で検出した東西方向の溝で西端部は第4低地帯流路1に，中央部はSl〕Ⅲ98に，東端部は現水

路に切られる。検出長5m弱，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ98（第496図）

HlO・11区で検出し南北方向の溝でSl〕Ⅲ98を切る。検出長約10m，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。
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（藤好）

SDⅡ99（第496図）

I9・10区で検出した南北方向の溝で，検出長約20m弱，幅約0．3m，深さ約0．2mを測る。北端は第

4低地帯流路1に切られる。掘立柱建物SBⅢ109を切る。　　　　　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ100（第497図）

I9・10で検出した溝でSDⅢ99と平行して走り，北端部は第4低地帯流路1に切られる。検出長約

23m，幅約0．5m，深さ約0．2mを測る。断面形は幅広U字状を呈する。　　　　　　　　（藤好）

SDⅡ102（第497図）

FlO区よりFll区にかけて検出された，北西方向に延びる溝である。検出長約13・Om，幅約0・4～2・O

m，深さ約0．1mを測る。断面形はレンズ状を呈する。なお，この溝は南に位置する8世紀代のSI）Ⅲ

110・111・114等の溝と含めで微高地上を区画する溝の可能性が高い。

図化出来るような資料は見出せないため，出土遺物より詳細な時期を判断する事は出来ないが，この

溝と8世紀代のSDⅢ110・111・114はほぼ同時期と考えられるため8世紀代の可能性が高い。（西村）

SDⅡ103（第497図）

FlO区で検出された，北西方向に延びる細い溝である。SBⅢ118，SI）Ⅲ105・106と切り合い関係に

あり，これらを切っている。検出長約17．0m，幅約0．3m，深さ約0．1mを測る。断面形はU字形を呈する。

出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出した。（第497図4）は土師器皿の高台部である。高台は低

くわずかに外側に開く。

出土遺物よりこの溝の時期は，概ね8・9世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ104（第497図）

FlO区で検出された溝である。西端部より東へ約6．0m間は東西方向に延び，途中南へ短く折れる。S

DⅢ103，SKⅢ24と切り合い関係にあり，これに切られている。検出長約9．0m，幅約0・4m，深さ約

0．1mを測る。断面形はU字形を皇する。

出土遺物の中で図化出来るもの4点を抽出した。（第497図5）は土師器の皿の口縁部である。端部は

丸く仕上げ，内面には暗紋が認められる。（6）は土師器鉢の上半部である。体部は外上方に直線状に延

び，端部は丸く仕上げている。（7）は土師器賓の口縁部である。（8）は底部を欠く須恵器杯である。

体部は内湾気味に外上方に延び口縁部に至る。口縁端部は丸く仕上げる。

出土遺物よりこの溝の時期は，概ね7世紀前半前後であろう。　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ108（第393図）

GlO区よりElO区に向け，概ね東西方向に延びる細い直線状の溝である。検出長約44．5m，幅約0．3

m，深さ約0．1m，方位はN670Eを測る。遺構の切り込み面は，第3低地帯周辺域に拡がる厚さ約0・3m

前後の灰色砂質土からなる，包含層上面より切り込んでいる。なお，この方位は現在の地割り方向に類

似する。断面形は幅広なU字状を呈する。哩土は灰白色砂質土である。

出土遺物の中で，この溝の詳細な時期を判断する資料はないが，概ね中世以降である。　（西村）

SDⅡ110（第394・497　SD8721）

G・P9区で検出した。周辺の条里地割方向にほぼ適合する方向に東西に直線的に流れる溝である。

約50m検出した。概ね2m程度の間隔を保ってSDⅢ113と並行する。東端で二股に別れ，西端近くでは

直交して北に延びる溝が分流する。全域に亙って削平を受け，断面形は浅い皿状を呈している。幅0・5
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m，深さ0．1mを測る。哩土は単層で暗灰色粘質土である。

（第497図9～11）は土師器杯である。（10・11）は比較的薄手で口縁端部を内側に小さく巻き込む。

8世紀代に下る資料である。（12）は弥生後期の広口壷の可能性が高い。混入品であろう。（13～16）は

土師器賓類口縁部である。（18）は須恵器杯蓋で6世紀代に上る。（19・20）の杯蓋および（21～23）の

杯身は7世紀後菓以降に下るであろう。（24～25）は須恵器聾である。以上の資料は中心が7世紀後葉で

一部に8世紀代に下るものを含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ112（第497図）

第4微高地上のF9区で検出された。SI）Ⅲ110より分岐して北東方向に延びる細い溝である。なお，

この溝は，SHⅢ40を切り込んでいる。検出長約10．0m，幅約0．4m，深さ約0．1mを測る。断面形は幅

広なU字状を呈する。

出土遺物の中で，この溝の詳細な時期を判断する資料はないが1点抽出した。（第497図27）は6世紀

後葉の須恵器杯身である。なお，この溝の時期は，概ね8世紀前後であろう。　　　　　　（西村）

SDⅡ113（第395・498図）

G・F9区で検出した。いわゆる条里地割方向に沿って東西に直線的に走る清である。断続的に90m以

上延びるのを確認している。概ね2m程度の間隔を保ってSI）Ⅲ110と並行する。西端で南北溝SI）Ⅲ

140に切られ，東端付近では直交する南北溝Sl〕Ⅲ114と合流する。東端で二股に別れ，西端近くでは直

交して北に延びる溝が分流する。断面形は浅い皿状を皇し，幅0．4m，深さ0．1mを測る。哩土は単層で

暗灰色粘質土である。

（第498図1・2）は土師器賓である。（3・4）は把手付賓，（3）は休部の張りが弱い。（5～7）

は須恵器杯で立上り部の形状から6世紀後薬に位置付けられる。以上の資料は何れも6世紀後薬代と見

て矛盾は無い。ただし本港が6世紀代の竪穴住居など多くの遺構を切って穿たれていることや，7・8

世紀代の溝SDⅢ110と一貫して並行することなどを考えると直ちにこれが本港の時期を示すとは断定

し難い。むしろ混入資料でSDⅢ110と同時期の溝と考えたい。　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ117・118（第498図）

第4徴高地の東縁辺部E8区で検出された，短くて不定形な溝である。隣接して複数の湾曲する短い

溝があり，それらの溝との境は判然としない。深さ約0．1m，断面形は幅広なU字形を呈する。

SDⅢ117・118の出土遺物の中で図化出来るもの4点を抽出した。（第498図8）はSDⅢ117より出

土した，天井部を欠く6世紀後葉の須恵器杯蓋である。休部は丸味を帯びて口綾部に至り，口縁端部は

丸く仕上げる。（第498図9～11）はSI）Ⅲ118より出土した土器である。

SI）Ⅲ117・118は，出土遺物が少なく，時期を推定するには困難であるが，須恵器の資料より概ね6

世紀後菓前後に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ121（第498図）

第4徴高地の東縁辺部D・E8区で検出された，短くて不定形な溝である。西端部はSDⅢ120より

分かれ東では不整形に肥厚する。深さ約0．1m，断面形は幅広なレンズ状を呈する。

出土遺物の中で図化出来るもの3点を抽出した。（第498図12）は土師器賓の口綾部である。（13・14）

は須恵器杯である。（14）の杯高台部は屈曲点よりわずか内側に付き，外下方に短く延びる。休部は外上

方に直線状に延び，端部は丸く仕上げる。

SDⅢ121は，出土遺物が少なく時期を推定するには困難であるが，須恵器の資料より7世紀後菓～8
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世紀前葉頃に当るであろう。 （西村）

SDⅡ123（第498図）

E7区よりE8区に向けて検出された，南北方向に直線状に延びる細い溝である。南端部でSDⅢ12

等の数条の溝と交わるが，その切り合いは判然としない。検出長約19．0m，幅約0．4m，深さ約0．1mを

測る。断面形は幅広なU字形を呈する。

出土遣物の中で図化出来るもの2点を抽出した。（第498図15）は須恵器磐の口綾部である。口綾部は

外反し端部は丸く肥厚する。（16）は天井部を欠く6世紀後薬の須恵器杯蓋である。

SDⅢ123は資料が少なく時期を推定するには困難であるが，須恵器の資料より6世紀後菓頃に当る

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ128（第207・498図　SD8715）

E7・8区よりD7・8区に向けて検出され，SHⅢ53を中心とし円形にめぐる溝である。その配置

よりSHⅢ53の周溝と考えられる。東端部では，Sl）Ⅲ128よりSDⅢ129が分岐し第1低地帯方向に延

びている。S】〕Ⅲ128の周辺には，多数の掘立柱建物及び柱穴等の諸遺構が見られ，これらとの間に切り

合い関係が生じている。検出長約35．5m，幅約0．4m，深さ約0．2mを測る。断面形は逆台形状あるいは

幅広なU字形を呈する。哩土は暗灰色系の砂質土である。

出土遺物の中で図化出来るもの4点を抽出した。（第498図17）は土師器賓の口綾部である。外上方に

外反し端部は平坦である。（18）は土師質の蛸壷である。（19）は6世紀後薬の須恵器杯蓋の口綾部であ

る。口縁端部は尖り気味に仕上げる。（20）は須恵器高杯ないし杯の体部である。

出土遺物とSHⅢ53の時期よりこの溝の時期は，6世紀末～7世紀初頭前後であろう。　　（西村）

SDⅡ129（第499図）

D7区で検出された。SDⅢ128より分岐し第1低地帯方向に続く溝である。検出長約8．5m・幅約

0．3m・深さ約0．2mを測る。断面形U字状を呈する。

出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出した。（第499図1）は土師質の杯ないし椀である。体部は

内湾気味に口縁部に至り，端部は丸く仕上げる。内面には横パケが認められる。なお，この資料は混入

品であろう。

出土遺物より詳細な時期を推定する事は出来ないが，この溝がSDⅢ128より分岐しほぼ同時期に当

るため，概ね6世紀後菓～7世紀初頭前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ130（第499図　図版235）

D7区で検出された。SXⅢ01より分岐し第1低地帯方向に続く溝である。検出長約8．5m・幅約0．6

m・深さ約0．1mを測る。断面形U字状を皇する。

出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出した。（第499図2）は同安窯産の青磁椀の口綾部である。

出土遺物より詳細な時期を判断できないが，この溝の時期は概ね，平安時代後半以降に当るであろう。

（西村）

SDⅡ135（第396・499図）

G7区で検出した。南北方向に走る小満である。削平を受け分断されているが，北延長方向に位置す

るSDⅢ134と本来同一の溝である。また南半部で東西溝SI）Ⅲ136が分岐する。流路方向はいわゆる条

里地割方向に近似する。断面形は浅い皿状を皇し，幅0．3m，深さ0．1mを測る。哩土は単層で黒灰色粘

質土である共伴遺物は極僅かである。
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（第499図3）は土師質杯で（4）の須恵器と良く似て薄手の作りである。 （大久保）

SDⅡ136（第397図）

G7区で検出した。東西方向に走る小港で，南北溝SDⅢ135から分岐する。流路方向はいわゆる条里

地割方向に近似する。断面形は浅い皿状を皇し，幅0．3m，深さ0．1mを測る。哩土は単層で黒灰色粘質

土である。袋状鉄斧などを出土した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

SDⅡ140（第398・499図）

H6～8区で検出した。南北方向に走る小満である。条里坪界溝SI）Ⅲ75と密接に関わる。即ち同港

はI6～8区にかけての約65m間，クランク状に凡そ10m程西に折れ曲がるが，その部分で本港が本来

の坪界線上をSDⅢ75と10mの間隔を保ち並行して走る。断面形は浅い皿状ないしは逆台形状を呈し，

幅0．3m，深さ0．1mを測る。哩土は単層で淡灰色徴砂質土である。

（第499図5）は土師質杯で休部の外候が著しい。（6～8）は土師質椀である。（6）は高台がかなり

高く他例よりも古相を皇する。（9・10）は土師質小皿である。（11）は土師質長胴賓で分厚く作られた

口綾部が特徴的である。（12・13）は瓦質土器椀である。（12）は断面台形の良く張った高台を付す。

（大久保）

SDⅡ142（第399・499図）

I5区よりI6区にかけて検出された不整形な溝である。北端部より南へ直線状に約6．0m延び，そ

こから東にSDⅢ143・144沿いに湾曲して延びる。東端部では1条の溝が分岐している。SI）Ⅲ143・

144周辺の帯状の浅い落ち込みの突出部と重複し切られているようである。幅約0．4～1．5m，深さ約0．2

mを測る。断面形は幅広なU字形を呈する。なお，溝の底部には土師質の杯・皿合わせて5個体が，清

の主軸に合わせて人為的に配されていた。

SI）Ⅲ142からは先に触れた土器5点を図化した。（第499図14～17）は土師質の杯である。底部はへラ

切り後ナデを施し平坦に仕上げ，休部は内湾気味に口縁端部に至る。口縁端部は丸く仕上ている。（18）

は土師質の皿である。底部はへラ切り後ナデを施し平坦に仕上げている。口縁は短く上方に延びる。

出土遺物よりこの溝の時期は，12世紀前後であろう。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ143・144（第400～402・499～502図　図版236・237　SD8707）

G5・6区からI5区にかけて検出した東西方向に延びる溝である。検出長55mほど，幅約0．5～2．0

m，深さ約0・4mを測る。SDⅢ143をSDⅢ144が切る。SDⅢ75以東では，部分的な重複であるが，S

DⅢ75の西では重複が顕著である。両溝は複雑に入り組み非常に理解が困難な溝である。SI）Ⅲ143は

G6区の1辺4m前後の方形の浅い落ち込みから始まり，直線的に西に延びる。この部分では断面台形

状の細いが明確な溝である。SDⅢ75との合流部で幅が広がり，西に延びる。SDⅢ140・144等が溜ま

り状の落ち込みで合流し，西に流れる。ただし哩土の類似から同時併存としたが，流路の形状からする

と溜り状の部分だけ別の遺構の可能性もある。また重複が顕著なSDⅢ75より西では，先行するSDⅢ

143内に礫が集中し，礫積みの護岸がなされていた可能性が可能性が高い。

両港とSDⅢ75との関係は，第1段階としてSI）Ⅲ75が単独で存在する時期があり，哩土の類似とS

DⅢ143・144がSI）Ⅲ75に面して急に深くなることから，第2段階としてSDⅢ143が，第3段階とし

て144が各々SI）Ⅲ75と同時併存したと考えられる。両港は西端で第4低地帯に流れ込む。また両港と

SDⅢ75の合流部の西北部で集石を検出した。S】〕Ⅲ144の流路からすれば北に寄ることから，SI）Ⅲ

144の東部で検出した落ち込みと類似する遺構内に礫が集中するものと考えられる。　　　（藤好）
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SDⅡ147（第403・502図）

F6区からG6区にかけて検出した東西方向の溝で，SDⅢ148・149に切られる。またSTⅢ21を切

る。西端は浅くなり他の溝とは連続しない。検出長約28m，幅約0．6m，深さ約0．2mを測る。（藤好）

S DⅡ149

F6区検出した溝の一部が溜まり状に脹らむ遺構である。SXⅢ09の南部で検出した。SXⅢ3から

派生する溝とSXⅢ03の東に位置する溜まり状のものから派生する溝が合流し新たに溜まり状に脹らむ

遺構を形成し，SI）Ⅲ147を切る。検出長は落ち込み状の個所で南北約6m，幅約2mほどを測る。

（藤好）

SDⅡ159（第404・502図）

J6区よりJ7区に向けて検出され，概ね南北方向に延びる細い直線状の溝である。検出長約29．0

m，幅約0．3m，深さ約0．1m，方位はN260Wを測る。なお，この方位は現在の地割り方向に類似する。

SI）Ⅲ160～163と切り合い関係にあり，これらの溝に切られている。断面形は浅いU字形を呈する。哩

土は単層で茶灰色土である。

出土遺物の中で図化出来るもの2点を抽出した。（第502図6）は土師質の杯である。底部は平底で，

体部は直線状に外上方に延び，端部は丸く仕上げる。（7）は口縁・底部を欠く青磁の皿である。出土遺

物より概ねこの溝の時期は，平安時代後半以降である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ160（第405図）

I6区よりJ6区に向けて検出された，概ね東西方向に延びる溝である。SDⅢ159・161と切り合い

関係にあり，両者に切られている。検出長約25．0m，幅約0．3m，深さ約0．1mを測る。断面形はU字形

を皇する。哩土は黄茶褐色土である。

詳細な時期を判断できる遺物は無いが，配置状より概ねSDⅢ161に類似する時期に当るものと考え

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ161（第406・502図）

I6区よりJ6区に向けて検出された，概ね東西方向に延びる満である。SDⅢ159・160と切り合い

関係にあり，SDⅢ159に切られ，SI）Ⅲ160を切っている。検出長約17．0m，幅約0．3m，深さ約0．2m

を測る。断面形はU字形を呈する。哩土は単層で暗灰色土である。

出土遺物の中で図化出来るもの1点を抽出した。（第502図8）は須恵器賓の口頸部である。口頸部は

外反し端部は下方に折り曲げ，肥厚させている。口縁端部外面には二条の幅広な沈線を施す。

出土遺物が少ないため，詳細な時期の判断は付かないが，概ね6世紀後菓前後であろう。　（西村）

SDⅡ162（第407・502図　図版238）

J6区検出された，南北方向に延びる短い満である。SDⅢ159・163と切り合い関係にあり，Sl〕Ⅲ

163を切り，Sl〕Ⅲ159に切られている。検出長約6．5m，幅約0．6m，深さ約0．2mを測る。断面形は幅広

なU字形を呈する。哩土は茶灰色粘質土が基調になる。

出土遺物の中で図化出来るもの3点を抽出した。（第502図9・10）は土師器賓口頸部である。（9）の

口縁部は大きく外反し端部は丸い。おそらく長胴賓の部類であろう。（10）の口縁部は垂直気味に端部に

至り，端部は内側にわずかに肥厚する。体部はおそらく球形を呈するものと思われる。（11）は6世紀後

葉の，頸部を欠く須恵器短頸壷である。底部外面にはへラケズリ，体部中央に一条の沈線を施す。

出土遺物よりこの溝の時期は，概ね6世紀後葉に当るものと考えられる。　　　　　　　（西村）

－448－



SDⅡ166（第408・502図　図版238）

I3区よりI4区に向けて検出され，概ね南北方向に直線的に延びるSAⅢ50の雨落ち溝である。上

半部は削平を受け残りが悪い。主要部分はSAⅢ50の西側を，棟列に沿う形で延びるが，北端部は肥厚

し，浅い幅広な落ち込み状を呈する。切り込み面はI3区周辺に所在する整地層の上位より切り込んで

いる。SBⅢ288と切り合い関係があり，この建物を切っている。検出長約32．5m，幅約0．3～0．9m，深

さ約0．2m，方位N180Wを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。哩土は灰色系の砂質土である。

SI）Ⅲ166の出土遺物中4点を抽出した。（第502図12）は土師質の椀である。形態はボウル状を皇し口

縁端部は尖り気味に仕上げる。外面には板ナデが認められる。（13）は土師器賓の上半部である。休部は

丸く口綾部は外反し，端部に至る。端部は上方にわずかに摘み上げ，平坦に仕上げている。外面パケ内

面板ナデが認められる。（14）は6世紀末の須恵器杯蓋である。

資料が少ないためSI）Ⅲ166の時期を推定するのは難しいが，6世紀末ないし7世紀初頭前後であろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ168（第409・502図）

I4区のSBⅢ290の西側で検出された，SBⅢ290の西側の雨落ち溝である。上半部は削平を受け残

りが悪い。主要部分はSBⅢ290の西側を，建物に沿う形で概ね南北方向に延びるが，南端部は東に短く

屈曲する。切り込み面はI3区周辺に所在する整地層の上位より切り込んでいる。検出長約13．0m，幅

約0．6m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。哩土は灰色系の砂質土である。

出土遺物の中で1点を抽出した。（第502図15）はかなり小形の須恵器杯身である。底部は欠く。たち

あがりは短く，内懐している。

出土遺物よりこの満の時期は，7世紀初頭前後に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ169（第409図）

I4区のSBⅢ290の東側で検出された，SBⅢ290の東側の雨落ち溝である。上半部は削平を受け残

りが悪い。主要部分はSBⅢ290の東側を，建物に沿いながら概ね南北方向に延びるが，北端部は東西に

短く屈曲しT字状を呈する。南端部では，SDⅢ170・172と接するがその切り合いは不明瞭ながらこれ

らの溝に切られている。切り込み面はI3区周辺に所在する整地層の上位より切り込んでいる。検出長

約13．0m，幅約0．9m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。哩土は黄灰色系の砂質土で

あるが，SI）Ⅲ168の哩土に類似する。

出土遺物が少ないため詳細なこの溝の時期を推定する事は出来ないが，SBⅢ290との関係で，7世

紀初頭前後に当るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ170（第410・502図）

I3区のSBⅢ291の西側で検出された，SBⅢ291の西側の雨落ち溝である。上半部は削平を受け残

りが悪い。I3区ではSBⅢ291の西側を，建物に沿いながら概ね南北方向に延びるが，SBⅢ291の北

西端部付近で屈曲し北東方向に延びる。南端部では，SI）Ⅲ169・172と接するがその切り合いは不明瞭

ながらこれらの溝を切っている0切り込み面はI3区周辺に所在する整地層の上位より切り込んでいる。

検出長約21・5m，幅約0・8m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。

SDⅢ170の出土遺物中2点を抽出した0（第502図16・17）は土師器賓である。（16）は口頸部で口縁

は外反し端部は平坦に仕上げている0（17）底部を欠く賓で，体部は丸く口綾部は内湾気味に上方に延び

る0端部はわずかに上方に摘み上げる。外面パケ，内面へラケズリが顕著である。
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資料が少ないためこの溝の時期を推定するのは難しいが，概ね7世紀初頭前後であろう。　（西村）

SDⅡ173（第411図）

I3区のSBⅢ291の東側で検出された，SBⅢ291の東側の雨落ち溝である。上半部は削平を受けか

なり残りが悪く断片的に残っているだけであり，本来は隣接するSDⅢ171・172等の溝状遺構に続いて

いたものと考えられる。切り込み面はI3区周辺に所在する整地層の上位より切り込んでいる。幅約

1．5m，深さ約0．1mを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。

この溝の時期は，本来続いていたSI）Ⅲ171・172等の溝と，ほぼ同時期と考えられる。　（西村）

SDⅡ176（第412図）

G3区よりJ4区にかけて検出された，途中南に屈曲しながらも東西方向に延びる溝である。東端部

より南西方向に約32．0m延びその地点より北西方向に屈曲し，途中部分的に途切れる個所もあるが，第

4低地帯方向に延びる。SAⅢ50，S】〕Ⅲ75・167・175と切り合い関係にあり，両者に切られている。

切り込み面はI3区周辺に所在する整地層を除去したベース層上面より切り込んでいる。検出長約60．0

m，幅約0．5m，深さ約0．1mを測る。断面形は幅広なU字形あるいは底部に凹凸を持つ不整形な形態を呈

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ177（第413・503～505図　図版239）

G2区よりJ4区にかけて検出された，SDⅢ176の南側に位置しSI）Ⅲ176と，ほぼ同一方向に延び

る溝である。東端部より南西方向に約22．0m延びその地点より北西方向に屈曲し，第4低地帯方向に延

びる。SAⅢ50，Sl〕Ⅲ167と切り合い関係にあり，両者に切られている。切り込み面はI3区周辺に所

在する整地層を除去したベース層上面より切り込んでいる。検出長約68．0m，幅約0．7m，深さ約0．3mを

測る。断面形はU字状を呈する。

SI）Ⅲ177からの出土遺物としては6世紀後菓～6世紀末頃の土師器・須恵器の各種土器類及び第4

低地帯に隣接する西端のJ4区からは圭頭柄頭，東端のG2区からは勾玉等の資料が出土した。遺物の

出土傾向としては西に向うに連れて出土量は減少する。図化可能なもの38点を抽出した。

（第503図1～3）は土師器高杯の脚部である。（第503図4・5）は土師器鉢である。形態はボウル状

を皇し口綾部は短く摘み出す。なお，（4）は片口鉢である。（第503図6・7）は土師器の壷である。

（6）は口頸部を欠く小形の壷である。休部は横に長い球体状を皇し，外面へラミガキ内面指ナデが顕

著である。（7）は大形壷の上半部である。体部は球形を皇し，口縁部は垂直気味に外上方に延びる。端

部は丸く肥厚する。（第503図8～12）は土師器の賓である。大きさで大・中・小の三種類に分けられる。

（12）は大形嚢の上半部である。（8～10）は中形の賓に当る。体部は球体化するもの（8）と，縦に長

い楕円形状を呈するもの（9・10）とがある。（8）の口縁部は「く」の字状に外反し，（9・10）の口

縁部は垂直気味に外反する。端部は丸く仕上げている。（11）は小形の賓に当る。休部は球体化し，口縁

部はゆるく外反し，端部は平坦に仕上げている。休部外面にパケ，内面にへラケズリが顕著である。（第

503図13）は把手付賓の上半部である。（第503図14）は土師質の飯蛸壷である。（第504図1）は土師質の

竃である。

（第504図2～14）は6世紀後菓～末の須恵器杯である。（2～5）は須恵器杯蓋である。天井部の調

整の違いで形状が異なる。（2・4）はへラケズリ，（3・5）はへラ切りである。（6～14）は杯身であ

る。底部の調整法は三種類ある。（6・8・9・10・11・14）はへラケズリのみで調整する。（12・13）

はへラ切り（7）は底部中央をへラ切り，その外周にへラケズリを施している。（第504図15～19）は須
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恵器高杯である。短脚のもの（15・16）と，長脚（17～19）のものとに別れる。（18）には二段の透孔を

施している0（19）は残りが悪いが，おそらく二段の透孔になるものとみられる。（第505図1・2）は須

恵器の平瓶である0体部は丸味をもち，器壁は厚い。（2）の外面にはカキ目を施している。（西村）

SDⅡ179（第69・505図）

I3区よりJ3区に向けて検出された，SI）Ⅲ86より派生し北西方向に延び，第4低地帯に続く溝で

ある0切り込み面はI3区周辺に所在する整地層を除去したベース層上面より切り込んでいる。検出長

約27・Om，幅約0．9m，深さ約0．1mを測る。断面形は幅広なU字形を呈する。

この溝はSDⅢ86より分岐する点より，この溝とほぼ同一時期6世紀後菓前後の時期に当るものと考

えられる0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ183（第69・210図　図版240）

I2区周辺で検出され，SHⅢ57を中心とし円形にめぐる溝である。その配置よりSHⅢ57の周溝と

考えられる。北端部では，SDⅢ183よりSDⅢ184が分岐しSHⅢ58方向に延びる。SDⅢ86・188と切

り合い関係があり，SI）Ⅲ86を切り込み，SI）Ⅲ188に切られている。切り込み面はI3区周辺に所在す

る整地層を除去したベース層上面より切り込んでいる。検出長約34．0m，幅約0．3m，深さ約0．1mを測

る0断面形は逆台形状あるいは幅広なU字形を呈する。埴土は上位層が暗灰褐色砂質土で下位層が黄褐

色の細砂層である。

図化出来るような遺物がなく詳細な時期は解らないが，この溝がSHⅢ57の周溝である点より住居址

と同時期とみて，7世紀初頭前後の時期が考えられる。　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ184（第211図　版241）

H2区で検出され，SHⅢ57の周溝であるSI）Ⅲ183の北端部より分岐し概ね東に延び途中，SHⅢ

58を囲むように南東方向に屈曲する満である。なお，隣接地にはSHⅢ58の東辺のを囲うSDⅢ186が

所在する。切り合い関係は，SDⅢ186と認められ，不明瞭ながらSI）Ⅲ186をS】〕Ⅲ184が切り込んでい

る0切り込み面はI3区周辺に所在する整地層を除去したベース層上面より切り込んでいる。検出長約

18・Om，幅約0・7m，深さ約0・2mを測る。断面形はU字状を呈する。哩土は上位層が暗褐灰色砂質土で下

位層が暗灰褐色の砂質土である。

SDⅢ184は，その位置関係より先のSI）Ⅲ183同様，竪穴住居址の外部施設の溝と考えられるが，S

HⅢ58の東辺を囲む溝であるSDⅢ186をSDⅢ184が不明瞭ながら切り込んでいる。そのため次の考え

方が出来る。SHⅢ57・SHⅢ58は本来時期差があり，SHⅢ58が先行して形成され，周囲にSI）Ⅲ

186を西端とする周溝を形成する。その後SHⅢ57が形成される際には，この周溝の延長線上に更に溝

を追加して，SHⅢ57の周溝を設定した。そしてSDⅢ186とSDⅢ184切り合いは，先行する周溝を改

修する際に生じたものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ186（第211・505図）

H2区周辺で検出され，南北方向に延び，SHⅢ58の東辺を囲う溝である。SI）Ⅲ184と切り合い関係

があり，不明瞭ながらSDⅢ184に切られている。切り込み面はI3区周辺に所在する整地層を除去し

たベース層上面より切り込んでいる。検出長約5．0m，幅約0．2m，深さ約0．03mを測る。断面形はU字状

を皇する。哩土は暗灰褐色砂質土である。

なお，先に触れたようにこの溝はS］〕Ⅲ184に切られているが，本来SHⅢ58の外周を巡っていた可

能性が高い。この溝の時期もSHⅢ58と同一時期の7世紀初頭前後と考えられる。　　　　（西村）
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SDⅡ188（第69・414図）

Hl区よりI2区にかけて検出された，概ね東西方向に延びる溝である。SDⅢ86・186・190と切り

合い関係にあり，SDⅢ86・186を切り込み，SI）Ⅲ190に切られている。検出長約19．5m，幅約0．3m，

深さ約0．1mを測る。断面形は幅広なU字形を呈する。哩土は灰青色シルト及び暗褐灰色砂質土等から

なる。

出土遺物より詳細な時期の判断は付かないが，この溝が7世紀初頭前後のSDⅢ183とSHⅢ58を切

り込んでいるため，少なくともその時期より以降に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SDⅡ190（第414図）

Hl区よりI2区にかけて検出された，概ね東西方向に延びる溝である。SDⅢ188・191と切り合い

関係にあり，SDⅢ188を切り込み，S】〕Ⅲ191に切られている。検出長約6．5m，幅約0．6m，深さ約0．1

mを測る。断面形は幅広なU字形を呈する。哩土は砂混じりの灰青色シルトである。

出土遺物より詳細な時期の判断は付かないが，この溝が7世紀初頭前後のSHⅢ59を切り込んでいる

ため，少なくともその時期より以降に当る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

S DⅡ194

調査区域北端の独立した調査区I32区で検出した小満である。検出長17m，幅0．5m，深さ0．2mを測

る。西側延長部分はやや不明瞭であるが，二又に別れた浅い落ち込みが認められる。本港の続きかも知

れない。土師質椀小片を出土している。ほぼ12世紀代と見て良い資料である。　　　　　　（大久保）

SDⅡ195

調査区域北端の独立した調査区I31区で検出した小満である。検出長11m，幅0．4m，深さ0．2mを測

る。SI）Ⅲ194と約9mの間隔を保って並行に走る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）

11．ビット列

ピット列Ⅱ01－05（第415図）

E・Fll区で検出された。ピット列とは，不整形な楕円形状の小穴が小間隔で帯状に並ぶ遺構を指

し，第4徴高地上では合計5遺構確認したが，不明瞭なものを含めれば2，3追加できる。ピット列Ⅲ

01～05は一部互いに切り合いながら，概ねF12区の第3低地帯方面よりEll区方面に延びる。＿ピット列

Ⅲ04・05は，Ell区においてSDⅢ83を切り込み，SKⅢ18に切られている。平面形態断面形態供に

様々な形態を取り一様でない。径約0．2～1．3m　深さ0．10～0．38mを測る。ピット間の間隔は広いもの

で約0．5m，狭いもので約0．2mを測る。

出土遺物としては須恵器及び土師器の細片が出土しているのみで，詳細な時期は解らないが，少なく

とも6世紀以降に当る事は確かだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）
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1．暗灰褐色弱粘質土
2．1に類似（黄色粘質ブロックを少量含む）

第357図　SDⅢ02平・断面図
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W　　　断面①　　　且4．30m

W　　　　　断面②　　　　　」L4．40m

W　　　　　断面③　　　　jL4．40m

W　　　　断面④　　　jL4．40m

「ここ＝クア‾

0　　　　　　　　　　　1m

Ll　題．1　　　」

1．淡茶褐色粘質土
2．黒灰褐色砂質土
3．黄灰褐色砂質土

第358図　SDⅢ03断面図



断面①

罵コγ

S 2　　旦4．30m S

断面③　4

三　三‾三三

4．30m

0　　　　　　　　　　　1m

l1．．．；　　　」

1．黄灰褐色砂質土
2．濁茶褐色砂質土
3．濁茶灰褐色粘質土
4．暗褐色砂質土

第360図　SDⅢ05断面図

12N

二㊥‾4°20m

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

lll．．i l

l．灰黄色粘質土
2．灰茶褐色砂質土

第361図　SDⅢ06断面図

JL4．30m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

llllli　　　　　－＿1

第365図　SDⅢ10断面図

S　　断面①　　jL4．30m

I

W

S　断面②　且4．30m

‾‾‾「くこ＝7一

断面③

3

0　　　　　　　　　　　1m

旦4．20m

1．灰黄色粘質土

2．灰茶褐色砂質土

」⊥．⊥⊥＿＿＿＿＿　」‘‘‘3・黄灰色砂質土

第362図　SDⅢ07断面図

W　　　断面①　　」L4．30m

「く二7r‾

NS　断面②　旦4．30m

；くこ7‾‾
！日　日i i

第364図　SDⅢ09断面図

1．灰茶褐色砂質土
2．茶灰色粘質土
3．青灰色粗砂

W　断面②　且4．30m

‾▽

0　　　　　　　　　　　1m

仁一1．．；　　　　l

第363図　SDⅢ08断面図

1．弱暗褐色砂質土
2．黄褐色砂質土
3．暗褐色砂質土（Mn粒を多く含む）
4．灰褐色砂質土
5．砂礫粒混じり灰褐色砂質土

6．砂混じり灰褐色粘質土
7．砂礫粒混じり灰褐色砂質土

8．時灰色粘質土
9．青灰色粘質土
10．6に類似（砂を多く含む）

第359図　SDⅢ04断面図
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sDⅢ11　j」5．80m

断面②　　　sDPllJL5．80m
SDⅢ12　　　　　　　　1

－てこ＝＝三二二＿＿一一一一一一一「こ±7‾

0　　　　　　　　　　1m

LL⊥⊥⊥⊥＿＿＿＿＿＿＿　」　　　　　1．黄灰色砂質土

第366図　SDⅢ11・12断面図

断面①JL4．40m

等f w
断面②

二幸
」と4．40汀

0　　　　　　　　　　　　　　1m

「fl．．；　　　　1

1．黄灰色砂質土
2．灰茶褐色砂質土

第368図　SDⅢ14断面図

0　　　　　　　　　　　　1m

［．．．．1　．　」

1．淡褐灰色砂質土

第370図　SDⅢ18断面図

E　　　　断面③　　一旦＿4．20m

2　　4　5

＼　・・

1．黄灰色シルト（SDⅢ16）
2．灰白色粘土（SDⅢ15）
3．灰茶褐色砂質土（SDⅢ15）

E W
－4．20m

「；＝フ‾

0　　　　　　　　　　　　　1m
L1．1．；　　　　」

1．灰茶褐色粘質土

第367図　SDⅢ13断面図

L．日！　　」

1．灰色砂質土

第371図　SDⅢ19断面図

断面②　　」堅－4．20m

E］sDⅢ15

E　　断面④　一一一旦一一420m E］sDⅢ16

‾‾ヽ琶逗ア′‾‾ 1m

1．．．．；　　　　！

4．砂混じり淡黄灰色砂質土（SDⅢ15）
5．淡灰色砂質土（SDⅢ15）　　　　　　7．灰暗褐色砂質土（SDⅢ15）
6．灰黄色砂質土（SDⅢ15）　　　　　　　8．3に類似（3より黄色強）（SDⅢ15）

第369図　SDⅢ15・16断面図
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

［「1．．；　　　　　＿］

1．暗灰色砂質土
（褐色粒の混入が少ない）

2．暗灰色砂質土
3．暗灰色弱粘質土

第372図　SDⅢ25平・断面図

j＿＿＿4．60m

∇7フ

1mL
l．暗灰茶褐色土
2．暗黒茶色粘質土

第373図　SDⅢ27断面図

」と4．70m

灰褐色土

」L4．70m

溝　　　　灰褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

1．黒褐色土

第374図　SDⅢ29断面図

W　　断面①　』一4．60m

‾‾て＝7「

W　　断面③　」L4．60m

‾一＝＼」＿ノ′‾‾一二

W　　断面①　　」L4．60m

一二二＼⊥ノ－

W　　断面③　且4．60m W　断面②　且4・60m

＼こ」［二一一ノ　　　　　　　　　　　‾‾てこコ二二7＝ヂ

0　　　　　　　　　　　　1m o 1m

L⊥⊥⊥＿⊥」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　　　　　　　　　　　　　」

1．黒灰色砂質土　　　　　　　　　　　　　1．暗灰色粘質土

第375図　SDⅢ30断面図　　　　第376図　SDⅢ31断面図
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ェ㌘面①　且。．6。m

ご屯：：7●

S　　断面②　　」L4．50m

「†＝フ「

S　　断面③　　通し4．20m

一竃女－

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

「1．．．；　　　　　＿」

1．黒色粘質土
2．灰色粘質土（淡茶褐色粒・砂粒を含む）
3．　　′／　（黄褐色粘土粒を含む）
4．暗茶褐色土
5．暗黄茶褐色土
】6．暗灰茶褐色土（粗砂を多く含む）

第377図　SDⅢ32断面図

NW　断面①　旦4．50m

‾こ1＝二三＝≠

W　　断面②　且4．80m

「＝＝＝7‾‾

W　誓③　且4・80m
一一一ii二三二二7－

0　　　　　　　　　　　　　1m

ヒ王」＿」＿」＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」

1．暗褐色粘質土

第378図　SDⅢ39断面図

E　　断面①　』L4．90m

‾「く＝二王＝ニ戸‾

E　誓②　旦4．9。m
－もニ7車

0　　　　　　　　　　　　　1m

il　題1．；　　　　」

1．黄灰色土

第379図　SDⅢ46断面図

W
－4．90m

一寸ここフー

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ヒこし⊥」＿」＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

1．黒褐色粘質土
（ベースブロックを含む）

第380図　SDⅢ47断面図

1．明黄灰色砂質土
2．灰色砂質土（褐色粒を多く含む）
3．　　〝　　（2より褐色粒が多い）
4．灰白色砂質土

0　　　　　　　　　　1m

lI．．．i J

6．暗灰色粘土
7．灰色砂質土
8．暗灰色砂（褐色粒を多く含む）
9．黄茶灰色砂質土（褐色粒を含む）

5．灰白色粘質土（褐色粒・砂を多く含む）10．茶灰色砂質土（褐色粒を含む）

第381図　SDⅢ60断面図
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1．黄灰色砂質土（褐色粒を多く含む）　　　　8．明黄茶灰色シルト
2．　　〝　　　（1より砂質で褐色粒の粒子大）9．15に類似
3．2に類似（2より黄色弱）
4．2に6が混ざる
5．明灰色シルト
6．濁灰茶黄色シルト
7．灰褐色砂質土

10．灰色徴砂
11．黄灰色細砂に4が混ざる
12．黄灰色細砂に7が混ざる
13．淡黄灰色シルト
14．灰色粘土（植物遺体を多く含む）

15．暗青灰色粘土（植物遺体を多く含む）
16．15に徴砂が混入
17．黄茶青灰色粘土に15が混ざる
18．暗青黄灰色粘土
19．青黄灰色砂質土
20．灰白色砂質土

1．灰茶褐色粘質土（Mn粒を多く含む）
2．灰色粘質土
3．2に類似（Mn粒を多く含む，やや硬質）
4．　　〝　（Mn粒を多く含む）
5．暗灰色粘土と明灰色砂の互層
6．暗灰色粘土（動物・植物遺体を多量に含む）
7．灰色砂質土（Mn粒を多く含む）
8．明灰色粘質砂

L＿⊥　日　日．⊥lli i

第382図　SDⅢ71・72・74，SXⅢ05平・断面図
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第383図　SDⅢ71断面図
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1．黄褐色砂質土（5cm大の礫を若干含む）
2．黄褐色砂質土（1よりは黄褐色が強くMn粒の沈着が多い）
3．黄灰褐色砂質土（4～5cm大の礫を少量含む）
4．灰白色砂質土（細砂を少量含む）
5．明黄褐色細砂（洪水砂層と思われる）
6．淡黄茶褐色砂質土
7．淡灰黒色砂質土（3～4cm大の礫を含む）
8．淡灰茶褐色砂質土

9．茶褐色砂質土
10．灰黒色砂混じり粘質土
11．暗青灰色シルト
12．青黒色粘土（自然木を含む）
13．暗青灰色シルトと黄茶褐色砂とのラミナ
14．青灰色シルト（少し砂ぽい）
15．黄茶褐色砂と青灰色砂とのラミナ

5・10mJLl．茶褐灰色砂質土
2．茶褐色砂質土混じり細砂
3．茶褐色砂質土
4．暗灰褐色粘質土
5．暗灰褐色砂混じり粘質土
6．灰茶褐色中粒砂（鉄及びMn粒を多量に含有する）
7．青灰色シルト混じり砂質土

1．暗灰色砂質土（土器片を多く含む）
2．黒灰色砂質土（遺物と炭片を多量に含む）
3．灰褐色砂質土（ベースの粗砂ブロックを含む）
4．灰色粗砂（ベースの粗砂ブロックを含む）
5．茶褐色粗砂
6．灰色砂

5．30mjL

O

しい．日．1．パ　　　　　2im

旦＿5．20m

二／三詔
第384図　SDⅢ75断面図
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1．暗灰色粘土
2．暗褐色粒を含む暗灰褐色粘質土
3．1に類似（粘性強）
4．灰色砂質土
5．3に類似（黒褐色粒をやや多く含む）



1．黄灰色砂質土
2．淡灰色粗砂土　　0
（褐色粒を含む）　上　目．i　　　」

l

第385図　SDⅢ76断面図

0　　　　　　　　1m

1．青灰色粘土（赤褐色粒を多く含む）し．一．＿＿二⊥＿＿＿＿＿一二ヨロ

第386図　SDⅢ80断面図

1．淡灰黄褐色砂質土（まだら状にMn粒を含む）
2．灰黄褐色砂質土
3．黄褐色砂質土（灰色がやや強い）
4．2に類似（Mn粒・黄褐色粒まだら状に含む，SDⅢ81埋土）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L一一．11；　　－　」

1．灰黄茶色砂質土
2．黄灰色弱粘質土（暗茶褐色粒を含む）
3．黄灰色砂質土（2に類似するが，暗茶褐色粒は少ない）
4．灰黄色粘質土（ベースに類似する）

第387図　SDⅢ81・82断面図
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N
」L5．20m

SDⅢ89

‾てこ＝「

選L5．20m
SDⅢ90

「電芸7‾‾‾

0　　　　　　　　　　　　　　1m

Ll．．．呈　　　　　1

1．暗灰褐色砂質土
2．1に類似
（灰色のシミ込みあり）

第389図　SDⅢ89・90断面図

S　　　断面①　旦5．30m

二恵
S　　断面②　旦5．30m

‾三十一一‾

0　　　　　　　　　　1m

l．．．．！　　　　　」

1．暗褐色砂質土（炭片多く含む）
2．黒灰色砂質土
3．黄褐色砂質土
（黄褐色粘土ブロックを含む）

第390図　SDⅢ93断面図



S　　　断面の　　　　旦一一5・40m

S　　断面②　　jL5・40m

0　　　　　　　　　　　　　1m

l ll．i　　　　　－∃

1．黒灰色砂質土（粗砂を多量に含む）

第391図　SDⅢ95断面図

－5．00m

‾く≡γ

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l．．．－；　　　　i

l．淡茶黒色粘質土

第392図　SDⅢ97平・断面図

断面①

－灰褐色砂質土
旦＿5．20m

＝±ミ：⊥プ＝二

断面e）
N

二＝＝二三＝⊂Z＝二二

1mL
l．灰白色砂質土

第393図　SDⅢ108断面図

NW　　　断面の　　　旦5．40m

2

NW　　　断面②　　　旦5．40m

l

0　　　　　　　　　　　　1m

－　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　　　　－　－　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　　　－　－　　　　　－　　－　　　　－

1．灰褐色砂質土
2．淡灰褐色砂質土
3．暗灰褐色砂質土

第394図　SDⅢ110断面図

1m

1．淡灰茶色砂質土（褐色粒含む）
2．暗灰色砂質土
3．灰色砂質土
4．灰茶色砂質土（褐色粒含む）

l．．1．；　　　　　！

第388図　SDⅢ83・84平・断面図
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≡　幸三＿：

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l1．．．．；　　　　　1

1．灰色粘質土
2．灰色砂質土（軟質）
3．1に類似（軟質）
4．暗灰色砂質土
5．暗灰色粘質土

（宗票禁誓豊）
第395図　SDⅢ113平・断面図

堅＿＿　　　　　且5．40m

l

－「こ」／一

0　　　　　　　　　　　　　　1m

－　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　－　　－　　　　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　‾

1．黒灰色砂質土

第396図　SDⅢ135断面図

W　　断面①　　旦5．40m

‾二‾⊂7

W
断面②

旦5．40m
！「＝コL＿／／‾ご‾

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト．．．I；　　　　　j

l．灰色粘質土
（茶褐色粒・黄褐色粒・砂粒を含む）

2．灰色粘土
（茶褐色粒・砂粒を含む）

第398図　SDⅢ140断面図

S　　　　＿旦＿5．40m
l

‾ミミ三＝フ戸＝＝

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L－1．】1；　　　　　」

1．黒灰色砂質土

第397図　SDⅢ136断面図

＿＿一票L＿＿一撃一一　一一』レ一山乙－d企一一一ノ‾

C’

5．40m－



0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

L．．．．．．．．．こ　　　　　　　　　　　j

第400図　SDⅢ143・144平・断面図（1）
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NW 旦5．20m

「てミ＝7‾‾

0　　　　　　　　　　　　　1m

L1．．．；　　一一一　」

1．淡黒褐色粘質土

第403図　SDⅢ147断面図

S

SDⅢ143

1

－l

CD

Cd
C⊃

ヨ

W　　　　且5．30m

‾‾ロ‾‾

0　　　　　　　　　　0．5m

」　　　⊥
1．茶灰色土（褐色粒混じり）

第404図　SDⅢ159断面図

1．灰褐色シルト（SDⅢ143埋土）　0

2．灰色シルト（SD皿144哩土）　Ej⊇」⊥⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二∃

l1．．．．日．．i　　　　　　！

第401図　SDⅢ143・144平・断面図（2）

」L5．40m

－＼こエフ＝‾「

1．黄茶褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l1．．．；　　　　＿」

第405図　SDⅢ160断面図

S JL5．40m

；‾▽

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L．．．．；　　　　1

1．暗灰色土

第406図　SDⅢ161断面図

NW 旦5．40m

‾‾健二7「

0　　　　　　　　　　　　　1m

！．．．題；　　　　＿」

ロ

1．黒灰色砂質土
2．茶灰色粘質土

第407図　SDⅢ162断面図

1．灰褐色細砂質土（黄褐色土ブロックを含む）
2．黒灰色細砂質土（　　　　／′　　　　）
3．1，2の混在

2m

」　上＿．⊥⊥＿＿⊥＿⊥L‘＿　　」　　＿＿＿＿＿＿＿　　　」

第402図　SDⅢ143断面図
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

」．．．．i　　　　　　　　　！

1．明灰色砂質土（ベースの極小ブロックを含む）

第408図　SDⅢ166平・断面図

1SDⅢ168

W jL5．40m

W SDu169　2　　　　　－L5・40m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L　題】．．；　　　　　－1

1．明灰色砂質土（ベースを含む）
2．黄褐暗灰色砂質土

第409図　SDⅢ168・169断面図

W　　　　　　　　　　　　　　　　　旦＿5．40m
1

－二一一一一二二二‾j I

0　　　　　　　　　　　　　1m

仁一】．．；　　　　］

1．黄褐明灰色砂質土（細かい褐色粒を含む）

第411図　SDⅢ173断面図

S　　　　　　　且5．40m

：ヽ」⊥一7＝＝＝＝，

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

［1．．．：　　　　　！

1．暗褐灰色砂質土
（黄褐色のベース粒子僅かに含む）

第412図　SDⅢ176断面図

断面①　　　　　　⊥5．90m

N　　断面②　」L5．50m

3

㌔r
SDⅢ188

0　　　　　　　　　　　　　　1m
LIll．i i

1．灰青色シルト

2．弱砂混灰青色シルト

3．暗褐灰色砂質土
（ベースのブロックを少量含む）

第414図　SDⅢ188・190断面図

断面②　　且5．40m

旦5．40m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

旦5．40m hlll；　　　！

1．黄褐明灰色砂質土
2．明褐灰色シルト
3．褐色粒子混明灰黄褐色砂質土

第410図　SDⅢ170平・断面図
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A

A　　　　断面①　　旦5．40m

‾菊夢‾

♂

勘

◇

B　　　　断面②

1．淡褐灰色砂質土
2．1に類似
（ベースの極小ブロックを僅かに含む）

3．暗褐灰色砂質土
4．3に類似
（ベースの極小ブロックやや多い）

牛
5．黄褐灰色粘質土
（Mn粒を含む）

6．褐灰色粘質土
7．黄灰色粘質土
8．灰色粘質土
9　8に類似
（ベースの極小ブロックを含む）

C　　　断面③　　　一旦5．40m

‾㌧ピノ「

D　　断面④　　旦5．40m

10．8に類似
（ベースのブロックを少量含む）

11．黄褐色粘質土
（灰色粘質土のブロックを含む）

12．6に類似
（ベースのブロックを少量含む）

13．8に類似
（粘性が強い）

E　　　断面⑤　　旦5．60m
13

＼、、・－

第413図　SDⅢ177平・断面図
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Tが・

1．褐灰色砂質土
2．1に類似（1よりやや暗く粘性が強い）
3．茶褐灰色砂質土
4．3に類似（3よりやや暗い）
5．褐灰色砂混じり粘質土
6．灰色粘質土
7．6に類似（ベースを多量に含む）
8．茶灰色砂質土（若干シルト質，暗茶色Mn粒を含む）
9．褐灰色砂質土（暗茶色Mn粒を含む）
10．9に類似（9より灰色が強く，硬質）
11．9に類似
12．9に類似（11より若干黄色が強い，Mn粒を含む）
13．茶灰色砂質土（やや粘性がある）
14．淡黄灰色粘質土（暗茶色Mn粒を少し含む）
15．灰色粘質土（ベースのブロックを含む）

仁
）
ノ
二
「
∪

2m

LL」．＿」＿＿＿］　＿1．1「＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

ロ

第415図　ピット列Ⅲ01・04・05平・断面図
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SHⅢ30～37調査風景
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第416図　Ⅲ期竪穴住居出土土器1
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床直　1～5
上位　6・7
床直　8～13
床直14～20
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第417図　Ⅲ期竪穴住居出土土器2
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第418図　Ⅲ期竪穴住居出土土器3
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第419図　Ⅲ期竪穴住居出土土器4
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第420図　Ⅲ期竪穴住居出土土器5
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第421図　Ⅲ期竪穴住居出土土器6
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0　　　　　　　　　10cm

L．．．！　　　」

SHⅢ08（3）1～4

SHⅢ09　下位　5～14

15

SHⅢ11下位　6～22
23～28

SHⅢ12　上位　29～34
SHⅢ13（1）床直　35～38
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第422図　Ⅲ期竪穴住居出土土器7
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第423図　Ⅲ期竪穴住居出土土器8
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SHⅢ15

SHⅢ16

SHⅢ18

SHⅢ19

SHⅢ20

SHⅢ22

床直　1
上位　2～11
下位12～14
床直15～24
床直　25・26
27

床直　28・29

題詞
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第424図　Ⅲ期竪穴住居出土土器9

－478－

∈≡∃‾彗

！．．．．！　　　　J

SHⅢ23　床直　1～6
SHⅢ25　床直　7～27



≡≡≡覇≡≡

∈≡≡≡箋

SHⅢ26　床直　1
／

SHⅢ27　床直　2～8

SHⅢ28　床直　9・10
SHⅢ29　床直11～15

‡渠三S＝当

SHⅢ31床直18

SHⅢ32　床直16・17
SHⅢ36　床直19～24

6S

lモl▼

撃S

第425図　Ⅲ期竪穴住居出土土器10

－479－

∈ヨ一義

0　　　　　　　　　10cm
「　　　　　　　r l

tt－tt－tt－Rt－tt－1－t°



」－「「－も

∈ヨーニ翁

－＿＿‥＿

l

t l
t

15

‾‾‾　　　「　　　－

●
－

＝＝』

≡＝≡≡F‾＝〒‾フ

SHⅢ35　床直　1～4
SHⅢ33～35　床直　8・10・11
SHⅢ33・36　床直　9
SHⅢ37　床直　5～7
SHⅢ30～37　床直12

14S

－ 16S

弓義幸華＿．＿

＝』－

＝±b二二二
24S

∈∃昌莞S ∈∃二‡彗

SHⅢ38

SHⅢ39

SHⅢ40

SHⅢ41

SHⅢ42

SHⅢ43

SHⅢ44

床直13・14
床直15～20
床直　21～23
床直　24
床直　25～29
床直　30
床直　31～33

∈∃．≡当
第426図　Ⅲ期竪穴住居出土土器11

－480－

∈≡∃　当



∈≦∃至も

‾「：‾‾‾二▼
4

N ぶ ・・・

、、′ ‾一・　 1 0

二＿

±＿

∈≡≡≡該S

＝二義 ‾

27S

．∴
5

・ll．・．　－．・．一

二車＿「－∵－＝⊇堅竺■L．‾一一　二ご－

≧＿

18S

〒夢二〒
24

∈ヨ一一二≡謬
28S

ミ≡∃≡謬

二二二ノ＿＝

SHⅢ43・44　1～7

SHⅢ45　床直　8～16

SHⅢ47　床直17～21

∈∠二一∃、、立つ
20S

∈三二≡」二±＝コ

21S

．三∃．≧ら

SHⅢ48　床直　22
23～26

SHⅢ49　床直　27・28

第427図　Ⅲ期竪穴住居出土土器12

－481－

L．．．Ⅰ！　　　　！



〒慧哲

、

＝琴ヲ‡コ
－　　　　　‾

8

－ヽ＿＿＿一一一一一一一一一一一J

＼

1　　9　　　　　SHⅢ50

SHⅢ51

SHⅢ52

ラフ＝〒5　ラグ面≡
16

∈≠∃・：b
30S

25

中位　1～6
上位　7～14
床直15～22
床直　23～33

∈≦∃≧も
18S

：二言ヲ

ラ芦≡≡≡
26

蓼三S

∈〒≡≡訝
12S

夢二宝s
lOcm

！．．I．！　　　　j

≡二二I

‾「言
28

∈≡∃‾瑚

第428図　Ⅲ期竪穴住居出土土器13

－482－

32S

、・　　　J　　：：＝＝＝シ’‘

33S



二戸

∈∃＝＝＝訝
5S

刃言 ＝孝二

二フ－

票堅
2

く≦±

．‘一一＝箋 ≡⊇⊂＝

プ：言S

、l‾二　．

二才ク－
4

＝：茫≡

＝茫≡≡

ぐ二二〒≡≡事
l

′

15S

0　　　　　　　　　10cm

」．1．！　　　＿＿」

SHⅢ53　床直　1～10　　SHⅢ56　23～28

SHⅢ54　床直11～15　　SHⅢ58　床直　29・30
SHⅢ55　16～22

第429図　Ⅲ期竪穴住居出土土器14

－483－



、、＼…士‾二才；4

し＿＿＿＿＿＿＿▲＿＿＿＿芸才′′

l

＼†一一一一」

4U

′　′

三尋些＝

9U

二二‥∠二′

、、ヒ＝ヨ三三グ
13

．二♂‘ぬ「ア＝25
‾【「⊇ク＝＝＝＝26

・・、て＝＝＝＝＝ヒ＝＝プ・

27S

と≦∃⊇誌 ＝二プ≡

SBⅢ03　1～3　SBⅢ06　8～13　SBⅢ1116　　SBⅢ1419　SBⅢ20　22　　　SBⅢ25　27　　　SBⅢ3131

SBⅢ04　4～6　SBⅢ0914　　　SBⅢ1217　　SBⅢ17　20　SBⅢ2123　　　SBⅢ26　28・29　SBⅢ33　32

SBⅢ05　7　　　SBⅢ1015　　　SBⅢ1318　　SBⅢ18　21SBⅢ22　24～26　SBⅢ30　30

第430図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器1

－484－



l

古
＼t

＼＼

憂；薫ヽ

1　　－’▲

増車

≡幸S
／／／∠竿ミ、．．∠≦≦≡章≡±≒革、

5S

＝三才＝＝
3

‾、＼ミ＝∃＝二グ
11S

ヽl＋＋一一1：二二＝＝二三・‘

1

12S

7S、＼去ク
13S

8S

∈≦≡≡＝ヨ一一一一三『9S

、由′
14S

∈華1。S　、と≒茎∃＝書記15S

、癒‘19

し一肇一一戎4

一一雪ユ・25S

′　　　l

∠＝」二転

0

！1．．．！　　　　！

SBⅢ34　1～16　SBⅢ3918・19　SBⅢ4122・23　SBⅢ45　31

SBⅢ3617　　　SBⅡ40　20・21SBⅢ42　24～30　SBⅢ52　32

第431図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器2

－485－

〒＝＝「i‾i‾謬
29S



ミニ＝コ二1ク1

≡芸芦≡‡
潤一囲

06　＼E≡⊥一一三才8S

12S

∈∃≡≒♂

三≡≡≡＝室⊆＝
16S

⊂＝ビ）　23

∠≡∃≡≡≧＄

SBⅢ63　1　SBⅢ74

SBⅢ65　2　SBⅢ79

SBⅢ71　3　SBⅢ80

SBⅢ73　4　SBⅢ81

5

6～8

＝≡≡≡彗5

、、占ノ　＿⊥謹
14S

妄＝謬≡貢

15S

ク
ー　　　　　　　　32

0　　　　　　　　　　10cm

！，，－Ⅰ！　　　　一一j

SBⅢ82　16　　　SBⅢ90　23　　　SBⅢ96　28・29

SBⅢ8417・18　SBⅢ93　24　　　SBⅢ99　30・31

9・10・12・13，・15　SBⅢ8519・20　SBⅢ94　25・26　SBⅢ100　32

11・14　　　　　　　　SBⅢ86　21：22　SBⅢ95　27

第432図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器3

－486－



胃ン≡

『葺訝

三二クーーき∵‾

三：＝＿I

栗蓋深

∈∃　〒矛

、＼慈‘′

〒；：「プ
26S

、．＼」戎7S

W耳ク芸焉

∈∃≒≒箋

－　　　　　　　　　　　　●

t二二工≡訂二
21

謬≡≡33：謬

SBⅢ1011　　SBⅢ105　9　　　SBⅢ11619　　SBⅢ12124　　SBⅢ128　31

SBⅢ102　2　　　SBⅢ10710　　SBⅢ117　20・21SBⅢ124　25～27　SBⅢ129　32

SBⅢ103　3・4　SBⅢ11211～16　SBⅢ119　22　　sBⅢ125　28・29　SBⅢ130　33・34

SBⅢ104　5～8　SBⅢ11317・18　SBⅢ120　23　　sBⅢ126　30　　SBⅢ13135・36

第433図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器4

－487－

！．．．．！　　　　！



∈±∃＿＿＿彗三も

5S

′一一　　「

∈≡∃‾三三
∈≡＝∃　　　、

『＝
7

SBⅢ132　1～5　SBⅢ140　27

SBⅢ133　6・7　SBⅢ14128

SBⅢ134　8～11SBⅢ143　29

SBⅢ13512・13　SBⅢ144　30

SBⅢ13614　　　SBⅢ145　31・32

SBⅢ13715～20　SBⅢ146　33

SBⅢ138　21・22　SBⅢ148　34・35

SBⅢ139　23～26　SBⅢ150　36・37

＼モ≡］慧ク

10cm

」　　＿＿．＿＿‥　L　＿　　　　　　l
ltt－tt－1－tttt－ttttt－llllttltt▼tt－

；雪戸 笥＝≡

〒〒謬
25

ヽヽ

二三書1－－

20S

墓二二

31　≡≡⊇忘＝三三

34　　　　　　　　　　　35 鍔S
第434図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器5

－488－



∠≦∃≡塾

♂：「「
7　　‘8S

＝＝＿

∠∃≡三悪ヲフ≡

￥＝∃∈≡♂

‾：‾「妄毒壷＝三言l

∈≡∃

∈≡≡∃≡≡も
32S

SBⅢ1511・2　SBⅢ156　9・10　SBⅢ16315　　　SBⅢ172　20～22　SBⅢ177　31

SBⅢ152　3～5　SBⅢ15811・12　SBⅢ16716　　　SBⅢ173　23～25　SBⅢ178　32

SBⅢ154　6　　　SBⅢ16013　　　SBⅢ16917・18　SBⅢ174　26　　　SBⅢ180　33

SBⅢ155　7・8　SBⅢ16214　　　SBⅢ17119　　　SBⅢ176　27～30

第435図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器6

－489－



＼ヒヨ＝『戸‘‘
1U

’、＼＿上≡ク
2S

′′　』

′＝∃ヽ－、ヽ

＼、よ．

‾‾‾二

‾、∴・

＼三三ゴ♂
27 く草28

ーと＝巨玉‥’29

二刀　：
／′′

10S

巨≡戸
14

＝＝堰云

＼「二二二∃　二亮一
0

妄≒≒毒し

症二輔脾－

25

10cm

1．．Ⅰ．！　　　　！

SBⅢ1811・2　SBⅢ18614　　　SBⅢ194　21・22

SBⅢ182　3～5　SBⅢ18715　　　SBⅢ196　23

SBⅢ183　6～8　SBⅢ18816　　　SBⅢ197　24～26

SBⅢ184　9・10　SBⅢ19117・18　SBⅢ198　27

SBⅢ18511～13　SBⅢ19219・20　SBⅢ199　28・29

第436図　Ⅲ期据立柱建物出土土器7

－490－



二三　＿二‾
1

ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　l
l

冒罫＝＝讃2

∈ヨ一三も

一一　　　　　　　●

＼こ二Lヨク

二＝≧∠了
10

、’＼＼＼∈圭三テプ

18

〒∃＝＝＝＝謬、＼：土三〆、、＼」⊥』′

10cm

L－．．．！　　　　」

SBⅢ2011～5　SBⅢ215　13　　　SBⅢ22119～22

SBⅢ208　6・7　SBⅢ216　14・15　SBⅢ223　23・24

SBⅢ210　8　　　　SBⅢ218　16　　　SBⅢ224　25・26

SBⅢ213　9～11　SBⅢ219　17

SBⅢ21412　　　SBⅢ22018

第437図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器8

－491－



≡〒『

●

三′　こ去≡≡ご‾≡

ヒ≡三三匹≦身’

7U

＼宰去或S

てこ∃＝考7’’＼、＿』＝＝＝亥8

謬右二。K

、．′．ア

0　　　　　　　　　10cm

L　－．．．！　　　　！

′′′

9S
、＼去痙二三＝ク’

10S

＝＝〒ヲ　；　　＝＝謬＝
15　　　　　　　′　　16

、、＼モ≡≡］＿三ク′

三二二妻子‾

一一項等－＝：≡謬

SBⅢ225　1～10　SBⅢ228　23～30

SBⅢ22611～21SBⅢ229　31・32

SBⅢ227　22　　　SBⅢ230　33．・34

第438図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器9

－492－



一Il‾l′　′

′

ヒ：主』′′9

′　′

＼基。

≡諺芸≡

．．ク、＼ゝヱ』義之ク

′

＝≡≡章二

、　　　　　　　・

34S

0　　　　　　　　　　10cm

！．．．．！　　　　！

≒∃巨岩
27

、、＼　　　　　　」　　　　　　′′

28S

＝′＝
33S

SBⅢ2311　　　SBⅢ238　21・22

SBⅢ232　2～4　SBⅢ239　23

SBⅢ233　5～8　SBⅢ240　24

SBⅢ234　9～11　SBⅢ241　25

SBⅢ23512～16　SBⅢ242　26・27

SBⅢ23617　　　SBⅢ243　28

SBⅢ23718～20　SBⅢ244　29～34

第439図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器10

－493－



、、㌧＿∃二二ブ

－　　　　　　　　　　　　●

∈∃≡箋

∈∃召

一二ア
3

‡誓≡

10cm

l I I

－ttttPtt－tt－tt－tt－llllllttttttttttttttttttttttttttttttthRh

、＿　　　　　　‾、くこて

SBⅢ245　1～10　SBⅢ24717～23　SBⅢ249　27・28

SBⅢ24611～16　SBⅢ248　24～26　SBⅢ250　29～34

第440図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器11

－494－



〒…百‾‾ア

4

’＼⊆三∃二二＝ゴ♂‘′5

歴万‾謬：
10

＼＿＿上♂、・＼、壷≧≡ク：・

、．．♂
1

21S

二『；三三三≡

16S

′′′

＼ミヨー空残2S

鞋4二孝三≡Z

′′′

、＼⊆∃二＝＝＝メ′

18S

′′

、⊂「1＝三者26

SBⅢ2511・2　SBⅢ25512　　　SBⅢ26119・20　SBⅢ265　24・25　SBⅢ270　31

SBⅢ252　3～7　SBⅢ25713　　　SBⅢ262　21　　sBⅢ267　26・27

SBⅢ253　8　　　SBⅢ25814　　　SBⅢ263　22　　　sBⅢ268　28

SBⅢ254　9～11SBⅢ25915～18　SBⅢ264　23　　　sBⅢ269　29・30

第441図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器12

－495－



琶∃忘謬1

篭≧」♂
12

＼＝］：プ

ミ≡∃≡♂

焉⊇＝♂

』＝±＝＝二ク

18

∈∃＝＝＝＝ク

19

ミ≡⊆ク20

＼墓⊇＝三戸
21

17　　　　　∈≡∃三三謬
22

＝‥ク30

‾〒グ：：
28G

去表夢－‡二二
10cm

－　　　－　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　－　　　－　　－

≡≡≡覇扇一至芸≒≡帯

二子‾

第442図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器13

－496－

41

SBⅢ2711～7　SBⅢ277　33

SBⅢ272　8～10　SBⅢ28134～36

SBⅢ27311～25　SBⅢ282　37・38

SBⅢ274　26～29　SBⅢ285　39・40

SBⅢ275　30・31SBⅢ286　41

SBⅢ276　32



ぎ㌍‥‾讃≡
7

≡≡二三曳三三ここ

21S

8

］

i

i
l

＝房≡≡

11　∈≡≡∃三≡§
13S

≠∃聖彗＼

7拓く9

SBⅢ287　1・2　SBⅢ290　6～8　SBⅢ29214～16

SBⅢ289　3～5　SBⅢ291　9～13　SBⅢ29317～23

第443図　Ⅲ期掘立柱建物出土土器14

－497－

ヽ

と⊆上皇畠
20S

≡‥
lノ　1

ミ野ノ、、、23S
l

10cm

⊆＝「．．！　　　＿」



妄＿‥＝妄‾ ；ク

之二二』戎
26U

第444図　Ⅲ期柵出土土器1

－498－

SAⅢ12　1

SAⅢ14　2

SAⅢ16　3～5

SAⅢ18　6～9

SAⅢ2310～12

SAⅢ3113

SAⅢ3314

SAⅢ3415～18

10cm

」．．．！　　　」

ニ‾：ll†＿・

、t二二∈萄ニ‘

31U

SAⅢ35　19～21

SAⅢ36　22～25

SAⅢ37　26

SAⅢ38　27・28

SAⅢ41　29

SAⅢ42　30

SAⅢ46　31

SAⅢ50（1）32



「‾

l

±＿

SAⅢ50（2）1～3　SPⅢ015

SAⅢ514　　　SPⅢ02　6

SPⅢ06　13

SPⅢ07　14

SPⅢ08　15

SPⅢ09　16

‾∃畠繭‾1．∴‾

∴∴∵
12

第445図　Ⅲ期柵出土土器2，ピット　出土土器1

－499－

10cm

ヒ丁目．！　　　」



∈≡♂　『⊆♂

ミ≡⊆召∵・七⊇頭

‾『一才‾‾●Ⅶ‾
5R

＿＿ごて二‾≠＝‾

17 ー∈土子18∇

一　一／

璽：フ

ミヨ忘雲

ー

SPⅢ10　1～4　SPⅢ13　8　SPⅢ1611～16

SPⅢ11　5　　　SPⅢ14　9　SPⅢ1717

SPⅢ12　6・7　SPⅢ1510　SPⅢ1818～21

6S

二．：＝ク
7S

11

『≡≡顕
∈≡≡≡主三三ク

13

『：≡≡≡ク
14

『≡∃三三ク
15

く＝＝∃二二ク
16

くこコ三竺♂　＼こ＝去三二♂

ミヨ≡妄誓

SPⅢ19　22

SPⅢ20　23～27

SPⅢ21（1）28～36

第446図　Ⅲ期ピット　出土土器2

－500－



一一一　－　ー

竃ク
4

l；三三∠一一三‾了

く∈芸巨≡ヲ
16

二二；二：

ミヨ；≡謬 ∴∴、

、　　‾‾‾7

6z

『＝≡≡召

塵く

軍　≒≡≡巨≡プ〈　∈こ＝：∈≡謬
17　　　　　　　　　18

軍。苧

∈≡召。

19

く∈≡∃F二二ク

22

‾「一二

ミ≡≡套≡＝ク
26

．：；♂
27B

SPⅢ21（2）1SPⅢ25　5・6　SPⅢ2910　　　SPⅢ34

SPⅢ22　2　　SPⅢ26　7　　　SPⅢ3011～23　SPⅢ35

SPⅢ23　3　　SPⅢ27　8　　　SPⅢ3114　　　SPⅢ36

SPⅢ24　4　　SPⅢ28　9　　　SPⅢ3215・16　SPⅢ37

17～22　SPⅢ38　26

23　　　SPⅢ40　27

24　　　SPⅢ41　28

25

第447図　Ⅲ期ピット　出土土器3

－501－



一’．一　 1 z

「：≡＝二

－　　　　　　　　●

ミ≡≡巨≡ヲフ

10

∈∃＝♂。

∈∃∈召

ミ三三妄聖二ごク

11

∈≡∈或

宅∃∈♂

て＝コ巨三ク

12

『≡＝二±±≡ヲ

18

10cm

」「‥．．．！　　　　！

’、、t≡〒≠≡コ′’’‘

SPⅢ42　1　SPⅢ49　8　　　SEⅢ0119・20

SPⅢ43

SPⅡ44

24　spⅢ45

SPⅢ46

SPⅡ47

SPⅢ48

27B

2　SPⅢ50　9～11SEⅡ02　21～25

3　SPⅢ5112　　　SEⅢ03（1）最下位　26・27
4　SPⅡ52　13

5　SPⅢ53　14

6　SPⅢ54　15～17

7　SPⅡ55　18

第448図　Ⅲ期ピット　出土土器4，井戸出土土器1

－502－



〒∃∈♂・・占了壷・ノ4

∴・了‘

▼▼一

＼漣山喜：乞ク’9S

∈≡≡≡謬18S

≡≡≡一二二‾

ミヨ三戎

二三ノ′三

、

′

′

奉藁⊆≡

＼∈≡∃‥二二二才ノ

16S・ヒ＝＝＝亡三三才’・・17S

≡∃妄㌘

－　　　　　　　　　ー

SEO3Ⅲ（2）上位1～17　　0
10cm

裏込18・19

SEⅢ04（1）20～38

≡∃該ア

●

≡〆‾三　：＝≡≡士‾二二

「‾‾‾‾‾‾一　　二・、㌔　36

第449図　Ⅲ期井戸出土土器2

－503－



ミ＝∃三三ク
2

I　　　　　 M 、、 l

、 ヽ－ 一一一一一⊂ユ

三三

『≡∃去＝ク
3 、li～：、、ヾ、l霧『

ll

SEⅢ04（2）1～18

第450図　Ⅲ期井戸出土土器3

－504－

バ

ー

．

u

＝

U

 

l

1

1

－

ノ

ー

．

n

m

日

日

H

M

L

－

1

ぴ
〃
凡
作
Ⅶ
＝
＝
′
魁



‾‾二／二：

＼、盲≡」：♂ニ′
21Z

一一1

＼ミ≡表」‥‥‥．＝♂S

ミニ二コ⊆二一一一ク

12

∈＝二二巨三言フ
13

℃＝コ二三三ア
14

遷し三二

∈＝∈戎
28

て≡≡≡墓≡≡7
29

ミヨ芸ク
30

∈≡ヨヒ≦ク
15

⊂≡≡≡謬
16

〒≡∃≡謬
17

∈∃三プ
18

＼＿＿必19

－ －
．ヽヽ

SEⅢ04（3）1～10

SEⅢ05（1）下位11～25

上位　26～31

第451図　Ⅲ期井戸出土土器4

－505－

［1．．！　　　」



、－　　　．／グ

∈≡≡≡＝≡≡＝］　♂

r、i

「

’、＼『≡≡⊆；≠ク
7

SEⅢ05（2）上位　1～4

裏込　5～11

SKⅢ02　12～23

粟∃云

言責≡＝　＿ニ＝
20G

・＼＼一上≡＝ブ・23W

⊆三三壬三三ク

〒∃　∴ク
4W

＼「丁二二謬
9Z

轡‾堅一問：7頂冊

第452図　Ⅲ期井戸出土土器5，土坑出土土器1

－506－

19

10cm



：‾‾プ

‾謬

∈≡≡≦遥遠　三芸も二二
8S　　　　　　　　9S

、’　〕　　醇′‘
10S
ガ－
11S

∠二＿」　：塁も

、、ミ＝圭≡ク

12S

鷹

腐

14S
畠‘′

腐風
・′郵′，展、

20

21

第453図　Ⅲ期土坑出土土器2

－507－

SKⅢ05　1～11

SKⅢ0612～15

SKⅡ08（1）16～24

三上I二二

偲。

0　　　　　　　　10cm

！．－．．！　　　　！



ヽ一一一≠＝辞′ノ
ヽ－．．・．＿．．＿＿．＿－．．【＿＿▲．．＿＿・．日．．＿・．．．＿．．・．＿．－－．＿

16

／「
l

’　　　　　8

SKⅢ08（2）1～12

SKⅢ10　13～15

∈≡表：喜喜琴

SKⅢ13　16

SKⅢ14（1）17～21

第454図　Ⅲ期土坑出土土器3

－508－

l I l
llllltllllllllttlllll－ttt－ttt－ttt－lllFlt－tqPtttttqtqqttRttt▼qtttttt▼ttPh



SKⅢ14（2）1～6

SKⅢ19　7

6　　　sKⅢ21（1）8～12

二二＼斬

‾′′ノー．．、志虹

第455図　Ⅲ期土坑出土土器4

－509－



二‾＝′l三 ii挿‾嗣

第456図　Ⅲ期土坑出土土器5

－510－

，－「歩
11S

SKⅢ21（2）1・2　SKⅢ2415

SKⅢ22　3～13　　SKⅢ2516～18

SKⅢ2314　　　　SKⅢ2619～22

ミ≡言≡S

≡∃＿≡≡琶

0　　　　　　　　10cm

！－．．．！　　　二二」



「
l

〔〒

」　　　　＿＿　　〕　　－＿＿＿＿．I
ll－ttt■lttq－ttPt▼°1－htFqqFtR▼qPtPtPtPttt▼▼ttttthtt－

SKⅢ27　1～6　　SKⅢ29　8～12　　SKⅢ4015

SKⅢ28　7　　　　　SKⅢ3113・14

第457図　Ⅲ期土坑出土土器6

－511－

．／／∠三三〒＝＝二三≡ヽ、、I

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

12S

∈∃≡≡謬15



SKⅢ411・2

SKⅢ42（1）　3～15

1－1

三1

第458図　Ⅲ期土坑出土土器7

－512－

0　　　　　　　　10cm

！．I．．！　　　　　j



芋二

「「＝「「

SKⅢ42（2）1～5

SKⅢ43　6～8

SKⅢ44　9～13

第459図　Ⅲ期土坑出土土器8

－513－



：ヲ二二
2

二一一　▲

l＝謬

1－針
○
18

第460図　Ⅲ期土坑出土土器9

－514－

′

＼〒⇒＝＝戒。／



『＝墓♂

∠二二二‾‾‾±ミ＝＝

17S

〒∃＝＝＝〒才
1

18S

幸＝∃「二才
I

19S

〒〒肇　＝謬
6

′′㌻

－t ． t P
2

‾〒芋－／ラ

≡≡‡‡÷二二

0　　　　　　　　10cm

［　‖　－！　　＿」

SKⅢ47　1・2

SKⅢ49　3～8

SKⅢ51　9～24

SKⅢ52　25～34

瓦≒1S　∈〒≡〒＝＝鷲

第461図　Ⅲ期土坑出土土器10

－515－



〒′

『「「ニ：♂
12

＼、、‾‾‾‾「．♂

‾‾‾‾：「：

l　　　　　　　′

、＼ゝ＝⊥二ク′17

t　＝≡‾：

、　．　．：♂
1

24

：‥⊇〆一‘
25

一

率．

喜二‾l＼

、t二∃二二才‘’

26

≒≡∃≒妄♂
27

謬≡≡
28

0∈露頭110cm
し．．．．！　　　　！

SKⅢ54　1～11　SKⅢ5818～20

SKII5512　　　　SKⅢ60　21

SKⅢ5613・14　　SKⅢ6122～31

SKⅢ5715～17　　SKⅢ64　32・33

ミヨ‾‾謬

＝』二義S

第462図　Ⅲ期土坑出土土器11

－516－



一一三

毒l‾‾‾撃て

「野：＿‾、

〒覇画参ク

≡虫≡　＝：箋
13S

戸二三6

15　：〒芦

＝＝司三‾7

0

17

19S

lOcm

！ⅠⅠ．．！　　　　！

丁＝＝ハ‾

SKⅢ66　1～5

SKⅢ67　6～11

STⅢ0112　　STⅢ0314　　　　STⅢ0818・19

STⅢ0213　　STⅢ0415～17　　STⅢ1120・21

第463図　Ⅲ期土坑出土土器12，墓出土土器1

－517－



〒≡＝
二≡≡ノー‾：

′′

＼く≡‡三∋残

∈≡妄⊇ク6

『二二妄三ク7

『＝≡⊆≡＝ク
8

．．

＿二二二＝聖二＝

9B

＝∃≡＝ク10　　－：：≡ク11　　　：二ク12　　　：二＝ク13　　　：：＝ク14

〒≡≡壬＝主ク15　〒≡∃」去ク16　『≡∃三三ク17　　　：：…ク18　　　　ニ∠ク19

謬
才＝＝
21Z

、’ヒ三三∃　二：＝3‘′

STⅢ12　1・2　　SXⅢ02　24

STⅢ14　3～9　　SXⅢ03　25～29

STⅢ20　10～23

、・、瑚∴

0　　　　　　　　10cm
上．．－．！　　　　j

第464図　Ⅲ期墓出土土器2，不明遺構出土土器1

－518－



傾、・、5

ミヨ∈云莞

ミヨ⊆戎

∈∃⊆＝♂

0　　　　　　　　10cm

L‖　－，！　　　　！

SXⅢ04　1～12　SXⅢ0913～23（内竃）
SXⅢ10　24

∈∃＝7
20W

〔コ22　⊂〕23

第465図　Ⅲ期不明遺構出土土器2

－519－

F‾　　げ



≡≡＝∋

＼≡∃＝去考

∈∃＝：亥

＝＝＿／了＿‾

∴

零　　　　・

‾ユ㌧二：

、、＼　　！　／／

⊆萎三重二二」12

∈∃芸亮

二二三三14

ミヨ苗

「二塁＿＿＿＿

＝‾‾

一斗‾‾‾　寄
28K

SDⅢ011～4　　0　　　　　　10cm

SDⅢ02　5～28　　」」⊥⊥＿⊥」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第466図　Ⅲ期溝出土土器1

－520－



ミ＝＝］⊆三三ク3R

＼＼、≡喜子l

ミ＝］妄≡鷺。

てこ∃弱1

、、＼よ：’23

I

C

－　　　　　　●

、、＼∈土老′

1≡≡≡圭＝＝守1
8

●

＼＼＼二義堅盈

′　′

＼＼占±琉

′

＼＼t＝L喜怒

：：う
SDⅢ03（1）1～34

第467図　Ⅲ期溝出土土器2

－521－



！ ≡≡♂

愉
二　二

10cm

し．．．．！　　　　！

SDⅢ03（2）1～11

第468図　Ⅲ期溝出土土器3

－522－



ヨーニ二

≡妄
ニr・－：

≡王主君

ミ≡∈老：S
－－　－－－　　　－

≒≡∃二墓妄票

∈＝＝＝∃≡＝三三訝

10cm
L＿＿－⊥＿＿＿－＿＿＿」
11　　1　　　－Pttt－tt－tP－－lttttt－

SDⅢ03（3）1～16

SDⅢ04　17～26

　　　」 ′
＼．．．．．＿－．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．

＼　 罪

＿こコ　．　ささurliiロー声r
・．ミ：’．
J一、・．ヽ　－

．l

－1°一

1
ヽ

・－ － ■．‾

－1 l

．td

・・さ一　　一、

－・ニー1rl1－　　 ▼ ．・1一・ノ

∴　　＿、1ノ．ノ・

琶 壷 塾 ＝ ＿

‾等至芸＿

第469図　Ⅲ期溝出土土器4

－523－



『∃⊆♂

20

貢：雀≡弄

睾∃≡

て三三三三二二

∈∃去禿
′

＼＼幸：R
O

＼宅

10cm

l．．．．l　　　　二」

第470図　Ⅲ期溝出土土器5

－524－

ニ＼壷二

25S

SDⅢ051～25

SDⅢ0627　　と∃空或27U



＝二三三女＿＿1

ゝ二二二：二三子’

‾　⊥ニ＿T

一一一一一一一°‾

二二二＝二一

こ』二三＿＿」に±
12S　　　　　13S

＝ぞ≡

羊二二∃　二三三訂
15S

、ヒ「一一一一」二二＝三冠

16S

32

SDⅢ07　1～30

SDⅢ08　31～33

l′

一一二乞…17S

「、こ窒二

ア：：つ‾訝：：
．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′．

10U llZ

、＝：∃

＼竜≡≒⊇≡≡芸テク

19S

・・‾雪ミニ∵23S
l

・・亡＝∃三壬ニ26S、、由

18

第471図　Ⅲ期溝出土土器6

－525－

二＼二二＿三

10cm

ヒ日　日！　　＿＿＿＿」



享l

、

≡≡翁≡≡≡
10S

「「一一1二＝『戸＝．‾ヽ　ヽ

1

17

‾‾‾二三≡：：：プ

宝

28

’＼」＿＿＿」二二二二プ′’

30S

4

SDⅢ09　1～16

SDⅢ1017・18

SDⅢ12　19

SDⅢ13　20～26

SDⅢ14　27～33

SDⅢ15　34～39

謬：：　‥三ク＝＝

匠＝　’、嘘ク′

、　　　－、勒

＼ゝ＝＝＝＝」二二二二タ‘

10cm

し＝1．．．！　　　＿＿＿j

第472図　Ⅲ期溝出土土器7

－526－

19

’／　　　23

ヲ「ラフ≡
24

ミ：］‡謬 三二三



－

盲…＝土二ゴ’3

題　　　　　　　　　　　　　′

ノ　′

＼ヒ去坑

’＼t二二主≡ク′′

5

l

、、・ヒヨ⊆∠
6

1

ナ「一一」」幸三訂′

1＝＝二二∃　三三才一
8

≡・‾

12U

二二二一一二＿＿＝≡≡
13S

と土＿＿＿一三主も
15S

′′

．白も、、＝』
25S

26S

d二三冠

＝≡§
17S

14S

SDⅢ15　1～28

SDⅢ17　29～36

、、＼∈去≡ク’’
29

「‾‾‾‾！　‾プ

＼、＼、、、、i　ノ〆

・・一′　　　　　　　9

』

．＼盲…≡≠芸芸駕。S

t

32S　　　　　　　　　　　一！～

ヽJ

′

＼∃’、⊆幸S塑S
第473図　Ⅲ期溝出土土器8

－527－

。二二±＝二言6
0 10cm

［二二一二．‖！　　　＿＿」



≒∃⊆考

ミヨ⊆契

、’＼±よ＝ク
3

∈露♂

ー」♂

・　　　　一　　　　　　　　　　　　　●

＼＼上土♂：

二二二二二≡＝ヲ

t∃主賓

、＼≡］二三♂

SDⅢ18　1～6

SDⅢ19　7～22

第474図　Ⅲ期溝出土土器9

－528－

』フ18
t l

1　t

O lOcm

⊆＝＝」⊥＿⊥」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」



・．－・・．l・．・．・．・．・．・．．．．・．・．．・．＿－　＿－l－－－－　＿－－1－　－－　、

．と∃∈亮二′

．・一一＝＝雪三二二ミ：、

逗』♂

∈∃主謀4

－＝才
1．．．．！　　　　！

SDⅢ25　1～16

第475図　Ⅲ期溝出土土器10

－529－



i：1、＼二．∫‾

′

、＼モ≡∃≡≡♂
15S

∈童召

、、＼謹′′

0

！．．．．1　　　　」

∠≡∃‾塁も

∴、二
（

＝；
16S

‡き
Ll・‥一一一一　1亘

SDⅢ25・26　1～19

SDⅢ27　20～22

SDⅢ28　23～26

一　一一1くここ7－一　　‾▼一‾‾‾
＼　　　ノ

ヽ′‘

（＿＿‾‾　＞－ノ

了．‘＋＞ヽ

第476図　Ⅲ期溝出土土器11

－530－

25S



・・∴

慌∃訪

・一一も・

聖二ク
24

礎‾㌻

8、、恋′’
9

ゴー二　‥‾＝

フ椚

SDⅢ29　1～15

SDⅢ3116～20

SDⅢ32（1）21～31

第477図　Ⅲ期溝出土土器12

－531－

10cm

LL．．－！　　　」

＝㌍≡≡
31



、、　三二＝‾　5S

至萱蚕二＝王ら≡≡
6S　′

、－．・－．－

7S

ヽ　ヽ

．t

－△：：2S

冒S

∈≡軍1S

翼．一三・′一・♂

SDⅢ32（2）1～8

SDⅢ33　9・10

SDⅢ36　11

SDⅢ40　12～14

SDⅢ42　15～21

18S

l

、＼盲よン′
19S

ラ′
0　　　　　　　　　10cm

1．．．，！　　　　！

第478図　Ⅲ期溝出土土器13

－532－



超越

＿＿＿云座
1B

J

J

J

l

／

／

／

J

l

J

／

！

J

！

／

SDⅢ44　1

SDⅢ47　2・3

SDⅢ54　4・5

第479図　Ⅲ期溝出土土器14

－533－

l

t

も
三章二

2

0　　　　　　　　　10cm

しⅠ．．．！　　　　！



、‾由：‘13。

、、＼∈土ゴ’一15W

O lOcm

L．Ⅰ．．！　　　＿」

SDⅢ55　1

SDⅢ58　2～4

SDⅢ60　5～12

三「 一　一　一　着

覇

SDⅢ6113～15
SDⅢ6216～21

＝…ヂ≡≡

竜≡≡重≡≡ク
17

∈≡≡≡ク18

＼＼〒≡王妄タ

第480図　Ⅲ期溝出土土器15

－534－



ミ≡；♂1

黛二′‾‾

⊆∃‥‥プ

竃釘。

∈∃」二♂

∈∃」♂

∈∃」♂

′

＼、

10cm

［．．．，！　　　　！

≡≡召9

≡≡召。

∈≡∈プ
8

l‾

l

▼

－　　　　　　　　　　　　●

＼＼∈≡境莞W

＼七∃≡ヂ

∈≡亥1

二／：二

∈国≡詔
SDⅢ71西部（1）最下位　1～3

下　位　4～17
中　位18
上　位19～25

第481図　Ⅲ期清出土土器16

－535－



三二三二ノイ二

撃＿＿＿　　　競甥

4G空母　5G
、、－、∈≦∃≡苧ミ戸＝ジ

6G

ここ－　 一一・・－　‾‾、－ミニ－ － tヽ3．‾－　－ ‾‾．一一一rコ．－とr‾‾T‾ニ－

○ （〕 「 〕（二　　　　 S D

＼・ヽ＿
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′′′′

1 1　　 S D

（ ＼

ヽ

′二・・、‥場

＿●

ミヨ』戎

一一′′て

‥‾二　＿二

0　　　　　　　　　10cm

！．．．．！　　　　！

Ⅲ71西部（2）上層　1～10
11・12

Ⅲ71中央部（1）最下位13・14
下位15～28

第482図　Ⅲ期溝出土土器17

－536－



飛′：丁

珍
、一、、二コ三三戸ニ 2G

三一一

〒≡≡画攣
12B

『＝］∈プ

で逗グ16

三三三≡≡賢二

挙動

二＝土ノー：＝

萱』

．

9G・z？

「二‥＝‥‾‾‾「‾「

SDⅢ71中央部（2）下位　1～11
中位12
上位13～23

『＝；＝⊆ゴ＝ク

二≡：二

10cm

L」．．．！　　　　」

ミ。Z

一　　＿

′

、、＼＼ヒヨ二二二タ23R

第483図　Ⅲ期溝出土土器18

－537－



て二二1二二ク
2

く＝＝ヒ＝ク
3

∈≡≡⊆戎

『≡≡＝戎

『≡≡＝戎

∈≡弐

三千≡‾二二：

∈≡⊆≡♂
14

ノ鉦．ト’ぺ

．J・、

鳩汝
＿h　・一

‾二二L…＿

．ニーI

rI　ご　Ctノ

′‾

．＿　ノ　　　省l㌧
1

l L　　′一一′
j

l

15

、亡∃≡豆‾31

0　　　　　　　　　10cm

」　　＿＿＿＿．．＿＿＿　」　　＿＿　　　l

tlttttttttut°tq－　　　　l tt－llttlttttttFtttPtt－1

二三三千一三‾

頭4

∃芸

∴－

±ク了

－　 1ノ 1T ‾ ‾．‾‾‾

∴＋　 ∴

都 「：：／j

J／

し

＿＿　　　　　　　 33l

＼＼、＿．′　し　－・11－し

〔工 ） l

1 中央部（3） 1～ 8
東　部（1）9～33

第484図　Ⅲ期溝出土土器19

－538－



、7 ‾‾．
－－－ 一・・・・・一．・．・．・・・．一・一　　　　　　　　　　　　　 ＿＿ ＿ 「 Y 一一一一一一一一

l－．ll．＝ニ＝コ－．・．・．ll・－・　　　　　　：　　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′
㌣ 人 ト 八 へ ‾‾．、．．qtご－ －．・・－・

．－　　　　　　 4
′．

鞍手－
－ 、ヽ 7 ‾

l

l

≡≡至：‾‾二
、－∵．

．1

／‾‾－ －

　／
JJ

0
！一′　　　　 L

1
＼

＼l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

SDⅢ71東部（2）1～7

第485図　Ⅲ期溝出土土器20

－539－



、「一一一一幸〒〒才二°

ミヨ拶

ミミヨ‥‥プ♂
14

題‾‾l‾

軍一‾l‾

∴l・∴ユ

≒∃医♂

三二

ノ　ー粋？㌦上

郡如、

′睾子守■十∵

ト　ナー吋
ヽ

1

J

題

・、J．
J．▲・．． 1．
†rl

（ヽ 一ト エ ′

′　　 t

． J
l J I ．

4

．　 ＿ヽ．

今 ． ’

t r

l

F ．　 、‘

l

ヽ． ～

． ： h

h　 ．‘・ ．．Ⅰ

′

′ l

L

ー T

だ

’．）

l

1

I

，．

イ

ヽ

ノ

1

7 ・l‘ ・

、

l　 ヽ

．J ‾

ヽ ・

J l

J

良 、 、

I ・ ‾ヽ －

罵蕪矩帥

SDⅢ71東部（3）1～17

第486図　Ⅲ期溝出土土器21

－540－



三才

∈≡謬8S

‘＼＼、・1†rr‘一

′

’、＼＼昌と考。B

＼∃…ヂ6

「≡≡＿「

二二一二二

≡‾

3B

胃＿＿・・一・
‾孝三
5W

♂：
6W

19U

、’＼一一上二才‘’21S

、・、亡＝≡圭者ニ

＼＼、E＝≡［頚瑠

l

＼壷：’
14B

「I

0　　　　　　　　　10cm

」　　＿．＿＿＿．l I

ttt－t▼t－tt－ttht－tt－lllllqlllltP▼°－

SDⅢ71東部伍）1～6　　SDⅢ7310
SDⅢ72　7～9　　　　　　　SDⅢ71～74　11～14

SDⅢ75　北部（1）　下位15～21
中位　22～28

第487図　Ⅲ期溝出土土器22

－541－



∈≡召

≡≡E妄ク2

派≡∃臣
、’＼表’4

′

′

一二三Z．：：75北部（2）

、、＼＼⊆≡媒ぞノ

、、＼ヒ≡⊆芸子：一

SDⅢ75　北部（2）　上位　1～7
最上位　8～16

⊆≡≡芸⊇　「プ
7W

SDⅢ75　中央部－1（1）中位17～21
上位　22～37

「‾　　　　　　　　　1

し〒≡≡≒二‥主」甲晰嘲

くく＝』二つク17

＼モ≡」三三♂

≒∃＝＝＝♂2

電ニーご：三

‾「フ≠l‾‾：÷

＼〒ヨゴ禿

窯二：：l

くこ＝』クフ26

てこ＝＝圭…＝＝ク27

誌ク28

『≡≡≡芦29

くく≡主＝クフ
30 票＿て

第488図　Ⅲ期溝出土土器23

－542－

孝二＝

10cm

！．．．．！　　　　！

！こ

貞二．

『誹



ー＿二＿二二＿　　　　　　　‥

∈∃［＝グ4

三三二三‾二三

∈∃妄ぞ

SDⅢ75　中央部－1（2）上位　1～6
7～13

中央部－2　14
南部（1）下位15～22

第489図　Ⅲ期溝出土土琴24

－543－

鷲∃訪

鷲∃彩

廼巨
竃∃露S

、＼d：：三ク‘
13S

0　　　　　　　　　10cm
L　　　　　＿＿1．＿　＿‥＿＿＿＿　＿　」
ttp－▼－ltq－ttl－lt－－▼q▼ttqtRtqPtt▼tttttPttttttttP．PqP

＼∈≡圭プ

－」



く⊂二二ヒ＝グ
2

、’t≡∃＝ニケ
3S

∈妄柔

題＿＿ゴーー：

－－　　．

ミヨ［謬1

、＝＝＝＝巨＝＝く戸ニ

＝＝雀琵

〒I

－歳

第490図　Ⅲ期溝出土土器25

－544－



∈∃∈箋
－

∈≦≡∈塾

」貞；竺＿＿＿＿

∈∃≡箋
－

tF．

11S

∠よ

SDⅢ83（2）1～16

SDⅢ84（1）17・18

第491図　Ⅲ期溝出土土器26

－545－



ーニラ

三重　　二才‾′

慌≡歪ク1

二幸　　ゝ・

二戸三三8　‾ア

厩ご

－＿＿：㌘
l

－　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　－　　　－　　　　　　　－　　　　－　　　－　　　　　　　－

19S

∈〒二二＝謬2。S

∈±∃　土讃

SDⅢ84（2）1・2

SDⅢ83・84　3～17

SDⅢ87　18～22

第492図　Ⅲ期溝出土土器27

－546－

l l　　　　　　　」

tt－tt－ttttt．ttt1－1ttttllhtthtttttttPtP▼ttPttPttttttttt－



燕

二二：

第493図　Ⅲ期溝出土土器28

－547－

∈∃　箋

ミヨ≡；亮

＼＼く＝＝⊥二二ク
10S

SDⅢ89　1～10

SDⅢ93（1）下位11～18

10cm

LT－．ト＿＿二二∃



」一′－

ノ ーノ【・．・・．‘‾・．・．・．・．・．・．・．・．・．‘ノ －

ノ
ノ

∈≦∃巨§

宅∃≡訝

∈∃≡謬

∈∃≡夢11S

∈∃∈謬

く∈∋≡謬1。S

三≡≡≡こ、＿

∈∃軍鶏

∈∃⊆ク

〒∃妄ク

7S

∈≡≡箋
8S

〒≡巨鷲
叫・’－　t

l　ヽ、

こ、五予
告ノ、聖、し

、一　ん′《一　　　°．

‾‾　r f′

－ふ　－ピコ‾　、

ニー一一一　‾　－　　一つJ、

こ・・ナ‘ト．・J

ノ　　ー

へヽ、、　　．・　　′∫

〒‡歪≡司

〒書＝二‾‾二

i当室蚕室＿′

．．．－．．－．二二．－．－．‘‘‘‘■‘‘‘十°’．．‘’‘■’‘’－

第494図　Ⅲ期溝出土土器29

－548－



∈∃∈箋

∈≡≡≡妄誓S

ミヨ芸訝S

SDⅢ93（3）上位　1～12

0　　　　　　　　　10cm

」．．．．！　　　！

20cm

！．．．．！　　　　！

第495図　Ⅲ期溝出土土器30

－549－



琶∃≡≡契

＝？r

l　　°

l l

－　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　　　－　　　－　　　－

SDⅢ93（4）集石一括
6～14

SDⅢ9415

C増㌢ロ頼16

1～5　　SDⅢ96　16

SDⅢ98　17

SDⅢ99　18

ヒ」⊥⊥⊥」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第496図　Ⅲ期溝出土土器31

－550－



∈≡聖≡∃

一一一一芹＿－‾

＿ノ．

．≡召

・・と三三］”二二者’
3S

’・、、盲≡三三二＝＝＝ヨ　　　ゴ‘′’

4

∈三二二＿＿　＿－］　‾‾　＝＝〒弐

′

＝二二一一二≦ア二

20S

謬＝「逐＝
23S

∈≡≡＝∃＝葦

第497図　Ⅲ期溝出土土器32

－551－

SDⅢ100　1・2

SDⅢ102　3

SDⅢ103　4

人＼、ゝ　　SDⅢ104　5～8

軒言　霊鵠㍑～26



≡‡箋

－三三≧3

霞
＼＼

∈≡〒≡訝
7S

宵 3

∈∃　≡≡箋

SDⅢ113　1～6　　　SDⅢ12112～14

SDⅢ117　8　　　　　SDⅢ12315・16

SDⅢ118　9～11　　SDⅢ12817～20

第498図　Ⅲ期溝出土土器33

－552－



〒∃≡；召

〒≡「讃s．－一

SDⅢ129　1　　　　　SDⅢ140　5～13

SDⅢ130　2　　　　　SDⅢ14214～18

SDⅢ135　3・4　　　SDⅢ143（1）19～32

7　　　ミ≡∃＝＝＝ク9

＼＼モ≡圭三戸シ8　　　　　二三ク10

〒三二

－　　　　　　　　＿●

＝＝召≡≡

云

宅。

∈＝⊆；♂16

〒≡〒考7
日暫

18

窯∃顕
亮一：三 三監≠二

第499図　Ⅲ期溝出土土器34

－553－

0　　　　　　　　10C皿

L－‥．！　　　」



－　　　　　　　　　　　　　　ー

≡＝妄謬

l

萱7
『≡≡訝8

一一一　　　l　　　　　　ノ・

’、＼『≡∃：≡プ’′

二三‾‾‾‥÷＿‾‾

10cm

SDⅢ143（2）1～3

SDⅢ144　4～16

SDⅢ143・144（1）17～26

≡‾二手　＝＝三二二

＝＝‾二二　＝＝‾‾二二

第500図　Ⅲ期溝出土土器35

－554－

．一一一

L．．．．！　　　　＿！

≡‾‾二三＝＝芸子

’′　　　く＝＝主＝二ク

26



て三一、11

聖二

0　　　　　　　　　10cm

L．．．！　　　」

SDⅢ143・144（2）1～15

棄‾ll＿：

‾G？、

第501図　Ⅲ期溝出土土器36

－555－



『＝≡⊆妄ク5

●

≡芸謂

ヽ

l

ヾ

二三I

．′t／17

SDⅢ143・144（3）1～3　SDⅢ162　9～11

SDⅢ147　4・5　　　　　SDⅢ16612～14

SDⅢ159　6・7　　　　　SDⅢ168　15

SDⅢ161　8　　　　　　　　SDⅢ170　16・17

第502図　Ⅲ期溝出土土器37

－556－

10cm

！．．．Ⅰ！　　　＿＿」



SDⅢ177（1）1～14

l l

第503図　Ⅲ期溝出土土器38

－557－

10cm

L＝Fl．」　　　　」



∈≦∃∈箋

∠∃∈義

戸∃∈＄

二幸≡三三
一一一

「弓奉．

∈∃巨契

く書妄冤

ミヨ⊆；謬

第504図　Ⅲ期溝出土土器39

－558－



二一－一

SDⅢ177（3）1・2

SDⅢ179　3～8

SDⅢ186　9・10

第505図　Ⅲ期溝出土土器40

－559－



第5節　第Ⅳ期　室町時代

1．はじめに

第Ⅳ期の遺構は第1・2・4徴高地上に所在するが，第Ⅲ期の集落に比べ遺構・遺物量はかなり少な

くなり，その中心地は第1徴高地上に移る。

当期に最低限定できる主要な遺構を微高地単位で集計すれば，第1徴高地一掘立柱建物8・井戸2・

土坑16・溝10・不定形遺構1，第2徴高地一溝1，第4徴高地一溝2・不明遺構4等が確認された。第

1徴高地を除く周辺域は，遺構数も少なく，かなり耕地化が進んでいたものと考えられる。

第1徴高地上では規模からみて有力農民層のものと考えられる室町時代末の屋敷地を検出した。この

屋敷地は，周囲を掘割りの溝で区画され，その画された空間の面積は最少で約2，055d　最大で2，299I運

を測る。敷地内からは，掘立柱建物4・井戸2・土坑8等が検出された。なお，この敷地内には，ピッ

トが約2000あり，かなりの数の住居が複合していたものと推定できる。なお，この時期を最後に下川津

遺跡のほぼ全面に耕地化が及ぶ。次に，最大資料化出来る遺構と遺物を順次紹介する。　　（西村）

2．掘立柱建物

SBⅣ04（第528図）

G21区で検出した。3間（5．9m）×2間（2．6m），棟方向N650Eの掘立柱建物である。東列北2穴

を欠損する。柱間寸法の平均は桁行1．7～2．2m・梁間1．2～0．4mを測る。柱穴掘り方はほぼ円形を皇し

径約0．4mと，柱間寸法の割には小振りである。深さは0．16mとなる。柱穴から羽釜脚部，備前焼襲体片

などを出土した。

（第528図1）は土師質三足羽釜脚部片である。丁寧な指押さえで多角柱状を呈する。　（大久保）

SBⅣ06（第507図　SB8617）

I19区で検出した掘立柱建物である。SI）Ⅲ33に切っている。4間（7．7m）×2間（4．2m），棟方向

N650Eを測る。柱間は桁行1．0～3．0m・梁間1．7～2．6mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．4

m，深さ0．47mを測る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅣ07（第507・528図）

H・I19区でSBⅣ06の東側で検出した掘立柱建物である。2間（5．0m）×2間（4．0m），棟方向N

250Wを測る。柱間は，桁行2．4～2．6m・梁間1．9～2．1mを測る。柱穴掘方は，円形ないし不整円形を皇

し，約0．3m，深さ0．43mを測る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第528図2）は土師器の小皿である。底部より丸味を

持ち口縁端部に続く。端部は丸くし上げている。遺物より詳細な時期を判断することは出来ないが，こ

の建物は概ね16世紀前後に属するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

SBⅣ08（第508・528図）

I19区で検出した掘立柱建物である。3間（6．1m）×2間（4．2m），棟方向N770Eを測る。柱間

は，桁行1．9～2．1m・梁間1．9～2．3mを測る。柱穴掘方は，円形を皇し，径約0．3m，深さ0・23mを測

る。

出土遺物中で図化出来るもの1点を抽出した。（第528図3）は底部を欠く土師器の椀である。体部は
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第508図　第Ⅳ期掘立柱建物平・断面図（2）

内湾し口縁端部に続く。端部は丸く仕上げる。遺物より詳細な時期を判断することは出来ないが，この

建物は概ね16世紀前後に属するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西村）

3．井　戸

SEⅣ02（第509・528・529図　図版82・83　SE8602）

H19区で検出された。SDⅣ01等により画された屋敷地内に所在する井戸である。掘り方の平面形は

不整円形を呈するが，東側は南北に広がりSDⅣ06につながる。掘り方の上面から0．4～0．5m下までの

上半部は摺鉢状になり，これより下部は垂直に掘り下げられている。上面径3．5m，深さ1．6mを測る。

井戸枠は石姐で構築され，内径1．2mを測る。この石組は径約0．4m前後の安山岩・花崗岩・サヌカイト

・砂岩の角礫・亜角礫・円礫を用い，大きな石材を下部に，扁平な石材を上部に，約7～10段程螺旋状

に積み上げている。また，石材の長側面を内側に向けることを原則としている。裏込めの石は検出でき

ず，ベースの砂を充填している。哩土は5層に区分できる。出土遺物は，中位層より下位層にかけてが

最も多く，木製品も出土した。また，井戸枠内部には廃絶後に石組を破壊しながら埋め戻したらしく，

多量の礫を落とし込んでいた。

SE料02の出土遺物としては，土師質土器・瓦質土器・備前焼き・青磁・染め付け・木製品・果実種

・巻貝等が出土している。これらの土器より33点抽出した。

（第528図4～12）は土師質の杯ないし皿である。（10）は石組中（4・5）は中層（4層），（6～

9）は上層（1・2層）から出土した。底部はへラ切りを施し平底である。体部は外上方に延びる。（第

528図13～24）は土師器の小皿である。（14～16・21）は　上層（1・2層），（18・21）は中層（4層），

（13・17・19・23・24）′は石組中より出土したものである。底部はへラ切りを施し平坦に仕上げている。

体部は外上方に短く延び口縁端部に至り，端部は丸い。（24）の底部には対になる小孔が認められる。
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第509図　SEⅣ02平・断面図

1．灰茶色砂質土
2．暗灰茶色土
3．灰黒色粘質土
4．黒色粘土
5．黒色粘質土
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（第528図25～27・29）は土師質の羽釜である。（25～27）は羽釜の休部上半部である。（26）は石組中

（25）は中層（4層），（27）は上層（1・2層）中からの出土である。休部は内湾し口縁端部に至り，

端部を丸く仕上げている。体部外面には指頭痕・パケ・ナデ，内面には指頭痕・板ナデ・ナデ等で調整

している。鍔は口縁端部よりわずか下方に付くが，その形態を比べれば，石組（26）→中層（25）→上

層（27）と時期が新しくなるにつれ退化傾向が指摘できる。（29）は羽釜の脚部である。（第528図28）は

土師質の摺鉢で石組中より出土した。休部は外上方に延び口縁端部は平坦に肥厚する。外面には指頭痕

が認められる。（第528図30）は土師質の十能の把手で，中層（4層）から出土した。外面は指頭痕が顕

著に認められ，内面は中空である。上方より下方に掛けて穿孔が認められる。
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